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ーーZ261 以 T 


ダイ へ プ タ ル 12 本 脚 
スモ ー ル ボー ルキ ャ 
ッ プ , 特殊 ピン 


, 特殊 ビ ピノ 
< ビン #5 の 位置 


A-A 断 面 


パル プ 最 大 部 径 
有 効 直 算 


133 土 3 


116 以 上 
(Y 方向 100 以 上 ) 


(mm) 


(mm) 


@|30HB—A シ リー ズ は ・・……・…. 
5 ABP シ リー ズ の 改良 型 高 性 能 プ ラウ レン 管 
で あぁ 税 紹 和 SS8 
) 偏向 板 端 子 を 管 球 側面 に 直接 だ し て C、L を 減ら し 直流 か ら 超 
周波 まで 均一 な 偏向 率 を 持つ よう に 改め て あり ます 。 
) 蛍光 膜 に メタ ル ・ パ ッ ク 加 工 を 施し て 蛍光 膜 電位 を 安定 化 さ せ 
た の で 灯 度 調 刺 に よ る 末 点 の 移動 、 パタ ー ン 奏 を 極度 に 減少 さ 
せ て あり ます 、 
し か も コン トラ スト が 一 段 と 改善 され て お り ま す 。 


ネッ ク 直 径 (mm) 


= タ 電 庄 E, (V) 6. 3 10%_ 


ヒー “EE: 江 Tr CA) 
第 2 陽極 電圧 E52 (Vdc) 
第 1 陽極 電圧 En(Vdc) 
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制御 格子 電圧 Ei (Vde) 
カッ ト オ フ 電圧 Ecs。 (Vde) 


0.6 


2500_ 


Max._ 


x 20 一 34.5% 


ター 電圧 VS 
弟 2 陽極 和志 Hi ‘Eb, (Vae) 


第 1 陽 板 電圧 Eb, (Vde) | 300~ 515 


弟 2 格子 電 諾 : (Vd 区 千 3000 


RY ー4..3% 


カッ ト オ フ 電圧 Ee。 ーー 
ey 軸 (Vde em ) ZC LT 
Y 軸 (Vde/em) A 2 TR 


12.3(Es52=Es) 


トー 
TTT 
TTT 
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/ 輪 局 区 内 日 本 電気 KK 日 本 電 = 
第 三 営 業 部 電子 管 保 紅 
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NEC プラ ウン 和 飼 は 多年 の 研究 と 経 
験 の も と に 優れ た 技術 と 近代 的 量産 設 
備 と に よっ で て で 作 を し て お り , 決 の 様 

5 な 特徴 を も っ て お り ま す = 
i 1) フ ォ ー カ ス が 鯉 鋭 で 分 解 能 が 高く ; 
で SR が な を 3 溢 才 和久 た 指 れ た 
黄 針 に な っ て お り ま す 。 
2) 電 源 電 計 の 訟 踊 に 無関係 な 完全 正 
馬 焦 点 方 式 で か つ 焦 点 ボ ポケ が 全然 
な く 。 又 加 欠 肛 の 特殊 構造 に よる 
クィ ンク スタ タート で あり ます か ら 
スイ オイ ッ チン と を 司 時 に 』 宏 窪 し た 
| 像 を むす ぶさ ぶ 明 時 安室 方 式 で あり ま 
i 科 こ 


§ 8 イオン トー の ポト ド の 性 
i 二 . ム ろか F 求 の 吹 :. 下 に 来る よう に 設計 
| し て あり ます の で 使用 中 ,。 又は 夫 
| 送 中 で も マグ ネッ トト の 位置 が 安室 


し て お ぢ おり ま す の で 調 軸 の 狂う 心配 
は あり まそ せん 。 

4) 杖 光 肛 は 最も 好ま し い 色 調 と ーー- 
性 に より ラス の ダグ レー フエ ニース 
EE ト Er 
明る い 場 所 で も 鯉 明 な 画 直 ! カ の 和憲 
に < 科 


[=kay 
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pnbeitenr menos 


MEC 真空管 は 優れ た 近代 的 葉 産 設備 と を, 科学 的 品質 管理 
に よっ て 製作 し て お り , その 技術 は 米国 有数 の シル バニ ヤ 社 
より 技術 提携 を うけ , 伝統 あおる 我 社 の 技術 と あいま まっ て その 
優れ た 性 能 と 安定 し 7 た 品質 は 業界 より 広く 認め らち られ て お る 所 
ます 
ME た EC 真 補 答 は た え ず ラジ オ ・ テ レビ 用 に 新品 種 を 開発 し 
て 業界 の 要求 に 即応 し て 広く 愛用 され て お り , 炊 の 様 を 特徴 
を も っ て お り ま す 。 
1) 低 2 イズ 低 ハ へ ム 高 感度 で 品質 が 均一 で 電気 的 性 能 に すぐ 
OE 
2) 構 造 了 生 で 機械 的 強度 が 強く 高 信頼 性 で , 耐震 性 に すぐ 
本 おい が SE 
3) 長 寿命 で 長期 使用 し て も 特性 変動 が 少く 安 定性 に すぐ れ 
て お り ま す 。 


閑 日 本 電 所 株 式 遍 訪 
日 本 電気 株 式 次 方 


CC いこ 


スタ ル ペ ス 通 信 ケ テーブ プ ブル 


長 
・ 重量 は 同一 サイ ズ の 銘 被 テー プル の 約 尺 に 軽量 
2. 摩擦 抵抗 が 少な い の で 長 尽 ケー ブル の 敷 設 が 可 
Td hh vd る の で 電 食 、 
また 電 混 等 は 皆無 と 

・ 振動 疲労 特性 が よい 。 

・ 従 っ て ケー プル の 信頼 度 は 向上 し 保守 も 極め て 容易 に な る 
.。 価格 は 鉛 被 ケ テー プル と 同等 程度 で ある 。 


«> 古河 電 損 工業 橋 式 置 社 


福 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 14 
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通信 機 の トラ ンジ スタ 


わが 国 で トラ ンジ スタ の 製作 が 開始 され て 
僅か 4~5 年 で 月 産 数 百 万 個 , 今 で は 米国 に 
次 ぐ ト ラン ジス タタ 生産 国 で す が ,> そ の 中 で 最 
近 耳 に し 始め た の が “富士 の トラ ンジ スタ メメ 


で 


現在 生産 され て いる 花 大 な 量 の トラ ラン = 
タ も , その 大 部 分 は , ポー タブ ル ラ ジオ に 

と し て 消費 され ; 通信 機器 , 電子 機器 に 使用 

され る も の は ご く 僅 か で す . 通信 機器 の 線 合 

メー カー で ある 当社 で は , ibis 
搬送 機器 , 電子 計算 機 , 自動 制御 装置 等 の ト 

=(1) i ラン ジス タク 化 を 守る た め , 早く より 通信 機 

] 用 の 精密 な トラ ンジ スタ 開発 に 対す る 研究 に 

(4) (3) 5) 着手 し , 完 壁 な 製造 設備 を 整備 し て , 電子 次 

A 換 機 , 電子 計算 機 , トラ ンジ スタ 端 局 装 置 等 

いい の 生産 化 に 着 々 と その 成果 を 上 げ て お り ま す -・ 

] 破竹 の 勢い で 進展 を 続け る トン 


| EE et は , いき お い 他 の 部 品 に も 小形 高 性 能 化 を 要 
| a a 
| 生 午 | 氷 し ます が 夫 二 の 体 シリー ズ で 今回 な 
i st- " a が 
| e 生 に [ er 前 進 し た も の に “ガラ ス 封 入 形 ゲ ル マ 
| \ 3 \ “ ES > * 
| I [ 盾 どど ダ イオ ーー ド ” が あり ます . RF 
| ” 1/ i = ご ~ _ 
i も の の 性 能 は 別表 通り で , これ か ら 事 す 
ます 発展 する 富士 の 半導体 シリ ー ズ の 一 環 と 
し て 暴 色 の や の で すず す . 
w | 
CEES | | . 定 Ta=25°C 性 | 
a 聖 3 i a i [ 
| 名 称 区 分 | 富士 名 和 ’ | ト 形 5 | a Vo 7 に た Fg a« a i ? 下 | 
| a | C) ICCYI CV) CA) | CA)! W)CuA) Chfe 7 | (pF)| (C9) | 
[lap16 | ンジ 本 FT30 PNP. Al.G| 1 | 85 | 70 |-16 |eooml-eoom| 1.8|-20| 50 | — | — | — | 低 周 波 電 力 増 rh | 
12SB17Al2 相 FT-31A|IPNP. Al.G| 1 | 85 7 -40 | 600m|-600m| 1.8 |- 20 | 50 | 一 | 一 | 一 | 
2SB18 | スワ 玉 pT32IPNP. ALLG| 1 | 85 | 70 |-60 | 600m-600m| 1.8|-20| 50 th 。 | : 
|2 SB 19 FT-40 PNP AIG|2 | 85 | 70 |-16 |2.5 |2.5 | 5.5|-100| 50 | i » 
2 SB 20 FTAV PNP. AIG2 | 85 | 70 |-32 |2.5 |2.5 | 5.5|-100| 50 | 者 » 
格 (Ta=25°C) | 特 性 
Ye | 2 の Tn hp A hf fab | Cp | N44 用 | 傍 
ICV) CmA)} (mA) caw (uA)| (nA)| (2) (Mc)| (pF) | (db) ER 
go | 50.-50. 1 100|" 1B 415 | 287|0.98| = | 必 周 計 重 
& 12 | 50 |-50 8 | 15 | 15 | 38 |0.98 | — 二 前 貼 
28SA 32 Er pNP aAlc 4 5 0 | -0 20 | 25 |-25 | 100| 5 5 |.29 10.90] 10 | 12 | 10 高中 周波 増 
2SA33 |〆 ト 周 | FT-93 PNP. A1.G| 4 | 85 | 70 |-10 |-20 | 25 |-25 100| 5 oT 5 2 0 
28A46 | スラ 波 | FT94 PNP ALG|4| 85| 70 | 0.5 | -12 | 25 |-25 | 100| 10 | 12 | 39 |0.99 1 了 G 二 2 = き z 
28A47 タ タン |FT-92 [PNP. ALG| 4 | 85 | 70 |-0.5| 12 | 25 |-25 | 100| 10 2 2 | 90.99 吉 放り 0 放 科 
tc 4 Er ーー | 
実 大 定 特 性 = | 
型 名 用 途 特 徴 電流 順 電流 mA | 順 電流 逆 電 流 々 A 科 備 考 
形 | 逆 電 圧 | mA, { ] 遡 電圧 | 全 量 
| 衝 失 頭 値 連続 | サージ | /+1V 10V+ -40 =60V |—100V | 
亡 -21S | 一 般 用 |5|401|90 |30 | 200| 2 50 500 45Y | pF 
IF-22S » | 60 |90 |40.| 80| 5 20 500 70 7 
TE-31S | 高 逆 遼 圧 用 |5 |100 | 90 | 40 | 200| 3 10 300 | 110 i 
E51S | 高 逆 抵 抗 用 |5 | 40 | 90 | 40 | 200| 3 10 500 45 1 
IF-52S » F600 90 140 i800 / 5 10 200 9 1 | 50% 
正 -60S | ビデ オ 検 波 用 | 5 | 40 90 40 300 ! 50 1,000 i 
RDPS 2 ケー 寺 5 | 40m。 90。 30. | 200. a。 5 20 500 45 1 RE 0 
RD-1QS| 4 ヶ 加 合 |15 | 4 | 90 | 30 200| 5 20 500 45 1 +L.1.0YV, 5%4 +0.5V,10% 


富士 通 悦 拉 串 中 村 式 箇 詩 


東京 都 千代 田 区 丸の内 3 の 2 電話 (281) 6 2 2 1 (大 代表 ) 
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シン クロ ズ コ ー プ は エエ ピク FE 


= 
<E-hia 
DS$-5155 


( 四 現 像 観測 可能 ) 


の NS 胃 の ラ ン シンク ロス ーー DS-5155 
は 』 2 要素 ブラ ウン 管 5 AFP 11 を 使 
用 し て いま す . 

ブラ グイ ンタ イブ の 前 置 増幅 器 は , シ 
ンク ロス コー プ フ SS-5302, SS-5102 と 
共通 の も の が 使用 され ます SP-10D-A 
を 2 組 挿入 すれ ば 4 現像 の 観測 が 同時 
KG ます 

電源 は 台車 に の っ て , 本 体 と は 別に な 
gn 


性 能 (SP-30-A 挿入 時 ) 
感 度 0.05 V/cm~20 V/cm 
周波 数 特性 D.C~15 Mc/s 
掃引 時 間 0.02 gseclcm~12 sec/cm 


この ほか , 2 Mc シン ク r ョ から 60 
Mc まで , また メモ リス コー プ と 10 
数 種 の シン クロ スコ ュ コープ が あり ます . 
国内 唯一 の シン クロ スコ ー プ 専門 メ 
mC CCR ケス の 
ゆる 分 野 で 活躍 し て いる 過 崎 の シン 
クロ スコ ー プ を 御用 命 下さ い 。 


カタ ログ 等 の お 問合せ は 
(CEA EA し ます 


富 崎 聞 全 機 株 芸 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 の 6 浅野 ビル 
東京 営業 所 電話 (27) 0461 (代表 ), 0471 (代表 ) 
大 阪 営業 所 大阪 市 東 区 淡路 町 5 の 2 長谷 川 ビ ル 電話 (23) 1616 ( 代 表 ) 


本 社 及 工場 東京 都 杉並 区 久 豚 山 2 丁目 710 番 地 電話 (39) 2231 ( 代 表 ) 
出 張 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 
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HH-2500 


磁性 コア ( 外 径 4 mm) 
ポリ エチ レン 総 緑 


押え ぇ 巻 テ ー プ 0 
}. tk ( 外 径 約 7 .5mm ) 


L 外部 導体 (0.2mm ホ ル ャ マー ル 線 編 組 


内 部 導体 (0.Imm ホ ル ャ マール 線 密 券 ) 

最近 タラ ー テ レビ セッ ト 、 和 電子 計算 機 、 

レー ダー その 他 高 級 な エ ェ テレ クト ロニ タス 

関係 機器 に お ける 波形 の 位相 変位 用 な ど 

特 長 に 用 いら れる 遅 延 ケー プル と し て 遅延 時 
間 の 大 きい も の の 需要 が 増大 し つつ あり 

ます か が 、 路 社 で は これ ら の 要望 に こたえ ぇ え 、 

この ヶ ケー プル の お も な 特長 は つぎ の と お り で 可 兵 性 の ある 磁性 コテ を 用 いた 小型 で 、 


あり ます 。 ee 


(1) 矢 磁 率 が 大 きく 損失 の 少な い 優 秀 な 磁性 HH 一 2500 は カラ ー テ レビ セッ ト 用 と し 
ュ ァ を 使用 し て いる 。 て 好適 な も の で あり ます 。 
(2) この た め 高 イン ピー ダン ス で 遅延 時 間 の 
大 きい も の が 短 か い ケー ブル で 得 ら れ 、 ま た 性 能 概要 
遅延 時 間 当 り の 減 論 量 が 少な い 。 
(3) 細い 磁性 コア を 使用 し て いる の で 、 遅 延 
遅延 時 且 
時 間 の 周波 数 特性 すなわち 遅延 ひび ずみ が 良好 ER Ng 
る 減 誤 量 約 3db/m (4MC) 
| 正 \ 
(4) 損失 と 遅 途 ひ び ず み が 少 な い の で 、 波 形 の ES RL | 
ひずみ が 少な く 、 パ ペル ス 特 性 は 忠実 で ある 。 央 ‘C. 350V 
(5) コ ァ は 可 と う 性 に と み 、 屈 曲 性 6 良好 で が が は R50 1 
絶縁 抑 抗 100 M9 / 以上 


ぁ る 。 
参 考 


この ヶ ケー プル の 性 能 は つぎ の と お ぉ お り で あり は ます 。 
特性 イン ピー ダン ス 2,900Q 


(6) ケー プル の 仕上 り 外 径 が 小さ きく 、 所 要 の 


遅延 時 間 の も の が コン パク ト に 得 ら れる 。 
(1) 弊社 で は HH 一 2500 の ほか HH 一 1600, HH-—4000 お よ ょ よ 
び パ ルス 過渡 特性 の きら に 忠実 な HH 一 1500 お よ UFHH-—2000 
の 各種 遅延 ケー プル も 製造 いた し ます 。 
(2) 御 要 求 に よっ て は 遅延 時 間 を 調整 し 、 端 末 を モー ルド 加 
工 し た も の も 納入 いた し ます 。 


日 雪 電 線 


本 社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 一 12 
小 業 i 「 阪 計 定 福岡 "・ 名 古屋 
販売 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 有 広島 ・ 憲 山 


代 閲 示 炒 の 計算 に 
アナ ログ 形 磁気 テー プ 式 相関 函数 自動 計算 機 


A 変 億 調 部 


この 装置 は エン ドレ と ス 磁気 テー プア プ を 使い 、 固 室 し た 2 ヶ の へ 
ッ ド 間 で 任意 の 遅 多 が で きる アナ ログ 式 相関 函数 計算 機 で す 。 
パル ス 幡 変調 方 式 で すか ら 、 計 算 精 度 は 高く 、 0 一 20% ま 
で の 信号 の 自己 お よび 相互 相関 函数 を 自動 的 に 計算 する こと 
が で きま す 。 演 算 時 に は 記録 時 の 5 倍 の 速度 に 上 げ て 行う こ 
と が で きま す 。 は また 変 復 胴 部 演算 部 は オー ルト ラン ジス タ 式 、 
記録 部 は ペン レヒ レコー ダー で 演算 部 か ら の 出力 を アナ ログ 量 と 
し て 記録 で きま す 。 

な ほ 、 こ の 装置 に は ラッ ク 形 と 可 失 形 が 用 意 き され て いま す 。 
用 途 : 地 震 波 、 流 体 ま た は 気体 の 流れ 、 そ の 他 低 周波 振動 

現象 の 相関 画数 を 求め る の に 便利 で す 。 


ッ ニ ーー 株式 会 社 東京 都 品川 
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に Hi Nr 


> 


区 北 品川 


6 


に ゴ 
直 
長 
度 
号 


所 填 


7 


な 人 き 織 

1.25cm 

約 4m の エン ドレ ス 
記録 時 8cm/sec 
演算 時 40cm/sec 
0~20°/s 0.5Vp—p 
た ゞ し 入力 お よび 出力 


計算 速度 比 が 1 
0 100C/s まで 可能 
0~100¢/s 1Vp—p 
AC 100V 50C/s ま た は 60S/s 


:1 の 時 


(カタ ログ 時 ) 


周波 至 が 高く な る ほど 減衰 量 が 減 
る と いう 特異 な 性 質 を も つた め , 長 
貴 離 伝送 路 と し て 注目 され て いる 円 
形 導 波 管 に つい て , か ね て で から 開 発 
研究 を すす め て お り ま し た が , 昨年 
後半 に 至り 実用 に 供し うる 見 通し を 
得 , 日 本 電信 電話 公社 電気 通信 研究 
所 殿 で の 実用 化 実 験 用 と し て , 昨年 
末 か ら 今 春 に か け 総 長 約 400m を 納 
し 

構 造 内 径 5lmm 円 管 式 フ 

ラテ ンジ 付 (写真 参照 ) 
標準 単 長 5m 

材 質 鉛 

減衰 量 図 の と お り 

伝送 波 モ ー ド 記 長 績 

持 長 

(1 ) 減衰 量 が 従来 の 伝送 線路 

4 ぬお て 低い 。 (50Ge 
2dB/km 以 下 ) 

(2) 従来 の 伝送 線路 と ぐら べ ベ 
る と , 驚異 的 に 広い 帯域 幅 
され る 。 

な お , らせん 管 式 お よび 誘電 体内 
装 式 の も の に つい て る も 試作 を 行ない 
長 距 離 伝送 路 用 と し て の 検討 を すす 
ちり まま すら 


本 社 大 阪 市 此花 区 恩 
東京 支社 東 京都 港 区 
閣議 訂 名 庄 = 古 さそ" 性 * 


ER 


きり リ 汰 大 溢 有 同 


\ \ “< 


20 30 40 8060 
周波 数 (Gc) 


1 80 100 


7 : 理論 値 (内 径 51.0mm) Bi BB2 : 米国 B.T.Lab. の 実 
績 (内径 50.8mm, Aug. 1958) Fi, Fa : 仏 国 Cable de Lyon 
の 実績 (内径 50.0mm, Oct. 1957) E : 英国 University 
Colledge, London の 実績 (内 径 50.8mm, July 1957) _S : 当 社 の 
実績 (内 径 51.0mm, Nov. 1959) 


半導体 技術 9 汐 敵 g く 
新 電 元 の AP PPP LL, 


量産 化 に より 


価格 大 巾 引 下 断 行 / 


定 価 素 


5 価格 は 数 量 に 
0 御 相 談 に 応じ 
- 5 
5 
0 
5 
用 傍 
4 4 a 。 > 
コレ クタ 損失 82.5W 電気 時 計 ク ロッ クン パルス 発生 用 自動 車 及び オー トバ 


イ の イグ ニ を ション 和 電源 写真 用 フラ ッシュ ラン ププ 高圧 


営業 品目 4 電源 メ ガー 用 高圧 電源 高速 度 磁 気 増 巾 器用 得 形 
ey cp 波 電 源 。 蛍光 灯 用 電源 移動 無線 機 用 電源 プー 
Sk スタ ー に 依る 直流 の 室 電 圧 化 電源 即応 定 電 圧 整 流 器 
= 正弦 波 バ ラン シン グモ ーー ター 制御 用 電源 正 逆 出力 低 
周波 直流 増幅 器 直流 発電 機 の 電圧 調整 用 直流 回 
パパ ワー トランジスタ 路 の 開 半 用 パル スズ スモー ター 馬 動 用 


コレ クタ 電流 ベー ス 電流 


3 値 


ジャ ンク ショ ン 温 度 85C で まで 適用 出来 る 。 


3 
2 周 温 40 で , 自然 空冷 , 20cm※20cm※ 1 mm の 銅 放 吉 板 に 直接 取付 けた 場合 。 
< 欠 ) 


この 定格 は スイ ッ チ ング に は 適用 し な い 。4) 逆 バ イア ス は 0.4Vー2V 


0 電 元 去 生 株 式 憲 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 の 4 新 大 手 町 ビル 
電 話 ( 艇 1849 WY EA 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 角田 町 31 阪急 航空 ビル 8 階 
電 話 R869 8 0 29g5 
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Low Cost 


I Wide Freq Range 


\ 


Minimum Distortion 


遅延 ケー ブル VDL 一 1416A delay time 1.4 ks/m 


と 6K 
遅延 ピー ス VDLP 0.05kxs~1.0 gs 各種 
遅 延 棒 VDLS 一 0718B delay time 0.7 ks 
カラ ーー 受像 器用 2 EDIRG 


上 記 各 品 に つい て の 資料 は 本 社 通信 技術 課 ま で 御 請求 下 さい 。 


昭 箇 線 雷 科 株 式 症 


東京 販売 店 丸 の 内 (東京 海上 ビル 新館 ) 
販 売 店 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 札 幌 
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新 製品 
10.7MC SERIES i 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS 


・ AM. FM. SSB RECEIVERS 
・ DOPPLER RADAR SYSTEMS 
< FSK SYSTEMS 

・ FIXED CHANNEL RECEIVERS 

・ SPECTRUM ANALYZERS 


SYMMETRICAL BANDPASS 
CENTER BANDWIDTH | BANDWIDTH A AN 
FREQUENCY 
L104 玉 し 


MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 
ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


引 舞 革 下 EH 剛性 出 障 
時 較 半 了 上 i 隊 半 時 昌 


HE 
世 一 同相 図 半 敵 は し れれ hh 4 |] に に に 8 
-5 
EEL LE 本 較 叶 図 園 貫 6 慰 軸 に a8 
FRESUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 


CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 
同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7 MC 系 列 既設 計 、 高 信頼 性 の 高周波 水 箇 泊 波 器 
を 件 推奨 いた し ます 。 


向 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


東洋 澤 人 tt 


本 社 及 工場 神奈 川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3771~3779, 2766 
東京 事務 所 東京 都 千代 田 区 埋 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 勿 ビル 内 (電話 ) 東 京 (591)1 973, 1974 
大 阪 営業 所 大阪 市 西区 土佐 堀 船町 2 3 番地 大 阪 商 工 ビ ル 内 (電話 ) 土佐 堀 (4 4)4332 
福岡 営業 所 福岡 市 下 土 居 町 3 番地 住友 ビル 内 (電話 ) 福岡 (3) 2501 
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BERN HE SH EHE 吉 


ゃ i 
VH 常用 可 有 押 抗 減 論 舌 AL-36 弄 


紅 囲 | DC~200Me x 弄 


蜂 | 0~81dB 1dB ステ ッ プ 


減 三 量 精 度 | 100 衝 3 1.5 dB 以 F 200 迄 2dB BA 


特性 ィ ン ピ ビー ダン ス | 50Q9 また は 759 
R L 8 A 


UHF 帯 用 同軸 型 固定 抵抗 減衰 舌 AL-35 型 


小 春 lv SWR WR | 


| 1 
| 


周波 数 範囲 | 。 巡 ema 


3dB 用 | 0~2.0 KMC 50 9 


6dB 用 | ” 


10dB 用 | 
20dB 用 | ” 


SHF 帯 用 可変 抵抗 減衰 器 VATR-7 弄 


周波 数 範囲 | 6.4~7.2KMC 
0~40 dB 


- 思 - 


減 誤 量 | 
= | 
減衰 量 精 度 | 


1.05 以上 


EHF 帯 用 可変 抵抗 減 論 吉 VATR-34 型 


VHF・UHF 帯 用 抵抗 滅 誤 器 テス ズ ト オシ ウッ ー ク ター 
余弦 解析 器 


選択 レベ ル 測 定 問 
バル スコ ー プ 号 周波 数 特性 直視 装置 


AL-36 型 
195x85 Xx115 mm 
170Xx62Xx 75 mm 


AL-35 型 


22 4 %77 mm 120 kg 


2? 
¢ 


VATR-34 型 


100x65※35 mm 0.25 kg 


TE 


ミニ ・ ル ッ キ ー” タ 
あら ゆる 場所 で 逢 用 で きる や わが国 最初 の 全 ト ラ 
ee ンジ スタ 化 洒 用 テレ ビジ ョ ン 
利用 範囲 : オフ ィ ス 、 世 場 、 学 校 、 商 店 、 船 舶 、 飛 行 場 、 家 
庭 、 そ の 他 あ ら ゆ る 場所 で ご 使用 に な れ ま す 
1 超 小型 ・ 軽 量 で 、 手 の ひら に の せる こと も で き 、 文 従 


テ MTC 一 101 型 
\ 史 - 


来 に な い 低 っ コ っ 天 ド に まとめ の て あり + ます 
ee 特 2 すべ て に トラ ンジ スタ を 使用 し て いま す の で 動作 が 安 
定 し て お り 、 消 費 電力 は 微々 た る も の 、 保 守 ・ 取 扱い も 
{ a 容易 で す 
長 3 便 か ーー 本 の 同 由 コー ド を 、 一 般 の 受像 機 に つなぐ だ け 
7 で 、 テ レビ 放送 同様 に 鮮明 な 映像 が 得 ら れ ま す 
er 定 格 
a 1 方 式 ラン タム イン ター レス 方 式 3 使用 トラ ンジ スタ 19 石 
= 水平 周波 数 15.75K C ダイ オォ オー ド 18 本 
二 直 周波 数 50% 又 は 60%% 4 外形 寸法 80x130x21 5"%n 
(電源 同期 ) (市 ) (高き ) (奥行 ) 
に 2 解像度 (市 央 の 受像 機 を 利用 し て ) 5 消費 電力 AC 100V 10VA 


水平 320 本 以上 50% 又 は 605% 

垂 上 直 a 6 硬 量 3.2kg (レン ズ を 含む ) 
備 考 : 目 的 に よ 各種 の 遠隔 制御 装置 を 使う こと が で きま す 。 
叉 凌 に 導 埋 借 了 を 補い の ーー 4 
ー を 使用 する VV 型 を ご 利用 さく es 


(2 八 欧 電機 株 式 会 + hea i a 


人 吹 電 機 株 式 会 + 
UE a (BTC)212 
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BRUEL& KJA&R 
プリ ュ エ ル ・ ケ アー 計 の メー ター 


RO 4 


pati 


Type 1503 Deviation Bridge Type 2407 Audio Frequency Type 2405 Wide Range 


外部 の 基準 か ら 、 抵 抗 、 コ イル 、 5 —50,000% Voltmeter Voltmeter 
コシ デン サー の イン ピー ダン ヌス スケ ー ル 目盛 は dB で 0 .01V~1000V。 空 管 電 圧計 で 20%~10M% 迄 
及 位 相 角 の 偏差 の パー セン テー 電流 は 0.01 1A 迄 。 最 大 ゲイ ン は 60dB 測定 可能 。 フ ルス ケー ル の 感度 
ジ を 正確 に 直読 する ゃ る も の で す 。 は 3-3u- 300 mV で コン デン サ 
抵抗 : 19 30MQ ー の 電圧 分 割 箕 を 用 いる と 3 一 


30 一 300V に な る 。 スケ ー ル は V 
と dB で 目盛 っ て あり 、 載 正 用 電 | 
庄 が 内 蔵 さ れ て いる 。 プ ロー プ 
に は カソード フォ ロワ ー が 人 入っ 
て いる 。 又 アッ テ ネ ー タ ー も つっ つ 
0 


クタ ンス ・ 
2 mH —2000H 
キャ パシ タン スズ : 
500pF—5000kgF 
6 つの メー ター スケ ー ル が 有る 
ー1.5% 一 1.52% 
7% 一 8% 
5 96 


ー 50 一 100 


葵 日 整 員 攻 団 敵 ・ 賠 ・ 寺 革 ・ 堅 


Si Dl 
bb 
sD 


滞 洲 各 直 が 軍人 


Type 2423 Megohmmeter 連 

高 感 度 、 高 精度 の 抵抗 測定 器 。 試 験 電圧 10V と 100V の を 

を 用 い 、 0.1MQ か ら 107 M9 迄 7 つの 範囲 に 分 割 さ れ 資 切 

て いる 。 又 直流 電圧 計 と も な り 1V~2000V が 5 つの 穫 料 取 

囲 に 分 割 き され て いる 。 直 流 電流 も 測定 出来 、10x kx A 一 が り 

100x A が 6 つの 範囲 に 分 割 さ きれ て いる 。 入 カイ ン ピ ー で 保 

ダン ス は 1000MQ 及 100MQ メーター スケ ー ル 半 対 数 目 硫 。 き 存 

ょ し 

Type 2409 Electronic Voltmeter 2423 十 3423 す + 
2 %~200K % Type 3423 High Tension Accessory 

測定 範囲 : 10mV1000V 2423 と 共に 用 いる も の で 抵抗 測定 範囲 が 10" MQ 之 広 が 


入力 イン ピー ダン ス : 10M9 り ま す 
メー ター : 0° 
実効 値 、 平 均 値 、 失 頭 値 指 示 、 


メー ター ダン ピン グ は 二 種 類 あ り ま す 。 詳細 は 下記 へ 御 問 合せ 下 き い 。 


日 本 総 代 理 店 東 京 : 東 京都 港 区 乏 田 村 町 6 丁目 7 番地 
; TEL (431) 05454941・5491・7875・8958 


ハエ BE へ 村 大 阪 : 大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 1 丁目 14 番 地 
松下 電 般 賀 易 株 式 会 社 PE 0 3 


Nationali 


前 一 15 


TEKTRONIX.NEWS 
PULSE SAMPLING SYSTEM 


本 装置 は 指示 部 に 従来 の テク トロ ニッ クス 製 プ ラグ ・ イ ン ・ オ シロ スコ 
ー プ (530, 540, 550 シ リー ズ ) を 使用 し て 繰返し パル ス の 立上り 時 間 を 0.6 
nsec (nsec =nanosecond = 10~*sec) まで 測定 する こと が で きま す 。 

これ は 実際 の 繰返し パル ス か ら 50 乃 至 500 個 に 1 個 の 割合 で パル ス を 抽 
過 L 交 グラ ボン 管 上 に “ドット と と 放 で 缶 き る 


110 型 パル ス 及 び ゲ ケート 
発生 器 テク トロ ニッ クス 社 製 
Se 半 敵 8 半 - プラ グイ ン 方 式 オ シロ 
スコ ー プ (本 図 で は 545 
A 型 オ シロ スコ ー プ を 使 


用 ) 


本 器 は パル ス 発 生 器 と トリ カー・ 
テイ イク" オプ ・ シ ステ ム か ら 成 
っ て 居り 、 パ ルス 発生 器 は 水銀 
リレー の 使用 に より 芝 nec の パ 
ルス 信号 を 発生 させ る こと が で 
きこ の 出力 は トリ ガー・ テ イィ 
タク 衣 ホブ プ “ジジ ステ に 供給 えれ 
ws 


es 


(パル ス 発 生 器 ) gk 
マルス 立 上 り 時 間 ーー あー 
: Mnsec サナ サンプ リン グー ニン PE 
最小 パル ス 長 トリガー 
: 約 0.4nsec ポイ ント の 間 に 必 要 な 遅延 
繰返し 周期 時 間 を 持た せる た め に 使用 


る 。 
遅延 時 間 : 60nsec. 
効 攻 : 1000MC に 於 


: 700—800/sec 
(トリ ガー・ テ イク ・ オ プシ ステ ム ) 
中 絆 ピー ダシ ンス 


; て 100 フィ ー 
:509 , 1259 a - ト 当 り 2.3db 
伝達 損失 及び 反 和 貢 の 損失 。 
: 2.5% 以内 
rs 2 EE 天 N 型 サン プリ ドド ンク = プラ グイ 0 科 
N 型 サ ンプ リン グ ・ プ ライ ンク ・ 本 器 は プラ グイ ン 方 式 オ シロ スコ ー プ の Y 軸 増 巾 部 に 挿入 し て 与 
イィ イン ユエ ユニット ………$ 600. — られ な た 高速 度 の 線 返 し パル ス か ら 比 較 的 長い 掃引 時 間 で “ドット” 
110 型 パル ス 及 び ゲ ー ト と し て 抽出 じ て プ ブラウン管 に 描出 する 。 
陸生 科 00 立上り 時 間 : 約 0.6nsec( 約 600Me 相 当 ) 
4 t 目 ・ ポポ JO0.6nsec ( 約 c 相 当 
直り a 
113 型 遅延 ヶ 天 カ イジ ピコ タ ツメ 1259Q 
ーー ツ ト eesess 200. " 感 度 * 50mV /em (最大 入力 300mV ) 


イン 方 式 シ ロス 


等 価 掃引 時 間 : 1, 2, 5 及び 10nsec/ ズ cm 
コー プ (530, 540 シ リー ズ ) 


サン プリ ング 類 度 : 50, 100, 200 及 び 500 
$995.— ~ $11,550 


(上 記 価 格 は メー カー 工場 出荷 遅延 時 間 : 200nsec 
価格 で す ) a 信号 繰 返 周 波数 : 最大 100KC, 最小 50 


GENERAL RADIO COMPANY 審 屋 電 気 株 式 会 入 
TEKTRONIX. INC. 至 志 し 去 
THE HARSHAW-CHEMICAL COMPANY Seen oa i FE 


・5848 輸入 課 直 通 
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PRECISION 


MILILIMICROSECOND 
上 EA SE 
DETECTORS 


4+YRES205B2 
200 MC TO 1000 MC 


PHASE METERS 
DELAY LINES 


Ultra-Fast Rise Time Delay Lines 


Type 10T Series 

ATTENUATION PER MICROSECOND: Approximately 0.5 db minimu.', 1 db maximum. 
ACCURACY: Delay 土 2%; impedance 士 10% 

MAXIMUM INPUT VOLTAGE: 


500 volts for most. types. 


D-YU ELECTRONICS LAB., INC. 


Formerly 
ADVANCE 249 Terhune Ave., Passaic, -N: J, 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


SAN CARLOS, CALIFORNIA 


4 El 


MONARCH OF 
TDAY, MARCH 20, 1999 


jst Planet 


Contact 


"ESTEC Dass t, 
WESTE ORD 

areh 49 ~~ UP — an 
ade his Sir 


‘space 

round tip ot 4. 009 
miies> 

wag The ht FS FY 

wtih sy eelisiiak 


on 
tee ent 


Lsborstory 
ute of 


k 

The voivense is Dan 
i ha lcen mer ler 
lub wnptr eater 


ted conts 3 


"Lientg kas ha 


Elmoc Klystron finol ompiifier at Millstone HIIl Rodor site. 


EIMAC KLYSTRON POWERS VENUS CONTACT-~ 
100 TIMES FARTHER THAN PREVIOUS RECORD! 


On February 10 and 12, 1958, a high- 
power radar of M.I.T.'s Lincoln 
Laboratory transmitted and received 
radar signals between Earth and 
Venus. A round-trip of 56,000,000 
miles! This historic event was man’s 
first radio contact with another planet. 
It was by far the longest man-made 
radio transmission on record. 

The final amplifier tube of this giant 
radar isa super-power Eimac Klystron, 
the same used in missile and satellite 
detection and tracking. Eimac’s long 


experience and leadership in the devel- 
opment and manufacture of ceramic- 
metal power klystrons enabled the firm 
to design a super klystron capable of 
producing tremendous amounts of RF 
energy at the desired frequency. 

In this application, as in tropo- 
scatter installations throughout the 
world, Eimac Klystrons have won a 
reputation for exceptional reliability 
and long life. Today Eimac manufac. 
tures power amplifier klystrons for 
ultra high and super high frequencies. 


The transmitter for Lincoln Labo-. 
ratory's giant radar was built by 
Continental Electronics Manufactur. 
ing Company. The radar was sponsored 
and is supported by the Air Research 
and Development Command of the 
United States Air Force. 


EITEL-MCcCULLOUGH, INC. 


San Carios・California 


Gimk 


日 本 総代 理 店 
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and 


あめ 200AB 
Audio Oscillator 


な 200CD 

Wide Range 
low freq UeENCcY | 

osclillat 
Pictured here are six of the most widely used oscillators 200J 
in electronics. All employ the highly stable, dependable, f Interpolation 
accurate resistance-capacity circuit. They require no zero | Oscillator 
setting. Output is constant, distortion is low and frequency 
range is wide. Scales are logarithmic for easy reading; all 
are compact, rugged and broadly useful basic instruments. 
Brief specifications are given below; call your ® rep for 
demonstration or write direct for complete data on any ) | 
instrument. 200T 
: Telemetry 


PK Oscillator 


Cali- 
ceuracy | 900 Ohms| Load 
1 watt to 20 Ki! 
(24.5 v) 600 ohms 2% 20 KC 0.05% 
to 40 KC 
5 cps to i 0.5% below 
D | 600 KC 2% mw |600 ohms* | , 
EN | oo | i oome [2 


201C 
Audio 
Oscillator 


t 3 watts 
(42.5 v) 


1 cps to 160 mw 
c 100 KC 士 2% 500 ohms* 0.5%§ 
(5 bands) 10 volts 


*jinternal impedance is 600 ohms. Frequency and distortion unaffected by load resistance. 
Balanced output with amplitude control at 100. Use line matching transformer for other con- 
trol settings. **Internal impedance approximately 600 ohms with output attenuator at 10 db 
or more. Approximately 75 ohms below 5000 cps with attenuator at zero. {Internal, non-op- 
erating controls permit precise calibration of each band. 40.5%, 50 cps to 20 KC at 1 watt 

. 1.0% over full range at 3 watts output. §0.5%, 10 cps to 100 KC. 1.0%, 5 to 10 cps. 
2.0% at 2 cps. 3.0% at 1 cps. {Measured with respect to full rated output. 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 


* Palo Alto, California, U.S.A. 


あぁ 202C 
Low Frequency 
Oscillator 


Field representatives in all principal areas 


疾 本 総代 理 店 。 関 商 
| 東京 都 千代 還 
電話 東 京 


- 新 想 品 


オク タ - ブ フィ ルター OF-7 型 


小型 軽量 200w x105hx135dmm 2.7kg 

指示 計 付 トラ ン デ ヂ デス ター 化 

商 性 能 ASA 規 格 に 準 ず 

音 略 分 析 , S/N 比 の 向上 , 白色 雑音 の 切 取 

入力 の 範囲 一 40 一 +10dBm 

指 示 計 範囲 20d 己 全 濾 平均 値 指 示 
時 定数 - 0.2 一 0.25 秒 

入 カ イン ピー ダン ス 6002 不平 笠 

出 カ イン ピー ダン ス 6002 不平 街 

挿入 損失 2.5dB 以 肉 

電 六 電池 , 指示 計 動 作 時 の み 使 用 
BL 006P1z ヶ 

携帯 用 ピピ ニ ーー ルカ バン 付 


広い 用 笑 と 測定 軒 団 を 有する 


JEIC 音響 ・ 振 動 測定 器 


RE ノイ UF -1 型 
研究 用 最新 型 


特 袖 広い 周波 数 純 囲 …3 オ タタ ー プ ご と で 5 一 10000% 
ロー ノド マス ・ ハ イン マス ・ フ マン ドッ パス フィ ルル と 
し て 夫々 36 点 の カッ ト ォ オフ 周波 数 を 任意 に 組合 せ 
て 使用 で き る 
低い 周波 数 で も 特性 が 均一 で ある 
急 則 な 達 断 特性 で オタ ター プ 当 りー40dB の 減 次 特 
性 を 有 し 80dB 舌 直 線 的 に 減 次 する 
小型 ・ 軽 晶 …410w X250h ※250 dm 13kg 
指示 計 付 … 周 波数 分 析 時 の レベ ペル 指示 が で きる 
庫 い S/N 上 比 … 徴 少な 成分 の 検出 が で き る 
RC 方 式 の た め 誘 導 を 受け る 心配 が な い 

性 能 周 波 数 引 囲 … 夫 オク ター プ 毎 5ー1000%& 
周波 数 選択 謀 … 公 称 遮断 周波 数 に 対し て 
1 オク ター プー40dB 以上 80dB 矢 直線 的 に 減 実 
周 濾 数 特 性 オー ペパー オォ ー ル 

2 一 20000S%4 一 1 d 己 以内 

入 カ イン ピー ダン ス …2 MQ 不 平 笑 


日 本 電子 測 器 株 式 会 社 指示 計測 定 引 囲 … 入 力 信号 1V=0dB と し て 


PM-15 型 高 感度 


交流 専用 の 高 感度 、 高安 定 度 の 真空 
管 電圧 計 で 、 微 少 交 流 電圧 の 測定 に 
最適 の も の で あぁ り ま す 。 
測定 電圧 1mV~300V, 
ー58dBー 二 52dB, 
フル スケ ー ル の 12 レ ンジ 
精 度 土 2%(20%~1Me) 
土 5%(10~4Mc) 
周波 数 特性 10-4Mce(5% 以 内 ) 
入力 イン ピー ダン ス 
約 10MQ に 15pF 並 列 ( プ ロー プ ) 
約 10MND に 25pF 並 列 ( 本 体 ) 


PM - 18 型 


直流 専用 の 高 感 度 、 広 範囲 の 微少 電 
圧電 流 計 で あっ て 、 人 従来 測定 困難 な 
微少 電圧 、 電 流 を 安定 目 確 に 測定 で 
きま す 。 半 導体 、 放 射線 、 そ の 他 の 
関係 に 広い 応用 和 純 囲 が あり ます 。 


測定 範 囲 
電圧 土 30zVー100V 14 レ ンジ 
電流 土 3 々 uxA100kA 16 レ ンジ 
入力 抵抗 10MQ 
精 度 土 3% (但し 3gk A 

ビン メジ は 土 5%) 
出 力 7kQ に て 土 lImA 

土 3kV/H 

音 3kKVP-P 


RE a ( 代 ) 
放 張 吉 共和 区 毛 了 mT 8 の 6 ルル ・ (23)6547 
サー ピス 福岡 市 東港 町 88 一 2 日興 ・ (4 )4910 
ステ イシ ョ ン 名 古屋 市 中 区 朝日 町 2 の 5 朝日 エ ・ (9)5232 


TRANSISTOR 
CURRENT GAING, 


MODEL TMH-150-DS 


市 定 周 波数 純 囲 
i 出 定 幼 

読 。 取 精 

確 


1 


本 測定 癌 は 従来 の TMH 


1 0=150 ME 

1 —100 

1% 以下 

F10% 以下 

le0~2mA 

Ve 0~10V, 

連続 可変 ,PNP NPN 切 帳 可能 


150 型 を 改良 し , さ と を 測定 する よう に 設計 、 製作 a れ 


た も の で あり ます 。 そ し て エミ ッ タ 接地 と , ペー ス 接 地 の 測 定 部 を プア ラグ イン 方 式 と 
し , 測定 精度 を 確保 する よう に し まし た 。 
本 測定 科 に より fa, f7、 人 z。 お よび @ 。 肥 の 絶対 値 が 迅速 , 適 確 に 測定 で きま す 。 


東京 電波 工業 株 式 会 社寺 71 28 玉村 


アイ ソレ ー タ ー 有 びび 上 回 転 型 抵抗 減 畜 


ーー ド ト 3 
周波 数 に 応 じ て 大 詩 電流 を 調整 し 最大 の 逆 方 向 規 失 が 得 ら れる 


NT 
0 EE ET 
ramos [hie [ho ess hmslams ho 
rans [Ri > ha ole las > hed 
WR ho ois ooohm earsis hao 


回 転 型 抵抗 減衰 器 


周 凌 数 灘 論 量 | 挿入 損失 
(GeSs) 導 流 管 (db) (db) V.S.W.R. | 十 潜 |。 光 dE 避 
ED sr mh 


特 長 この 回 転 型 抵抗 減衰 器 は 
(1 ) 周波 数 に ょ っ て 減 誤 量 が 変化 せ ず 、 回 転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と ょ く 一 致す る 

(2) 減衰 量 を 変え る 際 の 位相 変化 が な い 


主要 製造 品 上 且 


各種 電波 分 光 装 置 e マ イク ェ セロ 流 管 e 電 磁石 等 
の 高安 定 電 源 々 その 他 精 密 電 子 応用 機器 


百 情 写 主 末社 東京 都 千代 田 医 神田 仲町 2 の 11 
東京 足 時 皿 機 株 s T el (251)9186 人) S44 


字 っ EE 衝 EE CR 


守 還 / UDMAMSG 


MSG-280 FM,AM 超短波 標 : 


特 長 500 Mc まで の 基本 波 発 振 一 運 倍 増 由 方式 で FM/AM 
兼用 , 周波 数 微 調 は メー タ 直 読 可 能 , 変調 歪 が 小さ く 
S/N 良好 . 


t) 周 波 数 軒 囲 60~500Mc 3 バン ッ ンド 
2) 局 波 数 確 度 土 0.5% 
3) 出力 電圧 範囲 100dB~-10dB (1xV=0dB) 負荷 端 
4) 出力 電圧 確度 +1.5dB 
5) 出力 イン ピー ダン ス 509Q VSWR 1.2 以内 
6) 変 週 AM 0~50% 確度 定格 値 +10% 以 内 
FM 0~50kc 及び 0~150 kc+5% 以 内 
周波 数 1000cls +5% 
な 調 入力 6009+10% 2V 以下 に て 最大 変調 可能 
9) * 周波 数 特性 FM 30c/s~15kc 1dB 以内 

» AM 50 c/s~10kc 2dB 以内 


10) 変 周 FM 75 kc 偏 移 に て 外部 1% 以 下 内 剖 部 2% 以 下 

” AM 30% に て 外部 2% 以 下 , 50% に て で 内 部 5 % 以 下 
11) SIN FM 75 kc 偏 移 に て 60dB 以上 

~ AM 30% に て 50dB 以上 
2 スト 07 ア ス =30dB. 以下 


13) 周 硫 数 懲 調 FM と 同一 範囲 , 同 確度 に て 微 調 可能 


MSG-281 FM 放送 用 標準 信号 発生 器 (2 信号 用 ) 


特 長 本 器 は FM 放送 受信 機 の 調整 並び に 測定 に 使用 する に 


標準 信号 発生 器 で ある が , 特に 二 信 号 用 と し て 1) 発振 周 波数 徐 囲 80~90Mce 
( ) 人 : 由 3 5 2) 周 波 数 確 § +0.5% 以 内 
(1) 高 出 力 (10 V) (2) 高い 周波 数 安定 度 (10) 9) 放 波 数 涯 動 江 動 60 分 後 2 分 間 で 0.001% 以下 


(3) 微細 な 周波 数 調整 (メー タ 指 示 に より 最小 目盛 。 わり 出 カー 填 馬 0~120dB び 120~140dB 
500 c/s の 読取 ) が 可能 な る よう に 設計 され て いる . 


(OdB=lnaV) 

100 dB 以下 よ 1dB 以内 

100dB 以上 土 1.5dB 以内 

6) 出力 イン ピー ドジ ダ _ 7509 VSWR 1.3 以内 

7) 最 大 周 波 数 偏 移 0~25 kc 寺 5% 了 以 内 
0~100kc =~ 


wn 
に | 
藻 

宮 


8) 周 波 数 400 c/s 寺 5% 以内 
9) 言 波 数 50~15 000 c/s+1dB 以内 
10) ン ピ ー ダ ンス 600n 10% 以内 
11) 衣 75 kc 個 移 に て 1% 以下 


区 調 に ょ る 近 送 周波 数 の 偏 療 22.5kc 変調 で 0.001% 以下 
A M 信 有 1 団 22.5kc 変調 で 0.5% 以下 

14) 残 留 F M 10 kc 偏 移 に 対し -45dB 以下 
机 送 波 第 二 高 調 波 35dB 以下 

スプ リア ス -60dB 以下 

6) 電 泊 電 圧 に 対す る 安定 度 電源 電圧 キ +10% の 変化 に 対し 

周 渋 数 土 0.001% 以下 

変調 周波 数 +2% 以下 

a カ 志 江 £0.5dB 以下 


( 錠 下 寺 二 濾 測 喜 株 式 会 邊 Gii 


(調理 
東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁目 二 太 五 人 番地 電話 目黒 (712) 1166 ( 代 ) ~ 9・1160 
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|N-500 直 滞 増幅 天 . 


特 


測定 周波 数 が 2 ke~15 Me で 非常 に 広帯域 で ある . 


周波 数 特性 が 100Mc 迄 一 0.5dB 以内 , 150 Mc 
迄 一 1.5dB 以内 て 特性 が よい . 


増幅 度 40 dB て 利得 が 高い . 


規 


2 kc~150 Me 
40 dB 


格 


高 域 100 Mc -0.5 dB 
150 Mc -1.5 dB 
低 域 10kc -0.5dB 
2kc -3.0dB 


た だ し 10092 電源 より 0.1 zgF で 結合 


雑 示 指 数 10dB 以下 

遅延 時 間 約 0.014gs 以下 

立上り 時 間 
傍 と ん どど なし 


入出 罰 及 を jooo 


に する 
電 源 
寸法 ・ 宣 量 


AC 100V - 50/60 c/s 
600 x 410 x 380 m/m 


10V 10092 負荷 に 対し 


以内 
以内 
以内 
以内 


約 0.005zs 以下 オー バー シュ ー ト 


約 52 kg 


特 徴 


高 感度 て 最小 土 0.1gV より 測定 出 


来る . 


増幅 度 が 最大 140 dB で 非常 に 大 で 


ある . 


雑音 が 土 0.05gV 以下 て 稀少 て ある . 


利 得 


出力 電圧 
入力 電圧 
入力 指示 計 


周波 数 応 動 
確 度 
零 点 安定 度 
雑 EF 
入力 抵抗 
寸法 ・ 宣 量 


規 格 


140 dB, 120 dB, 100 dB, 80 dB 
4 レン ジ 

最大 +10V 10kQ 負荷 た て 
最小 土 0.1gV 最大 +1mV 
最大 指示 1 gV, 10 gV, 100 gV, 
1mV 4 レン ジ 

DG~2% 

定格 値 の キ 2 必 

土 0.05 xV/ 有 H 以下 

+0.05 gV 以下 

約 209 

AC 100V 50/60 c/s 約 60 VA 
482 x 222 x 272 m/m__ 約 15 kg 


N-511 問 坊 祝 凡 計 


東 京 


都 品川 


区 方 束 訂 E402 
TED (781y 1181 (i) 71155- RY 
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MMA I 一 16 型 


| 各 。  | 選 度 / 晶 夏 | 電圧 感度 7 目 引 | 入力 抵 六 
ann ho urna onav [wo | 5 we | 
[matin hr oev [oe | 5 fw | 

0 


et 
MMAI-16 弄 EE 2 0.1~10mV 
| 


MMAID-16P mM | 
SSV-MY | | 1~3000mv [oneont | 8 
SSVI-16M | |0.1~3000mv | 10n0ro + | 10 | | 


10~10"g 
ーー 
10° By 上 


ew 


振動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 器 型 |MMAV-10m 5 x10' 9 sxi0"g 
(乾電池 電源 型 ) [MMAV-1 5mV 5x10" 0 


直流 増幅 回 弄 
(AC 電 源 型 ) 


カタ ログ は 読 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


東京 都 港 区 芝 白 金 三 光 町 7 1 
TEL 白 金 (441) 8312・6141 一 614 3 


“E> 株式 会 社 川口 電機 製作 所 
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其 界 水準 を 上 まわ る 4 お 
J MICRO MOTOR 


高 信 頼 度 高 追 従 性 安定 性能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTER GENERATOR 


マク ロロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損 失 直 流 電動 機 で , 短 和 起動 
時 定数 前 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いう 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 

特使 用 経過 に よる 作動 電流 の 攻 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か つ 安 定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


特 
(1) う 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) 一 50°C100°C で 作動 
(2) 直径 18mm 軍 量 43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 
(3) 高 能率 0.5W 型 52% 2W 型 73 5,000 r.p.m. 
(連続 定格 出力 時 ) 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 Hg 10-smm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特性 一 至 短 起動 時 定数 0.02 秒 以下 


微小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速 度 計 発電 機 付 直 流 電動 機 
微小 形 低 損 失 直 流 発電 機 信 号 用 直流 電 動機 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び "CL-3R, CL-3R, CL-2 A, CL-2 A;』 マイ クロ モー ター 
後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 RR 
5 CLS 3 RI CUS 2 A CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目 黒 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 
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0-~-220 Mc, 0.3,,5 ~10°S 


TR- 11] Electronic Counter 


| 
1 
| 
| 


OR Rs. 


1. 周波 数 , 周期 ,. 時 間々 隔 。 周波 数 比 、 時 間 比 の 測定 , 積算 計数 が 1 台 で で き 
る ろ ユ ニ パ バ パーサ ・ カ ウン タ -TR-109, -TR-110 

2. 220MC ま で の 周波 数 測定 , 0.3k S の 時 間々 隔 の 測定 が で きる 最高 級 エ レク ト 
ニッ ク カ ウン タ -TR- 111 

3. オー ディ オ 周 波数 , 回 転 数 の 現場 測定 に 便利 な 超 小 型 エ レク トロ ニッ ク ・ カ 
ロウ ンタ -TR-124B 

4. 商用 電源 の な い 現 場 , 山間 の 燥 地 笠 どん な と ころ で も 測定 で きる 超 小 型 ト ラ 
ンジ スタ ・ カ ウン タ -TR-104, -TR-105 

5. 発電 機 ・ 変 圧 咽 , 電 カ ケー プル , 超 高 圧 架 空 送電 線 に 発生 する コロ ナパ ルス 
の 解析 装置 -TR-1550, -TR-1560, -TR-1570 (電気 試験 所 御 指導 h) 

6. 放射 線 用 高速 スケ ー ラ -TR-143, シン チレ ーション ・ カ ウン タ ・-TR-146, 
シン チレ ーション ・ ス ペク トロ メー タ -TR-1460 

7 . 0.3 一 2,0000 2Z/min の 流量 を 0.2% の 精度 で 任意 の 単位 で 演算 直接 測定 出来 る 
デジ タル 流量 計 -TR-135F 


タケ "理研 工業. 株式 会 社 
東京 都 練馬 区 旭 町 285 TEL(933)4111 代表 
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電気 ・ 音 響 ・ 振 動 ・ 等 和 理 現象 計測 用 の 


標準 計測 和 益 と し て / 
日 本 測 器 の 各種 計測 器 を ・ 


Ml | AAC 尺 シグ ナル ジェ ネ レ ー タ ー 


本 器 は 精密 ポ ド ポテンショメータ ー を ダイ ヤル 面 

で 3 回 転 (360*x 3 ) する 事 に より 20~20,000 

を カバ ー す る スト ッ パ ー 無 し の 新 方 式 発 

振 器 で 出力 回 路 に 精密 アテ ネー ター を 有 し 、 
更に 約 3W の 出力 を 4, 8,16 及 6009 の イ 

ン ピ ー ダ ンス で 得る 事 が 出来 る 万 能 型 発振 

筑 で あり ます 。 


周 波 数 閉 囲 :20-20,000%※ 

土 (0-5% 十 1%) 3 レン デ 
出 カ アテ ネタ ー:120gV~12.0V 10db 毎 
出 カ メーター: フル スケ ー ル 12 及 4 の 2 

段 スケ ー ル 及 db 和 目盛 
出 カ イン ピー ダン ス :3 Watts -4,8;16, 6009 
出力 電圧 精度 :50 一 10,000% 土 0.5db 
歪 率 :0.5% 但 3,000% 無 負荷 時 


TYPE 254-A 周波 数 分 析 器 


本 器 は 周波 数 分 析 用 と し て の 他 、 精 密 真 
空 管 電圧 計 と し て 、 又 、 高 精度 A.C 増 貼 
5 と し て 和 使用 出来 、 コ ン デ ン サ ー マ イ ク と 共 
用 で 精密 臣 音 計 と し て 使用 出来 る 他 、 振 動 ピ 
ッ ク ア ッ プ 増 巾 器 と 共用 で 振動 計 と し て 加速 
度 、 速 度 、 変 位 の 計測 に も 適し ます 。 


其 の 他 351-A 
252-A 
154-A 
502-A 
354-A 
551-A 
等 各種 負 作 致し て お り ま す 。 


本 社 : 東京 都 港 区 芝田 村 町 2 スー5 


日 本 測 器 株 式 会 社 


増 巾 器 周波 数 特性 :30 一 15,000% 土 0.5db 

フイ ルター 周波 数 範囲 : 47 一 12,800% 

撰 択 度 : メー 志 オ クタ ー ブ 之 
5 段 切換 

周 波 数 精 度 :1% 以 内 

メ ーー ター 感度 : フ ルス ケー ル 100k 
V ~1000V 

pn ん レレ 生 記 2 Mk 

ウエ イ テ ン グ ネ ッ ト ク ー ク : JI1S A.B.C 


マイ クロ フォ ン 増 巾 器 (RIKO,MR-103,104 用 ) 

冬 オ クタ ー プ フイ ルター セッ ト (L.C.R. フ イル ター 周波 数 分 析 用 ) 
真空 窟 電圧 計 (ピー ク 、 和 平均 値 、 実 効 値 切 換 可 ) 

アク セロ メー ター プリ アン プ (加速 度 、 速 度 、 変 位 測定 用 ) 
計測 用 増 巾 器 (一 40 一 100db 迄 メー ター 付 ) 

周波 数 特性 直視 装置 (20 一 20,000% ブラウン管 式 ) 


© 


TEL.(591) 1034, 3864 


前 一 29 


本 器 は 各種 コア の 試験 研究 用 の 電流 パル ス 発 
生 器 で , 電流 励 振 部 は , 正 お お ょ び 負 の 2 つの 
電流 励 振 部 か ら な りり. ぉ の ぉ の 2 つの 入力 回 
路 と も と ク リップ 回 路 を 有 し て お ぉ り , 合計 4 種類 
の 電流 値 を 独立 に 選定 で きる ゃ る ょ うに な っ て い 
る 。 人 選定 きれ だ 4 種類 の 電流 パル ス は ,、 プ フ プロ 
が 3 ね 入 ニ の aki の CR ログ タム する こと 
が て で きる は か 、 人 任意 の も の を 基準 と し て 遅延 
る で せる NE る 3 
性 能 

繰返し 周波 数 2kcー-20k_.c 連 統 可変 

振 巾 到 夫 コミ 

立上り 時 間 0.1-1zS 

下り 時 間 0.3-1gS 

Sr OnS 

サ グ お よび オォ オー バー シュ ー ト 土 2% 以下 


タダ タプ ブ プル パル ス ゼ ネネ レー ター プロ グラ ム バ パル ス ゼ ネ レ ー タ ー 


MODEL SCP-201 型 


性 能 (SPG-3 型 ) 
パル ャ ス 中 0.2pS ~20gS 
出力 極性 正 及 負 
: 出力 電圧 10002 負 荷 150V, +30V 
" 75 き 負荷 一 10V, + 2V 
MODEL SPG-3 型 NC 上 V0 
下り 時 間 0.2 zS 
サ グ 及 び ォ ーー シュ ー ト 
平均 振 巾 の + 5% 以下 
パルス 間隔 0 ~—100gkS 
バルス 線 返 し 周 渡 数 
内 部 1PPS-10000PPS 


TOU h a RO mm 押 1PPS 10000PPs 
SPG.5°" 1 3 DV a ーー " 同 巧 信号 OV 
{ D U QU — に 50 2 
ER | 人 計 0 
ov に 0 員 | 外す 法 920x540x350 mm 


EL a A ET uy EA ETT 


ma 二 相 温子 軸 作 所 


東京 都 北 多 摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ "は 電話 < (108 記 ) 五 才 七 
( 三 和 無 線 測 器 研究 所 の パル ス 部 ・ 電 子 部 が 以上 の ょ うに 独立 いた し まし た 。) 


VOLGCO 
新 製品 速 応 無 窒 自 動 電圧 調整 器 


VOLCO0O の 新 製品 FRW 型 速 応 無 歪 自動 電圧 調整 器 は 確実 な 古典 的 回 路 方 式 に より 新しい 設計 技術 で 製作 
きれ た も の で 、 極 め て 早い 応答 性 と 歪 の な い 正 弦 波 出 力 を も っ て お り ま す 。 ド リフ ト も 殆ど 有り ませ ん 。 

構造 も 簡単 頑 交 で 真空 管 や 半導体 等 を 全く 含ん で お り ま せん か ら 悪 い 使 用 条件 で 乱 虹 な 取扱 を 受け て も 故障 する 
心配 が あり ませ ん 。 

高温 、 多 湿 、 振 動 、 等 周囲 条件 が わる く 、 早 い は げ し い 電 圧 変 動 の ある 実際 の 現場 で 使用 し た 場合 に 実質 的 に 他 
の どの 方 式 の も の より 安定 度 の 高い 、 信 頼 性 の ぁ る 自動 電圧 調整 器 で あり ます 。 


構造 が 簡単 な の で 価格 も 低 床 で す 。 
3 0 年 以来 の 専門 メー カーVOLCO の 製品 で すか ら 
その 他 の 性能 も 勿論 最高 で す 。 


3 ビズ 代入 店 


関東 甲信 越 地 区 吉沢 精機 工業 株 式 会 社 閲 古 地 医 株 式 会 社 三栄 商会 
' 本 社 東京 都 交 京 区 湯島 新 花 町 35 湊 阪 市 郊 区 打 才 町 11 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 "Tel. 大 阪 G6⑯⑥ 2556 一 7 
薄 業 所 長 野市 横 有 町 2 0 中 国 ・ 下 国 ・ 九 州 地 区 新川 電機 株 式 会 社 
Tl EE) 5 4260 1 に て 鳥 「 市 7 三 0 て 1 
新潟 市 下 太 川 前 石油 企業 会 館内 Tel. 中 (2) 9147 一 9・9140 
Tel 泊 3 呈 (3 00670 3 支 店 高松 市 南 鍛 治 量 町 4 一 18 
中 京 地 区 株 式 会 社 朝 日 南 会 el:7 高松 、 2) 7 て 343 
名 古屋 市 了 千種 区 覚王山 通 3 一 34 福岡 市 モモ 小山 町 3 一 4 
Tel. (73) 0625—6.465 .7964 TTel. 福 岡 (2) 0514 (3) 6344 


東京 都 黒田 区 寺島 町 5 130 電話 (611) 2461・2971 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 一 7 電話 (94) 1140 
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高 信頼 性 編 緑 形 皮 膜 抵抗 器 


理論 的 研究 と 高度 の 技術 で 画 期 的 な 小型 抵抗 器 ( 略 称 : RM 形 抵抗 問 ) を 完成 いた し ま 
し た 。 本 抵抗 器 は 約 2 年 の 長期 に 豆 り 、 数 千 個 の 試作 実験 に よ っ て 品質 と 性 能 が 確保 
きれ て 居り 、 肪 衛 庁 ND S 規格 お よび 米 軍用 M I L 規格 の 最高 特性 を 満足 いた し ます 。 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板 橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


才 雷 必 


ミリ 波 SG 完成 


34Gc 帯 信 号 発 生 突 


本 器 は 日 本 高周波 が 自信 を も っ て お す ・ 上 ・ め 
する 、 人 使い 易い SG で あり ます 。 


周 波 数 範 囲 33.0Gc 一 36.5Gc 

周波 数 確度 土 1% 

使用 クラ イス トロ ン 35V10 

出 力 [CT 囲 10dBm 一 一 90dBm 

出 J Ra に 4. 

変 論 = パルス, 筐 形 , FM 
各 付 


戸 本 癌 居 |+ ボ 科 未 圭 


本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 中 山 町 1119 電話 川 和 15 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 町 1 一 55 和田 ビル ん 電話 (501)9588 


番 
・ 2662 
東京 研究 所 東 京都 交 京 区 菊 坂 町 3 電話 (92) リ D1970 
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RC 低 周 波 発 振 oRC-44 


本 機 は 18cps 一 20kc の 平衡 出力 
(0 ビー が ンス. 61010 ま Rn ) 
10dBm 以下 を 取出 せる 小型 ・ 軽 量 
の ウイ ー ン 型 低 周 波 発 振 器 で す 。 


ビビ で ツタ 231 型 


100V, 50/60cps 約 26VA 
340 X192 xX 228? 約 6.8kg 
18 —200cps x10 180cps ~ 2 ke, 
1.8—20kce 


本 機 は 0 一 300pF の 容量 ちょび 
0 一 300k 有 H の イシ ンダ クタ ンス を それ 
ぞ れ 5 レンジ に 分 け て 大 型 メ ー タ で 
直読 で き , 精度 は や や 落ち る が 中 央 
目盛 が 300pF (rk H) の ヒンジ を 備 
え , 0.01kx F お ょ び 10mH 程 度 ま で 
の 測定 が 可能 で あり ます 。 ま た , 印 
加 電圧 が 小さき く , ダー ド 端 子 の 使用 
に より スト レイ 容量 等 を 消去 で き , 
回 路 中 に 組込ま れ た 部 品 , 真空 管 電 
李 間 容量 等 の 測定 に 最適 で す 。 


士 (1.5% 十 1 cps) 
6009 土 15% 平衡 

出力 (600 9 負荷 ) 10dBm 
率 250cps 以 上 0.5% 以 下 , 100cps 以 上 0.7% 以 下 
50cps 以 上 1% 以下 , 20cps 以 上 1.5% 以 下 
力 電圧 周波 数 特性 士 1dB 以内 
力 電 圧 安定 度 電源 電圧 の 土 10% 変動 に 対し 士 0.2dB 以内 


庄 甘 周 好 甘 罰 列 寺 遇 


主要 営業 品目 真空 管 電圧 計 > 


志波 
オシ ロス コー プ 株 式 全 坊 多 2K 電 
低 周 波 発 振 器 
短 形 波 発 生 器 本 . 社 東京 都 太 田 区 馬込 町 西 4 の 67 電話 (771) 9 1 9 1 一 5 
玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 の 1175 電話 (047) 3073・6224・6281 


巻 線 抵抗 癌 


> 


モリ 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 荒川 区 日 暮 里 町 3 丁目 6 0 6 番地 
電話 荒 川 (891) 5214 ( 代 ) 5428 番 


条 率 レベ ル 測 定 器 
DD 一 101 型 


歪 率 測 定 方 式 
周波 数 較 囲 


叶 滴 へ > 殿 
告 \' 


御 希望 の 方 は 本 誌 名 記入 の 上 
P.R 課 え で お 申込 み 下 さい 


DAIOU DENKI 


歪 率 , S/N 比 、 レベ ミル 及 低 周波 電圧 の 測 


定 に は 定評 まる 本 器 を どう ぅ う ぞ 御 使 用 下さ 
い . 電圧 宏 定 化 電源 に より 動作 は 極め て 


ウイ ー ン プリ ッ ジ 基本 波 除 去 方 式 
歪 率 50 c/s~15 kc 

S) N 比 , レベ ル , 電圧 , 20 c/s~50 kc 
在 率 0.1~30%, SN 比 -70~ 
—10 dB,; レベ ル 一 50~+20dB, 
電圧 75~+20dB 


営業 品目 


定格 値 の 土 5 2 以下 

600 2, 10kQ 平衡 及 不平 衡 , 100 kn 各種 標準 信号 発生 器 , 歪 率 ・ レベ ル 測 定 器 
不平 衡 マー カー スイ 4 イー ブ プ ブ 信号 発生 回 
歪 率 ,。 S/N 比 共 5~+30dB ラジ 小 ・ テ レビ 測定 需 潤 局員 村 波間 野 


50/60 c/s, 90~110 V トラ ンジ スタ ーー 測定 器 , 空中 線 共 用 装 思 


大 英 電 気 株 式 会 社 


東京 都 三 應 市 上 連 江 75# TEL (ムサシ ノ ) 3 一 4107~9 


*・ 本 深 己 Sg 

半 > シー 
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世 SS 叶 宮 ・ ヨ ロー 相 S (さき ーm 斑 
< ユー" 二 百 


mk ー 


: 拓 雪 コ コー 
( ョ 三 必 亜 形 二 
ゴー 


突 事 な ーー で 王 財 ぶ 度 詞 嘆 a シ ー ヘ ーー 


S 度 革 き 竣 放 ・ 主 素 滋 


に キッ ミー オー シー まこ と すっ 2 
本 潤 ラ コーー・ 


n 
| 
コ 
ス 
ト 
” 
し 
か 


に その こす 
芸 
dt 


の て タタ j 生 が 


ツ ミ 電機 株 式 会 社 
OA 6 Rs soir os TEL (416)2619・2692 


前 一 34 


AALARITEES EA AIANANRAT EN 


HPs etteri eer i ototet stghst Vira vien 


< 
1 NM 
CP 


ot 

PAA DS MRR EN rks EE 
\ ま < 雪 で { 

i \ Wervasss ss 


3 8 沿 
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kes 電子 計算 機 ・ 自 動 制 御 回 路 に 高速 記憶 回 路 素 子 


メモ リー・ マ トリ ックス 
TDK メ ぇ メ モリー“ マト リッ クス は 、 電 子 計算 機 や 
自動 制御 回 路 の 高速 記憶 回 路 素 子 で 、TDK オ を 
サポ ドコ アー を 数 亡 個 も 組合 せ た も の で です 
その 優秀 な 特性 は 広く 世界 に 認め ちら れ 、 国 内 は も 


と は 19 り 計 海外 カ 一 カー ぎ 使用 願っ で いぬ k ま す 。 
(TDK) 東京 電気 化学 工業 族 式 胃 玉 


今 凍 機 付 


7 Ww ] 
ct el 2】 : 60°C ‘tg +80°C 
elhet > 小 百 i 直 百 < | 
— 4 12 ハイ 邊 


恒 
EL 
電 
送 
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日立 冷 章 機 特 工 店 


株 式 会 社 負 村 製 作 所 


東京 都 板橋 区 熊野 町 3 5 電話 (961)1596・2728 


ん V 六 六 緑 民 


低 周 波 か ら 拓 送 波 ま で 
に 0 


ny NT AR aE tl 
雷 圧計 刻 考 直 7 
真空 官 電 1. 周 波数 特性 。 10% 一 50ke 土 0.5db 

(特殊 フィ ルター 内 蔵 ) 2. 電 圧 レ ンジ a 

3 フラ ィ うー 400, 1200, 3000, 7000S% 


4. 精 度 ブイ が = な で 2 
5v 安 芝 記 人 才 還 電源 AC 100V 土 10V 安 定 


各種 測定 器 製造 Dkau 
東海 科学 工業 株 式 会 社 


本 社 港 区 麻布 富士 見 町 47 (473) 2245 
工場 大 田 区 下丸子 町 187 (738) 1166( 代 ) 


(140™%n X480™%n X305™n) 


高見 沢 電機 製作 所 は 創業 以来 40 年 , 継電器 
の 専門 メー カー と し て 各種 継電器 の 研究 と 生 
産 に 努力 を 重ね て まい り ま し た が , また 継 電 
器 群 の 各種 装置 も 各 方 面 より 御 要 望 い た だ い 
て 設計 , 作製 いた し て お り ま す 。 


。 ] LT1 型 継電器 
CU リ カタ ログ 進 量 次 メカ ニカ ル ロ ッ キン グリ レー の 一 種 で す 


一 且 動 作 す る と 励磁 電流 が 切れ て も 機械 
的 な 構造 に ょ つて その 回 路 は その まま の 


を 見 電 検 入 作 所 ec i 48, 100V 名 種 


動作 電力 最少 1.8W, 通常 3 W (DC) 


社 東京 都 品 川 区 西 大 崎 3 一 515 接点 構成 切換 接点 1 組 
東京 工場 電話 大 崎 (491) 代 2136~9 接点 容量 6A (AC 110V) 無 誘導 負荷 
県 南佐久 郡中 3 * 法 約 55x50x50mm 
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定 化 低圧 直 流 0 
安定 化 作 圧 直流 還 源 隊 都 人 7 則 


電流 a 


配電 筐 て " AC50, 600%090~110V 

紅 丘 省 電 、 任 ys DC 0~25V 

, 出力 電流 最大 連続 負荷 200 mA 

、 出 力 電 圧 変動 率 …… 入力 及 負 荷 の 全 変 動 に 対し て 0.4% 以 内 

A 負荷 電流 200mA に お いて 10mV 以下 

定 電 流 装 置 …… 最大 負荷 電流 を 々 20m A, 60mA, 200m A の 

( 過 負 荷 防止 装置 )3 レン ジ 電 流 計 と 連動 切替 機構 を 有 し 、 各 レ 

ンジ 共 そ の 範囲 内 の 任意 の 値 で 電流 制限 を 行 
うこ と が で きる 。 

7 始動 時 間 …… スイ ッ チ イン と 同時 

8 寂 っ を 偽 二 eos 23x14 x10cem’ 3.5kg 
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MoODEL TP-25 


PAT "END 


折 式 商 坊 高 砂 吊 作 所 


溝の口 (048) 4111 (代表 ) 
川崎 市 二子 662 電話 東京 701 一 4391, bi 
(営業 直 DC:0~25Vve0= る A 
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下部 w 聞 聞 誤 宮路 貴 誤 


掃引 周波 数 範囲 100ke 2Mc —15Mc 

掃引 出 カ レベ を 1.6V (p 一 p ) 以上 

掃引 出力 偏差 100k ce 15Mc 1 dB 以内 
200ke -~ 12Me 0.5dB 以 内 


掃引 線 返 周波 数 氏 歯 状 波 約 40709g (電源 ・ 垂直 同期 


財 箇 に 同 基 記 E) 本 社 及 工場 川崎 市 田尻 町 9 0 電話 川崎 (3)3049・(2)3658 
ァ マー カ ヵ ゎ ー 周 波数 8 c が 及び 水 品 マ G4642 a 
リィ す 法 及 重 便 358x228x260m/m 13kg (小型 軽 量 ) 東京 出張 所 東京 都 港 区 芝 三 田 1 一 25 電話 (451) 1544 > 9423 
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本 邦 随 一 / 最も 信頼 度 の 高い Corona ヌ Clectric 


振動 容量 型 


VEM-303B 
電位 感度 ノ 1 目盛 | 電流 感度 ノ 1 目盛 
5 mV 
5 mV ~500mV 
10*~10"9 
omV 00mV | 10-*~i0 A100 | 


EV A 
バイ フイ ッ ソバ パー- タ バイ コッ バー クタ 
ォ ー ト ラジ オ ・ 宮 伝 カー 拡声 機 用 
航空 機 ・ 船 舶 ・ 車 輌 無線 機 用 


UAC BL FF 


直流 徴 少 電 圧 の 変 流 一 自動 制御 , 記録 , 測定 用 
入 カカ 14aV へ >30V, 1mA 


臣 動 AC50~60CPS.6.3 V 60 mA. 
その 他 400 cps 亡 動 チ 』 ッ パ 等 各種 


日 進 電 波 "株式 会 , 社 


東京 都 品川 区 北 品川 4 の 564 電話 白金 (441)1126( 代 )-8 
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7 人 由 。 往 か 還 は 唱 浪 計 s 


0.5 々 gv, 10-" A 迄 安定 に 測定 出来 ます 。 ( 特許 | 
。 a 微少 直 沈 電圧 (電流 ) 計 a 
”* ( 目 盛 ) 
0~50kV 用 主 0~2000kV 6V レ ンジ 切替 
0 +25kV 乃 主 0+1000kV ク 
0~1X10* A 用) 玉 0~2 X10-6A11v ン ジ 切 替 
0+5 X10-10A 乃 主 0 Xx1 x10-sA ク 
(用 
: , 熱電 対 の 較正 , 熱電 耐 電圧 示 差 熱 光 電 管 電流 , 1 
I ォ ン 化 電流 の 測定 及び 電位 差 計 ホ イー トス トン ッ プ 
( 誠 氷 品 正 ) リッ ヂ の 検 電器 と し て 使用 出来 ます 。 


0 半 絆 咲か 芝 手間 以 衝 h ャ ャ バー ター 光子 ( 誌 名 記入 申込 に カタ ログ 進呈 
式 記録 計 テレ メー ター 装置 各種 工業 用 計器 誌 名 記入 申込 進呈 ) 


Ee 大 倉 電気 株 式 全 計 
と 技術 提携 ex ss 

本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 話 | 398) 5 15111( 代 8s 表 ) 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 (36) 5791 一 5, 5891 一 5( 交 換 ) 

小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富 士 ビ 44 号 室 電 話 小 た 久作 58 OR 


ポー タブ ル オシ ロス コー ブ 


の 掃引 時 間 3,000~0.3 /kS/cm 連続 可 変 


池上 通信 棋 様 式 費 往 
本 社 ・ 川 崎 工 場 神奈 川 県 川崎 市 元 木町 2 1 番地 電話 川崎 2)7315( 代 )(3)0376 番 


京都 3 西久保 巴 町 49 番 地 電話 二 (431) 5536 ・5686 ・ 5750 番 
3 孤 き 工 NT 3 ノ 56 西天満 ビル 412 号 電話 (36)8555 ・2877 
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トラ ンジ スタ ow 箕 河 


h 定 汐 を nhn パラ メー タ 測 定 疾 
商議 VTV-53 型 


本 器 は 電圧 電流 法 に よっ て トラ ンジ スタ 
の h 定数 を 迅速 に 且つ 正確 に 測る 測定 器 で 
ぁ り ます 。 本 器 は 一 度 発振 器 の 出力 を check 
すれ ば 切換 スイ ッ チ の 操作 の み で 各 パ ラメ 
ー タ が 計器 に 指示 され 直 続 で きる 様 に 設計 
され て いま す 。 

本 器 は 電気 試験 所 の 御 指導 に より 製作 し た 
も の で あり ます 。 
EEE 
性 能 
測定 周波 数 280 
直流 バイ アス 電源 ( 自 蔵 ) 
le=0—lmA, 0—5mA, 
Ve=0~—10V; 0 一 50V 
測定 男 囲 と 確度 別表 電源 AC85…110V 
50—60%55Watt 
外形 寸法 と 重量 500X320X270mm 
16kg 


ha’ 


VTV-:53 型 の 測定 範囲 と 確度 


4 1004 9 
leo:1007A | leo: 0 


st 映 洛 雷 剛 製 作 所 


= pom 市 吉 で ei 電話 角 太 0 (22- 2 時 982i sa 
小 


mn 0 OU) nn 
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電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 


開 催 通 知 ( 還 和 35 年 8 月 ) 


本 会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で きま す 。 研究 発表 も で きま す 。 研究 発表 


希望 者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 二 申込 下さ い 。 
ESS Ro Rh 


1. 信頼 性 と 品質 管理 研究 専門 委員 会 委員 長 芋 野 健 
正 寺 時 8 月 23 日 "( 火 ) 14 時 < ご 17 時 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 生 代 田 区 富士 見 町 2 の 8) 


議 題 (i) 寿命 分 布 と その 券 察 土 肥 清 一 君 ( 富 土 通 y 
史 電気 部 品 の 品質 管理 奥 田 光 子 君 (岩崎 通信 機 > 
2. トランジスタ 研 究 専門 委員 会 雪 員 長 岡部 豊 比 古 


Ee 
日 時 8 月 25 日 ( 木 )14 時 ~17 時 
場 ・ 所 東京 大 学 工 学部 電気 工学 科 輪 講 室 ( 攻 京 区 本 富士 町 ) 
議 題 (① 復 合 トラ ンジ スタ 水晶 発振 器 


三宅 康友 君 ・ 須 山 正 敏 君 ・ 松 本 喜 光 君 (日 大 工学 部 ) 


2 非 線 型 動作 の 活用 に ょ る 半導体 式 サ ー ボ 機構 の 改善 


宮 本 悦 郎 君 (NEHLK 技 研 ) 


8) 江崎 ダイ オー ド に よる パラ メー タタ 励 振 た つい て 


出 諾 革 達 ご 天 君 = 具 ) 本 区 君 (防衛 技研 う 


8. 電子 計算 機 研究 専門 委員 会 ' 委員 長 後 藤 以 紀 
(情報 処理 学会 と 共催 ) 
量 時 8 月 26 日 ( 金 〕14 時 ~17 時 
場 所 電機 工業 会 (代田 区 永田 町 2 の 1 電 試 横 ) BE 
議 題 (u) 江崎 ダイ オー ド の 特性 の 不 均一 性 の 影響 を 余り うけ な い 新 し い 諭 理 
回 路 方 式 ( 将 棋 倒 し 式 振 動 方 式 ) 


~ 


s 駒 宮 安 男 君 ・ 杉 山武 二 君 ・ 田 島 容 昭君 ・ 緒 方 和男 君 ( 電 械 ) 
” 較 江崎 ダイ オー ド に よ ょ る 高速 記憶 装置 高橋 。 茂 君 ・ 石 井 治 君 ( 電  ) 
2 加 江崎 ダイ オー ド パ ペラ メト ロン の 動作 解析 伏 見 和 郎 君 ( 通 研 ), 
0. 非 直線 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 高 木 純一 
源 日 時 8 月 29 日 (月 ) 14 時 ~17 時 . 
表 場 所 早稲 田 大 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸 辺 町 ) . 
議 「 苦 江崎 ダイ オー ド を 用 いた 邊 大 波動 <1) 志村 正道 君 ・ 南 雲 仁 一 姓 ( 東 
6 . 航 補 電 子 機器 研究 専門 委員 会 要員 長 小 林 正 次 

日 時 8 月 29 日 (月 )14 時 ~17 時 . 

場所 日 本 電気 (株 ) 四 階 会 議 室 ( 港 区 芝田 三 四 国 町 2) 

譜 題 (UD 航空 階 そ デル の 和 超 音波 反射 特性 久山 多 美男 君 ・ 鈴木 力 君 ( 防 衛 大 


ey 


RS 


2 レー ー ダ を 利用 する 通信 方 式 鈴木 務 君 (電通 大) 


CAD NE ne rg 
TF w Os ; 
Mo 抽 導 wy , 


※ 「 マ イク ョ 流 真 空 管 」「 電 気 音 養 」「 回 路 網 理論 アン テ ナ | 「 電 波 伝 播 」 「 医 用 電子 装置 」 
[オー トマ トン と 自動 制御 」「 イ シホ メー ショ ン 理 論 」「 磁 性 材料 『 直 音波 」「 通 信 訪 式 』 


※※ 


「 マ イク ョ 流 伝 送 ]」 の 各 雪 員 会 は 8 月 休会 


電気 音 才 研 究 専 門 委 員 会 は 9 月 仙台 で 邊 う 予定 」 


※※※ トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 10 月 の 予定 


昌 - 時 10 月 27 旦 ( 木 ) 28 日 ( 金 ) 

場 ミ 所 東北 大 学 電気 通信 研究 所 会 議 室 仙台 市 桜 小路 ) 

議 題 (8 月 号 会 誌 た 発表 ) 

懇 朋 会 27 日 ( 木 ) 於 小原 温泉 但し , 27 日 (17 時 ) 東北 大 学 ょ り , 翌 28 日 朝 
東北 大 学 へ 定刻 迄 に 到 紗 の パス を 出し ます 。 

見 学会 28 日 ( 金 〕 15 時 ょ り 東 北大 学内 の 関連 部 門 

申 込 会 費 (宿泊 料 を 含む ) 1,000 円 を 漂 え て 東北 大 学 電気 迎 信 研 究 所 


西沢 潤一 宛 10 月 15 日 (必着 〕 まで に お 申込 み 下 さい 。 前 后 日 (26・28 日 の 


宿泊 の 綱 旋 も 致し ます か ら (A) 又は (CB) と 指定 の 上 上 記 に お 申込 み 下 さい 。 
宿泊 料 (A う 1,000 円 , CB) 700 円 


ーー 一 岡部 記念 : 研 完美 励 金 の 申請 か よび 推 訪 に っ いて 


岡部 記念 研究 奨励 金 は , 電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る 学術 に 従事 する 新進 の 科学 者 ま 
た は 技 交 者 で , 特に 独創 性 が あり 伺 秀 と 認め られ た 研究 を な す 者 を 美 励 し , 将来 の 発展 の 
一 助 と する た め に 贈呈 する も の で ある 。 


『 従来 は , 研究 者 また は 技術 者 自身 の 申請 と に と よ つ て いた が , 今回 が ち 個 人 また は 団体 に 


る 他 喉 も 認め る こと と し な た 。 
申請 希望 者 お ょ び 推 上 訪 者 は , 下記 各 項 を 参照 の 上 申請 また は 推 葉 し て 下さ い 。 


1. 


0 


記 
この 斉 号 狗 は 。 申請 者 きよ び 徹 挫 訪 者 に つい て 本 会 の 関 部 記念 半 員 金 胡 員 会 が 老 査 
考 し , 理事 会 の 決議 を 経て 贈呈 する 。 


この 奨励 金 の 額 は , 1 名 5 万 円 と し , 2 名 に 順 呈す る 。 た だ し 適当 な 者 が ない とき は 


1 名 に 止め , ある いけ 贈呈 を 見 合せ る 場合 も ある 。 


申請 者 また は 被 推 此 者 は , 曲 和 85 年 12 月 31 日 現在 で 満 35 才 以下 で ある も の に 限る 。 
ni た は 推 蘭 手続 「 


, 申請 者 は 所 定 の 申請 用 紙 に (請求 に よ ょ つて 送付 する )〕 必要 事項 を 記入 し て 申請 ず 


と この 申請 に は な る べく 所 属 長 の 推 詞 を 得る こと と と する 。 


所 挫 放 する 内 合 は 。 本 人 の 本 錠 を 倍 て イイ 項 の 中 本 圭 を 作成 し 計 推 府 吾 貞 を 際 し て 失 す 


内 する 

深 奏 の 都合 上 さき ら に 詳細 な 資料 の 提出 を 求 ぬ る こと が ある 。 

申請 囲ま た は 推 功 旭 提 出 期 限 。 昭和 35 年 12 月 31 

貼 請書 ま た は 推 農 書 提 出先 東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 
社団 法人 電気 通信 学会 


発表 方 法 受領 者 に 通知 する は か , その 区 名, 暗 礎 , 業 貫 概要 等 を 本 会 誌 に 掲載 す ぁ 。 | 
申 哨 書類 は 。 特別 の 事 縛 の な い 限 り 反 却 し な い 。 た に も ま な 
8X againy 2 a 


RN 昭和 2 is EB 気 通 信 学 2 会 全国 大 会 一 般 講 演 
: , お よび シン ポジ ゥ ム 講 濱 募集 


昭和 35 年 諾 本 会 全国 大 会 を 下記 に よ ょ り 開 催し ます 。 つ いて は , 一 般 講 演 お よび シン ポジ ャ ゥ ム 講 演 を 医 
集 し ます か ら , 下記 要綱 御 参照 , 鶴 っ て 応 薬 さ れる よう 希望 し ます 。 


期 日 昭和 35 年 11 月 18 日 ( 金 〕) ~20 日 (日) 
会 場 早稲田 大 学 


澤 護 一 般 講 演 ・ シ ン ポ ジ ゥ ム 講 演 募 集 要綱 

応募 考 の 次 挫 本 会 会 員 ( 准 員 , 学生 員 を 含む ) に 限る 。 た だ し , 連名 の 場合 は , 会 員 以 外 の も の を 
含ん で も よい が , 論文 発 表 者 は , 会 員 ( 准 員 , 学 生 員 を 含む ) で な けれ ば な ら な た ない 。 

講演 内容 Rp ig eek ま 窟 ょ 成果 を あげ た 新しい 企画 お よび 試験 結果 

a , 新 製 品 の 紹介 等 で , 学術 的 た 価値 ある 未 発表 の も の に 限る 。 た だ し , 内 容 が 

et と 酸 あめ た も の は 採択 し な い 場 合 が ある 。 

応募 上 の 制限 講演 は , 1 人 1 件 (発表 形式 4 えま た は B の いずれ か 1 件 〉 に 限る 。 ( 同 1 人 が 数 件 の 応 
募 論 文 に 共著 者 と し て 参加 ず する こと は ざ し つか を な い 赤 , 内 容 が きわ め て 尊 似 し た も の 
を 数 件 た に わた つて 発表 する こと は 認め な い ) 

発 表 形式 次 の いづ れ か にょ よる 。 


a a 


a eT 


CA) 一 般 講演 

: CB) シン ポジ ッ ウム 講演 (別記 課 莉 の いずれ か に 該当 する 内 容 の も の に 限る ) た だ し 

6 内 容 審 査 の 結果 (A) か ら ( 馬 ) へ , また は (B) か ら (A) へ 変更 する 場合 が ある 。 

(この 場合 参加 費 の 変更 は 行わ な い ) 

シソ ポジ ッ ゥ ム 課 題 (別項 ) 

講演 時 間 発表 形式 (A) の も の は 1 全 10 分 以内 で CB) の も の は 上 件 20 分 以内 。 た だ じ 都 合 

a に より 短縮 する 場合 が ある 。 

講演 予稿 オフ セツ ト 印 刷 た より 講演 論文 集 を 出版 する 。「 (A) は 1 頁 , (B) は 2 頁 ] オプ セ 

3 」 ツ ト 印 刷 は , 講演 者 の 提出 され た 原稿 を その まま 印刷 の 原版 と する も の で ある か ら , 

原稿 は 「 原 稿 の 書き 方 」 に よう 所 十 の 原 和 枢 用紙 に 記載 する こと 。 人 原稿 の 書き 方 が 不適 

0 ; 当 で 印刷 と た 寺 障 ある 場合 は 不 採択 と な る 場合 が ある 。 

3 主演 考 参加 妥 - 発表 形式 C&A) は 400 円 , CB〉 は 599 円 , 大 会 次 第 書 , 参加 章 , 別刷 50 部 を 進呈 

計 , た だ し , 講演 不 採択 の 場合 は , 参加 費 を 返却 する 。 

有 | 中込 方 法 お よび 申込 期限 (a)「 講 演 申込 用 紙 」「 原 稿 用 紙 」 「 原 窒 の 書き 方 」 は 申出 に より 交付 する 。 

RR 申出 の 際 に 発表 形式 (CA) , CB) の 区 別 を 明記 する こと 。 (郵送 を 要する 場合 は , 返 
信 料 8 円 源 付 の こと ) 


"( ゎ ) 講演 申込 用 紙 に 必要 事項 を 記入 し , 講演 者 参加 洪 (上 記 参 照 〉 を 添え , 9 月 12 日 _ 
ここ に (月 ) 午後 5 時 まで に 申し 込 こ と 。 て と の 時 間 後に 到着 し た も の は 受理 し な い ) 
| 昌和 お よび 原生 送付 先 東京 都 竹 代田 区 富士 見 町 2 の 8 電 気 通信 学会 

dE. 振 其 東京 35300 番 電 衝 (331) 7348 番 . (301) 3231 5 必 

論 交 人 お よび 明 の 是 (a) 論 交 集 は , 予約 申込 に より 二 般 に 傾 布 する 。 詳細 は , 追 つて 会 告 する 
の @) 別 面 は , 上 記 の ょ うに 論 六 発表 者 に 50 部 を 進呈 する が , 論文 発表 者 に お いて その 
外 に 入 用 の 場合 は 。 下記 実 紳 で 注文 に 応ずる か ら , 希望 の 方 は 交 交 発表 申し 込み の 際 , 
。 (イタ あわ 六 て 申込 むこ と o。 
ENO A 1 200 部 1,100 円 

RG CY R00 200 部 +300 円 


ーー 電気 務 信 学会 人 国 大 全容 員 会 一 


LS 


全国 大 会 シン ボ ポジ ゥ ッ ム 十 目 


部 門 : 課 題 
論 | 学習 機能 を 有する 情報 処理 方 式 

々 . | 通信 に お ける 信頼 性 

響 ・ 振動 | 音 場内 に お ける 音響 機器 の 特性 の 測定 


内 に お け る 音響 肛 呈 の 特 任 の 再 定 
’ 和音 訴 キ ヤ ビ テ ーション と 超 音 流 加 エエ ーー 


高速 飛行 に お ける 新しい 問題 点 ° 
2 放 (手前 通信 方 式 に 航 箕 遂 管制) 
電磁 波 ・ ア ン テ ナ | フェラ イト を 利用 し た アシ テ ナ 
ク に 波 | ミ リ 波 に お ける 諸 問 題 
子 。 管 | 電子 ビー ム の 諸 問 題 
ジス タ | ェ ザ キ グ ダイ オォ オード と その 応用 回 路 


3 
通 言 | デー タ 伝 送 ( 無 誤字 伝送 を 中 心 と し て ) 
通 


換 | 信号 方 式 
無 株 通信 | 無線 通信 に お ける フェ ー ジ ンク 2 対策 
0 ビデ オデ テー プレ コー ダ 


2 頁 , 一 般 講 演 論 文集 の 中 へ 入れ , 特別 の 予稿 は 作ら な い 。 
20 分 以内 

特別 委員 を 委嘱 し て 一 般 講演 と 同時 に 行う 

(A) 一 般 講演 400 円 , (B) シン ポジ ウム 500 円 
審査 の 結果 (A〉 か ら (B) へ , また は (B) か ら へ (CA) へ 
4 変更 する 場合 参加 費 の 変更 は 行わ な い 。 


電気 三 学会 北陸 六部 之 合 大 会議 募 集 ーー 


1. 期 日 昭和 35 年 10 月 19 日 ( 水 )20 日 ( 木 ) 

2. 会 場 人 金沢 大 学 工学 部 

8. 講 演者 会 員 に 限る 。 所 属 記 部 及び 発表 件 数 の 制限 は し な い 。 た だ し , 必要 と 認め た 場合 に は 適 
家 処 理 す る こと が ある 。 連 名 の 場合 は 講演 者 に 〇 印 を つけ る こと 。 

4. 講演 の 内容 最近 行なっ た 研究 , 成果 を あげ た も の , 計画 及び 工事 報告 , 現場 試験 報告 , 新 製 品 の 
紹介 等 。 

5. 講演 時 間 1 件 15 分 以内 。 た だ し 都合 に 依り 短縮 する とこ と と が ある 。 

6. 講演 要旨 騰 写 版 に て 出版 の 予定 。 応募 原稿 は 次 の 規定 に ょ る 。 

(1) 字数 及び 図面 原稿 の 字数 は 本 次 2200 字 以 内 。400 字 諸 原稿 用 紙 を 用 いる こと と 。 

た だ し 了 図 及 び 表 が ある と き は その 大 き さ に 相当 する だ け 字 数 を 滅 ず る こと と) て 大 牙 

; 10cm* の 図表 は 約 60 字 に 相当 する また 図面 , 表 は 刷 上 り の 大 き crt と 。 

科 Cn) 提出 締切 期日 昭 和 35 年 9 月 10 日 ( 圭 ) 

A 申込 先 金沢 市 上 野本 町 金沢 大 学 工学 部 電気 工学 科 内 , 支部 連合 大 会 実 且 委員 会 
7. 参 加 礁 無料 . 
講演 者 に は 20 部 まで 無料 。 それ 以上 は 実 横 と する 。 


電気 四 学 会 九州 支部 第 13 回 連合 講演 会 一 
量 時 ・ 会 場 昭 和 35 年 10 月 28 日 ( 金 ) 29 日 ( 土 ) . 旋 戸畑 市 九州 工業 大 学 
譜 演 者 会 員 に と 限る (九州 支部 所 属 者 に 限ら ちら ない) 
講演 部 門 次 の 6 部 門 の 内 希望 部 門 を 申出 る こと 。 た だ し 組合 せ の 都合 上 変更 する こと 
が ある 。 
1. 電気 物理 2. 電気 計測 3. 電力 工学 4. 電気 機器 5. 通信 工 学 6. 照明 工学 
講演 内 容 最近 行 つ た 研究 , 計画 お よび 工事 報告 , 現地 試験 報告 , 新 製品 の 紹介 箋 
講演 の 制限 募集 講演 の 発表 件 数 は 制限 し な い 。 
講演 時 間 15 分 以内 と ょ する 。 会 場 の 都合 で 若 王 伸縮 する こと が ある 。 
講演 予稿 400 字 誌 原 稿 用 紙 4 枚 以内 と し 図面 お よび 表 を 入れ る 場合 は 本 文 を 制限 する 
と 。 著者 が 連名 の 場合 に は 講演 者 に 〇 印 を っ ける こと 。 
申込 期限" 講演 申込 お よび 予 入 提 出 は 9 月 25 日 まで 
付 記 28 日 ( 金 了 タタ 懇 有 親 会 29 日 ( 土 ) 見 学会 開 條 予 定 
申 込 先 福岡 市 箱崎 , 九州 大 学 工学 部 電気 工学 教室 内 電気 四 学 会 九州 支部 連合 会 


電気 関係 学会 東北 支部 連合 大 会 案内 一 
会 場 仙台 市 東北 大 学 工学 部 
日 種 10 月 13 日 ( 木 ) 年 前 > 午後 …… 一 般 講演 夜  …… 衝 和 人 
10 月 14 日 ( 金 ) 午前 。 一 上 般 講 演 、 午後 …… 論 会 
10 月 15 日 ( 土 ) 午前 へ 午後 …… 見 学会 
討論 会 “フイ ズ と その 測定 " 座長 お よび 講演 者 交渉 中 こ 
見 学会 電力 ホー ル (東北 電力 ビル 内 ) つ 東北 電力 代 ヶ ケ 崎 火力 発電 所 ( 塩 倫 ) マキ リン 
. ビ ピール 工場 (交渉 中 ) 
(昼食 代 お よび ペ ベス 代 と し て 会 費 約 200 円 , 定員 50 人 まで 先着 順 と する ) 
懇 膝 会 10 月 13 日 午後 5 時 30 分 ょ より, 会 費 300 円 
講 講 募集 要領 
講演 者 主催 学会 会 員 < 相 る 。 連 名 の 場合 は 講演 者 に 〇 ダ D ハ を つけ る こと と 。 
講演 内 容 最近 行 つ た 研究 , 工事 報告 , 現場 実験 報告 , 新 製品 の 紹介 等 特に 現場 に 直結 し 
. た 実験 研究 の 発表 を 希望 する 。 
議 演 制限 申込 件 数 の 制限 は 行わ な い 。 た だ し 大 会 の 趣 息 と し て 現場 関係 の 発表 を 重 点 上 断 
6: に 取り 扱い た い の で 都合 に と ょ り 講 演 の 制限 を する こと が ある 。 
護 演 時 間 1 件 15 分 以内 , た だ し 都合 と より 短縮 する こと が ある 。 
生 注 中込 先 仙台 市 楼 小 路 5, 東北 大 学 工学 部 電気 工学 科 内 , 
電気 関係 学会 東北 刻 部 連合 大 会 委員 会 。 
制 演 申 込 講演 の 予稿 集 は オフ セ ジ ト 印 刷 に より 出版 し ます 。 講 演者 の 出さ れ た 原稿 を そ 
「 の まま 印刷 の 原版 と する も の で すか ら , 原稿 は 所 定 の 原稿 用 紙 た 記載 する 必要 
が あり ます 。 原稿 用 紙 (本 六 1,600 字 ) は 講演 申込 に より 差 上 げ ま す 。 ( 寺 送 
¢, 信和 人 は 0 由 罰 村 E エ さい > 
護 演 申込 だ は 所 属 学会 , 護 演 叫 目 , 論文 著者 ) 講演 者 を 記入 し て 下さ い . 
講演 申込 期限 は 昭和 85 年 8 月 81 日 午後 5 時 (この 時 刻 以後 に 到着 し た も の は 
「 較 隊 江 は 半 00 肖 放 者 が 生玉 記入 に 電 え 別 軸 50 部 の 素 更 和 200 同 載 き ます 
4 i 9 月 15 日 午後 5 時 
有 矛 和 集 希望 者 は 所 要 部 数 を 申出 て 下さ い 。 1 部 約 300 円 
旧事 次 。 超 林 会 中 込 9 月 15 i 


会 員 諸 君 へ の お 願い 
ーー 箇 拉 素 能 音 江 の に 条 
下記 の 会 員 諸 君 は . 転 勤 , その 他 の 事由 で 本 会 事務 所 に 連絡 が な いた る ふ , 会 旨 の 徴 履 雑 計 
の 配布 その 他 連 絡 が で き な い まま に な つて いま す 。 これ ら 連 絡 で き な い 会 員 の 大 部 分 は 
EE , 
会 費 が 長期 滞納 の た め 除 名 を 余儀 な くさ れる 諸君 (8 月 末 除 名 予定 ) 

". 。 会 縮 が 6 ヶ月 以上 滞納 の た め 灯 誌 の 発送 が 停止 され る 評 妊 (本 年 6 月 岩 か ら 雑 対 の 
発送 を 停止 し て いま す ) 

へ .「 居所 不明 で 雑誌 が 返送 され て くる 諸君 お よび 昭和 33 年 3 月 の 学校 卒業 者 で 就職 完 . 
住所 の 連絡 の な い 諸 君 ( 准 員 に な る べき 諸君 ) そこ で , 会 員 諸 君 の 中 で 下記 の 諸君 に 
つい て 近況 を ご 存じ の 方 は ,。 直接 本 会 事務 所 へ 連絡 する よう お 伝え 下さ る な ら ば 試 に 
幸い と 存じ ます 。 な お , 氏名 の つぎ に 掲載 し た 勤務 先 . 住所 は , 元 の 場所 で あり ます 8 


8 月 31 日 除名 予定 者 (5.6.3i 


て ア ) 浅見 論 明 (東京 電気 通信 部 保全 課 ). 足立 華 ( 岡 山 電気 通信 部 〕. 安藤 治夫 (鳴海 電報 電話 局 施設 
課 ). て イ ) 飯 川 三郎 (三菱 電機 無線 機 製作 所 東京 工場 。 飯田 痛 て 不明 ): 板 短 党 ( 目 本 短波 放送 挟 術 
部 ). 井手 義 純 (東京 芝浦 電気 )、 井手 元 佳 (広島 通信 施設 所 ): 伊藤 蒲 誠 (不明 う . 伊 葵 乃 普 箇 (大 孤 
直 .V. 東 京 支社 )。 井上 七 ( 早 大 第 一 理工 学部 ). 伊 欧 昌美 (室蘭 放送 局 ) (ウゥ) 上 野 十 (京王 笛 作 
所 ): 宇佐 美 博 て 不明 ). 内 野 靖 登志 . (航空 局 羽田 航空 保安 事務 所 )。 梅野 弥 之 助 (浜田 電報 電話 局 う . 
くう 江口 宏明 (富士 通信 機 交換 技術 部 ). ( オ ) 大 石 準 太郎 (潜水 電話 中 継 所 ). 大 信正 美 (東洋 通信 
答 ). 大 阪 義 章 北海 道 放送 う - 太田 〆 男 (高見 沢 電気 ). 大 机 葉 雄 (不明 ) う . 大 野 裕 < 不明) 岡 省吾 
(国共 電 々 う . 岡本 卓 給 (不明)。 岡崎 俊 卒 大阪 大 学 工 学部 ). 人 穫 長 健治 (不明 ). 小栗 今治 ( 姜 察 庁 
銘 察 通信 学校 ( ヵ ) 培 志乃 夫 (不明 ). 加 衣 針 男 ( 電 気 通信 研究 所 ). 加藤 知己 C 北 海道 放送 ). 


金田 表 夫 (郵政 省 電 波 監 理 局 ). 河合 広一 (松山 中 央 放送 局 ). 川口 触 一 (釧路 鉄道 周 ). 川 庄 久喜 ( 木 明 ) 


( 手 ) 菊 岡 広 (京都 電話 分 局 ). ( ク ) 国 武 春男 ( 山 了 電 報 電話 局 ). 国吉 潤 浴 ( 藻 米 中 う . "栗林 英明 
(四国 電力 愛媛 支店 ). 黒河 泰治 (三洋 電機 ). 双 田 十 一 (不明) ( コ ) 婁 農 裕 孝 (不明 )、 小 戻 勝 朗 
(ツェ スタ シン ・ ト レー デイ ング). 小西 稔 (不明 う . 小林 葉 勝 ( 米 軍 第 64 工兵 隊 う : 小林 泊 男 ( 東 導 電 
子 製作 所 ) う . 小林 幸 重 (長野 搬送 通信 部 ) 小宮 二郎 (鹿児島 統制 無線 品 継 所 ). 小宮 作 ( 福 岡 電話 局 ) 
小村 宏 良 (大 阪 朝日 新聞 社 ). 近藤 貞 司 (大 阪 音 略 技 術 部 )、 近 藤 正 蔵 (九州 電力 宮崎 支店 う - 近藤 実 
(高見 沢 電機 製作 所 う . ( サ ) 窪 藤 東 史 (名 古屋 統制 電話 中 継 所 ). 夫 藤 彰一 (不明 ). 楽 展 平 (東京 
鉄道 局 ). 坂本 英二 (大井 電気 ). 坂本 松 蔵 (新潟 電気 通信 部 ). 坂本 一 正 (中 国電 気 通信 局 ). 坂 本 ! 学 
(中 国電 気 通信 局 ). 佐々 木 二 三 (宇部 電報 電話 局 ). 佐藤 武夫 (大 阪 テ レビ 工業 ): 佐藤 秀男 (右京 電 
報 局 ) 佐藤 実 ( 日 立 製 作 所 )>: ( シ ) 鳴 原 定 吉 (日 本 海底 電線 ). 四 戸 稔 (不明 う . 白 方 五郎 (四国 電 
気 通信 局 計画 部 ) ・ 真 常 良 礁 (大阪 大 学 工 学部 ). ( ス )〉 杉山 博 て 不明 ). 須藤 幸一 (不明 ). 住田 邦 則 
(福岡 電信 施設 所 ) < セ ) 関 安治 (不明 ). 瀬崎 安泰 (不明 ). 千 田 勝 基 ( 進 興 電器 製作 所 ). 消 野 潤一 。 
( 近 織 電波 監理 局 ) 仙田 英幸 て 東海 電気 通信 局 ) て ( タ ) 大 徳 芳 容 (不明 )。 高取 新 三郎 ( 旭 電 機工 業 )、 
高野 照久 (不明 う . 高橋 吾 (電気 興業 う 。 江沢 。 散 (関西 電気 商品 )、 田 口 進一 ( 呉 造 船 所 )。 竹 内湾 田 
(加藤 染物 工場 )、 田 代 栄 男 て 門司 鉄道 局 ). 多田 津 (不明). 館 て 四日市 電報 電話 局 ). 田中 注 剛 
(大 甲 無線 中 継 所 ). 田中 康夫 ( 山 光 社 ). 田辺 宜 夫 ( 碧 井 無線 送信 所 ). 谷川 義之 て 九州 放送 ). 
玉島 光 准 (大 阪 無線 電気 学校 ). 田村 英 人 < 東海 電流 監理 局 ). 橋 石 正 了 ( 不 昭 )。 ( ツ ) 辻 - 孝 、 
(門司 鉄道 局 ). 王 恒 。 勲 (沼津 電話 中 継 所 )。 角田 義成 不明). 土屋 健 造 (東京 通 層 局 保全 部 ) 


(テテ ) 出 蔵 春 実 (北海 道 放送 て ト - 起 島 銃 二 (電気 事業 連合 会 ).。( ナ ) 中 尾 房 央 て 松下 電器. 


中 川 宏志 (中 国電 力 う . 中 川 直 治 (松下 電器 ). 長坂 鑑 浴 (熱田 電話 周 ). 中島 昌 也 (松下 電器 ). 
申 田 昭夫 (不明 う . 中 村 肥 之 (海上 自衛隊 う . 永山 店 故 (不明 2。 て =) 西田 光夫 ( 符 察 庁 通信 局 ) 


相田 昭 男 て 大 際 テ レビ 技術 部 西山 次 8 ( 電 京 電波 工業 )。 て ノ う 納 窒 次男 で 放電 2 カ | 


上 野 口 方 彦 (不明). 果 村 議 男 佐賀 電話 同 ). ( ハ ) 畑 宏 ( 不 明 2. 花田 正 短 て 九州 電力 福岡 支店 
rm 


a 


捧 田 - 博 !( 双 祥 堂 企画 部 ). て フ ) 福島 良樹 (北陽 無線 工業 ). 藤 井 論 照 (不明 う . 藤田 献 (吉沢 会 計 機 ) 
(ホホ ) 堀江 員 生 "(四国 電 旋 擬 災 支 店 ). (ママ) 前田 利 輌 ( 九 電 熊本 支店 前 田 力 て 大 日 電線 ). 
増永 竜三 (不明 う : 松島 正己 (日 本 通信 工業 てき ) 三浦 洋三 (不明 ). 水谷 冶 孝 (松下 電 遇 東京 工場 ). 
三井 昭男 て 世田谷 電話 分 局 ). (< ヤ ) 山口 暫 孝 (金石 舎 研究 所 ). 山口 薫 ( 鹿 児島 統制 無線 中 継 所 が 
出崎 政春 "で 不明 う . 山崎 三郎 (不明 う . "山本 腎 児 (福岡 電話 局 ). 山本 格 一 ( 阪 大 工学 部 う . ( ヨ a) 横田 正 附 
“ (毎日 放 生 駒 送 信 所 う . 吉田 忠 二 (三洋 電機 ). ※ 島 照幸 ( 東 京都 電気 研 所 ). 吾 和 村 二 郎 ( 不 明 ) 
吉村 題 夫 で 旦 大 第 二 理 工学 部 う . ( り )〕 う 季 串間 ( 護 北 大 学 衝 理学 教室 )・ 劉 灯 宝 (不明 う . で ワウ う 和田 瑞 条 
(大 同 電 気 工業 ). 渡辺 審 也 (東京 無線 通信 部 ) う . 渡辺 金平 (中 国電 波 監 理 局 ). 

が 興 服 族 業 (名 古屋 市 中 区 彰 旦 町 1 の 10). 滝川 工業 高等 学校 (北海 道 空知 郡 漠 川町 ). 三菱 電機 名 古屋 営 
業 所 (名 古屋 市 中 区 広小路 通 2 の 4) 


35 年 6 月 号 か ら 雑 誌 発送 停止 者 G35. 6. 30 現在 ) 
正 員 ( ア ) 青木 国吉 (江戸 川 区 小岩 町 4 の i916 う . 青山 光 久 (中 又 区 江古田 2 の 88 了 呈 風 荘内 ). 小 見 秀司 
( 涯 谷 区 長谷 戸町 22). 東 俊之 (春日 井 市 浅 山 町 1310 県 営 仁 宅 19 号 ). 流 木 淳 三 (中 野 区 不 宮 1 の 226). 
荒木 衰 沖 電気 品川 工場 ). 有馬 史 材 て 入 代 市 豊原 下 原 電 々 社宅 ). 有賀 幸信 世田谷 区 玉川 中 町 1 の 
56 う . ( イ ) 飯田 志 彦 て 杉並 区 潤 水町 113 中 川 方 う . 池田 勉 (札幌 統制 無線 申 継 所 ). 伊佐 国 一 (渋谷 区 
代々 木 富ヶ谷 1429 代 々 木 富 ケ 谷 寮 ). 伊崎 三郎 (米子 放送 局 ). 石川 勇雄 ( 議 沢 市 答 沼 6713 う . 石川 二 
"て 焼津 市 焼津 539 の 3)、 石田 勇 CN 了 HK 隼人 ラジ オ 放 送 所 ). 石原 判 三 て 刈谷 市 大 字 誠 谷 字 元 中 根 南 11). 
磯 野 実 (高崎 市 常 毅 町 41). 一 井 稔 (目黒 区 中 目黒 4 の 1264 う . 市 川 四郎 (長野 市 狐 池 43). 
伊藤 染 一 (吹田 市 千里 山 虹 ケ ケ 所 12 の 403). 伊藤 治 昌 世田谷 区 東 玉川 町 67). 岩 狭 源 晴 (西宮 市 高 
木 西町 129)、 府 淵 三 郎 (松山 中 央 放送 局 ). 印南 未 術 門 (ラジオ 高知 岩瀬 新生 (三洋 電機 半導体 研究 
所 う . ( ウ ) 宇佐 美 苺 幸 (波谷 区 和 手 田 ヶ 谷 5 の 902 日 立 ヘ ウス ). - 字 田 宏 (電波 研究 所 ): 宇治 幸 朝 
"(和歌 山 市 平岡 76 う . 内 田 孝夫 ( 電 々 公社 監査 局 ). 内 山道 章 (冨士 通信 機 技術 部 無線 課 ). 宇野 。 邊 
( ヶ 崎 市 小 陣 田 4538). 字 野 正美 (千葉 県 東 葛飾 郡 流山 町 江戸 川合 東 12 の 351 う . て ェ ) 江頭 俊 巡 (日 電 玉 
有川 事業 所 う . 江崎 玲 於 奈 て ソ =ー). 江田 泰 通 (宮崎 市 老松 通 1 の 25 う . 上 暇 名 香子 (東北 大 ). 遠藤 正孝 
て 札幌 電話 局 ). ( オ ) 大 崎 久 (国際 電 々 入 俣 送信 所 ). 大 島 良 典 (名 古屋 拡 送 通 信 部 ). 大 角 春 夫 ( 東 
間 間 | 見 工業 )、 太田 雷 ( 国 鉄 ). 黄 延 福 : (石川 トレ ー デ イン グ ュ コンペ =ー). 大 綱 明 (金石 舎 研究 
放 紀 - 大 矢 隆 (名 古屋 市 中 村 区 中 村 町 1 の 101). 岡田 重 喜 北海道 札 幌 郡 卒 似 町 >. 岡田 万 久 (東映 う . 
| 回 田 由 夫 て 還 旦 本 新聞 社 う . 岡本 真一 (神戸 中 央 電話 局 ). 荻野 総 夫 (日 本 光電 工業 ). 小倉 才 一 郎 (杉並 
| 区 水 福 町 161). 小田 誤 夫 (三菱 電機 ). 落合 喜 三 次 (豊橋 市 松葉 町 146 > 居 久雄 大 日 電線 ).… 
衣 | 小野 設 ( 東 海 電気 通信 局 監 査 部 ). 小野 和裕 ( 港 区 芝 車 町 82 者 営 車 町 ア ペ ー ト 211 号 ).( カ ) 筆 井 
| 未 一 ( 理 立 ). 片岡 基 杉並 区 方 南町 92 小林 方 う . 片 由利 郎 ( 販 田 谷 区 松原 町 3 の 1052). 亀尾 要 首 
| (不明 ) 加藤 和 明 (原研 2。 加藤 譲治 (板橋 区 上 板橋 5 の 5234). 神沢 等 ( 鈴 弁 市 白子 町 北 社宅 ). 
褒 井 章 ( 忘 恋野 市 吉祥 寺西 窪 345). 唐 木田 実 次 京 区 小 量 向 台 町 1 の 35). 河井 洲 二 (不明 う . 川 池 大 一 郎 
| ( 下 市 電気 ). 川西 健次 (日 大 ). 河野 幸雄 ( 舌 島 電 話 局 ). < キ ) 木村 俊男 (名 古屋 市 千種 区 田代 町 字 
| 敵 え 1 の 1): 清岡 久 磨 (川崎 市 上 小田 中 1644 う . 清宮 弘 基 (横浜 市 舞 同町 115 舞岡 アフ ペー ト A 一 3 号 ). 
| を 邦 ※( 記 北 た (2 ク ) 誤 路 一 雄 ( 札 幌 テ レビ 放送 ). 久保 菊 雄 て 目黒 区 下 目 黒 2 の 335 代 輸 方 ). 久 避 雄 一 郎 
( 電 々 公社 う . 余 沢 者 郎 (練馬 区 買 井 町 427) う . 栗 原 泊 夫 (三井 鉱山 三池 工業 所 ).( コ )〉 小 迫 秀 夫 て 大 阪 市 佳 
吉 区 万 代 ょ の 6D. 小竹 兵 次 郎 (市 川 市 真間 119). 後 歳 健一 (横浜 市 神奈 川 区 大 角 劇 町 633). 木庭 功 
| ( 証 見 島 電 話 局 )。 小林 京 二 (安立 電気 )。 小林 卒 (次 京 区 大 門 町 26). 小 叉 彰男 (王府 市 下 連 第 210). 
小 車 光夫 (京都 市 大 京 区 田中 関田 町 218 う . 小山 次 郎 府中 市 幸 町 2 の 34 う . (すう 科 井 。 葉 ( 二 士 通 ). 
森 俊 彦 (新潟 電気 通信 部 施設 課 ). 佐藤 購 画 (東海 大 学 ). 佐藤 良 遇 CNHK). 佐分利 治 不明): 
軸 ( 秒 並 区 攻 穴 1 の 86). 沢田 哲夫 (大 船 市 大 船 560).  ( シ ) 玉 野 谷 隆 (板橋 区 志村 中 台 町 
i317 の 16)。 塩見 一 ( 洛 飲 区 香 戸 叩 1 の 1019)。 遍 剛 真如 ( 滞 宙 市 大 谷 場 11 う . 舘 春 男 (). 
; NH i apie 柴 山 才 明 が EO みれ 放 電 ) 


の 


~~ 


鈴木 牙 志 (神戸 市 乗 水 区 欧 ケ 丘 955). 鈴木 武 二 (NHK 技術 現業 局 う . 鈴木 立 之 電 々 公社 技師 長 補 9: 


砂 石 光雄 (北海 道 通 信 局 ). ( セ ) 清野 浩 て 仙台 市 長町 北町 145 安 禁 方 ). ( ソ ) 痢 我 政弘 (豊中 市 
刀根 山 町 1 の 16 の 1 黒木 方 う … て ( タ う 高橋 顕 (松下 電器 可 易 輸入 部 ). 高 本 保夫 (長崎 電話 局 う 


田川 税 三 郎 (北大 ). 武政 宣雄 (名 古屋 市 昭和 区 落 田 町 NK 荒田 寮 ). 田島 久治 (豊島 区 長崎 町 3 の 359: 
田中 拘 三 (大 田 区 西 大 卿 3 の 34 刺 圭 寮 ). 田中 上 真彦 (名 古屋 市 中 村 区 岩 迷 町 字 小 惣 25 の 6). 田中 富 世 , 
(富士 通信 機 技術 部 う : 玉川 令 二 (福岡 市 東 若 久 町 原田 山 43 の 69). 為 中 寿夫 (青森 放送 局 ). 丹野 泰行 
(仙台 中 央 放送 局 ). で ツ ) 塚本 和 孝 て 北 多摩 郡田 無 町 下 向 台 683 う . ( ト ) 徳 崎 義信 ( 山 光 社 う . 豊福 睦 雄 
(広島 市 東 圭 町 電 々 公社 東 圭 察 ). (< ナ ) 中 尾 昭 二 ( 電 々 公社 保全 局 伝 送 無線 課 ). 中川 享 志 (14 
EVERETT AVE Ossining. N. Y.). 中 島 治 久 ( 電 々 公社 萩 窪 工 場 ). 仲 瀬 一 彦 (大 阪 中 央 放送 局 う . 


長田 昭一 (昭和 電線 電 絞 う . 中 野道 夫 ( 姜 電 社 う . 中 村 癌 作 (三鷹 市 大 沢 字 下 笛 838). 中 村 鹿 次 郎 (世田谷 生 


区 上 馬 町 2 の 191). 中 和 村 視 昭 名 古屋 中 央 放送 局 う . 永山 克 ( 広 島 中 央 放送 局 南 保 雅 (帯広 無線 中 
引 所 う : て 二 ) 西田 俊夫 (人 尾 市 大 竹 828). ( ノ ) 野崎 慶治 て 世田谷 区 下馬 2 の 62). ( ハ ) 花岡 利男 
(日 立 市 助川 町 日 立 平 択 台 ). 話 信平 く 絢 衝 市 箇 ヶ 紅 1 の 3). 浜田 博 ( 阪 大 う . 林 義 礁 (松下 電器 東京 特販 管 
業 所 ). 原 宣 論 (杉並 区 下井草 町 186). ( ヒ ) 平 野 公 夫 ( 大 田 区 東 蒲 田 4 の 5 石坂 方 ). て フ ) 船橋 勝 右 二 門 
( 則 々 公社 攻 窪 電気 通信 工作 工場 ). 朴 煽 義 ( 天 理 市 川原 城北 2). ( 不 ) 保 坂 陽一 (甲府 電報 局 ). 堀江 正行 
(九州 通信 局 ). て マ ) う こぎ 必 野 良治 < 目黒 区 上 目黒 5 の 2420). 松 喜 保 行 ( 誌 阜 県 舞 斐 郡 春 日 村川 合う . 
松田 任 藩 (京都 府 相楽 郡 精華 町 字 菅 井 う . 的 崎 健 ( 東 芝 玉 川 寮 ). 《 ミ ) う 溝口 実 ( 南 多 摩 郡 日 野 町 多摩 平 団 
地 79 号棟 402 号 ). 宮城 崇 (NHK 千 代田 放送 所 う . 宮坂 重 都 て アレ キサ シン ダー ター ク 商 会 う . 宮下 富夫 
(長野 市 中 越 154 う . 宮原 英二 (品川 区 在原 町 4 の 175). 宮前 信 一 (大 阪 府 南河内 郡 美原 町 大 字 阿 束 
20 の 1).8 宮 道 僅 (北辰 電 人 ). 宮本 唐 一 (横浜 市 葉 北 区 篠原 町 175 う 3. ( ム ) 村上 替 太 郎 ( 京 都 府 田辺 
の 町 字 三 山木 村 高 木 う . 村松 明 CN 了 HK 技術 現業 局 ). 室 住 態 三 ( 児 島 大 ). ( モ 〕 森 友 上 広 (長崎 市 
西山 町 2 の 33 の 1). 森 政弘 (目黒 区 上 目黒 6 の 1488). ( ヤ ) 谷田 部 栄一 (横浜 市 南 区 永田 町 1196). 

山口 開 生 (渋谷 区 猿楽 町 31 の 1 電 々 公社 ア ペ パー ト 216 号 ). 敷 野 直 亮 (鎌倉 市 大 町 字 西 町 961 う . 山田 
治郎 (関東 次 区 警察 局 山梨 県 通信 出張 所 う . 山田 俊治 ( 横 計 市 神奈 川 区 西 神 奈川 町 5 の 153). 山本 利信 
(浜松 放送 局 ). 人 幡 恵 介 ( 日 電 日 新 寮 ). ( ョ a) 吉岡 哲夫 (世田谷 区 豊 町 5 の 105). ( ワ ) 若林 元 (杉並 区 
久我 山 2 の 582). 渡部 荘 一 郎 (四国 電力 > 渡会 孝 確 (松下 電 副 ) 

準 員 ( ア ) 荒川 注 ( 筑 路 市 広畑 区 広畑 富士 鉄 岳 水 寮 )。 荒 沢 稔 郎 (日立 市 成沢 町 1751 日 専 寮 ). 

C イ う j』 石 井 府 一 (文京 区 向ヶ丘 弥生 町 3 修道 館 ). 石井 人 邊 (世田谷 区 北沢 4 の 336 秋 田 寮 ). 石津 「 洪 
( 九 大 ). 伊藤 栄二 (名 古屋 市 中 区 新栄 町 6 の 25 ). 全 藤 久之 (名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 2 の 4 う : 稲垣 克 
(三井 化学 う . 岩本 雅 馬 (武蔵 野市 吉祥 寺 防 長 教育 会 ).( ウ ) 内 海 癌 明 (等 恒 電 機 )、 宇 山 登 ( 大 阪 市 住吉 
区 欠 浜 東 之 町 + の 23 久 保田 鉄工 帝塚山 寮 )。 て エ ) 江川 進 ( 品 川 区 南 品 川 5 の 177). ( オ ) 大 江 宏 治 ( 品 川 区 
西 中 延 2 の 233). 太田 議 二 ( 泌 大 う . 大 和 上 真治 (品川 区 魚 州 248 東 寮 う . 小 川 明 ( 新 宿 区 大 久保 町 2 の 342K 
DD 新宿 分 寧 ). 《 カ ) 加世田 一 三 ( 駿 京 区 富 坂 町 2 の 4 橋本 方 う . 片野 正 綾 (世田谷 区 圧 町 206 NHK 清明 


寮 う . 加藤 幸彦 (名 古屋 市 千種 区 城 木 町 1 の 24 う . 川上 上 音 二郎 ( 族 京 区 元町 1 の 7 松島 方 う 。 川島 真知 夫 


(千葉 県 茂原 市 下 永 吉日 立 星野 寮 )。( キ ) 菊地 恵 C 仙 台 市 角 五郎 丁 30). 捧 用 英 三 (横浜 市 港北 区 大 豆 戸 
町 字 安 山東 芝 菊 名 寮 ). 木島 上 真 郎 (練馬 区 小竹 町 2386 江 内 方 ) ' 


( ク の)・ 章 剤 成 之 (仙台 市 大 町 松下 電器 仙台 営業 所 う . 工藤 達夫 I 崎 市 宮内 407 の 1 富士 通信 機 宮 内 寮 ) 


グダグダ ナ テイ ラ カ ヵ (杉並 区 西荻 鶴 3 の 127). 薬 原 洋 (杉並 区 阿佐 ヶ 谷 1 の 763). ( コ ) 小坂 晃 閉 (横浜 市 港 
北 区 新吉 田町 1525 の 27). 興 石 陽 (世田谷 区 世田谷 5 の 3156)、 小 田部 宗 倫 (不明). 小林 整 功 (北海道 
電力 ). 古 村 光 (青森 県 北上 郡 十 和田 町 大 字 奥 入 瀬 字 為 国有 林 122 東北 電力 十和田 発電 う . 

( サ #) 佐々 木 杭 (不明). 穫 田 後 昭 ( 尼 ケ 崎 市 塚口 西浦 三菱 電機 開心 寮 ). 佐藤 了 史 日 立 市 成沢 町 1751 
日 専 察 ). 佐藤 六 昭 (千代 田 区 神田 駿河 台 3 の 3 う . 佐藤 寛 ( 大 阪 市 旭 区 大 宮 町 5 の 30). 里見 疫 康 (日 本 無 
線 ). 佐 俣 側 (京都 市 中 京 区 下京 三条 防 町 16 春 日 察 ).( シ ) 塩原 信司 ( 双 京 区 追分 町 89 東 大 追分 寮 ) 


( ス ) 周 浴 涯 (中 国 台 湾 省 台北 市 武昌 街 一 段 36 号 ). 杉 元 音 時 (日 電 研究 所 第 二 研 究 所 ). 鈴木 弓 一 (三洋 


電機 大 宮 工 場 技術 課 )- て タ ) 高木 正男 ( 崎 市 下 沼部 1923 森 方 2、 高 橋 一 吉 C 日 立 市 成沢 町 日 立 日 再 穴 ). 
高橋 徹 ( 流 谷 区 代々 木 富ヶ谷 察 ). 高橋 久 隆 ( 日 本 テレ ビ 放 送 網 技術 局 ). 高橋 正美 ( 柏 市 日 立 西台 86). 
高柳 和 嶋 (市 川 市 維 野 5 の 200). 高山 雄一 (千葉 市 長州 町 1 の 80). 武内 令 典 (三菱 造船 平戸 小屋 察 ). 


田中 乙 次 ( 員 川 区 坦 町 2 の 1356 局 田 カ ). 玉田 a laa is 0 泊 手 が 放 < 


a 


pe 


(名古屋 市 寺 種 区 大 島町 2 の 30 大 橋 方 う . 飛田 進 (目黒 区 上 目黒 1 の 7 の . ( ナ ) 中 北 倫 男 (横浜 市 洪 

花 区 大 豆 戸 町 安 山 217 東芝 菊名 寮 ). 長田 朗 (大 阪 市 同 倍 野 区 長池 町 32 富士 ア ペ ー ト う : 中 山 梅 迷 
(名 吉屋 市 午 種 区 清 住 町 3 の 44). (=) 西垣 守 (神戸 市 生田 区 栄町 通 5 丁 目 富士 交易 2. ( ノ ) 野本 吉 二 
(大 田 区 調布 借 町 2 の 7 算 原 方 ). < ハ ) 橋 中 博 (目黒 区 原町 1248 安 田方 う . 長 谷川 隆 夫 ( 競 岡 電話 局 ). 
(2) 深津 良治 て 杉 斑 区 天沼 1 の 191 公 社 双 葉 寮 ). 藤井 徹 て 立 沢 市 辻堂 西町 1460 白 井 方 う . て マ ) 前 田 正博 
( 西 多 遼 郡 福生 町 志 落 35). 橋田 康男 (板橋 区 四葉 町 1038)., 正田 英介 (市 川 市 菅野 町 1 の の 松本 充 介 
(熊本 県 荒 市 増永 300). 松本 良樹 (富士 通信 機 党 業 部 ). ( ミ う ) う 南 孝明 (南海 放送 技術 部 う . 宮 木 健吾 
(世田谷 区 北沢 5 の 879 野 村 方 う . 宮脇 際 ( 涯 谷 区 代々 木 富 ケ 谷町 1429 色 社 代々 木 寮 ). ( ム ) 向井 正秀 
( 旨 の 内 地区 電話 局 直 ヶ 関 分 局 ). ( ヤ ) 山田 癌 明 (三洋 電機 ). 山田 幸 煙 (中野 区 上 高田 2 の 388 無 線 合 
宿 告 内 )・( ヨ ) 吉丸 彰久 (佐賀 県 三 栗 郡 三根 村 統 命 院 ツ . 


居 所 不 明 者 5.6 om 


(>) 相沢 一 光 (光洋 電器 )。 秋山 英 礁 (横浜 市 信 見 区 胞 岡 町 234 三 ツ 池 鋼 院 内 )、 集 森 康 (神奈 川 県 ・ 
足柄 郡 条 根 町 管 根 電話 中 継 所 社 穫 ). 明石 責 (世田谷 区 玉川 等 々 力 町 1 の の . 綾 正行 (高知 市 帯 屋 町 
94) ( ウ ) 上 原 : 清 川崎 市 小杉 町 3 の 262 小 杉 寿 内 ). ( オ ) 長田 喝 寿 (中 野 区 上 町 40 岡 本 方 ). 大 友 実 
」 て ( 休 台 市 北 さ 番 丁 30). 大 谷 喝 一 (横浜 市 中 区 長者 町 4 の 43 長者 ビル 403). ( カ ) 片野 正 徴 (NHK: 
清明 寮 内 ) 金 子 友 次 (藤沢 電報 電話 局 )- 上 村 正 男 (室蘭 工大 ). 川上 硫 喜 (大 田 区 大 森 5 一 170 小 島 方 2. 
川野 哲治 (横浜 市 南 区 大 岡町 715 う .( キ ) う 菊池 重彦 (新宿 区 上 落合 2 一 8104 明 寿 1 号室 ). 吉 良寛 一 郭 ( 松 
山 市 松の木 陣 2816 う . 《 ク ) 久保 礼 (福岡 市 横 平 池 坂 本 691 井 尻 寮 ) . 章 階 一 雄 (札幌 テレ ビ 放 送 局 ) . 
双 田 キー (郡山 市 右 湯 60 治 野方 ). ( コ ) 香 崎 銀二 ( 阪 大 工 定 郎 ). 小 林 秀 正 (富士 通信 機 大 阪 販売 店 ). 
(ササ) 壇 藤 実 (長野 県 填 科 郡 填 生 町 流 導 990). 窪 藤 清高 (新宿 区 戸塚 町 3 の 143). 坂田 忠 三 大興 電機 
矢板 工場 ). 坂 本 学 (北陸 電気 通信 局 ). 佐々 木 義信 (信越 電波 監理 局 ). 佐 甲 百 三 (千葉 市 稲毛 町 2 の 4. 
( シ ) 税 所 正芳 (杉並 区 天沼 3 の 929). 清水 保定 (品川 区 東 品 川 3 の 37 松 本 方 2、( セ ) 瀬川 避 ( 電 々 負 社 
保全 局 電信 機械 課 )- 瀬崎 広 奈 (新宿 区 信 測 町 23 の 7 実 川 方 2. ( ソ ) 副島 徴 夫 ( 門 司 市 花山 通 2 丁目 国鉄 宿 
傘 26 号 う . て 2) 武田 安弘 (大田 区 池上 町 173). 武 正 礼二 ( 北 区 稲 付 町 3 の 42) う . ( ツ ) 擦 田 正治 (名 古屋 市 
南大 準 通 2 の 5 中 部 電力 )、 角田 丘 電 (横須賀 市 大 津 町 2 の 9 電 藤 方 )。 ( ナ ) 永山 盛 仁 (長崎 市 本 河内 
町 1 の 2700). 長田 豊 秋 (富山 市 古 定 辺 仰 丘 寮 て ヌ ) 河田 滅 必 調布 市 入間 町 1630 学園 寮 内 ).( ノ ) 
野口 源 浴 (練馬 区 中 和 村 南 町 2 の 273 中 村 寮 2 ( ハ )〕 馬場 照明 (横浜 市 戸 辺 町 4825). 芳賀 淳一 (新宿 区 戸 
出町 1 の 1 瀬野 方 ). ( ヒ う 東 投 彦 ( 高 飾 区 水 之 小 合 町 307 広岡 方 う . 平野 譜 正 (世田谷 区 玉川 大 井 電気 
察 内 )- 檜山 茂樹 (保全 局 線路 課 ). て フ ) 古田 忠 (公社 建設 局 建設 課 )。( マ ) 真 鋼 。 隆 (石本 通信 建 
設 高周波 部 ) 前 野 時 康 (長崎 市 飽 浦 三菱 造船 内 う . 光 山 孔 和 (杉並 区 荻窪 1 の 58 之 井 方 う .( ミ ) 水谷 宏 
( 横 舌 賀 市 林 1113). ( ム A) 村上 実 (富山 県 女 郡 困 和 合 町 布 月 電波 官舎 ). 村岡 代 介 小倉 市 日 明 う . 
( モ ) 望月 真 (調布 市 金子 町 1993 小 川 ア パート), 本 永 朝 雄 (目黒 区 自由 ケ 丘 330 本 村 方 う . 森勝 紀 
(区 田 市 浜 の 堂 町 33 の 2. (や) 山田 治郎 (横浜 市 南 区 井土 ケ 谷 上 町 84 の 44 う . 山田 癌 明 (大 阪 府 守口 市 
| ] 京阪 本 通 2 の 18 三洋 電機 内 《 ヨ ) 横沢 典 男 日立 市 助川 1405 日 立 製 作 所 ). 吉沢 二郎 (西宮 市 松山 町 
| 45 国 鉄 ア ペ ー ト B411 号 ). ( ワ ) 若井 清 (足立 区 千住 宮 之 町 27). 35 年 3 月 卒業 考 (東大 ) 石井 康 一 
石井 彼岸 本 夷 民 . 江川 進 . 小田 部 宋 倫 . 佐々 木 李 . 杉 元 生 時 . 油 本 賜 男 . (工大 ) 梅 母 京 稚 . 草 問 
武夫 . 十 戸 誤 雄 .( 中 大 ) 秋山 鎮 男 - 板橋 武夫 . 尾 見 高 彦 。 岡 和田 昇 . 瀬川 四郎 - 中 田 隆 。 水島 和夫 . 
宮川 和 昭 山内 明 .( 電 朋 大 ) 大 浜 一 成 久 門 叙 彦 。 立野 問 . 液 辺 成一 (名 古屋 大 ) 伊藤 栄二 加藤 
幸 基 玉田 発 . 戸 田 久 良 . 中 山 梅 座 . 成 田 正 . 春 増 紀 : 山 田 順 幹 .( 武 工大 ) 井上 功 . 梅 本 智昭 . 小 等 原 栄 
五郎 . 岡本 吉晴 : 後藤 勝彦 . 古 場 常 明 . 富 櫻 信之 . (大 阪 府 大 ) 居 相 邦彦 . 岡本 光 令 . 片 勝 宏 、 阪本 菩 
症 科 務 . 中 村 泰 王 . 林 圭一 ・ 林 寛 筐 . 山 口 勝己 ・( 恒 大) 木下 論 忠 . 倉石 寛 才 治 勉 沢 田 牙 俊 . : 
me 土屋 傘 . 松橋 果 。 宮川 成 司 . 宮 抜 保谷 (東北 大 ) 河原 田 ? 宏 - 小林 信人 . 桜井 伸 逢 - 
仲 符 根 稼 . (都立 大 ) 大 和 頁 治 . 札 谷 勝一 . 佐 内 則夫 (理大 ) 上 地政 一 . 池 田 夫 (岩手 大 ) 沢 付 美 
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ーー ニング ・ ご コー スン 眠 で 見 る 現 軍 : 8 
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ニレ クト ドニ グ クス 和 算 器 の 設 ….( 日 本 電気 )… 木 地 和 夫 - プル > 
計上 の 詳 問 題 4 9 島 。 哲 
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技術 評論 > は rh いい 電 計 朋 四 増 皿 a 4 i ( 東 芝 )… 岩 井 喜 商 
高速 論理 回 路 - eonet (計る 通信 詳 柳 功 芳 絶 杭 好評 電子 概 器 ・ 回 路 集 ・ 便 利 た バイ ヤー スガ イド その 他 
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シー リス モー ター 
シシ クロ ナス モー ター 
キャ パシ ター モー ター 

は 特に 堪 産 し て で な おり ます 。 


その 他 小型 モー ター と 発電 機 に つい て は 
件 相 談 下 きい 。 必 ず 御 期待 に そい ます 。 
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ジュ ネー プ 通 常 無線 通信 主管 庁 会 議 の 概要 * 


正 員 西 崎 恥 郎 
(郵政 省 電 波 研 究 所 ) 
RS フラ ンス 24 名 , 西独 47 名 で わが 国 か ら は 23 名 が 参 
- 加 し た . 会 議 の 性 質 上 各国 代表 団 に は ほとん ど 例 外 な 
く 軍 人 が 含ま れ て いた . 会 議 の 議長 に は ヵ カナダ の Mr 


今回 の 通常 無線 通信 主管 庁 会 議 は 昨年 の 8 月 17 日 か 
ら 12 月 21 日 まで 約 4 か 月 に わた っ て ジュ ネー ブ に お 
いて 行なわ れ た . 通常 無線 通信 主管 庁 会 議 (Ordinary 
Administrative Radio Conference) は 国際 電気 通信 
条約 第 7 条 の 規定 に 基づき () 無線 通信 規則 で Radio 
Regulations) お よび 追加 無線 通信 規則 (Additional 
'Radio Regulations) の 改正 , ②) 国際 周波 数 登録 委 
員 会 (Tnternational Frequency Registration Board 
以下 I.F.R.B. と 略称 する ) の 委員 (Member) の 選挙 , 
(3) 同 委 員 会 の 活動 に 対す る 審査 お よび 指令 を その 
お も な る 任務 と し て いる . 前 回 の 通常 無線 通信 主管 庁 
会 議 は 1947 年 テト ラジ テッ ク ・ シ ティ (以下 AC 会 
議 と 略称 する ) に お いて 開催 され , その 後 12 年 の 歳 
月 を 経て いる 関係 で その 間 電 波 技術 は 躍進 を し て い 
る と 共に , その 利用 分 野 に お いて も 目覚 し い 発 展 を 見 
せ で いる た め , 多数 の 国々 か ら 現 行 規則 の 大 幅 の 改正 
が 要望 され , 実に 6000 件 に 近い 改正 提案 が 上 程 さ れ 
た . また 今回 の 会 議 に 対す る 参加 国 数 も ITU の 構成 
記 101 の うぅ ち 84 た 上り 』 その 他 ICAO, WMO, 
IMCO, UNESCO, COSPAR 等 約 20 の 電波 利用 と 密 
接 な 関係 の あぁ る 国際 機関 が オブ ザー バ と し て 参加 し , 
出席 者 の 総数 は 実に 7 百 数 填 名 の 多き に 及 ん だ . も っ 
と る 中 共 , 北 鮮 , 北 ヴェ トナ ム , 東独 等 の いわ ゆる 分 刷 
園 の 参加 問題 は 開会 へ き 頭 ソ連 圏 よ り 提起 され た が 主 
管 庁 会 議 の 権限 外 の 問題 で ある と し て 香 決 され , し た 
が っ て 今回 の 改正 規則 は 分 裂 諸 国 に 対し て は 事実 上 そ 
の 適用 が 困難 で ある. 各国 代表 団 の 構成 は それ ぞ れ の 
国情 た より 区 々 で あぁ っ た が , 米国 98 名 , 英国 62 名 , 


* The Brief Report of GENEVA Ordinary Adminis- 
trative Radio. Conference. By TARO NISHIZAKI, 
Member (Radio Research Laboratories, Ministry of 
Post and Telecommunications, Tokyo). [論文 番号 
3224] 


C.J. Acton, 副 議 長 に は アル ゼン チン の Mr. J 訪 
Autelll お よび イン ド の Dr. M.B. Sarawate が ぞ それ 
ぞ れ 選出 され た . また , 総会 の 下部 機構 と し て は つぎ 
の 8 委員 会 が 設け られ た . 
各 委 員 会 の 分 担 と 委員 長 
各 委 員 会 分 揚 事 項 お よび 委員 長 

第 1 委員 会 (議事 運営 ) 
委員 長 C:J. Acton (カナ タダ ) 

副 委 員 長 J.A. Autelli (アル ゼン チン ソン) 
” M.B. Sarawate (印度 ) 

第 2 委員 会 (信任 状 審査 ) 
委員 長 F.Nicotera (イタ リー) 

副 委 員 長 L: Oswaldo de Miranda (プラ ジル ) 
” IL.M. Trifonov (ブル ガリ ヤ ) 

第 3 委員 会 (会 議 の 経理 ) 
委員 長 G.Searle (ニュー ジー ランド) 
副 和 要員 長 G.E. Enright (アイ ル ラ ンド ) 

第 4 委員 会 (周波 数 分 配 表 ) 
委員 長 G.Pederson (デン マー ク ) 
副 委 員 長 E.J. Stewart G 洲 州 ) 

VL E.O. Ozaki (キュ ー>) 

第 5 委員 会 (周波 数 登録 手続 と 国際 周波 数 リス ト ) 
委員 長 M. Joachim (チェ ッ コ ) 
副 委 員 長 M.A: Vieira (ポル トト ガル) 

第 6 委員 会 (技術 基準 ) 
委員 長 MN. Mirza し パキスタン ) 

副 委 員 長 L. Barajas (メキ シコ ュ ) 

第 7 委員 会 ( 和 運用 う 
委員 長 、。A:J. Ehnle (オラ ンダ ) 

副 答 員 長 野村 議 男 日本) 

第 8 委員 会 (条文 お よび 編集 ) 
委員 長 A.Henry (フラ ンス ) 

副 委 員 長 J.M. Revuelta (スペ イン ) 


上 記 の 各 委 員 会 と に は それ ぞ れ 多く の Sub-committee, 
Working group が 設け られ , これら は さら に 必要 に 
応じ て 多数 の Sub-working group: に 分 れる と 共に 問 
題 に と よっ て は Ad-hoc group が 設置 され る 等 , 最盛 期 
に は group の 数 50 以上 に も 達し , 審議 の 促進 が 行 
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な われ た . 会 議 の 結果 は 極め て 広汎 多岐 に わた る の で 
紙面 の 都合 上 記述 は 特に 会 員 諸 兄 に 関心 の 深い と 思わ 
れる 事項 に 限定 する と と と し た い . 


2. 術 語 


従来 の 規定 中 変更 また は 追加 され た 目新し いも の を 

述べ れ ば つぎ の 通り で ある 

2.1 電波 (また は ヘル ツ 波 ) [Radio Wave (or 

Hertzian Warve) ] 

「 人 人 生 的 に 必 か れる こと な く 空 間 に 伝 ば ん する 3000 

Ges 以下 の 電磁 波 」, この 定義 は 従来 の それ に 較べ ベニ 

つの 点 で 異な っ て いる . すなわち 第 1 点 は ぐ “人工 的 に 
| 半 か れる と と な く ” と いう 制限 が 付 さ れ た と と と 第 2 
| 京 は 下限 の 10 kc/s の 制限 が 撤廃 され た と と で , 前 者 

は 導 波 管 , G ラ イィ ン 等 Artificial Guide と よる 伝送 を 

電波 の 定義 か ら 除 き , 後者 は 10 kc/s 以下 の 周波 数 の 
有 国内 的 使用 と より 10 kc/s 以上 の スペ クト ラム に 分 配 
計 され た 業務 が 有害 な 混信 を 受 け ぬ ね よう, 10 kc/s 以下 
| の それ る 電波 の 範囲 と 包含 され る と こと と な っ た が , 特 
調 定 の 業務 に は 分 配 し な いこ と ど し た . 

2.2 無線 決定 業務 (Radiodetermination Ser- 
¢ vice) 
| 電波 の 伝 ば ん 特性 を 利用 し て 位置 を 決定 し , あ る い 
は 位 詐 に 関す る 情報 を 得る た め の 業 務 」, で と れ は さき 
: 殖 ら に 無線 航行 業務 (Radionavigation Service) と 無線 
3 測位 業務 (Radiolocation Service) に 大 別 さ れる . 前 
者 は 障害 物 探知 (O 〇 Obstruction Warning) を 含む 航行 
| の た め に 使用 され る 無線 決定 業務 で あり , 後者 は それ 
以外 の 目的 に 使用 され る 無線 決定 業務 で ある 。 し た が 


Y、 3 スペ ー ス 業務 , アー ス ・ ス ペー ス 業 務 (Space 
さ マ Re “ Service, Earth-Space Service) 

AR space sirion 2 ak S20, 
市 まだ は 大 気 圏外 に 出る こと を 目的 と し , か つっ, 地表 上 
|| の 地点 賠 の 未 行 を 目的 と し な い 物 体 に 搭載 され た 無線 
放 「 局 で あり, アース 局 (Earth Station) と は 上 記 の スペ 
| ス 局 と の 交信 相手 で ある 地 上 また は 地表 上 の 地点 


KEonn on. し た が っ 


2.4 発射 の 表示 (Designation of Emissions) 

発射 の 表示 は 現行 の 規則 で は その 種別 (Classifi- 
cation) と 占有 周波 数 帯 幅 (Occupied Bandwidth) で 表 
示さ れる と と と な っ て いる が , 新規 則 で は その 種別 と 
その 必要 周波 数 帯 幅 (Necessary Bandwidth) で 表示 
され る と と と な っ た . 発射 の 種別 は 従来 通り 主 搬送 波 
の 変調 形式 で Type of modulation) , 伝送 の 形式 (Type 
of transmission) お よび 補足 的 特性 Supplementary 
characteristics) で 表わさ れ 。, 前 者 は 従来 通り A,F,P; 
で 表示 され る が , 後 2 者 に 関し て は 表 1, 表 2 に 示す 
ど と さく 多少 の 変更 が 行なわ れ た . 

表 1 
.. 洪 ご の の 8 
(a う ) 通報 を 送る た め の 変 調 の な いも の 


Cb) 交 調 用 可聴 周波 敷 を 使用 し な い 電 信 


) 1 も し く は 2 以上 の 変調 用 可 聴 周波 数 の 芝 
電算 開 間 手 作 ま た は 衝 調 没 の 電 鍵 操作 に | 。 
よる 電信 (特別 の 場合 は 電 鍵 操作 を し な 


記 


い 変 調 し た 発射 ) 
(d) 電話 ( 含 音声 放送 ) 


Ce) ご ァ タ シミ ル 波 を 直接 に 又は 周 
次 油 た 硬 計 人 は 


(f う テレ ビジ ョ ン (映像 の み ) 
(g) 四 周 波数 ダイ プレ ックス 
(h) 音声 周波 数 電信 
(i) 前 各 号 に 該当 し な い 場 合 
表 2 

補 促 的 特 性 記 号 
(a) 両側 波 葵 
(b う 単 側 波 帯 

低減 搬送 波 Creduced carrier) 

全 搬 送 波 Cfull carrier) 


抑圧 搬送 波 (suppressed carrier) 
(c) 2 独立 側 波 帯 (two independent' side- 
bands) 


(d) 残留 側 波 帯 (vestigial sideband) 
で る うっ 2 湊 

振幅 変調 

幅 (また は 時 間 ) 変調 

位相 (また は 位置 ) 変調 
符号 変調 (code modulated) 


2.5 周波 数 お よび 周波 数 帯 の 呼称 

無線 スペ クト ラム は 9 個 の 周波 数 帯 に 区 分 され , と 
れ ゃ 表 3 に 示す ど ご とく, バン ド ・ ナ ン パ バ と 称す る 整数 
に よっ て 原則 と し て 表示 され る と と と な っ た 

な お 周波 数 に 関し て は , 

(a) 3000kc/s まで は (3000 kc/s を 含む ) 1 秒 ど ご 
と の キロ サイ クル (kc/s) 

(b) その 上 3000 Mc/s まで は (3000 Mc/s を 含 
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) は 1 秒 ご と の メ > ガサ イク ル (Mc/s) 

(ec) その 上 3000 Gc/s まで は 3000 Gc/s を 含 
む ) は 1 秒 ご ど と の ギガ サイ クル (Gc/s) 

の 表示 が 採用 され る と と と な っ た . も っ と も と れ ら 
の 規定 を 厳守 する と と が , た と えば 周波 数 の 通告 , 登 
録 , 周波 数 リス ト お よび その 関連 事項 に 関し て , 極め 
て 困難 な 場合 に は , 適当 に 緩和 する と こと が で きる . 


表 3 周波 数 帯 の 呼称 


周波 数 芝 | 周波 数 の 範囲 (下限 は 含ま | メー トル 法 
の 番号 れず , 上 限 は 含ま れる ) isah osW 拉 に 電 
4 3 な いし 30kc/s (KHz) ミリ アメ ー ト ル 
5 30 な いし 300 kc/s (KH2z) キメ ー ト ル 
6 300 な いし 3000 kc/s (KHz) | ヘクト メー トル 
3 な いし 30 Mc/s (MHz) デカ メー トル 
8 30 な いし 300 Mc/s (MHz) | メー トル 波 
くり 300 な いし 3000 Mc/s(MHz)| デシ メー トル 流 
10 3 な いし 30 Gce/s (GHz) セン チ メ ー ト ル 波 
11 |30 な いし 300Gejs (GHz) | ミリ ヌー トル 流 


= 
to 


300 な いし 3000 Gc/s (GHz)| デ シミ リ メ ヌー トル 流 


注 1:「 周 波数 帯 の 番号 N]」 は 0.3x10X c/s (Hz) か ら 
3x10X c/s (Hz) の 範囲 を 含む . 
注 2: 略字 は つぎ の 通り で ある . 
c/s=1 秒 ご と の サイ クル ん 数, Hz=hertz, 


K=kilo (103), M=mega (109), 


Ggiga (10); T=tera~(10%) 
注 3 : 形容 詞 的 周波 数 帯 の 呼称 に 対す る 略 字 は つぎ の 通り 
で ある . 
Band 4=VLF, Band.8=VHF, 
Band 5=LF, Band 9=UHF, 
Band 6=MF, Band 10=SHF, 
Bandi7T = HE Band 11=EHF 


3. 周波 数 分 配 表 の 改正 


現行 の 周波 数 分 配 表 (Frequency Allocation Table) 
は 10kc/s か ら 10500 Mc/s の 間 に わ た っ て 各種 の 業 


| 務 に 対し 分 配 が 行なわ れ て いる が , 過去 12 年 間 の 電 


波 技 術 の 発達 を 反映 し , 分 配 周波 数 の 範囲 が 40 Gc/s 
まで 捧 張 され る と 共に , スペ ー ス ・ リ サー チ 有 用, 電波 
天文 業務 , 無線 測位 業務 , 電離 層 ス キャ ッ タ 等 新規 の 


」 利用 分 野 に 対す る 周波 数 分 配 が 行なわ れ た 。 また 既存 


の 業務 に お いて も 相対 的 利用 度 あ る い は 重要 度 の 変 1 Pp 
に 即応 する た め 所 要 の 改正 が 行なわ れ , 放送 , 航空 関 
係 等 の 成長 業務 に 対す る 分 配 が 増加 し た の に 反し , テア 


「 マチュア 業務 の それ が 圧縮 を 余儀 な くさ れ た . また 分 


配 表 の 改正 に 当たっ て は , 27.5 Mc/s 以上 の スペ クト 


| ラム に 対し て は 相当 大 幅 の 変更 が 行なわ れ た が , 27.5 
Mc/s 以下 の それ に 対し て は 最少 限 の 変更 に 止め , 特 に 
有 | 4~27.5 Mc/s の 間 は 原則 と し て 今回 は 変更 を 行なわ 
Eg i 3D 
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な いこ と と と し た ・ も っ と も と の 原則 に 対し ツ 運 圏 よ り 
高周波 放送 , 航空 業務 に 対す る 分 配 を 増加 する た め 強 
い 反 対 意見 が 表明 され た が , と の 周波 数 範囲 は 前 回 の 
AC 会 議 以後 各国 共 多 大 の 犠牲 を 払 。 て 帯 外 割当 周波 
数 (Out-of-band frequency assignment) の 帯 内 Un- 
band) へ の 移し 換え 作業 を 行ない , 最近 に 至っ て 潤 く 
ほ ば 完了 し た 関係 も あり , その 改正 は 原則 と し て 次 回 
に 見 送ら れる と と と な っ た 、 し じ し か し な が ダグ 4>275 
Mc/s 帯 の 周波 数 の ふく そう は 著しい も の が あり 今後 
と の 情勢 は 一 層 の 悪化 が 予想 され る た め , と これ が 抜本 
的 の 対策 を 早急 に 確立 する 必要 が 確認 され , つき ぎの 趣 
旨 の 勧告 が 満場 一 致 で 採択 され た . すなわち , 

(Ca) 4~27.5 Mc/s 帯 の ふく そう を 緩和 する 方 策 
を 検討 する た め , (イィ イ ) 電気 通信 納 計 画 の 世界 的 様相 , 
(m) 電気 通信 の 発展 に 含ま れる 経済 的 要素 , ( ハ ) 短 
流通 信 , (=) 陸上 お よび 海底 の ケー ブル , ( ホ ) 放送 
技術 , (へ ) 無線 中 継 方 式 , ( ト ) スキ ャ ッ タ 通信 , ( テ ) 
スペ ー ス 通信 , の 各 分 野 に 関す る 専門 知識 が 全体 と ど し 
て 網羅 され る よう , 最大 7 人 の 専用 家 よ りな る 特別 の 
パネ ル を 構成 する . 

(Cb) - と の パネ ル は 1961 年 と 1962 年 に それ ぞ れ 
約 30 日 間 ず つ ジ ュ ネ ー ブ に 会 合 し て 各国 六 管 庁 
よび ITU の 各 常 設 機関 と 緊密 な 連絡 を 保っ て 本 問題 
の 解決 方 法 に つい て 研究 する . すなわち 4~27.5 Mcj/s 
帯 の 現用 業務 の 中 この 周波 数 帯 の 使用 以外 の 他 の 手段 
に よっ て 紀 換 で きる 種類 の も の を 検討 し よう と する も 
の で あぁ ある. か よう に し て 取 纏 め ら れ た 研究 報告 が 管理 
理事 会 で 承認 され た 暁 に は 所 要 の 決定 を 行なう た め 皇 
管 庁 会 議 の 開催 が 考慮 され る . 

(c) 各国 主管 庁 は 4~27.5 Mc/s 帯 の ふく そう を 
緩和 する た め , と この 周波 数 上 帯 よ り 高 い バ ンド, ある い 
は 同軸 ケー ブル 使用 等 つこ とめ て 新しい 技術 の 導入 を 図 
る . また , と の 場合 の 低 開 発 国 に 対す る 経済 援助 に 際 
し て は 国際 的 援助 機関 は その 援助 資金 の 増額 に 関し 特 
別 の 考慮 が 払わ れる よう 要請 され る . 

つき に 主 要 な 業務 に 対す る 分 配 表 の 改正 点 の 概要 を 
御 紹 介する 前 に , 今回 の 改正 に 際 し て は 従来 同一 パン 
ド を 2 以上 の 業務 で 共用 する 場合 の 優先 順位 , ある いい 
は 地域 より 狭い 地方 また は 特定 の 国 が 分 配 表 に 記載 さ 「 
れ て いる 業務 と 異な る 業務 に 特に 使用 を 許さ れる 場合 =、 
の 条件 人 箋 は 脚注 に 示さ れ て いた が , と の 方 法 に よる と 
脚注 の 数 の 激増 が 予想 され た の み で な さく 分 配 表 と し て 
の 統一 性 を 欠く お それ も ある の で , と これ ら に 関す る 統 
一 的 な 規定 が 設け られ た . すなわち 分 配 表 の 欄 内 で , 
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周波 数 帯 が , 世界 的 また は 地域 的 に 2 以上 の 業務 に 分 
配 さ れ て いる 場合 は 「 一 次 業務 」 (primary service), 
「 許 容 業務 」 (permitted service),「 二 次 業務 」 (secon- 
dary sevice) の 順序 で 異な る 書体 で 記載 され る . と この 
うち 一 次 業務 と 許容 業務 は 周波 数 プラ ン を 作成 する 際 
前 者 が 後者 に 対し て 優先 的 選択 権 を 有する 以外 は 同等 
の 権利 を 有する . と これ に 反し 二 次 業 務 の 局 は , 

(a) 周波 数 が 既に 割当 て られ て いる か , また は , 
後日 割当 て られ る 予定 の 一 次 業務 また は 許容 業務 の 局 
に 対し 有害 な 混信 を 与え て は な ら な い . 

⑪ 上 b) 周波 数 が 既に 割当 て られ て いる か , また は , 
後日 割当 て られ る 予定 の 一 次 業務 また は 放 容 業務 の 局 
か ら の 有害 な 混信 に 対し , 保護 要求 する と こと は で き 
な い . 

で c)) た だ し , 周波 数 が 後日 割当 て られ る 予定 の 同 
種 ま た は 異種 の 二 次 業 務 の 局 か らち の 有害 な 混信 に 対し 
て は , 保護 を 要求 する と こと が で きる . 

つき ぎ に 周 波数 帯 が 地域 より 狭い 地方 また は 特定 の 国 

| に お いて, ある 業務 が primary basis, permitted basis 
あお るい は secondary basis に 分 配 さ れ た も の と し て 分 
配 表 の 注 に 記載 され た 場合 に は , と これ は その 地方 また 
は 国 に 関し て の み 一 次 業務 , 許容 業務 ある い は 二 次 業 
務 と みな され る . 

また , ある 周波 数 帯 が 地域 より 狭い 地方 また は 特定 

の 国 に お いて , 分 配 表 に 記載 され た も の 以外 の 他 の 業 

罰 共に も 分 配 さ れ た も の と し て 分 配 表 の 注 に 記載 され た 
| 場合 に は , この 業務 は 「 追 加 業務 」(additional service) 
と 呼ば れ , 別段 の 制限 の な いと き は , と の 業務 の 局 は 
分 配 表 に 記載 され た 「 一 次 業務 」 の 局 と 運用 上 同等 の 


用 和 を 有する ・ 

きら に 周波 数 帯 が 地域 より 狭い 地方 また は 特定 の 
sa 国 ば で おい ゆ いて, 1 また は 2 以上 の 業務 に 分 配 さ れ た も の 
op じ て 分 配 表 の 注 に 記載 され た と き は , と の 分 配 は 
Es 『 代 替 分 配 」(alternative allocations) と 呼ば れ , 当 庶 
地 坊 また は 園 に お いて は , 分 配 表 に 記載 され た 分 配 に 


か わる も の で ある . その 注 が 当該 地方 また は 国 で 運用 
| する 制限 の ほか に 別段 の 制限 の な いと きき は, と これ ら の 
| 司 は 分 配 表 に 記載 され た 一 次 業務 で 他 の 地方 また は 国 
) の 局 と 運用 上 同等 の 権利 を 有する . 

3.1 スペ ー ス 業務 お よび アー ス ・ ス ペー ス 業 務 

有 | 国連 の 大 気 剛 外 平和 利用 の た め の 特 別 委 員 会 より の 
ton, 人 工 衛星 , 宇 宙 ロ ケッ ト 等 いわ ゆる Space 
有 | vehbicle に 関連 し た 電波 利用 に 充当 され る 周波 数 の 分 
有 思 は 今回 の 会 吐 の 主要 議 大 の 一 つっ で あっ た . その た め 
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米 , 英 , 仏 , ソ 連 , チ ェ ッ コ の 5 か 国 を メン バ と し , 総会 
の 議長 で あっ た C.J. Acton 氏 を 委員 長 と する Ad-hoc 
group が 総会 直属 に 設け られ , 活発 な 論議 が 展開 され 
た . すなわち 米国 は 分 配 表 改正 の と の 機会 を 利用 し て 
将来 を 見 通し た 分 配 案 を 提案 し た の に 対し , ソ連 は と 
の 種 業 務 は まだ 研究 時 代 の 域 を 脱し な い が 故 に 現用 の 
実験 電波 以外 の 分 配 表 へ の 採 入れ に 強く 反対 し , 結局 
研究 用 (space research) と いう と と で 下記 の 13 パ 
ンド が 分 配 表 に 規定 され た . 

10,003-10,005 ke/s ; 19,990-20,010 ke/s ; 39,986- 

40,002 Mc/s ; 136-137 Mc/s ; 183.6+0.5 Mc/s ; 

400-401 Mce/s ; 1,427-1,429 Mec/s; 1,700-1,710 Mc 

/s; 2,290-2,300 Mc/s ; 5,250-5,255 Me/s; 8,400- 

8,500 Mc/s ; 15.15-15.25 Gc/s; 31.5-31.8 Gce/s 

上 述 の よう に 今回 は 飽く まで も 暫定 的 に 研究 用 の 分 
配 を 決定 し た の で あぁ っ て , 今後 これ ら の 周波 数 帯 を 使 
用 し て 研究 を すす め , また URSI, CCIR の 研究 の 結 
果 を まっ て , 1963 年 の 後半 に 約 1 か 月 間 の 予定 で 臣 時 
無線 通信 主管 庁 会 議 を 開い て , 正式 業務 の た め の 周 波 
数 分 配 を 審議 する と 共に space vehicle より の 電波 の 
識別 , 制御 の 規定 化 せ 論議 され る こと と と な っ な 。. 

3.2 電波 天文 業務 (Radioastronomy service) 

天文 学 の 重要 な 一 部 門 と し て 最近 特に 発達 の 顕著 な 
電波 天文 の 観測 用 周波 数 保護 の 問題 が 今回 の 会 議 に お 
いて も 多数 の 国々 の 関心 を 集め , CCIR, URSI, IAU 
(International Astronomical Union) 等 の 勧告 , 意見 
を 参 的 し て , 差 向 き 下 記 の 周波 数 帯 が 本 業務 に 分 配 さ 
れる べき こと と が 決定 され る と 共に , その 微弱 な 受信 電 
界 を 混信 より 保護 すべ きこ と こと が 規定 され た . 

2.5,5,10, 15, 20, 25 Mc/s の 標準 電波 の 保護 ンド 


38.00+0.25 Me/s 
40.68+0.25 Me/s } 描写 的 な 勧 人 

73-74.8 Mels 第 re 

79.75-80.25 Mcls" 閉 お A (日 本 , 印度 , 
150-153 Mc/s 第 1 地域 

322-329 Mc/s 

606-614 Mc/s 第 1 お よび 第 3 地域 で 暫定 的 
1,400-1,427 Me/s 

1,660-1,690 Mc/s 

3,165-3,195 Mc/s 

4,800-4,810 Mc/s 〉 ソ連 園 詳 国 の み 


5,800-5,815 Mc/s 
8,680-8,700 Mc/s 
2,690-2,700 Mc/s 
4,900-5,000 Mc/s 
10.68-10.70 Ge/s 
15.35-15.40 Gc/s 
19.30-19.40 Gc/s 
31.30-31.50 Ge/s 


昭和 35 年 7 月 電 気 通信 


な お 本 件 に 関連 し た 和 勧告 の 中 に , 今後 各 主 管 訂 は 電 
波 天 文 観 測 所 の 受信 周波 数 を ITU の 事務 局長 に 通告 
する こと と , 事務 局長 は その 意 集 し た 資料 を 各 主 管 庁 に 
頒布 する と と , 並び に 電波 天文 の 関係 機関 も また , で 
きる だ け 混 信 源 を さけ た 遠隔 の 地 に 観測 所 の 位置 を 選 
定 す る と 共に 自国 の 電波 監理 当局 と 緊密 な 連絡 を 保持 
と の おり 込ま すれ し 7: 

3.3 スキ ャ ッ タ 通信 用 

電離 層 ス キャ ッ タ 通信 に 好適 の 周波 数 帯 は 現在 既に 
テレ ビ 放 送 , 移動 通信 等 に 広く 使用 され て いる た め , 
と これが 専用 周波 数 上 帯 や スペ クト ラム 上 どこ と に 選定 する 
か に つい て は 激しい 議論 が 行なわ れ た . その 審議 に 際 
し で は , 

(a) 通常 の 状態 で は F。 層 の 最高 突 抜 周波 数 以上 
の と こと ころ が 使用 され る が , 太陽 黒点 の 最盛 期 ま た は ス 
ポラ ディ ッ ク E 剛 の 出現 する 際 に は 極め て 遠方 まで 有 
害 な 混信 を 与え る お それ が ある と と. 

(b) し た が っ て , な る べく 幾つ か の 優先 的 な サブ ・ 

バン ド を 指定 し て 電離 層 ス キャ ッ タ 通信 の 使用 を その 
範囲 内 に 限定 する と こと, 
を 基本 方 針 と し た . し か し な が ら 各 国 の 重要 な 移動 通 
信 ,」 テレ ビ 放 送受 信 へ の 妨害 , その 他 多 数 の 国々 の 本 
業務 に 対す る 漠然 た る 恐怖 心 の た め , 世界 共通 の バ 
ンド に 統一 する と こと に 失敗 し , 結局 表 4 の ご と く 
Mc/s 以下 の スペ クト ラム で 世界 共通 に 1 バン ド , 地 
域 別 に 4 バンド を 設定 し た . 


表 4 電離 層 ス キャ ッ タ ・ バ ンド 


第 2 地域 | 第 3 地 城 


32.6-33.0 Mc/s | 32.6-33.0 Mc/s 
34.6-35.0 Mc/s | 34.6-35.0 Mel/s 
36.4-36.8 Mc/s | 36.4-36.8 Mc/s 


第 1 地域 


32.6-33.0 Mc/s 
36.2-36.6 Mc/s 
39.0-39.4 Mc/s 


も っ と る も る 赴 記 の バン ド 内 と いえ ども 電離 層 ス キャ ッ 
タタ 通信 回 線 の 開設 に 当たっ て は , それ に よっ て 有害 な 
混信 の お それ の ある 関係 主管 庁 と 事前 協議 を 要する こと 
と と な り , わずか に 第 2 地域 に た お いて の み 上 記 バ ンド 
た 対す る 電離 層 ス キャ ッ タ 通信 用 の 優先 性 が 確認 され 
た . な お 41 Mc/s 以上 の 周波 数 上 帯 に おい て も 第 2 お 
ょ び 策 3 地域 に 限っ て 上 記 の 条件 が みた され た 場合 に 
は 電離 層 ス キャ ッ タ 通信 に 使用 で きる と と と な っ た . 
し か し な が ら 今 回 の 会 議 の 論議 を 通し て みる に , 電離 
層 ス キャ ッ タ 通信 の 将来 性 に 関し て は 今後 余り 期待 が 
きき で な いよ まう に 思わ れる . 
他方 対流 圏 ス キャ ッ タ 通信 は その 使用 する 周波 数 帯 
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が 電離 層 ス キャ ッ タ の 場合 と くらべ 比較 的 余裕 の ある 
部 分 で あり か つ そ の 利用 し 得る スペ クト ラム も 広く , 
有害 な 混信 を 遠 距離 まで 及ぼ す お それ も な い の で 7 電 
離 層 ス キャ ッ タ の 場合 の ご ど と さく 特に 使用 バン ド を 指定 
する こと な く 適 宜 固 定 業務 に 対す る バン ド を 関係 主管 
庁 と の 同意 の も と に 利用 で きる と こと と な っ な た 

3.4 放送 業 務 

ラジ オ , テレ ビ 等 放送 業務 に 対す る 分 配 の 増加 だ 関 
し て は 各国 と も に 格別 の 関心 を 払い , 特に 欧州 諸国 , 
熱帯 放送 を 行なっ て いる 国々 の 間 で こと の 傾向 が 強かっ 
た . その 結果 放送 関係 の 周波 数 分 配 は ある 程度 の 拡張 
な いし は 変更 が 行なわ れ た が , その うち わが 国 に 直接 
関係 の ある も の は つぎ の 通り で ある . 

(a) 現行 の 標準 放送 バン ド 535-1605 kc/s の 周 
波数 分 配 は 第 3 地域 に お いて は 525-535 kc/s が 従 涼 
の 移動 業務 の 外 に 新た に 放送 業務 に も 利用 し 得る さと 
人 

(b) 高周波 放送 バン ド で は 従来 7,100-7.300kejs7 
が アマ チュ ア 業 務 と 放送 業務 の 共用 帯 で あっ た の が , 
今回 第 1 お よび 第 3 地域 に た お いて は 放送 専用 の バジ ド 
に 改め らち られ た . 

(ec) VHF 放 送 バ ンド と し て は 従来 の 87-108 Me/s 
お よび 170-200 Mc/s に 対し , 新た に 76-87 Mc/s お 
よび 200-222 Mc/s が 追加 され た . . 

(d) UHF 放送 バン ド と し て は 従来 470-585 Mc/s 
お よび 610-890 Mc/s が 分 配 さ れ て いた が , 今回 の 改 
正 に より 585-610 Mc/s が 従来 の 無線 航行 業務 に 加 う 
る に 放送 業務 に も 併用 し 得る と こと と な っ た が 他方 対 
流 圏 スキ ャ ッ タ 通信 利用 面 等 の 開発 に 伴い , 610-890 
Mc/s は 固定 お よび 移動 業務 に も 使用 で きる と と と な 
る he 

(e) 今回 新た に 分 配 の 対象 と な っ な た 10.5 Gc/s 以 
上 の スペ クト ラム と し て は , 11.7-12.7 Ge/s が 世界 的 
に 固定 , 移動 お よび 放送 業務 の 共用 バン ド に 指定 され 
3 
3.5 10.5 Gce/s 以上 の スペ クト ラム に 対す る 周波 

数 分 配 

前 回 の AC 会 議 は 当時 に お ける 電波 技術 の 開発 状況 
か ら 10.5 Gc/s まで が 周波 数 分 配 の 対象 と な っ た が , 
今回 の 会 議 で は これ が 40 Gc/s まで 拡張 され , その うぅ 
ち 10.5-10.5 Gc/s 帯 に 限り 第 1 地域 で は , 一 次 業務 
と し て 固定 移動 業務 に , 二 次 業務 と し て 無線 測位 業務 
に , 第 2 お よび 第 3 地域 で は 無線 測位 業務 専用 に 分 配 
され た 以外 は すべ て 世界 的 分 配 た 統一 され た . 
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10.55-10.70 Gc/s _ 固定 , 移動 , 無線 測位 (一 次 業務 ) 


10.70-11.70 固定 , 移動 
11.70-12.70 固定 , 移動 ( 除 航空 移動 ), 放送 
12.70-13.25 固定 , 移動 
13.25-13.40 航空 無線 航行 
13.40-14.00 無線 測位 
14.00-14.40 eR 
14.40-15.15 , 移動 
ー ス ・ ス ペー ス 固 定 , 
15.15-15.25 8 六 業 和 
15.25-15.40 固定 , 移動 
15.40-15.70 航空 無線 航行 
15.70-17.70 無線 測位 
17.70-21.00 固定 , 移動 
21.00-22.00 アマ チャ 
' 22.00-23.00 固定 , 移動 
、 23.00-24.25 無線 測位 
24.25-25.25 無線 航行 
25.25-31.50 3 en 
ス 固 定 , 
ELSE 3 0 0 
* 31.80-33.40 無線 航行 
< 33..40-36.00 無線 測位 
36.00-40.00 固定 , 移動 


な お 日 本 と お いて は 24.25-25.25 Gc/s お よび 
33.40-36.00 Gc/s 帯 は 気象 援助 業務 へ の 分 配る 注 に よ 
有り 認め られ た . 


| 有 4- 機器 お よび 発 敵 に 関す る 技術 規定 


この 規定 の うち 重要 な も の は , 周波 数 の 許容 偏差 , 
| 発射 周波 数 の バン ド 幅 お よび スプ リア ス 発 射 強度 の 許 
有 奏 値 で ある . その うぅ ち 周 波数 の 許容 信 差 に 関し て は 百 
有 有 万全 の 一 単位 また は c/s で 表示 され る と と に な っ た と 
同時 に その 数 値 も CCIR 第 9 回 総会 の 和 勧告 に 基 づ 
Cts 5 als zc s hs, その 実 
| Him, 現用 お よび 1964 年 1 月 1 日 以前 に 設備 
きれ た 送信 機 に 対し て は 現行 3 の 下 代 が 41908 卓 1 及 1 


EO , 


: た ' 

有 有 つき に 欠員 同 決 到 の ペ バンド 幅 は その 六 務 の 遂行 に 必 
有 要 な 了 全 了 に 止め る よう 要請 され , その 計算 例 が 指針 
語 こと し て 示さ れ た . 


EAE ARKO sti 


’ | な お 振幅 変調 方 式 に 対し て は CCIR の 稚 告 内容 に 
; が っ と SSB 方 式 が 最大 限 に 採用 
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表 5 スプ リア ス 発 射 の 強度 の 許容 億 


No 


A か 
を 超え て は な ら な 


30 Mc/s 未満 
は な ら な い 
30-235 Mc/s 
25 W / の 力 よ り 60dB 以上 低い 
Sto 
rs り 40 dB 以上 低い 
超え て は な ら な い . た < し 


25 W, 以下 
( 1104W KE に る に 及ば ない 


注 (1) : 50kW を 超え る 平均 電力 で 30M c/s 未満 の 周波 
数 で 1 オク ター プ 近 くま た は それ 以上 の 周波 数 範 
囲 で 運用 され る 送信 機 に お いて は 50mW 以下 
に まで 減少 させ る と こと は 強制 され な い . し か し 
60 dB の 最低 の 減衰 は 確保 され る べき で あり , ま 
た 50mW の 限度 内 に 保つ ょ う あ ら ゆ る 夫 力 が 拡 
われ な けれ ば な ら な い . 

(2) : 30 Mc/s 未 席 の 周波 数 範囲 で 運用 され る 平均 電力 
5 W 未満 の ボー タプ ル ・ セ ッ ト に 対し て は 最低 30 
dB の 減衰 が 確保 され , 40 dB を 保持 する よう あら 
ゆる 区 力 が 払わ れる べき で ある . 

(3) : 30 Mc/s 未満 で 運用 され る 移動 用 の 送信 機 に 対し 
て は スプ リア プス 発射 は 基本 波 に 対し 最低 40dB で 
200mW を 超え て は な ら な い . また 50mW の 有限 
度 内 に 保持 され る よう あら ゆる 退 力 が 払わ れ な け 
れ ば な ら な い . 

(4): 30 Mc/s 以上 で 運用 され る 海上 移動 用 の FM 送信 
機 に 対し て は 国際 海上 移動 バン ド に お ちる スプ リ 


アス 発射 の 平均 電力 は 10x W を 超え て は な ら ず , 


また 単独 周波 数 に 対す る それ は 2.5x W を 超え て 
は な ら な い .。 た ささ し 例外 的 に 平均 電力 20W 以上 
の 送信 機 の 場合 に は これ ら の 値 は 比例 的 に 増加 が 
認め られ る . 


5. 海上 移動 業務 


海上 移動 業務 に 対す る 27.5 Mc/s 以下 の 周波 数 分 
配 は ほとん ど 現 状 維 持 で あっ た が , た だ 船舶 局 に 対す 
る 短波 電信 周波 数 バン ド は 現用 の 4,6,8,12,16, 22 
Mc/s パン ド の 外 に 新た に 25.07-25.11 Mc/s の いわ 
ゆる 25 Mc/s ベンド が 設け られ , 3kc/s 間隔 で 11 
チャ ネル が 割当 て られ , 太陽 黒点 の 最盛 時 等 に お ける 
船舶 通信 の ふく そう 緩和 に 役立ち 得る と こと と な っ た . 
また HF の 船舶 無線 電信 用 周波 数 バン ド は 従来 , 旅客 
船用 通信 周波 数 帯 。 呼出 周波 数 帯 お よ ょ び 貨 物 船用 通信 
周波 数 帯 に 3 分 され て いた が , 今回 の 改正 に より 広 帯 


+ 


r 
ke 
4 
' 
} 


昭和 35 年 7 月 電気 * 通 


gl 
帯 ) high trafic 船用 の 周波 数 帯 , 呼出 周波 数 答 , 1 
tra 折 ec 船用 の 周波 数 帯 に 4 分 され た . と の うち Cr 
traffic 船用 の 周波 数 帯 は 旅客 船 に 開設 され た 無線 電信 
局 の 外 皇 鯨 母船 , 40,000 総 ト ン 以 上 の タン カカ, 12,500 
総 ト ン 以 上 の 貨物 船 に る 使用 し 得る る ので, その 他 の 
無線 電信 局 は 特別 の 通信 方 式 を 使用 する 場合 を 除き , 
すべ て low tra 和 fic 船用 の 周波 数 帯 を 使用 する と と と 
0 

HF の 海上 移動 業務 の うち 無 線 電話 用 バン ド は 従来 
と 変更 な い が , チャ ネル 間隔 を 狭め る と と に より , 4.8 
Me/s 帯 で 各 11 チャ ネル , 13,16,22 Mc/s 帯 で 各 
10 チャ ネル ど 1 チャ ネル ずつ 増設 され , これ ら の 各 
海 早 局 に 対す る 世界 的 な 割当 プラ ン は 1951 年 の 臨時 
無線 主管 庁 会 議 (EARC) に お いて 採択 され た プラ ン 
が わずか な 修正 で 無線 規則 の 付録 と し て と り い れ ら れ 
た が, わが 国 に 対す る 割当 は 従来 の 4, 8, 11, 13, 16, 
22Mc/s ペン ド を 通ずる 1 シリ ー ズ の 外 , 電力 200W 
で 4Mc/s 帯 と 8Mc/s 帯 に 各 2 波 , 13 Mc/s 帯 と 
22 Mce/s 帯 に 各 1 波 の 合計 6 波 が 新た に 追加 を 認め ら 
れ た - また 海上 移動 業務 用 の 無線 電話 方 式 と し て SSB 
方 式 の 導入 の 途 が 正規 に 開か れ た 点 は 画 期 的 で ある . 
特に 船 散 局 に 対し て は 4Mc/s 帯 で 1ch お よび 8 
Mc/s 帯 で 3ch, 12 Mc/s 帯 で 4ch, 16 Mc/s 吉 で 
7ch, 22Mc/s 帯 で 6ch が それ ぞ れ 設け られ た . 
Band 6 お よび 7 に お いて は 運用 上 支障 の な い 限 り 
SSB 方 式 を 始め て 導入 すべ きこ と と が 和 観 告 され その 際 は 
証 側 波 帯 が 使用 され る ベ べき こと こと, Band 6 に お いて は 
既存 の DSB 方 式 を 採用 し て いる 局 と の 相互 交信 を 可 
能 な らし め る た め 搬 送 波 添加 が 行なわ れる よう 要求 さ 
し CS 

な お 156-174 Mc/s バン ド に お ける 海上 移動 業務 の 
FM 局 に 対す る 割当 は ペー グ ・ プ ラン に よる も の が 世 
界 的 に 採択 され 156-162 Mc/s の 間 に 船 舶用 と し て 26 
チャ ネル 海 周 局 用 と し て 23 チャ ネル が 割当 て られ ; 
公衆 通信 用 , 船 間 通 信用 , 港湾 運用 業務 用 に 分 配 さ れ 
た . また , と これ ら FM 局 に 対す る 技術 基準 と し て は 最 
大 周波 数 偏 位 上 15 kc/s, 垂直 偏 波 , プリ ェ ン ファ シ 
ス 6 dB/octave, 可聴 周波 数 3000 c/s まで , 船舶 局 の 


最大 出力 50 W( 第 2 お よび 第 3 地域 ) が 採択 され た . 


0 が の 光 他 


| 6.1 局 の 識別 符号 ] 
| 近年 に お ける わが 国 無線 周 の 急激 な 増加 に 伴い 現在 


; NN 2 


学会. 雑誌 


第 43 巻 7 号 785 


の わが 国 に 対す る 呼出 符号 の 割当 , JAA-ISZ の 19 シ 
リー ズ の み を も っ て し て は 近い 将来 困難 な 事態 る 予想 
され る の で で , さら に 7JA-7NZ, 8JA-8 NZ の 全 計 10 

シリ ー ズ の 増配 を 受け た . 

56.2 IFRB メン バ の 改選 

前 回 の AC 会 議 に お いて 各国 の 使用 する 周波 数 の 国 
際 的 調整 を 行なう た め , ITU の 常設 機関 と し て 11 人 
の メン パ よ りな る TFRB が ITU に < 設け られ 活動 を 行 
な っ て 来 た が , 今回 の 会 議 に お いて は その 委員 会 制 席 
の 存廃 を めぐ ざっ て 活発 な 論議 が 展開 され た だ た. その 結論 
と し て 委員 会 制度 の 存続 が 確認 され る と と も る に, その 
機能 る か し ろ 強 化 さ れ , IFRB 活動 の 基礎 を な す 国 際 
周波 数 登録 原簿 (Master International Frequency 
Register) が 現実 の 使用 を 反映 する よう 再編 成 され 
る と 共に , 特に 周波 数 の 獲得 に 困難 を 感じ て いる 新 
興国 (New or developing countries) に対する 援助 活 
動 を 強化 する と こと と な っ た . IFRB の メン パ バ は 冒頭 さ 
述べ た よう に 通常 無線 通信 主管 庁 会 議 の 都度 改選 さ 
れる が , 従来 国 本 位 で 選挙 せら れ て いた メン パ バ が 導 回 
か ら 国 の 指名 する 個人 を 選ぶ こと こと と な り , わが 国 か ら 
は 元 郵 政 省 電波 監理 局長 の 長谷 慎一 氏 が 立候補 し 12 
月 11 日 廊 行 な われ た 選挙 の 結果 , 下記 の 表 6 の 通り 
当選 し な た. 


表 6 IFRB メン バ 開 票 状況 


地 拒 立 伺 補 者 名 穫 朋 旨 果 
J. 耳 . Gayer (米国 ) 現 68 当選 
0 地 0 | F. Dellamula (7 アルゼンチン) ヶ 67 2 
( 4 Ki Cata' (キュ ー> や i er , 
定員 E.M. da Silyva ( プ ブラジル) 新 36 落選 
B 域 7 A. Gracie (英国 ) 現 ~75 、 当選 
( 思 員 0 REPetit フラ シシ ジス) 7 
C 地 域 | M. Flisak (ポー ラン ド ) 新 64 当選 
¢ 員 欧 ) 1 N.I. Krasnoselski ( ツ 連 ) " 62 ” 
D 地 
7 が N.H. Roberts ( 南 阿 ) 現 69 "当選 
M.N. Mirza (パキスタン ) = 新 62 当局 
E 地 域 | (日 本 ) #2 45 
(アジ アア) て.K. Wang (中 国 ) 現 42 2 
定員 3 [mm Campbell ( 浪 州 ) 新 33 落選 
P.S.M: Sundaram (印度 ) 22 ” 


な お 新 メ ン バ は 1960 年 10 月 日 か ら そ の 任務 たつ 
く と と に な っ て いる . また 上 記 の 当選 者 が 事故 の た め 
メン シンパ た る の 地位 を 退職 する と き は , 1 回 に 限り その 
半 還 を の 交代 台 を 補 示す る と 
Eh TE 


の 他 周 波数 の 通告 登録 手続 の 変更 , 運用 関係 規定 の 整備 
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表 7 管理 理事 国 改 選 の 結果 5.3 管理 理事 国 の 改選 RN 
地 域 議 候補 国名 得票 結果 ITU の 最高 会 議 で ある 全権 会 議 Plenipotentiary 
FL YT 74 当選 Conference に 代わ っ て 毎年 1 回 年 次 総会 が お と な ね わ 
EE A 。 れ , ITU の 事務 局 始 め 常設 機 関 の 監督 を 委任 され て 
i 1 bales いる 管理 理事 会 (Administrative Counci) を 構成 す 
A ここ ペペ i 居る 理事 国 は 従来 18 か 国 で あう た が 通常 無 線 通 信 所 
(MD 6 国 69 一 当 居 管 訂 会議 と 併行 し て 10 月 14 日 か ら 12 月 21 日 ま 
を る で 同じ く ジュ ネー ブ で 開催 され た 全権 会 議 に お いて , 
ペラ ガイ 8 閣 持 。 その 数 が 25 か 国 に 増加 し , 理 事 国 の 改 記 が 行なわ 
20 ’ わが 国 は ア ジア 地域 か ら 立 候補 し 左 表 ( 表 7) の ど ご と 
: 0 48 当 選 く 最 高 点 で 当選 し レ した. 
アス ww ス 74 ” a 
y > 28 落 選 
BB 地 志 a : 7 結 言 
A お 以上 述べ た 点 は 今回 の 会 議 の 一 部 分 に 過ぎ ず , その 
ッッ 
ス 


SARE NE oN CN EXE 
ww 


に 43 落 居 強化 等 多数 の 専門 的 な 問題 を 有 し , 無線 通信 規則 の 条 

ft 65. ふ 当選 文 は 従来 に と 比 し 量 的 に は 約 5 割る 増加 する と 共に , 決 

と - 人 要 i 議 16, 勧告 36 が と れ に 付加 され た . わが 国 か ら の 提 
0 CS in : 案 も 大 むね その 目的 を 達し , 周波 数 分 配 表 の 注 に お い 
層 て も わが 国名 を 引用 し て ある も の は 17 の 多き を 数 え 
フラ ンス 海外 領土 15 ’ て いる . 新しい 無線 通信 規則 は 1961 年 の 5 月 1 日 か 
pum ニテ チオ ビア 5 半 民 5 聞 行 され る が , 個々 の 条文 に 対し 留 避 の 官 言 を 行 な 
9 Ke 9 a た っ て いる 国 に よる わが 国 へ の 混信 の 事態 も 考慮 し て わ 
。 ラテ ラ プ 轄 57 ” が 国 と し て も これ に 対抗 し 得る よう 追加 議定書 に 留保 
” eC 49 2 宜 言 を 行なっ た . 今回 の 会 議 に お いて は 米 ソ 国際 関係 
A っ 36 攻 選 の 雪 ど け 情 勢 を 反映 し , 従来 の この 種 会 議 に 比 し 少な 
" te 8 y く と も 感情 的 な 国際 的 対立 は み ら れ な か っ た が , その 


49 に 反面 新興 国 群 の 発言 力 が 強まり 大 国 と いえ ども とれ を 
62 ” 油 重 せ ぎ ざる を 得 な い 立 場 に 追 込 まれ , 逆 に 米 ソ た に よる 
新興 国 本 の 奪い 合い の 傾向 すら 感 ぜ られ た . いずれ に 
し て も 特に 新興 国 を 多数 控 す る アジ アァ 地域 か ら 管理 理 ) 
事 国 並び に IFRB メン バ と し て 新た に 当選 し た わが 国 
こし て は , 今後 と れ ら 講 国 に 対す る 援助 河 動 を 一 計 紅 
化す る 必要 が 痛感 され る . 


(忠和 35 年 5 月 16 日 受付 ) 
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油 革 資料 
UDC 621.372.54 : 621.3.018.782.3 
位相 ひずみ の 少な いろ 波 器 


_ 正 只 松 本 秋 男 
(北海 道 大 学 応用 電気 研究 所 ) 


要約 従来 ろ 波 器 の 問題 に お いて は お も に 減 誤 と 整合 に 研究 の 目標 が お が れ て いた が , 位相 特性 も 重要 な 要素 と な っ で て 
ey A NE 
で , と の 問題 は 重合 の 方 法 に よっ て 解決 する こと が で きる . も と も と 電圧 位相 量 ま た は 電流 位相 量 に つい て 考え られ た 方 
法 で ある が , 動作 位相 量 に も 同様 の 取扱 が 可能 で ある . また 減衰 特性 を 伝 相 特性 に 変化 を 与え る と こと な く 変 形 す る と ど が 
で きる . この よう な る ろ 波 器 は 低 城 ろ 波 器 お よび 遅延 網 と し て の みな ら ず , 搬送 電信 用 等 の 帯域 ろ 波 器 に 広い 応用 の 分 野 が 


見 出さ れる で あろ うぅ . 
待 さ れる 
i 序 言 F = ) 
も と も と , ろ 液 器 理論 は 影像 体系 を 中 心 と し て 展開 2. 無 ひ ずみ 位相 お よび 減衰 特性 
へ の 行き 方 


され , 複合 法 , 多重 誘導 法 , 重合 法 の 導入 に よっ て 著 し 
い 発 展 を 見 た . し か し 影像 体系 に よる 取扱 の ほか に , 
予定 の 動作 特性 を 有する 回 路 の 求め 方 が 見 出さ れる に 
お よん で , さら に 大 躍進 を 遂げ た . 減衰 域 の 減衰 特性 
と 通過 域内 の 整合 に 多く の 努力 が 払わ れ た が , 位相 特 
性 を 同時 に 同じ 程度 の 重要 さ で 考慮 する に 至ら な か っ 
es 

伝送 線路 の 主体 が 装荷 テー ブル か ら 成 っ て いた 時 代 
に は 線路 自身 が 非常 に 位相 ひずみ が 多かっ た し , 人 間 
の 耳 が 音 の 成分 の 間 の 位相 関係 を 識別 で き な い の で , 
機器 の 位相 特性 は 左 程 厳重 に 考え る 必要 が な か っ た が 
今日 で は 本 質 的 に ひずみ の 少な い 線 路 が 伝送 系 の 主体 
と な っ て お り , 波形 の ひずみ に つい て の 関心 が 強く な 
嘩 て いる の で , ろ 波 器 等 の 位相 に も 厳重 な 要求 が 課せ 
S27 

隊 . Bode ヵ ⑦ 等 は 影像 位相 量 の 直線 化 の 問題 を 取扱 
い , 喜安 氏 ゆ や と W.E. Thomson⑳⑪⑪ と は 別々 た 最 平 
担 遅 延 の 回 路 に つい て 研究 し , E.S. Kuh は ポテ ン 
シ ァ ル ・ ア ナコ ログ 法 を 用 いて 運 衝 網 を 合成 する 方 法 を 
考え た . 最近 逢 氏 ⑰ は 喜安 氏 等 の も の と 同様 の 遅延 を 
有する る ろ 波 器 の 減衰 特性 を 変形 する こと を 提案 し た . 
本 論文 は か ゝ る 問題 に つい て の 一 提 和 案 で あっ て , 波 
形 の 忠実 な 伝送 が 要求 され る 諸 方 面 に 応用 の 分 野 が 期 
* Filters with Small Phase Distortions. By AKIO 


MATSUMOTO, Member (Research Institute of Ap- 
plied Electricity, Hokkaido University, Sapporo). 


[論文 番号 3225] 
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2.1 減衰 ひずみ の な いろ 波 器 か ら 

減衰 量 を «(NV), 位相 量 を ZCrad) と する と , 伝送 
量 ¢+j8 は 周波 数 / の 関数 で あぁ みる. 0 た で ば 
d=0 で あぁ あり, カプ < で は 正 の 一 定 値 < 塗 で ある 
と する と , «と と の 関数 的 関係 か ら と この «に 対応 す 
る 最小 位相 量 々 は 図 1 に 示す よう に な る . と これ を 補償 
すれ ば 目的 が 達せ られ る が , と こと こ で は 論じ な い . 
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図 1 通過 域 で 0, 減衰 城 で 々 な る 減衰 量 & と 
- と れ に 対応 する 位相 量 6 と の 関係 
Fig. 1—The attenuation @ (assumed to be 0 in the 
passing band and x in the attenuation band) 
and the corresponding phase shift A. 


2.2 直線 位相 ろ 波 器 か ら の 行き 方 

0</< た で は 原点 を 通る 直線 で 与え られ, <7 
で は 一 定 値 , に な る よう な 位相 特性 を 仮定 する と と 
れ に 対応 する 減衰 量 は 図 2 の よう に な る 。 す な わ ち 通 
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図 2 1 通過 域 で 直線 的 で 減衰 域 で xz な る 位相 量 6 と 
を れ に 対応 する 減衰 量 « と の 関係 
Fig2—The phase shift 2 (assumed to be linear with 
frequency in the passing band and constant in 
the attenuation band) and the corresponding 
phase shift @. 


過 域 内 で 位相 ひずみ の な いろ 波 器 を 作れ ば , それ が 最 
小 位 相 の も る も の で あぁ る 限り 減衰 特性 は Gauss 的 と な る . 
この 滅 誤 特 件 を 修正 すれ ば d, 々 と も , ひずみ の な いろ 
| 有 波路 が 得 ら れ よ う . 


3. スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス の 定義 


| 本 論文 は ろ 波 器 の 運 延 特 件 を スペ クト ラル ・ イ ン ミ 
| タンス と 関係 づけ る と と に よっ て 取扱 う の が 眼目 で あ 
罰 る か ら , その 概念 に つい て 述べ て お とう. 

スペ クト ラル ・ ィ イン ミタ ンス は も と も と パル ス 形 成 
回 路 の 取扱 に と お いて 筆者 が 定義 し た も の ⑦ で あっ て , 

有 臣 動 入 力 波形 が ステ ッ プ また は イン パル ス の と き 応 徳 
’ | 選 と 量 子 化 3 れ た 駅 動力 成分 と の 比 の 意 味 を きす す 
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N ま 一 鏡 と し て つき の イィ イン ミ タン ス 

‘J 記 6 "we : 0? 
0 42+ (2 一 1)25 } 


0 (C1) 
電 る .・ こ と ゝ に 2=jo で ある 。 と の で に 単位 ス 


Er ーー-4d) (YS 


L109 


chat (3}= 


か く て 応答 え ペ クト ル は 間隔 2 2。 で 整然 と 並ぶ 。 駆動 
カス ペク トル も 同じ 幅 22。 に 分 割 し , それ ぞ れ の 幅 の 
中 心 に 応答 スペクトル の 一 つが 来る よう に し , と この 四 
の 中 の 分 布 ス ペ マク トル を その 中 心 た 集め て 量子 化す 
る . 単位 え テ ッ プ 駅 動力 中 の 任意 の の 成分 の 振幅 密 
度 と 依存 性 と は 共に 2 の 関数 で あぁ る が , メ 一 た 2。 を 
中 心 と する 幅 2 2。 の 領域 に わた っ て 振幅 密度 る を 依存 
性 る メス = を 2。 に お ける 値 と 等 し いと し て =k2。 の 点 
に 集中 する な ら ば 。, =k2。 の 位置 に 量子 化 さ れ た その 


極 当 り の 駆動 力 は 
1 a 4 
es= ん ーー メ x22。x2 4 うう 
と な る . 最後 の 因数 2 は 虚 軸 に 平行 な 積分 に 等 価 な 一 
周 積分 が 片道 積分 の 2 倍 の 効果 が ある と と を 取り 入れ 
た も の で ある . 7 と ex と の 比 が 考え て いる 回 路 網 の 
=k2。 に お ける スペ クト ラル ル ・ ぞ イン ミタ ンス (まだ は 
考え て いる イン ミタ ンス の スペ クト ラル 値 ) で あっ で 
と これ を pp と する と 
Cop=tples=F x hl/22, (5) 

スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス の 起こ り は こと の よう に 広 
答 と それ に 対応 する 量子 化 さ れ た 騙 動 力 と の 比 か らち 導 
か れ た も の で あっ て , パル ス 形 成 回 路 に 対 じ て は 本 来 
の 定義 の ます ゝ で 有用 で ある . た と えば Gauss 的 な ス 
ペク トラ ル ・ イ ン ミ て タンス を 有する パル スス 形成 回 路 で 
は overshoot が な い . 
損失 一 様 線路 で は スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス な 一定 
で あぁ ある. しかし, ろ 波 器 の 位相 特 人 性 の 問題 で は それ が 
遅延 時 間 と 関係 が ある と いう 点 に 重要 な 意義 が ある 
式 (1) の イン ミ タン ス の スペ クト ラル 値 は その 極 の 
留 数 に xz/2 2。 (ある い は xz/2 ow) を 乗 じ た も の で 与え 
られ た ・ 極 の 位置 が 2。 の 偶数 倍 に ある イィ ン ミ タン ス に 
つい て も 同様 に 定義 され , 極 の 留 に x/2 2。 (2 2。 は 
極 の 間隔 ) を 乗じ し て その スペ クト ラル 値 が 得 ら れる . 


われ われ の 仕様 に 合う ( 極 が ある 周波 数 範囲 で 等 間隔 


に ある ) 純 リ アク タン ス 二 端子 網 の スペ クト ラル イィ 
ン ミ タン ス は 実数 で か つ 正 で ある . 


4. スペ クト ラル 関数 


前節 の 定義 で は スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス は イィ イン: 
と れ で は , ろ 波 身 を 


ミタ ンス の 極 で し か 決定 され な い . 
の 問題 を 扱う の で 不便 だ か ら 定 議 の 改変 を 考え る . 


また 理想 パル ス 形 成 回 路 た る 無 


有限 次 の 純 9 ア クチ ブ な イン ミタ ンス さ ( ゎ を 考え 
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それ が 2。 の 偶数 (正負 雰 を 含む ) 倍 に 零 点 を , 奇数 る . また 極 と 零 点 と を 特殊 点 と 総称 する . 

(正負 ) 倍 に 極 を 有する も の と する . の 5 三 4。7 と し , われ われ の 仕様 に 合う &( カ に つい て 定義 され た 式 
tanh (z2/2 wo) を 考え る と , と れ は さ () と 同じ 和 領域 内 (6⑥ の 関数 ぁ (2) を 考え よう . 2 三 0 か ら 出 発し で の 
に 同じ 雰 点 お よび 極 を 有する ほか その 領域 の 外 に も 雰 虎 軸 上 ゃ 上下 に 次 第 に 離れ て 行く と き , ある 限界 まで 
点 お よび 極 を 有する 。 と の &(% と tanh (z2/20,) と 一致 域 ) は 両 因数 の 異種 の 特殊 点 が 一 致し , そ の 処 ( 太 i 


の 比 を 作り , と これ を ぁ ( カ ) で 表 わ そ う . すなわち 一 致 域 ) で は で (②⑭ に は 極 る 零 点 も な く 双 上 曲線 関数 放 
A) =E(Dcoth(z2/2 @,) (69 だ けが それ ら を 交互 に 有する . 一 致 域 の 最後 の 特殊 点 


て の ?() は で (の が 雰 点 お よび 極 を 有する 周波 数 帯 が で さ ( め の 零 点 の 場合 不一致 城 で は coth の 零 吉 が 
域内 に は 雰 点 も 極 る な く 実 正 値 を 有 し , その 外 で は 実 その 極 に 先立っ て 現われ , それ が ぁ ( の 最初 の 堆 点 
周波 で 実 で 極 お よび 雰 点 を 有する 関数 と な る 。 そ し て (か つ 最 初 の 特殊 点 ) と な る .。 と の よう な スペ クト ラ 
(りり の 極 に なお ける ぁ ( カ の 値 は で (⑭⑦ の 極 の 留 数 に ル ・ イ ン ミ タン ス 関 数 を @,( 〇 の で 表わす . zx は で ⑳ 
72@。 を 乗じ た もの に 等 し く , さき に 定義 し た さ ( カ の の 次 数 を 表わす . 今 の 場合 ( ゎ は 無限 遠 た 極 を 有 ず 
その 極 た における スペ クト ル 値 と 一 致す る . な お ぁ ( カ る . これ に 反し て 一 致 域 の 最後 の 特殊 点 が &( カ 2 の 極 
は で ( の 極 以外 の 点 で る 式 (⑥) で 与え られ 正負 周波 の 場合 , 不一致 域 で は coth の 極 が 先 現 われ, それ 
数 の 全域 で 意味 を 有する . と の ぁ (2) を さ &() の スペ が ?() の 最初 の 極 (か つ 最 初 の 特殊 点 ) と な る .。 を ぞ 


ク ド ラ ルイ ン ミ タタ ンス 関数 と 呼ぶ . の よう な スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス ヌ 関 数 を ぁ ,(⑦ の で 
(の が 逆 に 2。 の 偶数 倍 に 極 を , 酸 数 倍 に 雰 点 を 有 表わす . 々 は や は りさ &( カ の の 次 数 を 表わす 今 の 場合 
する 場合 に は (2) は 無限 達 に 零 点 を 有する . 
pA) =E(ADtanh(z2/2 @,) CT 若干 の 低 次 の スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ヌス 関数 ( 堆 
に よっ て ご (2) の スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス 関 数 ?( カ 周波 値 に 対し て 規格 化し た る も の) を つき ぎ に 示 すず 
を 定義 する . と れ は ざさ (② の 極 で は その スペ クト ラル OR Rd 
値 と 一 致す る 値 を 有 し , 全 周 波 域 で 意味 が ある . P(A) 20, 2 
1 7zA zA 
5. スペ クト ラル ・ ア ドミ タン ス 関 数 と スペ RE TO 
クト ラル ・ イ ン ピ ー ゲ ンス 関数 と の 関係 2 (i+ FF) 
ある アド ミタ ンス Y(2) が 2。 の 偶数 倍 に 雰 点 を , 1 a(1+ =) 0 
斉 数 倍 に 極 を 有する と き . その スペ クト ラル ・ ア ドミ ーー ーー OU 
タン シス 関数 w,(⑦ は \Y(⑦ に coth (z2/2 6。) を 乗じ 2 2 (1+) 
て 与 そ やら れる. 他方 \X(⑰⑦ に 対応 する イン ピー ダン ス (8) 
(の 三 1/\(⑳ を 考え る と , と の Z(⑭⑪ は VY( カ 2 の 堆 ? の 上 に つけ た な た 円弧 の 印 は と の 関数 の 概 形 を 示す 


点 を 極 と し 極 を 堆 点 と する の で , その ス 
ペク ドラ ル ・ イ ン ピ ー ダ ンス 関数 z。( カ 
は Z(⑭⑦ に tanh(z2/2o) を 乗じ て 得 ら 


に 
| れる . し た が っ て 同じ 二 端 子 納 の スペ ク « 
放 トラ ル ・ ア ドミ タン ス 関 数 と スペ クト ラ #2 
|| ルル ・ ィ イン ピー ダン ス 関 数 と は 互い に 逆数 $ 

関係 に ある . s 
6. 原始 的 な スペ クト ラル ・ 1 
パラ メー タ の 特性 


] 3: で 定 護 し た スペ クト ラル . イ ン ミ タ 
と 4 で 定義 し し だ スペ クト ラル ・ イ ーー et 
| ンー ミタ ンス 関数 と を スペ クト ラル ・ パ ラ 


8 = Afjws a 
: 図 3 スペ クト ラル 関数 の 周波 数 特性 
また は の クト ラル 関数 と 総称 す Fig. 3—Frequency characteristics of the spectral functions. 
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pi EI へ は 上 に 向かっ ぅ て 凸 で あ 
と と を 意味 する . 2, (の が 凸 形 に な る か 町 形 に な る 
EG 
あぁ っ て 双曲線 関数 因子 の 種別 に よる の で は な い . 

と これら の スペ クト ラル ・ イ ン ミ タン ス 関 数 の 周波 数 
特性 を 図 3 に 示す . 々 は ぁ ,() を 定義 する イン ミタ ン 
ス 部 の 次 数 で ある が , また と これ を も っ て る &g,( め また は 
?.() の 次 数 と する と こと が で きよ うら. 

る の (の, ? (2) の 周波 数 特性 は , 々 が 大 きく な る と 次 
第 に 影像 パラ メー タ の 無理 因数 1+ が /(z@。)* また は 
その 逆数 の それ に 近づく 


NN ド ラル .・ パラ 
メー タ の 重合 


スペ クト ラル ・ パ ラメ ー タ は 前 節 に 述 

べた よう な 周波 数 特 人 性 有する が , 階級 

お よび 特性 形 の 異な る る の を 合成 ( 軍 

合う し て 周波 数 特性 を 改善 する と こと が で 

る ンク ドラ ル ・ パ ラメ ー タ や イン 

レス の 特質 を 有する の で 並列 また は 

直 烈 合成 に 対応 する 合成 が 可能 で ある 

合 威 され た 回 路 に 対し て 一 つの スペ 

クト ラル ・ パ ラメ ー タ が 一 義 的 に 適用 で 

| 有 ミミ る た め に は 若干 の 制限 を つけ な けれ ば 
| な らら ない. 

及 ペ ク ドラ フル ・ パ ラメ ー タ は われ われ 

の 神様 合う イン ミタ ンス に z4/2o。 の 

広 出 正 接 ま た は 余 接 を 乗じ て 作ら れる の 

で 放 11 ン ミタ ンス の 究 点 お よび 極 の 間 陳 

有 229 と その 配列 の 形 ( 余 接 形 か 正 接 形 

か が 指定 され ね ば な ら な い . 図 3 の 1 

詳 計 大 の 関数 は イン ミタ ンス の 特殊 点 の 間隔 

を 合わ せ も て ぁ る が , 双曲線 関数 因子 は 余 

計 接 の る の に と 和正 接 の も の と ぁ る , と の 因子 

放 が 所 種 の も の は 単に 加算 し て も 前 と 同じ 

Ky Argument の 単 一 の 余 接 形 また は 正 接 形 

の スペ クト ラル 関数 に は な ら な い . 他方 


重合 スパ 7 ト ラル 画 如 


ES スト i 


合成 で は , 成分 関数 の 傾向 が 打 消 され な い . 凸 形 と 凸 
形 と の 合成 だ と 一 方 が 他方 の 傾向 を 幾 分 補償 する の 
:, 合成 の 結果 周波 数 特性 の 比較 的 平坦 な 関数 が 得 ら 
れる . し か し 次 数 差 の 大 きい 2 関数 の 重合 は 近似 域 が 
次 数 の 低い 方 の 特性 で 制限 され る の で 好ま し く な い . 
だ か ら ?。 の 相手 に は の zr>。 P』 の 相手 に は s を 
選ぶ が よい . 図 4(A),(B) に は %。 と る る? と gs 
と の 重合 に よっ て 得 ら れる 関数 の 特性 が 示し で て で あ る . 
$2 と る 9ar: と の 重合 で は 合成 関数 の 次 数 は 2 ッ ト 1 
で あっ て , 8sr』 の 因数 と は 最後 の 1 つの 因数 が 調整 


3 
S&S= AHam 


(A) apitbps 


com sn es 2 20 
隊 語 え ペ クト ラル ペラ メー タ を 加え る と , そ 
放 の 和 は + ン ミ クタ ンス 部 の 加算 に な り , i 
有 有 曲線 関数 因子 は 不変 で ある . と の 意味 で で が ーッ 
(B) ps+b gs 
“3 ある の の 相手 と し て は $n と 8 scr 図 4 階級 4 お よび 5 の スペ クト ラル 関数 か ら 合 成 さ れ た 
=0;1.2,…) と が 一 応 の 条件 に 合格 す 重合 スペ クト ラル 関係 の 周波 数 特性 

4—F 5 
有る. し か し 中 形 と 本 形 , 四 形 と 回 形 と の ett oR oR ER LE 
Wy | 
2 埋 に ) 
? * 
人 ry 3 
? a a i [y a a a 
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され た だ け の 違い に な る . 8 と $2 と の 重合 で は 
2»+2 次 の 関数 を 得る . 

重合 の 操作 は な ん 回 る 行なう と と が で きる . た と える 
ば a9, と 6 。 と の 和 の 逆数 と cg。 と を 加え る と い 
う 風 で ある . a,6,c を 適当 に 選べ ば 合成 特性 を 一 段 と 
平坦 に する と と が で きる . 重合 の 操作 を 1 回 行なう ど 
と に スペ クト ラル 関数 の 有理 関数 部 の 分 子 ま た は 分 母 
の 因数 が 一 つ あ ぁ あて 調整 され る . し た が っ て また スペ ク 
トラ ル 関 数 の 有理 関数 部 に ある 有理 関数 を 乗 ず る と と 
は (若干 の 制限 の も と に ) な ん 回 か の 重合 操作 施す 
と と と 等 価 で ある . 


8. 直線 位 有 引 の た め の ス ペク トラ ル 
関数 の 特性 


固有 行列 要素 A,B,C,D の リア クタ ンス 四 端 子 綱 
を 抵抗 R。 で 終端 し た と き 電 圧 (電流 ) 位相 量 は 
Bn=tan (CB/jAR,) =tan™(X,/R,)) 
han CR,D) tan CB, RC 
と ゞ に 人 X2。, By は 負荷 側 端 子 か ら 見 た 短絡 リア クタ 
シス お ま よび 開放 サ セ プ タン ス で ある . 回 路 綱 を 低 域 形 
と する と 室 周 波 で は X,。 る 選 』 も 雰 で Ay=6x=0 
と ど な ろ る . 人 X。。(P。/) の 極 , 零 点 , 極 …… を 順に o© の = の;; 
O23 Oj, と する と , それ ら の 点 で Zw(&m)=rx/2, 
7 顔 3z/2… と な る ,. gym) が @ に 比例 する た め に は 
Dy= VO,, v=2,3,4, (10) 
が 必要 で ある . すなわち ある 限界 周波 数 以下 で 
Brlor Br) =7zE/2 oO; (LY 
d Byld olor d Bld o) =7/2 0; (12) 
の 関係 が 必要 で ある . (9 か ら 六 2。, 選 。, の 雰 点 で は 


Kd 7 dB 
RR OC dw 
まな た 2。, Dy の 極 で は 
ER 1 
oP do OSR 8 


は の 才 し いる 極 に お け 


| る 留 で あみ る. 12) (1 か ら XX2s, Dy の 極 で は 


R=P r/o R= Yr/2 o; (15) 


この 西 式 は 3. の 定義 に と より それ ぞ れ 太 。, 1/R。 が 短 
タタ で 計 開放 る タ ンス の スペ クト ラル 


値 に 等 ピ い と と を 意味 する ・ 12) ,(13) か ら 
k dw zx dw 7 


R20 


と の 画 式 は 1/Rs, R。 が 短絡 アド ミタ ンス , 開放 イン 
, tt PN f 。 s ” 記 閣 ( 13 小 ‘ 


ピー ダン ス の スペ クト ラル 値 に 等 し いと と を 意味 す 
る . し か し 同じ 二 端 子 綱 の スペ クト ラル ルル ・ イ シン ビー 
ンス を 一 般 化 し た スペ クト ラル ・ イ ィ イン ピー ダン ス 関 数 
ど と スペ クト ラル ・ ア ドミ タン ス を 一 刺 化 5 る 2 
トラ ル ・ ア ドミ タン ス 関 数 と は 互い た 逆数 関係 が あろ 
の で , (15), (16) は 負荷 抵抗 と 負荷 端子 か ら 見 た 短絡 
また は 開放 スペ クト ラル ・ イ ン ピ ー ダ ンス 関数 ど が 短 
し じ く ある べき こと と を 要求 する 


9. 遅延 ひずみ と スペ クト ラル 関数 の 特性 
負荷 抵抗 と スペ クト ラル ・ イ インピーダンス と の 間 で 


不 整 合 が ある と 遅 條 よ ずみ を 生ずる . いま 電圧 遅 竹 時 


間 を zwx=d Ax/do に よっ て 定義 し , と これ に つい て 考 
察する . 電流 遅延 時 間 rw に つい て も 全く 双対 まだ は 
対応 の 諸 式 が 成立 つ . いま zw の 公称 値 を 1① 2 
か ら 定 まる 値 row=z/2%; と する . する と その 公称 値 
に つい て 規格 化 さ れ た 遅 延 時 間 は 


ry/ron=(d Bxwld ©o)*(20;/7) 7) 


前 和 侵 に より Xs の 雰 点 お よび 極 で は rN/ron=%2/R。 _ 


or R。/p。 と な る 1 CNC 22 は ZRODLA ME 
関数 で あぁ る . 人 X。。 の 雰 点 で も る 極 で も な い 周 波数 で は 式 
(⑦) お よび (70)7 の で を 2 之 に 変 ね た 式 和 8 


7 
tan—d) 
a UN 8) 
R,/@z WO; 
| ZR,(1 + tan'20) 
7 d 
tan 0 Rg,) 


= (Rp,) + tan*=Q 


と くに py は gs の 逆数 で あっ て , Y。。 に 属す る 尽き 
クト ラル ・ ア ドミ タン ス 関 数 で ある . 規格 化 さ れ た ヌ 
ペク トラ ル ・ ア ドミ タン ス 関 数 は 限界 周波 数 以下 (前 述 
の 一 致 域 ) に は 極 も 零 点 も る ない (また 目的 達成 の た め 
で きる だ け 一 定 値 に 近似 させ る ) か ら , その の に つ 


いて の 微 係数 は 1 に くら べ て 無視 で きょう . す 2 


ニー 


So EE 2 | 


TA 


と ゝ に z=tan0 と し , row は rw の 2Q=0 に おけ 
る 値 で 』 2 人 =0 で は ?。 は 。 太 。 と 整合 し て いる # の で 


し て いる . この 関係 か ら 実 変数 々 に 対し 


1l 革 RK./g。 (21) 


792 松本 秋 男 : 位相 ひずみ の 少な いろ 波 器 


対 応 し て 
Pa/R, 守 ton/rosR./¢; (22) 

と な る . これら の 式 は 規格 化 補 延 時 間 が 規格 化 ス ペク 
トラ ル 関 数 と その 逆数 と の 間 を 振動 する と こと を 示す -. 
すなわち 規格 化 ス ペク トラ ル 関 数 は 規格 化 遅 延 時 間 の 
包絡 線 を 形成 する . し た が っ て 運 古 時 間 の 平坦 化 の 問 
題 は スペ クト ラル 関数 の 平坦 化 の 問題 に 帰着 する . と 
の だ め に は "7.・ に よる 宣 合 の 方 法 が 有用 で ある . 


10. 減衰 特性 の 変形 


以上 の 方 法 に より 電圧 また は 電流 位相 特性 を 直線 化 
半 攻 させ る B/AR。 また は CR。/D の 関数 形 が 定まる . そ 
有 の 分 子 お よび 分 母 の 多項式 を 回 路 綱 の B/R。 お よび 4 
| まだ は CR』 お よび D と し て 有する 回 路 納 を 作る と , 
その 減衰 特性 は Gauss 的 と な る . し か し 位相 特 作 を 
次 えす に 減衰 特 人 性 だ け を 変え る と こと が で きる . 
放 蘭 相 邊 人 性 か らき まる BIAR。 また は CR:ID が By/ 
還 和紀 まだ は C。R./D。 の 形 に な っ た と する 、 こ と ヽ ゝ に こと 
計れ ら は 上 既 約 分 数 式 で 4。, B。, C。, D。 は 人 =o の 多 項 
が は 負荷 抵抗 で ある . と の 4。, B。 (また は C。, 
計 D) を 4,5( ま た は C,D) と する 回 路 納 で は 4,B 
放 有 C.D) の 枝 が 無限 遠 と し か な い が , 4,B(C,D) が 
> の 複素 面 上 に 共通 の 李 を 有する よう に 共通 分 母 を つ 
ける こと が で きる . その と さき 位相 特性 は 変化 な い が , 
肝 計 生 の は を 形 さき れる. と の 共通 分 母 の 零 点 を 2 
| 有 | の 紫 則 上 に と れ は 実 周波 に 減 論 極 が 得 ら れ , 減 座 域 の 
Ps RE OR し か し 良い 通過 域 を 得 よ | 


11. イン ピー ダンス 補償 


如 Niiatc sn て も Am が 直線 化 さ れ な いな ら ば , 
疹 6 生 失わ れ た と ん な いで ろう 、 両者 は 
放 UD 作 イン ピー タン ス の 角 だ け の 差 が あり , いずれ か ーー 
方 の 中 衝 尼 に ょ っ て 具 可 の 伝 半 を 之 成 する に は 下 作 ィ イ 
¢ シビ ピー ダン ス が 一 定 で ある と と が 望ま し い . 2 また 
1 は hu の 要求 か ら 電 圧 ま た は 電流 伝送 係数 (zw また 

< を 規定 する 立場 は , 定 イ ン ピ ー ダン ス 分 波 器 
| の 問題 と し て 既に 取扱 われ た と と ろ に 帰着 さき せる と と 


作 | ン ピ ー ダ ンス も 一 定 値 に 近似 し , Zw Un 
ee ダン ス 補 貸 


C14) 


の 必要 な 場合 は 少な いで あろ 35. 


12. 動作 位相 量 の 直線 化 お よび 
動作 減衰 特性 の 修正 


Ay 26m は 2Z2。。 Ysy を 負荷 た つい て 規格 化 性 だ も 
の の 逆 双 曲 正 接 で 与え そら れ , 位相 量 が 具体 性 ある リア 
クタ ンス に 直接 関係 し て いる . 動作 位相 量 々 の 正 接 も 
また リア クタ ンス の 性 質 を 有する * の で , 既 述 の 各 節 
の 方 法 を その まま 々 に も 適用 する と こと が で きる 

と の よう に し て 良い 位相 特性 に 対す る 関数 tan 々 を 
見 出し た と する と 減衰 極 を すべ て 12|=oe に お く よ う 
な 回 路 は tan 々 の 分 母子 多項式 か ら 直 ち に 決定 され る 
が , それ は 大 体 Gauss 的 な 減衰 特性 を 持つ . 

回 路 網 の 実現 の 過程 を の べろ と, まず 々 の 特性 の 要 
求 か ら tan タ 々 = ひび (2 廊 GC2) の 関数 形 が 定まり , 分 母子 
の 多項式 びり , G か ら 動 作 伝 送 係数 万 =G+ り が 組立 
て られ 万 に 属す る 特性 関数 だ が 見 出さ れ , 万 と KK 
と か ら 回 路 綱 実現 に 必要 な パラ メー タネ を 決定 する . 

か く て 得 ら れる 回 路 綱 の Gauss 的 な 減衰 特性 を 修正 

に は 10.. と に の べた と 全く 同心 方 法 が ある ..、 た だ 受 
動 性 回 路 納 の 動作 減衰 量 は 決し て 負 に な り 得 な いと い 

う 条 件 が Zw, Zr に 対す る 場合 と 異な る . 実 周波 お よ 
び 複 素 周 波 に 適当 の 減衰 極 を 与え る と こと に よっ て ( 考 
えて いる 関数 の 次 数 に 応じ て ) 誠 誤 域 , 通過 域 の 要求 
を 満 す 設計 が 可能 た なる. 

素子 の 消 散 損 失 の 影響 は , 直線 位相 の 導 帯 域 ろ 波 器 
で は その 通過 域 に お ける 減衰 量 を 一 定量 だ け 高 ゆめ る に 
すき な い の で , 予 補償 の 必要 は な い . 


13. 数 値 例 
(a) 三次 重 合 の 位相 特性 を 有する 低 域 る 波 器 
Pu の ie) Ps の 二 次 宣 合 で 作ら れる 関数 


i 
EE Th 


を 採る .。 原始 的 な 関数 51) 2 9 1 は 式 ⑧ の 仲間 の 
も の で ある . こと と で 定数 a,6,c を 1=/o,=0, E83 
土 710 に お いて ? が 1 に な る よう に きめ る も の と す 
る 、 そ うす る と 重合 合成 され た 関数 w は 


2 


EE A a ENE 
* 動作 伝送 係数 を 玉 ( の =GC の + り U(2) (G,U は それ ぞ れ 


個 、 有 理 関数 ) と する と , 8 の 正 接 は 
CR ih a TAN 

fe Crt TMR Pe 
Zs; Zi, 


こと ょ に 尾 号 1,2 は 左右 端子 対 を , s, げ ナ は 他 端 短絡 お よび 
開放 を 表わす . 


Y, | 


te. 


A 
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栓 褒 化 卓 邊 時 向 
スイ フト ラル 下 赦 ず , 


R= Mfi 

一 次 軍 合 の スペ クト ラル 関数 と それ に よる 遅延 特性 
Fig. 5—A spectral function of the second-order duplexation 
and the accompanying delay characteristic, 


図 5 


DE 


る On (: 9377 f° OE 
100 2540160 /) 

Y= ; - 

ET 

2 ‘4 \ , 

(1+ Rs 0 3 

49 81 1944800 / 
と な る . こと の 関数 の 有理 関数 部 (右辺 か ら coth 部 を 
取 去 っ た も る の) を と Z。。 の 常 数 倍 と すれ ば 回 路 網 が 決定 


され 和 電圧 位相 量 が 計算 きれ その 電圧 遅延 特性 は 図 5 の 
よう に な る . 規格 化 さ れ た 遅延 時 間 が ぁ , 1/p を 包絡 
線 と する て こと に 注目 せら れ た い . 

? の 有理 関数 部 を \Y。y の 常 数 倍 あ る い は り ひれ )/ 
GC の と すれ ば 図 5 の 曲線 は その まく ゝ 電流 (あるいは 
動作 ) 遅延 特性 と な る . た ざし 対応 する 回 路 納 は それ 
ぞ れ の 場合 で し た が っ て 異な る 素子 値 の も の に な る . 

減衰 極 を メニ = キ j11, 713 に お くも る の と し , 4== 
二 75 に お いて 減衰 特性 が 0 の 線 に 接する よう に 複素 


100 


ーー 息 頁 量 (qd8) 
§ 8 回 


J 
= 


10 
図 6 階級 13 の 低 域 ろ 波 器 の 減衰 量 (計算 値 ) う 
(減衰 極 2=11,13 無 減衰 通過 点 Q=5) 
Fig. 6—The attenuation (calculated) of the low-pass 
filter of degree 13 (attenuation poles at Q =11 
and 13, no-loss passing point at 9Q =5). 
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周波 に 4 つ 1 組 の 減衰 極 (あぁ る 複素 数 
と その 共役 値 と それ ら の 符号 を 変 用 た 
も の ) を 設け る な ら ば , 得 ら れる 減 
特性 は 図 6 の よう に な る . 図 5 を 電 
圧 , 電流 , 動作 遅延 特性 と する ど 疹 図 
6 は それ ぞ れ 電圧 , 電流 , 動作 減衰 特 
ME さる 
(b) 搬送 電信 用 帯域 ろ 波 器 

基 葉 低 域 特性 を 帯域 特性 に 変換 層 た 
と き き 周波 数 の 対応 が 直線 的 で な い の で 
直線 位 相 の 低 域 ろ 波 器 か らち の 変換 で 得 
られ る 帯域 ろ 波 器 は 直線 位相 に は な らち ない 
し か し 狭 帯 域 の も の な ら 狭 い 通過 域 で は 周波 数 
変換 の 関係 を 直線 的 と みな し て も よ か ろ りう. 
遅延 特性 を 1/3$ 。+2/3 ぉ 。 に よっ て 与え 23 
の と する . つき ぎ に 減 衰 特性 が 帯域 の 中 央 で 平 垣 
に な る よう に 純 虚 周波 に 1 対 の 減衰 極 を 与 旬 る 
も の と する . と これだけ で 基準 低 域 ろ 波 器 が 決 寂 
され る . 
通過 域 の 中 心 を 935c.p.s. ( 旧 形 搬送 電信 第 4 デ チ ド > 
ネル ) と し , 減衰 特性 を 勘案 し て 位相 量 が 90" に な る 
と こと ろ を 935 寺 13c.p.s。 と する . つぎ に 回 路 綱 の 人 負荷 
抵抗 を 6002 と する . これ ら の 諸 元 に よっ て 基準 低 域 
回 路 か ら 帯 域 ろ 波 器 が 導 か れ , 図 7 の 回 路 網 が 得 ら れ 
る . 試作 の 結果 設計 通り の 成績 が 得 ら れ た . 


18.8 mH 


> 
2 


図 7 搬送 電信 用 帯域 ろ 波 器 ( 旧 形 第 4 チャ ネル 用 ) 
Fig. 7—The band-pass filter for the 4-th channel of 
the old carrier telegraph system in Japan. 
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14. 結 


本 論文 で 取扱 っ て いる 位相 特性 は , ある 周波 数 箇 囲 
で 位相 量 が 直角 の 倍数 に な る 周波 数 (特殊 点 ) が 完全 
に 直線 上 に ある と いう 点 に 特質 が ある . その 範囲 の 外 
で は 特殊 点 は ある 方 法 で 調整 され る . 

リア クタ ンス 回 路 網 に 固有 (短絡 , 開放 な ど ) な イィ 
ン ミ タン ス の 極 お よび 零 点 が 交互 に 等 間隔 に な らぶ も 

* 帯域 ろ 波 器 に 対し て 直線 位相 を 来たす よう に 本 理論 を を 抜 

張 す る と と は も ちろ ん 可能 で ある . その た め に は スペ ク 


トラ ル 関 数 の 定義 の 式 の 双曲線 関数 の argument の 基点 
を 通過 域 の 中 央 あたり に 持っ て くる と よい : 


C15) 


に 対し て その スペ クト ラル 関数 を 定義 し , それ が そ 
の 回 路 網 の 位相 特性 に 関係 が あり , 特に 規格 化 さ れ た 


六 献 Ed 
(1) R:L. Dietzold and H.W.; Bode: B.S.TJ: (an : 


1935). 
遅 研 時 間 が 規格 化 さ れ た スペ クト ラル 関数 を 包絡 線 と (2) 松本 。 松前 


: “重合 凛 波 器 ”, 電 学 誌 ( 昭 8-10). 
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a と の (5) W.E. Thomson : P.I.E.E. Part III, (1949). 
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要約 ディ ジタル 形 電子 計算 機 の 演算 速度 を 高 あ るる た め に 基本 的 な 論理 機能 と し て た と えば, 論理 和 , 論理 積 , 論理 否 
定 の 3 機能 を 高速 化 せ しめ ゐる と と は 確か に 有効 で ある . し か し 必要 な 演算 機能 に 適し た 特殊 な 論理 回 路 を 構成 する こと 
| に よう り 高速 化 の 目的 を と き に は 容易 に 実現 する こと も で きる . 本 論文 は 乗 除算 お よび 浮動 小数 点 方 式 の 演算 等 に 必要 な 

移動 すべ き 桁 数 を 一 挙 に 検出 する 回 路 に 関す る も の で , と の 検出 機能 を 高速 加算 機能 , 高速 推移 様 能 と 併用 し て 演算 速度 


放 を Res に mm ゃ こと が で きる . 一 進 法 10 本 の 数 件 に 必要 な 回 路 を 作製 し 実験 結果 を 得 て い る 、 


: R 8 訂 寺 
, 拉 6 ジタル 形 電子 計算 機 に お いて 近 来 より 高速 度 の 


に ちい て その 要請 が 著しい . 

= 生 旨 半 机 特に 情報 の 入出 力 に 必要 

時 間 よ り $ 計算機 内 部 で 行なわ れる 演算 操作 に 必要 

な 間 が 長い 、 し た が っ て 演算 速度 を 向上 せしめ る こと 

KE sc ce. 演算 装置 の 中 

1 算 府 ば は 従来 特に 大 き な 注意 が 払わ れ て 来 た の で 
東 護 \ は 急速 向上 し て 来 た . 


1 回 の 科 邊 に 必要 な 時 間 が 長い の で , 乗 算 度 
pe 


ett と の 方 式 


‘wy Circuit Detecting the Number of Bits. By 
4 NORIYOSHI KUROYANAGI, Member (Electrical 


otton Laboratory, Tokyo). [論文 番号 
i 322 。 
BN $0 


“ 交 機 に 対す る 要 語 が 高まり , 特に 科学 用 大 形 計算 機 


C16) 


で 加減 算 す る 場合 に は 指数 を 一 致 さ せる と き , 加算 結 
果 を 規準 化す る と き 等 に 一 般 に ヵ 々 桁 の 推移 を 必要 と す 
る . し た が っ て 推移 機能 を 高速 化 せ し め る と 共に 推移 
すべ さき 桁 数 の 検出 を も 高速 化 せ し め る と と が 要請 され 
て 来る 、 こ と こく ゝ に 移動 すべ き 桁 数 を 一 挙 に 検出 する 回 路 : 
を 作製 し 高速 加算 器 の 高速 推移 回 路 ゆ や ゃ 併用 し て 演 筑 : 
速度 を 高め る と と を 試み た . 


2. 演算 方 式 と 検出 機能 


一 般 に 計算 機 で は , プロ ゲラ ミン グ に 労力 を 費 す 上 
に ,。 あふ れ 政 (オーバ パ ・ フ ロ ) の 表 わ れ る た びに , 演算 
停止 余儀 な くさ せる 固定 小数 点 方 式 の 演算 より も , 
それ ら の 欠陥 を 含ま 征 浮 動 小数 点 方 式 の 演算 が 有利 で 
あり , 後者 の 方 式 は また 極め て 広範 囲 の 大 いさ の 数 値 ! 

を 取扱 える 意味 で も 優れ て いる .。 し か し 従来 の 演算 回 
路 ゃ 用 いる と き , 後者 の 方 式 の 加減 算 に は 前 者 の それ . 

の 10 倍 な いし それ 以上 の 時 間 を 必要 と し て いる . そ を 
れ は 後者 の 方 式 に お いて は 指数 の 比較 , 加 敷 また は 被 : 

加 敷 の 推移 ( 桁 移 動 ) お よび 得 ら れ た 結果 の 基準 化 等 ,- 

前 者 の 方 式 に 比 し いく つか の 意外 に 面倒 な 付加 的 演算 3 
ゃ 必要 と する か ら で あ る . し か し , と の よ 5S 


PT 


A 


NT eS 


: 
1 


人 算 が な され る . と の 方 法 を M, と する . 


する 部 分 と を 7 M, の 2 法 を 用 いて 飛 
び 工 し て 操作 する と と に より , ヵ 桁 の 乗 


有 こと に より 達成 され る . も し 検出 推移 に 
要する 時 間 が 加算 時 間 に ほ ゞ 等 し いか , 
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症 算 も 特殊 論理 回 路 の 導入 に より 飛躍 的 に 高速 化 さ れ 
うる . 本 論文 の 回 路 は 基準 化 の 際 の 推移 * と 必要 な 移 
動 す べき 桁 落 の 検出 を 一 挙 に と (一 操作 で ) 遂行 せん と 
する も の で ある . 

まな た 従 来 用 いち れ て 来 た 乗 算 方 式 で は , ヵ 桁 の 乗数 , 
被 乗 数 を それ ぞ れ x ミッ 2 OE と どす 
る と き , まず 乗数 の 最低 桁 X, が 0 か 1 か を 調べ る . 
ぶ , が 1 な ら ば , 部 分 和 (最初 は 0) に 被 乗数 Y を 加 
えて 新しい 部 分 和 を 作り , 0 な ら ば 部 分 和 は 変わ ら な 
い . つぎ に 部 分 和 と 乗数 を 1 桁 右 に ( 低 次 の 桁 に ) 推 
移し て 乗数 の つぎ の 桁 X。 を 調べ る .。 XX。 が 1 な ら ば 
部 分 和 に 被 乗数 を 加え て 新しい 部 分 和 を 作り , 0 な ら 
ば 部 分 和 は 変わ ら な い 。 と の よう に 一 連 の 演算 (1 桁 
准 移 , 検査 お よび 必要 に 応じ て 加算 ) を ヵ 々 回 繰 返 す と 
と に より ヵ ぇ 桁 の 乗算 が 遂行 され る (乗数 を 最高 桁 か わら 
調べ る 方 法 も る ある). し か し 乗数 が 0 の 場合 に る 行なわ 
れる 1 桁 推移 , 検査 の 演算 は 明らか に 無駄 な 過程 で あ 
る し た が っ て 乗数 を X, か ら 高 次 の 桁 に 向かっ て 一 
挙 に 検査 し , 始め て 1 た に な る 桁 ま で の 数 ゅ を 見 出し , 
部 分 和 S。 と 乗数 を 一 挙 に 左 に » 桁 推移 し て , 推移 さき 
れ た 部 分 和 S。(Q⑫;) に 被 乗 数 を 加え て 新しい 部 分 和 S; 
を 作る . 一 方 乗数 の 』 ぃ 杵 目 まで は 消失 する . つき ぎ に 乗 
数 を XX,」」 か ら 高 次 の 析 に 向かっ て 一 挙 に 検出 し , 始 
め て 中 に な る 桁 ま で の 数 〆 を 見 出し , 部 分 和 …S, と 
乗 数 を 一 挙 に 左 に 〆 桁 推移 し て …… よう な こと と を 線 
返す よう に な せ ば 前 述 の 無駄 を 省く こと が で きる . 
と の 方 法 を M5 と する . し か し 乗数 に 1 が 長く 連続 す 
る 場合 に は 一 連 の 演算 (検出 推移 加算 〕 の 回 数 が 大 と 
な り 好 まし く な い . と の 対策 と し て , 連続 する 1 の 部 
分 の 数 , た と えば 01111 は 2 数 の 差 10000-00001) 
た 変換 され る か ら , 一 般 と 1 が 著しく 長く 連続 する 場 
合 で る 一 連 の 演算 (検出 , 推移 , 加算 また は 減算 ) 
|2 回 行なう と こと に より , その 部 分 の 乗 


1 が 2 個 較 続 す る 場合 に は M。, M, の い 


ずれ の 方 法 で も 所 要 時 間 は 等 し い ・ 
し た が っ て 本 数 の 0 の 部 分 と 1 の 連続 


算 が 一 連 の 演算 を 平均 ほ ゞ ヵ 々 /4 回 行なう 


の の 回 際 全 用 


より 大 な ら ば , 後者 は 前 者 の ほ ゞ 4 倍 の 演 筑 速度 と な 
る . 推移 と 加算 を いずれ も 1 ステ ッ プ で 行 な る る 高速 
回 路 の の を 用 いる な ら ば , 上 述 の 検出 機能 すえ ス デ ッ 
プ 程 度 で 送 行く され る と と が 望ま し い . 上 人 述 の 高速 度 乗 
算 の 場合 に 必要 な 検出 機能 を 要約 すれ ば ⑧ 乗数 の す 
べ て の 桁 の 情報 を 加え , XX, か ら 高 次 の 桁 た 向かっ で 
検査 し 始め て 1 が で る 桁 ま で の 桁 炒 り を 検出 する 
(Gj 検出 され た 1 の 情報 が 孤立 (前 後 の 情報 が 0) 
し て いる か 韻 か を 調べ ぶ , が 孤立 し た 1 な ら ば つき の 
検出 は (① に 戻る X, が 連続 し た 1 の 最初 で ある な 
ら ば つぎ の 検出 は GGDO に 移る . XX, は 消失 ざれ) 
XX,+1 が 新しく X,:4 と し て 取り 扱わ れる . Gj か 
ら 51 が 続く 桁 数 (>1) を 調べ る . つぎ の 検出 は 1⑥ 
より 始め る 。 記 :4~,4 は 消失 され る 


3. 回 路 構成 


乗算 の 場合 に 必要 な 検出 機能 は 図 1 に 示さ れる まう 
な 回 路 ⑧) で 実現 され る . 図 で 短 形 状 の 和 が ゲー ト を 
示し , X, に 対応 する 入力 は ぁみ の ゲー トト に な 7 z』』 の 論 
理 杏 定 値 %。 に 対応 する 入力 は z, の ゲー ト に 加 玲 
論理 値 170 に それ ぞ れ パル ス の 有無 を 対応 せしめ る 
すなわち zy,=1 な ら ば z, に パル ス 入 力 が 加わ り 9 zy, 
は 導通 状態 に 転じ , パル ス 入 力 の 加わ ら な い ゲ ー ド は 
すべ て 非 導通 状態 の ま ゝ に 保 た れる . と の 回 路 は フリ 
ッ プ フロ ッ プ 下 .F で 定め られ る 2 つの 内 部 状態 〇 © 
を 有 し , FF. 下 は 入力 0;, 0, で それ ぞ れ 状態 0 〇 で 転 
移し , 状態 0,0 の と さき 出力 0。, 0。 を 送出 する 31⑤⑧ に 


は 出力 0。, 0。 で 制御 され る ゲー ト も 一 つ ぁ て 存在 す ” 


る ・@,6,c,, 8 は パル スト ラン ス で ある .・ ゲー ド 素子 間 


の ダイ オー ド は 電流 の 流れ を 規定 し て いる ・ い ま X71 


y 10:9181716151432 


xX,|ololol1lil1lolol1lo 


図 1 検出 回 路 の プ ョ ッ ク 図 (⑧) 


Fig. 1—The block’ diagram of detector (®$). 
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な る 数 値 を 与え た 場合 , 第 一 段 と し て XX, に 対応 する 
全 入 力 が 同時 に $ に 加え られ る . し か る と き 導 通す る 
各 ゲ ー ト 素子 を 連ね て 構成 され る 閉 回 路 は た ゞ マー つ 定 
まり , 図 1 の 破線 エ の 経路 に 沿っ て 電流 を 流す . 故に 
パル スト ラン ス a。, ム を 介し て 論理 出力 4。, 万, が 得 


られ る . 最初 回 路 は 〇 の 状態 に あり 
A,0。=2。 (2 禁 推 移 を 指定 ) Ch 
BO。= +Y (+Y を 指定 ) (2) 


すなわち 22 で +Y) な る 出力 を 得 て , 2. に 述べ た M。 
間 の 場合 に 必要 な 機能 を 果たす . すなわち 部 分 和 ,S。 を 
2 桁 推移 し た 値 S。(2。) に Y を 加え て 新しい 部 分 和 8S, 
な 作り 同時 に 六 は 2 桁 推移 し て , X。, X, の 部 分 を 
消去 する ・ 
. 第 王 段 ど ご し て 。~X。 (新しく X24 に 対応 
| 3 る 部 分 で X.2, ベ ュ ー0) に 対応 する 入力 が ⑧ に 加え 
放っ れる 2. この と き 構 成 さ れる 閉 回 路 に 沿っ て 流れ る 電 
流 経 路 は 図 1 の 破線 工 で 示さ れる . そし て と の と き は 
“9 容 中 スト ドラ ジス a。, cg, を 介し て 論理 出力 4。, C。。 が 
委 得 ち れる. 回 路 び は 〇 の まま に 保 た れ て いる か ら 
ド 


= 


A,0。=2。 (3 桁 推移 を 指定 ) SY 
COj=ーY:) 0, (-Y を 指定 し 。 

\ ⑮ の 状態 を 〇 に 転移 せしめ る ) (4 ) 
放さ る 論理 出力 と より 2. に 述べ た MM, の 場合 の 初め の 
“ 有 | 反共 に 必要 な 機能 を 果たす . すなわち 部 分 和 S, を 3 
放 力 失 移 し た 値 S.:) か ら Y を 差引 いて 8S。 を 作り , 
語義 3 本 推 移し て 人 X。, XX,, 交 。 の 部 分 を 消去 する . 
拉 才 導 閑 且 導 と 2 て 7 XX。 ( ら へ X=0) に 対応 する 
放 ペ 力 が © に 加え られ る ろ る. 回 路 は 〇 に 保 た れ て お 
es; 避 の と さき 構成 され る 閉 回 路 に 沿っ て 流れ る 電流 経 
用 は 図 1 の 線 下 で 示さ れ , 相 は ゲー ト o を 通る . 
そし て パルス トラ ンス c。 を 介し て 論理 出力 C。 が 得 


巡 0, = スム, Y, 0, (3 桁 推移 と +Y を 指定 し 
の 状態 を 〇 に 復元 せしめ る ) (5 ) 
る 論理 出力 により, M, の 場合 の 後 の 


Bp 徐 に 必要 な 機能 を 果たす ・ すなわち 


RY | は た を 3 逢 作 移 し て XX XX を 
i 去 す る 。 こ とこ の と きき は の OO の 状態 に 戻 
jp っ ¥ の MMi る っ . 


数 ヶ 々 を 10 と 考え て 終端 部 分 を 構成 し て ある. 上 述 の ' 
例 で 第 四 段 と し て , Xi:~X。 を ⑧ に た 加える. 

第 三 段 の 操作 で は すでに 全部 0 に な っ て いる か 
ら 電 流 経路 は 破線 Y で 示さ れる . と の と き は パル ス 修 
ラン ス 9g を 介し て 論理 出力 が 得 ら れる か ら , とこ > で 
乗算 終了 信号 を 出し 乗算 機能 は 終る . 必要 な 式 を 一 般 
的 に まとめ て 記述 すれ ば 


A,=2, (6 
B=+¥Y “TIF 
BC,'O;=Y¥Y—S(24,'),* O; (8) 
GO VS IN (9) 
DD= 終了 (10) 


と な る . 4, と B は 必ず 〇 の と き に の み 得 られ る か 

ら 式 (⑥ , (7) に は O 〇 。 を 省 い て ある . 式 (⑧ の 左近 
に 選 を 付加 し て ある が , と れ は 後述 する 図 2 の 回 路 
(中 央 の 横 方 向 分 岐路 の ダイ オォ ー ド を 省 い て ある )〕 の : 
不 完全 な 動作 に 対す る 処置 で ある . 

図 1 の 回 路 の 各 ゲ ー ト に トラ ンジ スタ を 用 いた 回 路 
を 図 2 に 示す . X の 各 桁 X, と その 論理 向 定 値 褒 お 
よび O。, 0O。 に 対す る パル ス 入 力 を 対応 する トラ ンジ 
スタ の ェ エミッタ か ら ベ ペー ス に パル スト ラン ス を 介し で 
加え その 導通 を 制御 する . すなわち トラ ンジ スタ の = 
レク タ , ベー ス 間 に 適当 な 電圧 が 与え られ て いる な ら 
ば , エミ ッ タ に 流入 する パル ス 電 流 刀 の 期間 けけ 
その コレ クタ , ペース 間 は 導通 じ , < 及 @g : 電流 増幅 
率 ) な る コレ クタ 電流 が 流れ る .。 し た が っ て デマ \ ッ 
タ に パル ス 電 流 の 同時 に 流入 する トラ ンジ スタ で 電源 
- 正 と 接地 間 に 閉 回 路 が 構成 され る な ら ば , その 経路 
に 沿っ て パル ス 電 流 が 流入 する と と に な る . 電流 が 流 
入 す る 経路 に 挿入 され た パル スト ラン ス か ら パ ルス 出 
力 を 得 , 対応 する 論理 値 は 1 と な る 。 パ ルス トラ ンス 


6 は 同一 の 磁 心 に 10 個 の 入力 巻 線 と 1 個 の 出力 巻 線 を 
施し た も の で とこ とれ に 論理 和 の 機能 を も 持た せ て ある . 


図 2 桁 数 検出 路 
Fig. 2—The detector of the number of bits. 


* 式 ( カ ④ ゎ の 減算 結果 が 負 に な る と と を 考慮 すれ ば 式 (5) OWT とる. 
で GED br 


< 
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な お , とこ の 回 路 は 多数 の トラ ンジ スタ を 含む 長い 閉 回 
路 が 構成 され る 場合 と 比較 的 少な い ト ラン ジス タ を 含 
む 短 い 閉 回 路 の 場合 に 閉 回 路 に 流入 する 電流 値 の 変動 
を 小さ く な し 得る の みな ら ず , 桁 数 の 多い 数 値 に 対す 
る 回 路 を も 容易 に 構成 する と こと が で きる . それ は 横 方 
向 の 分 岐路 に は 抵抗 分 を 含ま ず ト ラン ジス タ の 直結 回 
路 を な すか ら , 横 方 向 に 著しく 長い 閉 回 路 が 構成 され 
て 充分 大 な る 電流 を 流す こと が で きる か ら で あ る . 
と の こと は 閉 回 路 に 含ま れる 各 ト ラン ジス タ に 加わ る 
電圧 が 小 で すむ な か ら , トラ ンジ スタ の 電力 消費 小 で 回 
店 設計 が 容易 と な る . し か し , 横 方 向 分 岐路 に ダイ オ 
i 提 人 必 で いな いた だ ため 選 ル スト ラテ ンズ スズ 56 六 出力 が 
得 ち れる 場合 に は パル スト ラン ス C, に も 出力 が 漏 え 
いす る 欠点 が あり , 式 (⑧ に 選 を 付加 する 必要 を 生 
ずる .。 ト ラン ジス タ は ベー ス 接 地形 で 使わ れ て いる か 
ら 飽 和 に よる 出力 波形 の 劣化 は な い . 

論理 和 (O 〇 OR), 論 4 
理 積 (AND), 論理 ao 
香 定 ① の 3 種 の czs 
論理 回 路 を 図 3 の 
ど と く 結 合 す る と 
ER OR 


必要 な 回 路 の 一 例 0。 。 
を 構成 し た . 図 で - 。 。 
入出 力 端 子 に は 論 3° 
理 出力 を 示す 記号  。。 
を 記し て ある て _g 
の 部 分 に は 任意 の 
演算 回 路 を 用 い 得 


3 ⑲ に 後続 する 論理 回 路 
Fig. 3—The logical circuit behind $. 


図 4 枚数 検出 回 路 の プッ ク 図 (⑮ 
Fig. 4—The block diagram of detector ⑧?. 
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る が DC 方 式 の 演算 回 路 を 用 いる た め に は , ⑬ に 得 ら 
れる パル ス 出 力 を 二 値 電圧 に 変換 し な けれ ば ぽ ば なら 
な お ⑧ に は 式 (⑥⑤) ~(9) の 論理 機能 の 大 部 分 を 含ま 
せる こと こと も で きる か ら ; ⑧' は や き ゝ 複雑 に な る が ©⑧ で 
後続 する 論理 回 路 は ほとん ど 不 要 こ に なり, 演算 速 民 ば 
さら に 高まる . と の 意図 に と し た が っ て 構成 し た 回 路 の 
一 部 を 図 4 (⑧) う に 示す . 各 パ ルス トラ ンス 70 
e,e, 了 ナ か ら 得 られ る 論理 値 を 4,, 万 , 下 , 互 7 7 どす 
れ ば , 


A,= ん 4 
B=+Y 

E =0; 
=0,; 

REAYN ES CD) 


な る 対応 に よっ て , すべ て の 論理 出力 を 直ちに つき の 
制御 に 用 いる と こと が で きる . な お 同一 の 文字 で 示 じじ だ 
複数 個 の トラ ンス は 同一 の 磁 心 に 複数 個 の 一 次 巻 線 と 
1 個 の 二 次 巻 線 を 施し た も の で 実現 で きる ・ 
図 1 の 回 路 は その まき 浮動 小数 点 方 式 の 演算 の 規準 
化 の 場合 に る 使用 する と と が で きる . 規準 化 に は 与 旭 
られ た 数 値 , Z= 包 2 る 2 の 最高 炊 の 桁 か ら な ん 橋 目 
に 1 が 初め て 表 わ れ る か を 検出 する とこ と が 必要 で ある 
か ら , 与え られ た 論理 値 る と 図 3 の ゲー ト 素 子 に ; 

Z, = Xinrl-) 

Z, っ Fnri-v 
な る 対応 を 与え て , 各 ゲ ー ト 素子 を 駆動 すれ ば よい : 
と の 場合 は @, に 得 ち られ る 論理 出力 A, か ら 

a | 
と し て 桁 の 推移 を 指定 する 出力 が 得 ぁ れる ・ し た が 
っ て , と の 場合 は の 機能 の 一 部 を 使用 する に 過ぎ 
ea 


4. 実験 結果 


図 2 の 回 路 を 用 いて , その 動作 特性 を 調べ た . X 
お よび O。0。 に 対応 する パル ス は トラ ンジ スタ 増 
幅 器 の 出力 トラ ンス か ら 同 相 で 供給 し , 増幅 器 の 入 罰 
側 を スナ ッ プ スイ ッ チ で 開閉 する よう に し た . 使用 素 
子 と 動作 条件 を つぎ に 示す ・. 


使用 素子 
トラ ンジ ス 婦 耳 775 (し ゃ 断 周波 数 太 二 35 Mc 
ーー コレ クタ 損失 P。=80 mW) ) 
ダイ オー ド 1N'34 人 A 


(で ら 層 


798 上 柳 功 芳 : 桁 


(TDK 失 H; 
内 径 6 mm, 
50 回 


ン ン が : ヴ タタ スス 


I レス ラス Ca; dT THANE 
材 ) の トロ イ 婦 


鹿 さ 2 mm) に 一 次 側 た に 20 回 , 


ル 太 心 ( 外 径 14 mm, 
二 次 側 に 


准 線 を 施し た もの, 一 次 側 巻 線 の イィ 


351H(GMc) 
ペル スト ラン スム の フェ ライ ト (TDK 製 用 材 ) の 
ドロ イダ ル 磁 心 ( 外 篤 18 mm, 内 径 14 mm, 高 さ 


8mm) に 10 本 の 一 次 側 巻 線 (0.15mm エナ メル 


縛 巻 線 ) を 1 束 に し て 18 回 , 1 本 の 二 


数 検出 回 路 


45 回 施し た る の で , 一 次 巻 線 の イン ダク タン ズ ス 
65zH(5 Me) 線 間 容量 30pF 以下 
駆動 回 路 に も 万 」 材 を 同様 な パル スト ラ 
を 使用 し て いる . 


用 いた ほ さ ゞ 
>‘ 
動作 条件 
繰 返 周波 数 fr=1.1 Mc 
入力 電流 瞬時 値 (論理 と 対応 ) l=8mA 

2 パル ス 幅 (論理 値 1 に 対応 ) rw=180mgks 


(論理 値 1 に 対応 ) 


も 月 目 


TIES 


2 VA EE り E 
~8O0mags 


表 1 出力 電流 の 測定 値 CmA, ww は 図 5 の 波形 ) 


入力 電 り 
xX, | | 4 こと 対応 ) 
dn o | A; 4 A, B C2 Cs C7 CuD パー スル 
543 2 1|1 1 ’ y=90mas 
| 2.4 =.2:0 24= - 0.3 — La て 
還 潤 計測 幸 打 夫 1 親 13 21 1 0 1 半 0)| ク ot El 入力 電流 峰 時 値 (論理 値 
! a - 0 に 4 1,=0 
| 2 ER EE 
O07 00.0 0 .30. 0 1 1 の 紅 給 電圧 11 
2 おま * i 出力 器 子 角 太 拭 質 R=1k9Q 
前 震 枯 導入 1 ユ 1 ココ 0 を Rs H 力 端子 負荷 抵抗 
er 5 SN 比 の 最も eo 
EO 0 00 0 04800 0° 1 Te NT に Er rg 
3 wy 含む いく つか の 数 値 を X, O ゼ 
| a を 
E01 1 1 ry お ええ 5 応 す る パル ス カカ を (61 
て * られ る 出力 電流 ( 詩 
i a a a gm っ れ 
四半 計 誠 0 計 0 1 0 0。 0 0 0- 1 11 2.8 1.7 0.7 -0.% “ 
Wio Wi, 0: NE EE rie 1 1 
時 値 ) の 測定 a 1 に 
nN 罰 これ 0 洛 i 4 を 
ETE 0 030 0 0 0 EC 示し , そ の 波形 の 一 部 を 図 5 に 
入力 波形 (70 2 負荷 ) w。 示す . 
表 1 で は 論理 記号 (4 B,C 


53 ト - 


図 5 


出力 波形 Cwws, ws, we, ws の 電圧 幅 は 2 倍 の 目盛 ) 


Fig. 5—Output waveforms, 


(C20) 


)) の 下 に H 
- は 0.1 mA 以下 の 出 ブ 


i カカ 電 流 を 示し た が 
すけ で: 出 


て 見 よう 
(1) 出力 電流 波形 


入出 力 電流 比 
出力 電流 _N。 

- 上 其 本 壮 ms 
出力 電流 パル ス 幅 

rw =200~270mgs 
立上り 時 間 

ry =100~160mags 
立 下 り 時 財 

ry'=80~140mas 
入出 力 電流 遅延 時 間 (同相 な 
すべ て の 入力 と 同相 な すべ て 
の 出力 電流 に つい て ) 


rg=60mgs 


i 


の 


a A ea 4 


A 
* \ 


Lg 
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9 は パル スト ラン ス の 巻数 比 (N2/N;) を 乗じ た も の 
で , トラ ンス の 実効 変成 比 と トラ ンジ スタ の 電流 増 己 
率 〆c の 積 で お も に 定まる 値 で ある の t/tg は と 
ペル スト ラン ス の 特性 , ダイ オー ド の 花 積 時 間 等 に よ 
』 り 影響 を 受け る . 出力 波形 , ww。, w。 よ か 2 ペル 太 入 5 
ンス の 論理 和 機 能 は か な り 良 い が , パル スト ラン ス 
の 線 間 容量 が 過大 (90 pF) に な れ ば g の 減少 と 波形 
の 劣化 は 著しい . また 構成 され た 閉 回 路 内 に 含ま れる 
條 シビ ー ダ ンス が や ゃ や ゝ 過大 に な れ ば トラ ンジ スタ の 非 
直線 性 の た め に に g は 小 と な りり 波形 は 劣化 する . 9g, で 
rg の いずれ 繰 返 周 波数 の 上 限 を 規定 する 
要素 で ある が , より 詳細 な 検討 に は 良好 な 波形 の 入力 
を 加え ね ば な ら ぬ . 
(2) 「 漏 えい 電流 
出力 波形 ww。 に 得 ら れる パル ス が こと の 回 路 の 漏えい 
電流 の 最大 値 で ある . この 場合 は 図 3 で 中 央 の 分 岐路 
を 通る 長い 閉 回 路 (一 z ェ ュー ター…Zpー エ 」」) の た ゞ 一 
か 所 る が し ゃ 断 さ れ た も る も の で ある か ら , ゲー ト と 2 と 
パリ レス トラ ッ ランス, の ,c。 に つなが る ダイ オー ド を 経て 微 
小 電 流 が 漏えい する . 特に ゲー ト z。 か ら の 漏えい が 
Ga れ は ドラ ンジ スタ の 漏えい 電流 厄 に 主 と し 
で 基づき る の で あぁ あぁ る. し た が っ て 入力 電流 を 増し て る 
漏えい 電流 の 増加 は 少な いか ら , 入力 電流 を 増し て 
SN 比 i(wi と w。 の 比 を 10:1 程度 に 高め る こと 
と ど が で きる . ダイ オー ド か ら の 漏えい 電流 が 小さ い の 
で 和 許 数 を 増大 し じ て も , あぁ まり SN 比 は 減少 し な いる の 
と 推定 され る . 
(3) 出力 電流 の 変動 
実際 の 計算 機 で は 桁 数 は ヵ ゃ =40 程度 を 必要 と する か 
ち $ の 回 路 は 充分 長い 回 路 と し て も 動作 する と と が 望 
まし いし た が っ て 図 1, 図 2 の 回 路 で は 横 方 向 の 分 
和 岐路 内 に は ダイ オー ド 等 の 抵抗 分 が 含ま れ て いな い . 
| 各 パ ルス トランス, a,, 6, c。 に 論理 値 1 た 対応 し て 得 


「 られ る 出力 の 最大 値 と 最小 値 と か ら 出 力 電流 の 変動 率 


る を 求め る と 


_ 最大 値 - 最 小 値 _「。 
ーー7 乱 償 16~30( 刀 ) 


| を 得る . 実際 と は クリ ッ ピ ング に より 過大 な 出力 電流 
有 | を 適当 と 減衰 せしめ 得る か ら , 最低 値 が むし ろ 重 要 で 
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ある . と の 回 路 で は 長い 閉 回 路 の 場合 の 出力 wz と 短 
い 閉 回 路 の 場合 の 出力 w。 と の 差異 が ほとん ど な い と 
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結果 , ww, は 0.6V 減少 する が , 順 方 向 電圧 隆 下 の 少 
な い シ ル パ バー ボン ド ダ イオ ー ド を 用 いる な ら ば 02V 
の 減少 で すむ . 横 方 向 分 岐路 の ダイ オォ ー ド が な い 場 合 
の 好ま し く な い 出 力 の 一 例 と し て w」。 を 示す ご の 海 
えい の た め に 選 の 出力 は 低下 する ・ 
G4 「 そ の 他 

エミ ッ タ 電流 の 流入 する 期間 に トラ ンジ スタ の コレ 
クタ ベー ス 間 の 端子 電圧 の 測定 値 は 0.2~0.25V で あ 
る し た が っ て 閉 回 路 に 流入 する 電流 瞬時 値 か ど ト ドラ 
ンジ スタ の コレ クタ 々 損失 は 2mW 以下 と な りり 極め で 小 
さい 。 ト ラン ジス タ の 動作 電力 消費 が 小さ い 上 に 回 路 
構成 上 , 大 電圧 が トラ ンジ スタ に 加わ る と こと が な い の 
で 回 族 は 極め て 安定 で ある また ws, @, か ら 明 ら か 
な よう に 同一 の 閉 回 路 に 挿入 され た パル スト ラン ス の 
出力 は ほとん ど 完 全 に 同相 で ある . 

測定 結果 か ら , トラ ンジ スタ の ゲー ト 作 用 ど パ アス 
トラ ンス の 論理 和 機 能 が よく 調和 し て 遂行 され る に と 
が 確か め ら れ た . な お 実際 の 計算 機 で は z=40 程 摩 で 
あぁ ある か ら , 一 次 側 巻 線 40 本 を 施し た パル スズ ポラ ンス 
6 が 必要 に な る . 出力 が 〇 @ の 値 よ り も ム の 一 次 巻 線 
の 線 間 容量 に 主として 依存 する も の と 考え ちら れる の 
で , . 容 量 が 少な く で 充分 な イ ンダ クタ ンズ を っ 80 
ルス トラ ンス が 製作 され ね ば ぱ ば なら. 線 間 容 量 を 小 @ 
する た め 特 に 0.14 mm 二 重 綿 巻 線 を 用 い TDK 製 7 
材 の ト ョ ロイ ダル 磁 心 ( 外 径 25 mm, 内 径 14 mm 高き 
10 mm) に 40 本 の 一 次 側 巻 線 を 1 束 じ し で て 14 回, 
1 本 の 二 次 側 巻 線 を 35 回 施し て 構成 し た パル スズ ドラ 
ンス を 測定 ピ 

一 次 側 巻 線 の 線 間 容 量 35pF 以下 

一 次 側 巻 線 の イン ダク タン ス 60zH( Mo の 


を 得 た . し た が っ て ヵ =40 の 場合 に とも 良好 な 特 作 を 期間 
待 す る と と が で きる . 回 路 の スイ ッ チ 速度 すなわち 線 


返 周波 数 を さら に 高め る に は 困難 な 点 る 多い が 歩 な く 
と も 実験 し た 程度 の 条件 で は 安定 な 動作 が 期待 で き 


る . そし て 図 4 に 示し た 回 路 も 上 に 吟味 し た 点 を 考慮 7 


すれ ば 容易 に 設計 し 得る で あら う 5. 
5 2 結 言 


桁 数 検出 の 論理 機能 が 乗算 お よび 浮動 小数 点 方 式 の 7 


演算 に おい て 果たす 役割 に つい て 述べ , その 複雑 な 論 
理 機能 が 特殊 論理 回 路 を 用 いる こと に より 可能 な 極限 
時 間 で , すなわち 1 ステ ッ プ で 遂行 され る と と を 確か 


め た . ある 論理 機能 を と の よう に 1 ステ ッ プ で 遂行 せ 。 7 


ん と する 思想 は 演算 の 高速 化 に 有効 で あり , と の 原理 
RI 
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が 人 各種 の 論理 機能 に 適用 され る と と を 期待 し た い : ゲ 
ー ト 素子 に は 他 の 有効 な 素子 , 将来 作ら れる 素子 等 を 
用 いる とこ と が で きる か ら 素 子 の 進歩 と 共に , と の 回 路 

も 発展 し 得る で ある ろう . 

な お , こ こと に 述べ た 回 路 が 実用 され る た め に は , ま だ 
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8 | 要約 電話 機 ダ イヤ ル 用 ガバ ナ と し て 使用 され て いる ドラ イプ バー 式 ガ バナ は フラ イペ ー 式 ガバ ナ と 比べ て 制御 性 基 
: よい と され て いる . 本 論 に お いて は 両 形式 ガバ ナ に つい て その 特性 を 理論 的 ・ 実 験 的 に 考察 し , 回 転 速度 特性 。 安定 制動 
ば 条件 , 設計 上 の 制限 条件 を 求め た . 

村人 | ドラ イブ バー 式 ガ バナ は 理論 的 に は すぐ れ た 性能 を 持ち 得る が , 実際 に は 製造 誤差 な どの た め 安定 な 条件 で 使用 し ょ 
培 うと すれ ば フラ イ バ ー 式 ガバ ナ と 同じ 性 能 し か 持て な いと と が 判っ た . 以上 の と と ょ より 若干 不安 定 で も トル クタ 変動 の 影 


"8 ON が て ま 

] 有 | 自 員 式 記 Mi ィ ャ ル の ケバ ナ は 世界 名 田 に 語形 
放 式 が ぁ り その 机 造 , 特性 も 色々 で ある が すべ て 吉 心 麻 
| 折 式 の も の で ぁ ろ . 米国 ベル 研究 所 で 完成 され た 500 
ce 


rs HL, 柿 井 の な ど に より 研究 
が 行なわ れ て いる . 本 論 に お いて は ドラ イブ パー, フ 
語 庫 半 科 肝 和 が バナ に つい て 一 的 な 尾 仁 基 を 計 い 


ee 

| っ き の ペ 2. 

” * “Some Considerations on the Governor for Tele. 
ff phone Dials. By TETsUo KUpo, Member, Kio. 
| ICHI SAITOH, and YUICHI SHIMIZU, (Electrical 

Communication Laboratory, Tokyo). [論文 番号 
3227] 


CS 


暗記 閣 が 特に 小 で ある と こと と, トルク に 対し 回 転 速 度 が 負 特 人 性 と な る と と を 要求 する よう な 特殊 な 場合 以外 は な は, フライ ペー 式 ガ 
ペナ を 使用 し た 方 が 特に 製造 面 で 有利 で ある と 考え られ る . 


2. 制動 期 の 運動 


遠心 摩擦 が バナ の 制動 期間 に お ける 運動 方 程 式 は 一 
般 に 式 1) の と お り と な る * 


ぁ ?: ガバ ナ 軸 の 回 転 角 
了 : ダイ ヤル の 全 回 転 系 を が バ パナ 軸 に 換算 し 
た 慣性 能率 
ヵ 7: 油 , 空気 等 の 抵抗 係数 
7。: ガバ パナ 軸 に 加わ る トル ク 
4: 制動 作用 半径 と 制動 摩擦 係数 の 積 
NN: 制動 部 に 働く 法 線 力 1 
ナ : ガバ ナ 軸 の 摩擦 トル ク (と の 値 は 一 般 に 
小 で ある の で 以下 に お いて は 省略 する ) 

* 式 (① の 第 2 項 に つい て は 従来 か らち de/dt の 指数 を 1 と 
し て いる 場合 や の ふと 2 と し て いる 場合 や が ある 。 一 般 に 
流体 抵抗 は Reynolds 数 Re が 大 で ある (渦流 を 伴う ) 

と 速度 の 2 乗 に 比例 し て 増大 する . ガバ ナ に 関す る Re を 
正確 に 算出 する と と は 困難 で ある が 回転 部 の 最大 線 速 度 
が 1~2 m/sec に も 達し 一 般 に 渦流 を と も な うぅ 範囲 マ ざぁ る 


の で 本 論 で は 2 栗 に 比例 する と し た . な お 後述 する 実験 。 
に お いて も ほぼ 2 栗 に 比例 する と と が 確認 され て いる 。 
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図 1 ドラ イブ バー 式 ガ バナ (た だ し 時 計 方 向 回 転 う 


Fig. 1—Drive-bar type governor. 


図 2 フラ イベ バー 式 ガ バナ (た だ し 時 計 方 向 回 転 ) 
Fig. 2—Fly-bar type governor. 
図 過 示し だ ドラ イ ブ バ ー 式 の 場合 に つい て ピ ボ ッ 
ド 回 ゅ の モー メン トバ ラン ス を 考え る と 
MY ,0°a Sin BB—Qasin7 
=N{a sin0Fu(r。—a Cos 0)} 
生 F(acos¢—h) +mglcos x cos€ (2) 


と で で , 複 与 は 時 計 回 り , 反 時 計 回 り の 順 


0 
0 2h 
dg 
2 


Z* 摩擦 三 と カッ プ の 間 の 摩擦 係数 

加 : ウェ イト の 質量 

ヶ 』: ウエ イト の 重心 か ら 回 転 中 心 ま で の 距離 

7/: ピボット か ら ウ ェ エイト の 重心 まで の 距離 

=a T7207 C05B 

9 : 重力 の 加速 度 

え »: ガバ ナ 回 転 面 の 鉛直 面 に 対す る 取付 角 

ウニ イト の 下位 置 に だ お いて, ビビ ボッ ト と 重心 
を 結線 が 水平 と し な っ た と きよ り の ガバ ナ 回 
転 角 

その 他 : 図 1, 図 2 参照 


Ne な 求め る と 


NB CORDTISG osE 1 C3) 


B= の mr,asin >0 
COQ=D Qa sin +>0 
D=0 =-( cos¢—h) 
G= の mMgl cos *>0 
D=1l/{a sin Fr。—a cos 0)}>0 
と な る . つま り 摩 擦 刻 の 法 線 力 NX は 遠心 力 効 果 項 5 
スプ リン グ 効 果 項 CQ, ドラ イブ バー の 着力 効果 項 
お よび 電力 効果 項 Gcosf より な る 

図示 し た フラ イ パ バー 式 は テテ ド ライ SR 
必 販 


cost=cos0 =1 h=a 
と な っ た 場合 で ある か ら , の D=0 と な り 
N=Bo—CQ-GcosE CD 
a 
A nr, (4) 


式 ) に 式 ⑬ (④ を 代入 し , p=0 で dg/dt=os 
と し て 解 を 求め る と 


wo -(w i) )eswe AB g/l') 


a 3 
rE: 
q=(l1—2A4AD)/2 AB 
_ sin9 土 々 cos0 王 々 7。Ccos &/h | 
2 nr mr, sin Bh €6D 
oj =CQ/B=Q sin +/mr, sin 8 | 
i=1+7/2 AB | 


な お , G (重力 項 ) は 2 個 の ウェ イト が 対象 に ある 
か ち お 互い に 相殺 され る *. 
定常 状態 に お ける 回 転 速 度 %@。 は 


Ww 
定 
ois 
転 計ら 
可 Cg 
導 BA 
C28 
未 8 


ca-8 Cas 放 


0 
ガ / け 四 印 加 ト ル 7 
図 3 ガバ ナ 軸 印加 トル ク と 定常 回 転 速度 の 関係 お よび 
チャ ッ タ 限界 トル ク の 成立 ち 説明 図 
Fig. 3—Applied torque for governor shaft versus 
steady-state angular verocity, and the expla- 
nation of limiting torque for stable reguration. 


* も し 質量 等 が 双方 異な れ ば 両者 の 差 だ け 影 響 を うけ る . 
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pe (7) 
式 ⑰) を 一 般 的 に 図示 する と 図 3⑨⑬ の よう に な る . @。 
と 7。 の 関係 が g の 符号 に より 正 , 零 , 負 と 変わ る . 
内 体 的 に g の 値 に つい て 考え て 見 る と ドラ イブ バー 式 
で は いずれ の 値 で とり 得る が フラ イ バ ー 式 で は ぽ 
三 0 で ある か ら 常 に g>0 で あぁ る. つま り ド ライ ブ パ 
ー に る ウニ イト へ の 着力 が 自由 な 特性 を 得る こと に 

議 計 役 っ て お り , この 点 が ドラ イブ パ バー 式 ガ バナ の 長所 

で ああ る: 

以上 の 特 作 式 は 常に 制動 し て いる と し て 導 か れ た る も 

語 の ② で ある が , つき ぎ に 制 動 が 行なわ れる た め の 条 件 を 求 

| 2 て 見 ょ うぅ. 摩擦 片 が カッ プ に 接触 する か 離れ る か は 
NR ⑬③) の 符 峡 で 定まる . つま り 

ON 、 | 全域 に ちや た り 接触 が 行なわ れる 条件 は 


Be-CQ+DT,-G>0 (8) 
きた , 全域 と わた り 接 触 が 行なわ れ な い 条 件 は 
Bo—CQ+DT,+G<O0 pt 8) 


記 3 に この 県 宛 重 を 示し た が と og の 関係 が ① 

: まり 年 方 な ら 全域 に わたり 接触 が 行なわ れ , ④ よ り 下 

方 な ら 接 触 が 全然 行なわ れ な い . ① と ⑧⑨ の 間 に あ れ ば 
| * っ クタ を 起 と す . 同 図 に は 同時 に 式 (7 の 関係 が ⑧ 
が し で ある が , 以上 の と と か ら わ か る と お り ① と ⑧⑨ 

点 で 定まる チャ ッ タ 限界 トル ク yc 以上 の トル ク 

えれ ば 完全 制動 が 行なわ れる 訳 で ある . 

ps 守 は つま の と お り と な る . 

"0 TT LCAQ-D/IB+IGIB 

: q+DA/B 

F 9) に 見 る と お り gqg=0 の と き フ ライ パー 式 

で ある か ら Tgp。 は oe と な る が ドラ イブ 


(9) 


df 同じ 9 な らら ば ドラ イブ パー 式 の 方 が .T。。 が 
0) | と の 点 に っ いて も ドラ イブ パー の ウイ トペ 
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限度 を と す と 無 制 動 ま た は チャ ッ タ が 発生 する よう に 
な る 。 つ まり 式 (10) は ドラ イブ バー の 位置 で だ つい て 
の 構造 上 の 制限 条件 で あみ ある. な お , 7? 倒 0 全 1) で あれ 
ば 実際 に と の よう な 条件 に は な らち な い 。 まな た, の D<0 
の ガバ パナ は トル ク の 影響 が 大 で 実用 人 性 が な い -. 


39. て ドラ イブ パー ニー の 落 力 テン ッ * ラ っ 8 


ドラ イブ パー の ウエ イト へ の 着力 は トル ク 特 柏 チ 
ャ ッ タ の 点 で 有利 で ある が , と この と と は 理論 的 に 導 か 
れ た も の で あぁ っ て 現実 に は どう で あぁ ろう ぅ うか. 

ドラ イブ バー が 両 ウ ェ イ ト に 着力 する た め に は 両 摩 
控 片 が カッ プ に 接触 し た 状態 で な お か つ ド ライ ブ パ バー 
が 両 ウ ェ イ ト に 接触 し て いる と と が 必要 で あり 各部 
の 精度 を か な り 上 げ て も と の よう な 条件 と する て こと は 
非常 に 困難 と 考え られる. し た が っ て , さき に た の べた 
諸 特 性 は この 点 に 着目 し て 考え 直さ れ ね ば ば ならない 

そこ と で , まず 制動 トル トルク に つい て 考 和 用 で 見 よう ド 
ライ ブ バ ー の 着力 を やう け て いる ウェ イト の 摩擦 片 法 線 
力 NM:/ は 

N,=Bw-CQ+2DT, he 


着力 を うけ て いな い 方 , つま り フ ライ バー 化 さ れ て い 
る 方 は 
N,=Bo—-CQ-Gcos (+x) 
で あり 合計 の 制動 トル ヤク は 
AN,+N,)=2 A(B ow —-CQ+DT,) 

と な り , 両方 に 着力 し て いる 場合 と 同じ で w。-『 特 
性 は 変わ ら な い . 

つぎ に , ウェ イト の チャ ッ タ は ドラ イブ パー の 着力 
が ある ウェ イト と な い ウ ェ エイト と で は 条件 が 異な V 
いずれ か 大 きい 方 の 7。e。 つ まり の D>0 で は フラ イィ イ パ 

ー 式 の 場合 の 7。。 で チャ ッ タ 限界 トル ク が 定まる . つ 
まり チャ ッ タ の 点 で ドラ イブ パー 式 が パナ が す で れ で 
いる と 言う の は 理想 的 な 場合 で あっ て 実際 に は 工作 誤 
差 な どの た めい ずれ か 一 方 の ウェ イト は チャ ッ タ ぁ を 起 
と し , と の 点 た 関し て は 両者 の 差 は な く な る . 特に 零 
特 性 , 負 特 性 の が バナ は いずれ か の ウエ イト が チャ ッ 

タ を 発生 する か また は 無 制 動 と な る . 

チャ ッ タ を 発生 する ガ パ ナ の @。-T。 特性 は 衝突 を 
含ん だ ウェ イト の 運動 解析 か ら 論 じ ね ば な ら ず 困難 で 
ある . ま た 摩擦 片 の 摩 六 に も 衝突 が 悪影響 を 及ぼ すか 
も 知れ ぬ . の うに 13 
は それ に 近い 特性 の ガ が パナ が 現実 に 得 ち られ た と し て も Y 
OR 
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する 訳 で , と この 範囲 さけ 
て 使用 する と な る と フラ イ 
バー 式 と 同じ 性 能 で し か 使 
履 で き な い 、 
つぎ に 片 制 動 の 場合 の 
の ーー。 特性 に つい て 考え 
て 見 る 。 図 4 た に お いて ウェ 
イト No. 1 が 制動 し て い 
TE FNo..2 
は 内 側 に 変位 し て いる が 工作 精度 が 著しく 悪く な い 限 
9 り ド ライ ブ パ バー に 接 て いし る は ず で ある . と の 場合 摩 
控 語 圧力 _N, に バラ ンス する も の は 両 ウ ェ イ ト は フラ 
イベ バー で 連結 され て いる か ら @g" (ウェ イト No. 2 は 
肉 側 に 変位 し て いる か ら @Q よ り 小 で ある) Be’, DT, 
の それ ぞ れ 両 ウ ェ イ ト に 対す る る も る の で ある . 

CE が て 

N,=2(B o’—CQ'+DT,) (LL 

どなり 1O' 人 =Q と 考え れ ば 制動 モー メン ト は 両 制 動 の 
場合 と ほぼ 同じ と な り , また @。ー。 特性 も 式 ⑰) 
と ほぼ 同じ に な る . 

以上 に 対し フラ イ バ ー 式 ガ が バナ は ドル ク の 影響 こそ 
零 に な し 得 ず ぞ ま た は 小 に な し 得 に くい が , 製造 誤差 に 
対す る 要求 は か な り 楽 で ある と 考え られ る ._ 


4. 実測 結果 


以上 の 各 検 討 結果 の 実測 例 や つき ぎ に の べ よ う . 
試料 は 両 形 式 が バナ に つい て 表 1 に 記し た 各 因 子 ち 
組合 わせ た も の を 用 いた *。 な お, ドラ イブ バー 式 の 場 
合 ウ ェ イ ド へ の 着力 アン バラ ンス は 存在 し て いる . 
4.1 @。-,。 特 性 

測定 は 図 5 に その 原理 を 示し た 方 法 に よっ た . つま 
り 強 固 な 可 に た ボー ル ベ ア リン グ で 支え られ た 軸 が と り 


図 4 訂 制 動 の 場合 


Fig.4—Unbalance braking. 
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* 他 に カッ プ を 円 周 8 等 分 し て 電気 的 に 絶 灸 し た も の が あ 
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つけ られ 一 端 に ガ が バナ を 固定 する . 他 端 に は 10" 間隔 
で 孔 の ぁ け られ た 円 板 が 取付 けら れ て いる . ガバ ナ 較 
に は 紐 と 重り で トル ク カ 導 加 され る . ガバ ナ の 回 転 ど 
共に 円 板 も 回 転 し ラン プ よ り の 光束 を 間 け つ 的 に 断続 
する その 光束 は フォ トド ラン ジス ズ タ で 5 0950 
ウン 管 を 励 振 し , これ を 連続 撮影 装置 に 記録 する レ 
た が っ て ガバ ナ の 回 転 状況 は 同時 に 記録 され る タイ 共 ミ 
ング と 共に 分 解 能 10° で 知る と と が で きる . 円 板 の 衛 
の うち 1 か 所 に は 2 個 分 の 孔 が あい て お りり a で さき 
光量 が 多く また 継続 時 間 が 長い の で , そ と を 回 転 角 の 
基 洪 に と り 得 る . 単に 平均 的 な 見 方 の み で よい 場合 
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図 5 回 転 の 測定 
Fig. 5—Schematic diagram for measuring 
the motion of governor. 
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(B) ドラ イベ バー 式 ガ バナ 
図 6 o%ーZ。 特 性 


Fig. 6—o,;? versus To. 
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図 7 «と qt の 関係 


は と の 和 孔 の 光 だ け を 記録 す 


林 装 置 じ ば よ っ た 場合 の 7 は 


で あぁ ある. 


以上 の 方 法 で ow。-7。 特性 を し ら べ た 例 を 図 6 (A) 


《B) に 示す . 理 論 値 と の 対 
記 は か な り 行 な われ る と 
7 し 究 , 負 
特 人 性 に お いて は 対応 の 悪 
いる の が 若干 見 られ る . 
トル ク か が 小 の 部 分 で 直線 
関係 (お る い は 理論 値 ) 
か ら は ずれ て いる 範囲 は 
無 制 動 か チャ ッ タ を 起こ 
区 CN る 。 と の こと は 人 後 
に の べろ る 接触 刻 の 接触 状 
況 測定 の 結果 より も わか 
妨 が 同時 に ガバ パナ の 回 転 
府 が 明らか に 異な っ て い 
る ろ る 吉 か ら も 言え る 性 . 
図 7 は < と qll の 関 
係 を 示し た 一 例 で ある . 
品 持 話 選 と で は 示さ な 
か が 黄 銅 麻 控 上 感 の 場合 , 
と な る と ハン ティ ング を 
起こ くす. これ の 発生 機構 
は こと こと で は 触れ な い . 
** チャ ッ ク タク を 発生 し て いる 
場合 は か な り の 皿 音 が 出 
る . 


7—da versus gqg/. 
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図 8 摩擦 且 の 接触 状 ; 兄 測 定 
Fig. 8—Schematic diagram for measuring the 
contact condition of friction piece. 
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rr > x a | - it Es es - 
図 8 に その 原理 を 示し た 装置 で 接触 刻 と カ ツブ 
の 接触 状況 を 測定 し チャ ッ タ に つい て し ら べ た た 


て 電気 的 に 絶 紅 さ れ た 3 つの 部 
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図 9 麻 擬 片 接触 状況 記録 


Fig. 9—The contact condition of friction piece. 
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る さて 見 よう . 
と の 関係 を 示し た 一 例 で ある . 同 図 に は 図 10 と 周 様 
. (C2) 
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避 弄 団 問 


0 1 2 3 4x10 
g radjsec? dyne-cm 
図 10 gq と 7 了 ,。 の 関係 
Fig. 10—g versus Tye. 
的 に 記録 し 得る . な お , と これ と 同時 に 高速 度 カ メラ に 
よる 観察 る 行なっ た . 
その 結果 の 概要 を つぎ に の べ よ う . 回 転 面 が 垂直 の 
場合 , 重力 の 影響 で チャ ッ タ が 発生 する . 一 般 に は 双 
論 の の ドド で 発生 する が , ドラ イブ バー 式 の 場合 一 
訪 が 完全 制動 で 他方 が チャ ッ タ を 起こ す 場 合 が ある . 
る ちろ ん これ は ドラ イブ バー の 着力 を うけ て いな い ウ 
ニニ ィ イト で ある ろ る . 図 9(a) に 双方 チャ ッ タ の 例 を 示す ・. 
回 転 面 が 水平 の 場合 , 重力 の 影響 や うけ な い の で 制動 
きえ 始ま れ ば あと は 安定 に な る は ず で ある が 実際 に は 
訪 心 7 重量 アン ベ バラ ンス と か 衝突 な どの た め 図 9 (b) 
の よう に な る 印加 トル ク が 大 で 回 転 が 充 分 上 が れ ば 
同 図 ) の よう に 完全 制動 と な る . 負 特 人 性 の チャ ッ タ 
に お いて も 同様 で ある が 同 図 (d) に 見 る と お り 片 制動 
で ある 
洋上 E の よう に し て ディ ャ ぼ タ の 発生 し な く な る 限界 の 
放 ア ク に つい て し ら べ た 結果 の 一 例 を 図 10 に 示す . 
同 図 は 各 ガ バナ (試料 の g と ge。 の 測定 結果 と の 
関係 を 示し た も の で ある . 同 図 と は 理論 値 も 示し て あ 
る が ドラ イブ バー 式 の も の で も る も フライバー 式 の も の で 


3 の >0 の 範囲 で は 7g。 は フラ イ バ ー 式 の 場合 の 理 


論 億 と ほぼ 一 致し て いる . また 用 <0 の 範囲 で は ドラ 
ィ ブ バー 式 の 理論 値 で 定まっ て いる . と これら の 点 は さ 
き に の べた 理論 的 考察 と 一 致し て いる . 

つき ぎ こ ) 先 に 示し た よう に oy,*ーT。 の 関係 が トル 
クタ の 少な い 部 分 で 理論 値 か ら は ずれ て いる が この 限界 
2 と 0 と は どの よう な 関係 E あ る か を し 
図 坪 は 各 ガ パナ の gq と 7。s の 測定 値 


9 ーーー ド ライ ナブ /- 
放し 一 ー フ ライ バー 


図 111g と 2 の 関係 
, Fig. 11—g versus Tyo and Tys. 


‘7 :1809r y 
る が ドラ イブ パー 式 で る ア 


ン バ ラ ンス な ど が ある に も 
か ゝ わら ず の >0 で は ドラ 
ィ ブ バー 式 の 場 谷 の 培 元 
の 理論 値 と 』 ま 7 の ご 0 
は フラ イイ バー 式 の それ と = 
致し て いる つま 5 間 288 
の と と より いずれ か 一 方 の 
ウエイ ト が 完全 に 制動 を 始 
め さ え すれ ば , 他方 が チャ 
ッ タ を 起 で で て SSG 
ー7。 の 関係 が 直線 と な 
り , また 理論 値 と 近似 する と 言え る . 

高速 度 カ メラ に よる 観察 と よれ ば , @2?ー 了 。 の 関係 
が 夫 線 で ある 範囲 で 発生 する チャッ タ 衝 入江 
離れ る 距離 が 小 で ほとん ど 認 め 得 な いも の で ある .$ 
ちろ ん 離れ て いる 時 間 る 短い 。 つま り チ ャ ッ タ を 発生 
し て いる と は 言え , 特性 に あま り 影 響 を 与え な いす の 
で ある と 言え る : し か し チャ ッ タ が 発生 する Qa と 碧 体 
好ま し いと と で は な く sj また 摩擦 片 の 摩耗 る 大 と な る 
と と が 考え られ る の で , と の 条件 で の 使用 は さけ る ペペ 
さあ 


局員 団 義 回 


0 1 2 3 


g radY/sec? dyne.cm 


RS 

ドラ イブ パー 雅 パナ と プラ イペ = 式 が が ペ SM 
て 印加 トル ク そ 回転 速 度 の 関係 , ガバ ナウ ェ エイト の チ 
ャ ッ タ (安定 制動 条件 〕 お よび 設計 上 の 制限 条件 な ど を 
申 心 と し て 理論 的 な ぁ ら び に 実験 的 に 考察 を 行なっ た 
理論 的 に 考え た 場合 , 一 般 的 に は ドラ イブ バー 式 ガ 
バナ の 特性 は 印加 トル ク 変 動 の 影響 お よび チャ ッ タ の 
点 で すぐ れ た も の で ある が , 現実 に は 製造 誤差 な どの 
だ た だめ ドラ 儲 ブ プ ブ バー の ウエ イド へ の 着 學 デベ る NA i 
起 で り 易 い 。、& の た め ド ライ ブ バ ー の 着力 佐 中 げ 座 @ 
方 の ウェ イト は チャ ッ タ を 発生 し た り , 片 制 動 と な っ 
た りす る . と この よう な 条件 に な っ て も 印加 トル ク と 回 
転 速度 の 関係 は 理論 値 と 近似 し て いる が 不安 定 で あり 
また 鹿 控 片 の 寿命 上 好ま し いと と で は な い . そ 区 て 次 
定 な 条件 で 使用 し ょ うと すれ ば ドラ イブ バー 式 ガ バナ 
は フラ イ バ ー 式 ガバ ナ と 同じ 性 能 し か 実現 で きず 両者 
の 差異 は 認め られ な く な る . 

し た が っ て , トル クタ 変動 の 影響 が 特に 小 で ある と と 
お よび 負 特 性 を 要求 する 場合 以外 は フラ イ が バ 三 式 が が 


ナ を 使用 し た 方 が 特に 製造 面 で 有利 で ある. 

お わり に , 日 頃 御 指導 を いた だ いて いる 当 研 究 所 早 
坂 次 長 , 伊藤 研究 室長 な ちら び に 増沢 研究 室長 に 感謝 す 
る る. また, デー タ 整 理 , 数 値 計算 な ど に 御 協 力 を いた 
だ いた 小泉 し げ 子 , 小山 英子 両 嬢 に 感謝 する . 

4 献 


(1) W.Pferd: “A governer for telephone dials”, 
B:S.T.J. 1p 1267, (Nov.'1954). 

2) 」 大 友和 蔵 他 4 名 : 日 本 国 特許 234350, 昭和 32 年 8 
月 20 卓 発 録 (公告 番号 , 照 32-3058, 出願 : 昭和 


29 年 9 月 24 日 ). | 
(3) 池田 敏雄 : “ダイ ヤル の 回 転 運 動 の 解析 I", FU 4 
2, 1;, 080 C0 


(4) 池田 敏雄 : “ダイ ヤル の 回 転 運動 の 解析 IT”, FUJI, 
2; 25.p 43 UID 
(5) 北条 徳 , 軽部 政雄 :“ 電 話 機 用 ダイ ヤル の 速 度 変化 
(第 2 報 )”, 日 立 評論 , 35, 12, p 1719, 1953) 
(6) 北条 徳 :“4 号 ダイ ヤル の 速度 解析 と ガバ ナ の 動 的 
平衡 調整 方 式 ”, 日 立 評論 。 38, 7, p 1027;(1956)・. 
(7) 柿 井 俊一 郎 : “ダイ ヤル ガバ チ ナ 構造 係数 理論 と その 
応用 ”, 岩崎 技 報 , 1; 1, pi, (195 の 0! 
(昭和 34 年 12 月 28 日 受付 ) 


UDC 621.394.618 : 621.394.813 
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要約 ] 最近 テレ ックス 等 の 発達 に より 電信 の 誤字 は 極力 減ら す 必 要 が 生じ た . こと の よう に わずか の 誤り を 訂正 する 装置 


る : は 本 質 的 に 非常 に 大 な る 信頼 性 と あわ せ て 経済 性 も 要求 され る . 本 論文 に は パラ メト ドン に より 作ら れ た 装置 の 動作 機 
科 3 能 』7 試験 結果 お よび 問題 点 の 解析 に つい て 述べ られ , 従来 の 真空 管 式 の 装置 と 比較 し て 大 き さ は 1/3, 消費 電力 は 174 と 


He の (は の Sg 守 


国際 間 の 短波 電信 回 線 に 標準 と し て 用 いら れ て いる 
: "ARQ 訪 式 や は , オラ ンダ の Van Duuren 氏 が 開発 し 
i oa er 
| や が 回 で は 真空 管 式 や の も の が 実用 化 さ れ 現 用 され て 
BR i る の 方 式 は 国際 標準 の 調歩 式 5 単位 印刷 電信 回 
で 挿 久 され る 自動 誤字 訂正 方 式 で あっ て , 符号 は 誤 
2 3 の 検出 で き る 符 過 (3 out of 7 code) に 変換 し て 伝 
有 有 送 す る 伝送 路 で 誤り が 起こ っ た 場合 , 受信 側 で は 逆 
| 方向 回 線 の 通信 を 待た せ て 相手 側 に 再送 要求 符号 を 送 
. 9 正しく 受信 され る まで 再送 させ る 方 法 で ある . す な 
や らち 伝送 状態 の 悪い と き 誤 字 率 は 改 療 さ れる が 通信 加 
左下 する ・ こと の 通信 速度 の 変動 に 対応 する た め 送 
だ は 記 憎 装 面 が 必要 で ある . 短波 回 線 の よう に 伝 
態 の 大 きく 変動 する 場合 に は , 相当 大 き な 記 憶 容 
する ので 経済 性 を 考え て こと これ に 電子 的 な も の を 
\ る の は 将来 の 研究 課題 と し , と の 装置 に は 普通 電 
| 休 で 用 いら れる 紙テープ を 使っ た 機 棋 的 記憶 統 置 で あ 
る FRXD (受信 さん 和 機 と テー プ 読取 機 と を 組合 わ 
せ た も の で ある ) を 使用 し た . 

| * Parametronic Error Correcting System CARQ}. By 
; , 0 KUMAGAI, KOICHI TERAMURA and HIFUMI 


ババ ペ AKAGUCHI, Members (Kokusai Denshin Denwa 
Py Co. Ltd., Tokyo). [論文 番号 3228] 


麻 り 非常 に 安定 に 動作 し て ほとん と 保守 の 必要 が な く な っ た と と を 示し て いる . 


伝送 状態 の 悪い と き に 誤字 率 の 改善 を 行なう た めこ 

は 当然 大 き な 冗長 度 を 必要 と する の で ある か ら 5 ; ARQ 
方 式 の ょ うに 伝送 路 の 状態 に よっ て 通信 速度 の 変化 す 
る 誤字 訂正 方 式 は , 再送 を 行なわ な い 自 己 訂 正方 式 で 
比較 し て 状態 の 変動 する 伝送 路 に 最善 で は な い が よ り 
良く 整合 し て いる と 言え る 。 と の 定量 的 論議 に つい て 
は 策 者 等 に よっ て 文献 (3) に 述べ られ て いる . 


2. ARQ 方 式 の 概要 


と の 方 式 は 50 ボー, 4 チャ ネル の 時 分 割 多重 と な 
っ て お り , その 内 の 2 チャ ネル は さら に 4 分 割 す る い 
わ ゆ る サブ ディ バイ ダ の 機能 を 備え て いて 最大 10 チ 
ャ ネル の 電信 端 局 と し て 用 いる と こと が で きる . 

(a) 送受 信 間 の 同期 を 保つ た め の 同 期 回 路 (AFC, 

IPC) 
(b) 5 単位 と 7 単位 符号 問 の 変換 回 路 
(c) 再送 を 要求 され た と き の た め , 送信 済み の 文 
字 を 記憶 する 3 文字 記憶 回 路 
(d) 受信 側 で 調歩 式 5 単位 符号 を 再生 する 回 路 
Ce) 誤り 検出 回 路 お よび 再送 制御 回 路 


と の 装置 を 構成 する お も な 回 路 は 上 記 の ど ご と く で あぁ 


る が , と これら の すべ て の 機能 は 2700 個 の パラ メト ロロ 
ン ( 約 1 制 の 予備 を 含む) で 行なわ れ た . また , こ 


れ ら の 回 路 の 基本 的 な 動作 は 文献 ② に 述べ られ て い 
C28 ) i 
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る も の と は ほ ゞ 同様 で ある の で , と ゝ 
で は パラ メト ロン AROQ 装置 か ら 新 
し い 方 法 を 採用 し た 同期 方 式 た に つい 
て の み 述 べ る . 

Zl AFC 

ARQ 方 式 は 調歩 式 同 期 で な くい 
わ ゆ る 同期 式 電 信 で ある た め , 両方 
の 局 に は 周波 数 確度 の 高い 基準 周波 
数 源 (① ヾ ラメ トロ ン に よろ る 演算 の ク 
ロッ ク 周 波数 9.6 kc が これ で あぁ ある) 
を 持っ て いて , 符号 素子 の 位相 を 合 
わせ る た め AFC か が, チャ ネル の 位相 
を 合わ せる た め IPC が 用 いら れる . 
ARG は は 図 二 人 選 示 され る よう に 。, 
受信 々 号 の 極性 変換 点 と クロ ッ ク 周 7 単位 分 配 回 路 ^ 
波数 を 分 周 し て 得 ら れ た 位相 検出 用 図 1 
パ バルス ( 地 ン プリ ング パル ス が 受信 

符 号 素子 の 申 央 に な る よう な 位相 関係 に 作ら れる ) と 
の 時 間 差 を 検出 する . その 位相 誤差 信号 を 可逆 計数 器 
に よっ て 積分 し て 時 間 平均 を とり, 位相 検出 用 パル ス 
の 位相 を 制御 する 帰 居 制御 系 で ある . 

電離 層 伝 ば ん を 利用 する 短波 通信 で は 伝 ば ん 路 の 時 
間 的 変動 に より 受信 々 号 の 位相 が 変化 する の で , 雑音 
に まる 誤動作 を 起こ さ な い 範囲 で AFC の 位相 応 動 速 
魔 は 早く する 方 が よい . と の AFC は 受信 々 号 の 変換 
点 77 個 で これ は 可逆 計数 器 に よる 積分 数 で あっ て , チ 
ャ ネル 方 式 の と き 165 2 チャ ネル 方 式 の と き 8 個 で あ 
る ) に 対し ゃ » 時 間 <1 回 の 移 相 時 間 で あっ て 1 クロ 
ッ ク パ ルス 分 すなわち 約 100zxs で あぁ ある) だ け 位 相 を 
制御 する か ら , 信号 変換 点 の 時 間 間隔 如 に よっ て 応 
動 速度 4 は 決ま り 次 式 で 表わさ れる . 


dA=t,/(n;“ta) CV) 


AROQ 方 式 で は zg の 値 は 最大 で 80 ms で あり , 普 
通 の 通信 状態 で は 4 チャ ネル 方 式 で 平均 20 ms, 2 チ 
ャ ネル 方 式 で は 平均 40 ms で ぁ る か ら 4 の 値 は 最小 
1/12000,] 平均 で は 1/3000 で あぁ る 。 すなわち その 平均 
の 4 の 値 は 3 秒間 に 1 ms の 位相 変化 た 応 動 し 得る と 


言う こと と で あぁ る. つぎ に 雑音 に よる AFC の 誤動作 に 


つい て 考え て 見 る . 今 極端 な 場合 と し て 雑音 だ け 受 信 
され た と き , 一 般 に その 極性 変換 点 は 時 間 的 に 不 規則 
に 受信 され る と 考え られ る の で , ある 時 間 の 間 に 
愛 信 され た 極性 変換 点数 を MN と すれ ば , と の 変換 点 


| が 位相 検出 器 の 進み を 検出 する 領域 と , 遅れ を 検出 す 


4 文字 向 の 
マフ 束 検 奉還 策 分 宣 


7 単位 
7 ロッ 7 ルス 分 配 NV ス 
積分 寺 租 相 回 申 


租 相 は すれ 
表示 


チャ ネル の タイ ミノ グル M ス 


骨 送 制 件 回 路 


AFC お よび IPC 関係 の プ ョ ロック ダイ ヤグ ラム 
Fig. 1—Block diagram of the AFC and IPC. 


る 領域 に 入る 事前 確率 は =g=1/2 で ある . また , そ 
の 感 方 の 領域 に 入る 変換 点数 々 を 確率 変数 と すれ ば , 
その 分 布 関数 は 2 項 分 布 で 与え られ , その 平均 値 と 分 
散 は 次 式 の ど で と く な る . 
k=N/2, co°=Npg=N/4 CD 

AFC が 位相 は ずれ を 起こ と す の は 符号 素子 の 時 間 長 
z。 の 半分 以上 雑音 に よっ て 移 相 され た と さき で ある 2: そ 
の よう な こと と が 起こ る た め の , 進み また は 遅れ を 検出 
する 領域 に 入る 変換 点数 の 差 Nー2k は 次 式 で 表わさ き 
れる . 


i 
A ra (3) 


すなわち 式 ②) で 示さ れる 分 布 関 数 に と お いて 平均 値 
g を 中 心 と し て Nー2k の 幅 の 外 に 出る 確率 は 雑音 に 「 
より 位相 は ずれ を 起こ す 確 率 で ある . と これ が 50 履 と 
な る よう な NNー-2k は 正規 分 布 表 よ り 土 0.675 g の 幅 
と し て 求め られ る (NW が 大 な る 場合 だ か ら ガ ウス 分 布 
と し て 計算 し た 〕)。 そ れ ゆ え 式 ②③ より 9 50 必 の 
信頼 歴 で 位相 は ずれ を 起こ す 受信 総 変 換 点 数 N が 求 
め ら れる . と こ ゝ で 雑音 に よる 平均 の 極性 変換 点 間隔 を 
zga' と すれ ば , 同じ く 位 相 は ずれ と な る 平均 時 間 7 が 
次 式 の で と く 与 えら れる . 


i Na 
T(E) (4) 
いま za' の 値 と し て 平均 1 符号 素子 の 時 間 (この 値 
"は 受信 機 た よっ て 左右 され る が 最悪 の 値 で ある ) と す 
れ ば 50 の 信頼 席 で 位相 は ずれ と な る 時 間 で は 4 チ 


(2 


で も る ね < CC 
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ャ ネル 方 式 の と き 約 30 分 , 2 チャ ネル 方 式 の と き 約 
60 分 で ある 。 な お 回 線 が 断 の 状態 と な っ て AFC が 動 


作 し な く な っ た 場合 は , 両 局 の 基準 発振 器 の 周波 数 偏 ~ 


差 3 で 位相 は ずれ と な る 時 間 7。 は 決ま り T。=te/28 
と な る . すなわち 8 が 10-° の と き 4 チ ャ ネル 方 式 で 
は 約 4 分 , 2 チャ ネル 方 式 で は 約 8 分 で ある . 
と の AFC 方 式 に お いて 応 動 速 度 を 早く し 雑音 の 誤 
動作 を 減ら めす ため に は 式 (1) , (の) か らち ら わ か る よう て に, 
当然 の で と な が ら 位 相 情 報 を 持っ て いる 変換 点 を 多く 
利用 し Tz が 小 に な る ) 制御 係数 か; を 小 に すべ き 
で ある . し か し , この 装置 で は + と - の 両極 性 変換 点 
を 用 いる と 不 規 則 ひ ずみ が な く , バイ アス ひずみ が あ 
る 信号 を 受信 し た と き AFC に 安定 点 が 2 か 所 で きろ 
放 問題 が お り , この 対策 に 回 路 が 複雑 と な る の で 一 応 片 
所 の 変換 点 の み し か 利用 し な か っ た . 
; 2.2 IPC (Initial Phase Corrector) 
放 冬 来 の ARO 装置 で は 位相 は ずれ を 検出 する の に 誤 
特 過 と 正 符 号 の 比率 で 行なっ て いた , と これ で は 位相 は 
記 及 3 れ の こと き 検 出 が 不 完全 で あり , また , 雑音 に よる 誤 
i 
た に. 
A ARQ 方 式 で は 送受 信 間 の 位相 が は ずれ る と 誤 符 号 
| (検出 可能 な 記 字 ) が 受信 され 4 文字 周期 の 再送 動作 
を 始め る . その と き は 4 文字 周期 の 時 間 で 見 れ ば と の 
に 含ま れる マー ク と スペ ー ス の 符号 素子 数 は 位相 が 
有 に 3 すれ て いな いと き と 同 様 一 定 で ある . 一 方 位相 が 合 
計る とき, 雑音 に より 衰 符号 を 生じ た 場合 に は 4 
学則 に マー ク と スペ ー ス が 同数 誤っ た と き 以 外 は 必 
議 及 33 文字 癌 の マー ク の 致 は 変化 する .。 し た が っ て 4 文 
中 の o>ー ク の 六 が 一 定 で し か も その 間 の 各 文字 の い 
| 3 れ か が 説 符号 と な っ た と と に より , 位相 は ずれ ゃ を 検 
: 出す れ ば 雑音 に よる 誤動作 が 少な く 検 出 度 の よい IPC 
; が 得 ら れる . IPC 回 路 は 図 1 の ブロ ッ ク ダ イヤ に 示さ 
66 omo クタ 数 検査 里 と 語 和 呈 
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有 | の 秦 相 を 行なう と と も に サブ ディ バイ タダ の 移 相 制 御 0 
罰 行なう そう ぅ し て すべ て の チャ + ネル の 4 文字 間 に 説 符 
衣 が な く な り 再 送 符号 が 受信 され る と 位相 は ずれ 検知 
| は 復旧 し て 移 相 動作 は 終わ る .。 と の 位相 は ずれ 検出 
| 方式 で は 受信 状態 が よく て 位相 は ずれ と な っ た と き は 
必ず 4 文字 の 4 倍 の 時 間 す な わ ち 約 2.4 秒 で 検知 す 
NET TDN OT EO 
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確率 で 誤動作 する か を 考え て 見 る . いま 受信 状態 を 表す 
わす 尺度 と し て 符 骨 素子 の 誤る 確率 を P。 と し , その 
誤り は 不 規 則 に 発生 する と 仮定 すれ ば 誤 符 号 の 受信 さ 
れる 確率 Pg は 次 式 で 与え られ る .・ 

Pj=1—- XC,,C,P (PCD 


re0 


今 2 る チャ ネル 方 式 の と き を 考え れ ば 文字 周期 中 に 
誤 符 号 が 受信 され その よう な こと が 4 回 続く 確率 Pi 
は 次 式 の で と く な る 

Pt (6) 

また 4 文字 間 の 符号 素子 数 を NN て 2 チャ ネル 方 式 で 
は 56) と し , その と き 受 信 さ れる マーク の 数 を 確率 
変数 と すれ ば , その 分 布 関数 は 近似 的 に ガウ ス 分 布 で 
与え られ , その 分 散 * は 次 式 で 与え られ る. 

c=NP,.(1—P,) (RR 

と の と き あ る マー ク 数 々 が 受信 され る 確率 は 誤差 関 
数 を (=w 土 0.5)/g の 範囲 積分 する と と に よっ て 計算 さ 

る . 4 文字 間 に マ ー ク が 規定 数 で あっ て その よう な 
と と が 4 回 続く 確率 は 2 チャ ネル 方 式 で サブ ディ 
バイ ダ を 使用 し て な けれ ば マー ク の 数 が 12, 28 まだ 
は 4 で あぁ る 確率 の 4 乗 で 与え られ る . と の 検出 回 路 
が 誤っ て 位相 は ずれ と 判断 する 確率 P ア = Paar・P,/ で あ 
っ て , 以上 の 計算 結果 を 図 2 に 示す . と の 図 に 示さ れ 


1 


に 還 き 雪 68 
図 2 IPC 誤動作 の 確率 
Fig. 2—Probability of the misoperation of the IPC. 
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る よう に P。 が 3 位 の と 
き 最 % 誤 動作 の 確率 が 多く 
3 10 で あろ ke 
うな 受信 状態 が 続い た と 
約 50 の 信頼 度 で 許 sw 
至る 時 間 は 0.6 秒 (4 文 
字 の 時 間 ) x1/P=200 秒 で 
ある . 上 述 の 論議 か ら 推 測 
され る よう に 有 P ア は 不 規 則 雑 
議 の と さき さ 最 る 大 きく , 実際 
の 短波 回 線 に お ける 雑音 の 宮 夫 本 と 2 
9 きっ = ク と を スペース の 14 U4071 a 
誤り が 4 文字 位 の 短 時 間 内 1 0 
で は 排他 的 で あっ た り , ま ry 0 
た 状態 は 時 間 と 共に 激しく EH 層 
変動 する 場合 に は , この 有 P 下流 入力 | 1Ck 16 1 0; A 
は 相当 戒 少 す る と と が 期待 | 
きれ 】 実 険 的 とも 確か め ら 0 
ES Pi ED し 
RS ーーー で se= ッ > 0 
定 政 分 配 回 路 a 
励 振 系 図 3 守 数 , 入出 力 変換 器 間 の 関係 較 
励 振 部 の ブ ロッ ク ダイ ャ Fig. 3—Diagram of the constant, input and output converter for the parametrons. 
調 図 3 示さ れる ど ご と く で あっ て , 9.6 kc 
の クロ ッ ク 周 波数 源 は 相手 局 と の 同期 の 必 
: 要 上 その 確度 は 10’ 以上 を 持つ 恒温 槽 入 
ウ り の 振り 振動 水晶 発振 器 で ある, この 出力 CP (R=8.59, Xe=469,W=14W) : 
: 凡 2f=2.3MC, Jaf=04A, Ipc=06A ZV 
は CR 移 相 器 で 3 相 交 流 と し その 各々 を ト NS (rouin ere essn ci 
リガ が で 知 形 波 と な し , グリ ッ ド 変調 増幅 器 75& PU F71507 
放 で 2.3 Mc の 鬼 ※ 流 を 変調 し いわ ゆめ る 3 拍 1 
間 功 振 電流 と し 和 名 相 の パラ メト ョ ン を 胞 振 す 1 
っ この 変調 増幅 器 は 受信 真空 管 6005) 6 4 
き 本 や パラ レル プッ シュ プル に 接続 し た る の | 3 
詳 で , その 出力 は イン ピー ダン ヌス 75 2, CW cl ト a 
| 


| 電力 最大 約 50W で ある . 
と の 装置 の パラ メト ロン 数 は 1 相当 り + 
$900 個 で ある が , と これ を 図 4 に 示す ご ど とく 
0 150 個 ず つ 6 回 路 に 分 けち お の お の 整合 トラ 
有 ンス を 介し て 直列 た そし, と れ に 電源 測 を 見 
高調 波 イ ン ピ ー ダ ンス を 高く する た め と 同調 調整 の 
- た め 可 変 イ ンダ クタ ンス を 追加 し て か ら ど で 並 列 共 振 
| を 取り 752 フィ ー ダ と 整合 させ る . と の 等 価 回 路 を 
| 引 5 と , また パラ メト ロン の 励 振 線 の 等 価 回 路 と その 
| 坪数 を 図 6 に 示す . と の 定数 か ら 計 算 さ れる よう に , 


パラ メト ロン 恩 振 整合 回 路 


Fig. 4—Matching circuit for the parametron excitation. 


図 4 


1 回路 150 個 の 最初 と 最後 の パラ メト ロン 間 の 励 振 電 
流 の 振幅 差 は 約 7…, 位相 差 は 約 3* で あぁ る. また 励 振 
線 間 に 最 高 の 電 圧 の 加わ る 最初 の パラ メト ロン で 実効 
値 約 60V で あぁ る . 同一 相 内 の 各 ブ ラン チ の 励 振 電流 
は 整合 トラ ンス を 介し て 直列 と な っ て いる の で , ユ ブ 


\ 


(31) 


に CR F 


2 ンチ だ け パ ラメ トロ ン 敷 を 25 個 増 し て みて も (1 ブ 


810 熊谷 黄 , 寺村 浩一 、 坂 ロ ー 二 三 : パラ メト ドン を 用 いた 電信 自動 誤字 訂正 装置 (ARQ 方 式 ) 


zE!-30 J?Y Gap 0.5mm 
x30 リ ッ ツ 丈 6 齋 聞 列 2T (Roc=00048% 
転 合 トラ ノ ス ts か っ 2 2 に 12T 導き 2T*12T と し て 直列 に 使用 (Rac=02129) 
直 宮 比 1:12 。 イノ ビー ダフ ノ ス 比 144 
カー- レ アト トラ ノ ス 裕 還 イ ノダ 2 人 0/ ス 


03% 258 408 408 258 


eT-W - s a og 22 0068 2 
tS : a _ gl562 gh340 a 
48Q | ペー E x6 = R 
a 3 0288 179 "54 750 


tm 直流 宣 ry ーー ーー 
が i 1 次 制 6 回 路 分 の 臣 合 回 中 
ど ピ - タ ダッ ス 符 位 イノ 等 億 イノ 
撃 合 ト ラノ ス の 等価 回 路 ピー ダ ノ ス ピー ダフ ノ ス 
図 5 整合 装置 等 価 回 路 
Fig. 5—Equivalent circuit of the matching circuit. 
2f = 2 3Mc] 
A dg; ? 2s = 044A }£nt 
h— Lp Re ln lpc= 06K 
re sgt VT wlL =0.942 ] 
2c R =023* Zi5o よ りう 
eg re we = 368 mw J 
2 se 1/ac = 170kg 実測 慎 


tp 150 II 


1- 紅 Fu 2 Cs7% (R=150) 
WE 3 (n=150) 


la-li =tan Rf | 志 htanz nw 


図 6 PM-5H パラ メト ピン 励 振 線 等 回 路 お よび 定数 


Fig. 6—Equivalent circuit of the exciting line of the PM-5H parametron. 


40 2Ff=23MCc, lo#=0.4A, Iac=0.5A 40 
X=5.15 mA =-] っ 
、 HR x 08° x=-0.58" x=31.688 
堅 20 
Ph 
0 0 0 0 の 記 40 
な ( 度 ) 一 ヶ 最 大 殿 度 位相 ( 度 ) 一 ヶ村 合作 稚 度 (d8) 


7 PM-5H パラ メト ピン 庄 元 の ば ら っ つき (500 個 ) 
Fig. 7—Variance of the parametron characteristics. 


ンチ の パラ メト ロン イン ピー ダン ス が 約 20 少 増加 
放し じ 7< で と に な る ), 各 ブ ラン チ 間 の 電流 差 は 2 以下 
_ で あっ た . 

パラ メトロン の 直流 パイ アス 電流 は 整合 トラ ンス の 
| 一 次 側 で 各 相 , 各 ブ ラン チ 全 部 直列 に 給電 する ・. 相 間 
| に は 2 の 干渉 を 防ぐ た め と クロ ッ ク 周 波数 に 対す る 
| 及 バ イア ス 人 電源 側 の イン ピー ダン ス を 高く する た め ( パ 
導 計 前 ジコ ア の 電電 線 性 に より 、 クロ ッ ク 周 波数 で 
| 変調 され た 励 振 磁束 が 復調 され て 生ずる . クロ ッ ク 周 
小数 成分 が 励 振 線 に 結合 し て 逆 起 電力 と な っ て 現われ 
| 2 の で と れ を さ な い ょ うに する 必要 が ある ) に チョ 


(32 ) 


a ea 


ー ク コイ ル が 挿入 され て いる ・. 
また 各 ブ ラン チ の 対地 電位 が 高 - 
く な っ て 不平 衡 電流 が 励 振 線 に 
流れ , パラ メト ロン の 発振 巻 線 
に 2 成分 が 現われ る の を 防ぐ 
た め 相 間 に お いて クロ ッ ク 周 波 
数 に 対す る イン ピー ダン ス は 高 
く , 2 了 成分 に 対し て は 低 イ ヤシ 
ピー ダン ス ど な る さよ うな a 
ン サ に よっ て 接地 され て いる . 
また 各 ブ ラン チ の 最後 に は その - 
励 振 電 流 と 位相 を 測定 する た め . 
の カー レン トト ラン ス が 接続 き : 
れ て いる 


4. パラ メト ロン と その 
入出 力 信 号 変換 器 


4.1 演算 用 パラ メト ロン 

と の 装置 に 使用 すべ く 試 作 さ 
れ た 3000 価 の PM-5H 形 ペ パ 
ラメ トロ ン や の 内 500 個 を 抜き 
取っ て 測定 し た 結果 を 図 7 に 示 : 
す . こ とこ ゝ で 結合 余裕 度 の ば ら つ > 
き が 多い の は 磁 わ い 振 動 に よる 
も の で , コア に 塗布 し て ある 振 
動 吸 収 剤 を 改良 する と と に は 
り , 非常 に よく な る と と が 解っ 
た の で , 今後 実用 され る 装置 か ・ 
ら 変 更 す る と と ゝ し だ 、 結 合 電 
流 の ば ら つ き 最 大 15 必 , 入力 
最大 感度 位相 お よび 発 振出 力 位 : 
相 の ば ら つ き 最 大 キ 10°, 結合 


作 裕 度 最 小 20 dB と し , また 前 に 述べ た 励 振 条 件 お 
よび 後に 述べ る 定数 パラ メト ロン , 入出 力 変 換 器 と の . 
関係 を 考慮 し て パラ メト ロン 論理 演算 回 路 の 総合 余裕 
度 ゃ 計算 し , 演算 入力 は 3 つの 多数 決 , 出力 分 岐 数 は : 
10, 孫 分 岐 数 は 20 の 和 側 限 を し て 論理 回 路 の 設計 を 行 


4.2 パラ メト ロン 定数 回 路 

図 3 に 示す ど ご と く パ ラメ トロ ン 論 理 回 路 の 位相 基 共 : 
(定数 た ね 電流 ) は 変調 され な い 2 了 電流 で 励 振 さ れ 
る 1 個 の 定数 パラ メト ロン か ら リ アク タン ス 結 合 で 供 
給 さ れる . と の 定数 パラ メト ロン の 発振 特性 を 図 8 に. 
示す . また , その 実際 の 負 共 は 定数 入力 を 持つ パラ ポ 
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図 8 定数 パラ メト ロン 発振 特性 

Fig. 8—Characteristic of the constant parametron. 
トロ ョ ロン 約 1500「 個 と 入力 信号 変換 器 140 個 で ある . と 
: の 定 迷 方 式 の 特質 を 列記 する と , つぎ の ど と きも の で 
ある . 

(a) リア クタ ンス 結合 で ある た め に 生ずる z/2 位 
相差 は 定数 パラ メト ロン と 演算 用 パラ メト ロン の 励 振 
電流 を 逆 相 に する と と に よっ て 簡単 に 補償 で きる . 

《b) リア クタ ンス 結合 で ある る た めそ れ に 有効 電力 
を 消費 じ な い の で , 小 電力 の 定数 パラ メト ロン に よっ 
て 非常 に 多く の 定数 入力 を 持つ パラ メト ロン に 供給 で 
こ << 合 

1 定数 タラ メト ョ ン は 変調 され て いな い の で , 
いい ずれ の 相 の 定数 入力 と し て も 用 いら れ , また 定数 パ 
ラメ トロ ョ ロン が 誤 発 振 を する みこ と と も る ない. 

(d) 多数 の パラ メト ロン に た ね を 直列 に 供給 する 
場合 た ね を 受け て いる パラ メト ロン が 発振 し た と き 
生ずる 逆 起 電力 の た め , その た ね 電流 が 変動 し て 発振 
の 遅い パラ メト ロン が 誤 発 振 を 起こ す 問題 が ある . と 
の 場合 リア クタ ンス 結合 で ある と , その 逆 起 電力 に よ 
る 妨害 電流 は た ね 電流 に 対し z/2 の 位相 差 が 生じ , 被 
害 を 受け る パラ メト ロン の 雰 感度 方 向 と な る の で 妨害 
ならない. 

(e) 論理 回 路 の 配線 の リア クタ ンス が 結合 イン ピ 
ー ダ ンス の 1/a あっ た と き , その た め の 結 合 電流 の 変 
人 化 は 抵抗 結合 な ら ば 1/2a? で あぁ る の に 対し じ 。 リ アク タ 
ンス 結合 で は 1/a と 多く 影響 を 受け る と と に は 注意 し 
な けれ ば な ら な い . 

4.3 入力 信号 変換 器 

図 9 (a) の 回 路 に お いて し と で C の リア クタ ンス を 
正 示 の ど と く 選 べ ば 太 の 値 い か ん に か ゝ わら ず こ と の 回 
路 の イィ インピーダンス 2 の 絶対 値 は 一 定 値 X と な り , 


その 偏 角 9 は 次 式 で 表わさ れる . 
CR 
(RI2 X)* + 


=sin 


(8) 


すなわち , と の 二 端 子 イ ン ピ ー ダ ンス は 玉 が 0 か 
oo カ か に よっ て XX な る リア クタ ンス を 持つ キャ パシ スタ 


た PP の 最大 
*ic 1 硫 度 他 相 
47c 
i 


Q) 普通 の バラ シメ 口 


の 結合 電 洲 


図 9 入力 信号 変換 器 の 原理 図 
Fig. 9—Fundamental diagram of the 
input converter. 


に 
ダク タ と な 
る の で a 
れ を 定数 ペ 
ラメ ボド a 
か ら の 結合 
イィ イン ピ ー ダ 
ン 入 る EG 
用 いれ ば ぱ ば ;, 
その 結合 電 
流 ? は 同 図 


(b) に 示す どこ と くさく 絶 対 値 は 変わ ら ず に 位相 の み 正 負 に 
の 値 に よっ て 制御 され る . と の 図示 され て いる は 
うに 入力 変換 器 か ら た ね 電流 を 受け る パラ メト ロン の 
入力 最大 感度 位相 が 正規 の た ね 電流 zz の 位相 より 
だ けず れ て いる と き そ れ ら の 電流 の 有効 成分 如 と 2 


の 比 は 次 式 の ご で とく 表わさ れる . 
EE ER 
ts 2,COS % 
_ zsin(@+%) 

C0s® 


9 が 負 の と さき 
1,COS 


issin(0=% 
1,COS % 


c c 


2 
2。 


※ 2 cos(z/2—09+®) 


CR 
(CR/2 XL 


1 cos(z/2—0—w) 


(9) 


土 式 和 なり 慎 算 さ れる で と が 0 で 608 
以下 で あぁ る と 入力 変換 器 出 力 が 正 の と き と 負 の と さき で 
は その 有効 成分 に 差 が で きる . この ぁ の 実測 値 は 最大 
15° 以内 で ある か ら と の と き 和 入力 変換 器 よ り 供 給 す る 
有効 た ね 電流 の ば ら つ き を 10 必 以下 に 抑え る に は 
式 ②) か ら 太 の 変化 比 を 15 以上 と すれ ば よい . 入力 
直流 信号 で 制御 され る 太 と し て , トラ ンジ スタ の コレ 
クタ と エミ ッ タ 間 の イィ イン ピー ダン ス が , その ベー ス 電 
流 に よっ て 大 きく 変化 する と と を 利用 し た , と この よう 
に トラ ンジ スタ の 増幅 作用 を も 利用 し て いる の で , 微 


(C33 ) 


812 熊谷 黄 , 寺村 浩一 , 


小 電流 ( 約 400 
rxA) で 制御 で 
さろ で の 入力 
信号 変換 器 の 代 
表 的 動作 特性 ゃ 
図 10! に 示す . 
こと の 装置 で は こと 
の 入力 変換 器 が 
140 個 も ある た 
めそ の 電源 で あ 
る 定数 パラ メト 
ョ ロン の 負荷 変動 
“ 「 を 減ずる よう 図 8 0 


計 半 3 示さ れる ど ご 6 
\ 図 10 入力 信号 変換 器 動作 特性 
療 


出力 有効 た む 電 湾 (mA) 


| で こく 和 結合 電流 を Fig. 10—Characteristic of the 

1 1)3 a の) input converter. 

了 維 ね 0 硬 算 用 パラ メト ロン に 結合 する と き 3 回 震 き と 
諾 0 てい る. 

4 4 出力 信号 変換 器 

詳 計 出力 信号 変換 器 は 図 3 に 示さ れる ど ご とく で あっ て , 
| 合成 電圧 を と る パラ ッ メット ロン 間 に 発 振 立上り の 時 間 差 
| 誠 あ る 場合 , それ ら の 相互 干渉 を 減ずる た め ト ラン ス 
oomee 7 
sm 


er sao oT te 
ラン シス タ の 入出 力 借 共に ペ ィ バス コン デン サ を 入 
| れ て ぁ る 
3 トロ ン モ ニタ は パラ メト ワロン の 論理 演算 動作 
を 玉 空 管 や トラ ンジ スタ の 六 邊 回路 と 同様 に 直流 パ 
半鐘 SC て 任意 の 個所 を そ = タ す る た め の 変 換 喘 で 
2 CY MEMRAM LMTD2. た 


5. 試験 結果 


ト n 0 と 7pc の 変化 お よび ある 
源 電 圧 の と き , と の 装置 の パラ メト ロン 回 路 が 満足 
に 動作 する 7pc の 限界 を 示し て いる . 図 に 示さ れる よ 

うに パラ メト ロン 回 路 は , 電源 電圧 二 10 以上 の 変 
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化 に 対し て も 充 
Wn TS 3 分 動作 する が , 
600 Ic( バ 3 ラッ バタ モエ も | 外部 装置 に じ つ な 
が る 出力 電圧 が 

変動 する の で , 
装置 と し て の 電 
源 電 圧 の 許容 範 
囲 は キ 10 必 以 

下 ど じ た ・ 

周囲 温度 が 

30°C の で き 
200;5o 80 200 22o 240 この 装置 の 温度 
A 上 昇 は パラ メト 
図 11 a ) ARQ 装置 の ョ ロン お よび 入出 
Fig. 11—Operating margin of the para- 力 用 トラ ンジ ス 
metronic ARQ equipment. タ の 宮 分 で 最 高 


12°C, 真空 管 を と 用 いて ある 励 振 器 パネ ポル お よび 出力 用 
リレー パネ ル で 25°C で あっ た .・ すなわち 周囲 温 訂 40 
°C まで は 充分 余裕 を 持っ て 使用 で きる . 

試作 装置 に つい て 1 万 時 間 連 続 運転 試 験 し た 結果 , 
と の 間 に 不 良 と な っ た パラ メト ロン は 2 個 で あっ て 非 
常に 安定 に 動作 する と と が 確認 され た の で , 現用 装 慎 


と し て 探 用 され る と と に なり, すでに 数 台 が 国際 テレ 
ックス 回 線 に 稼動 中 で ある . 
6 a 


以上 述べ た よう に 自動 同期 回 路 等 新しい 方 式 を 採用 
し て ARQ 方 式 と し て の 機能 は 向上 し , し か も 従来 の 
真空 管 式 の も の に 比較 し て その 消費 電力 は 1/4, 7 大き 
さ は 1/3 と する と と が で きた . また , その 信頼 性 る 試験 
結果 で 述べ た ど と く 格 段 に 改善 され る と と が 期待 され 
る と の よう な パラ メト ワロン 装置 とし て の 安定 度 は 」 
ほとん ど パ ラメ トロ ョ ロン 素子 の 信頼 性 に 依存 する の で , 
その 故障 率 の いか に 少な いも の を 製造 し 得る か に か ゞ 
っ て いる と と を 痛感 し た . 

終り に 常々 研究 の 御 指導 を いた ゞ さく 難波 研究 部 長 , 


新川 次 長 , 栗村 課長 お よび 御 協力 いた ゞ いな た 調査 課 の 


諸兄 また 初期 に な お いて 研究 を 分 担 し て いた ゞ ざい た 中 込 
雪男 , 白井 三郎 の 両氏 に 感謝 の 意 を 表す る と 共に , 


ラメ トロ ン 素 子 の 製作 に 協力 され た 東京 電気 化学 お よ 


び 装 置 の 試作 に 協力 され た 三菱 電機 の 関係 各位 に 御礼 
申 上 げ る . 
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L-Band 単 向 管 用 フェ ライ ト の 特性 に つい て * 
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(東京 電気 化学 工業 株 式 会 社 ) 


局 議 7 描 由 本 中 点 士 


要約 マイ ク r 波 の 低い 周波 数 帯 に お いて , 一 般 に 低 磁 界 損失 の 増大 等 を 防ぐ た め , フェ ライ ト は , その 和 飽和 磁化 を 
低く 尼 て 実用 化 さ れ て いる . 飽和 磁化 を 低く する た め に は , 一 般 に フェ ライ ト の Fe イオ ン を Al イオ ン で 引換 する 方 


法 六 と られ て いる が , と この よう な 方 法 に よる と 単に 飽和 磁化 の みな ら ず , . キ ュー リ 温 度 の 低下 を も 伴い , と の ご と は 実 
用 正 欠 点 ど 考え られ て 来 た . 本 論文 は か ょ ふる 置換 に よっ て 得 ら れ た フェ ライ ト の 定数 すなわち 和 飽和 磁化 , キ ェ ー リ 温度 


等 と 実際 の マイ ク ァ ェ r 波 に お ける 特性 と が いか な る 関係 に ある か を 明らか に し た も の で , 上 述 の よう な 置換 に よっ て で 多 
く の 試 料 を 作り , それ ら の 定数 お よび 1000 Mc 帯 で の マイ ク ド 波 特性 を 測定 し て , その 特性 と 定数 と の 関係 を 比較 検 
討 じ た . その 結果 和 飽和 磁化 の 減少 に 伴う キ ェ ー リ 温度 の 低下 に よる 異 方 性 磁場 の 減少 が , フェ ライ ト の 低 磁 界 損失 並び 
に 共鳴 吸収 曲線 半値 幅 を 小 な ちら し め ゐる た め に は 心 要 不 可 久 の も の で ある こと と が が 分 っ た . それ 故 Al 置換 に 伴う 人 和 飼 和 磁 化 
の 減少 以上 に キュ ー リ 温度 の 低下 に よる 異 方 性 磁場 の 減少 を 重視 する 必要 が あり , か まる 観点 か ら 研 究 を 進め た 結果 
Mn-Mg-Al 系 多 結 品 フ ェ ラ イト は 大 体 700 Mc 程度 まで 使用 可能 で ある こと を 明らか に し た 


a 言 


マイ クワ コロ 流 領 域 と お ける フェ ライ ト の 応用 に 関す る 
重要 な 課題 の ーー つと し て 周波 数 限界 の 問題 が 挙げ ちら れ 
る が , 特に 低い 周波 数 領域 で の 限界 は Fe イオ ン を 
Al イ オォ ン で 置換 し , フェ ライ ト の 飼 和 磁化 4zA4。 
宮 小 が ら し めで 拡張 され て 来 た の つの の, すなわち 主 と し 
で Bell 研究 所 の L.G. Van Uitert 氏 等 に より , Mn- 
Mg 系 フェ ライ ト の Fe イオ ン を Al イオ ォ ン で 置換 
し , 4zM。 が 900 gauss~1400 gauss の フェ ライ ト 
が 開発 され, 1000 Me/s で 非 可逆 回 路 素 子 と し て 有効 
動作 し 得 た と と が 報告 され て いる の. 

か よう な 方 法 に よる と 4zM。 が 低下 する に し た が 
いい キュー リリ 温度 7。% Al の 置換 量 に 対し て ほ さ 直 


放線 的 に 低下 する こと が 示さ れ , と これ は 欠点 の 一 つと 考 


えら れ て 来 た . 

上 記 文 献 た は, と の 他 フ ェ ラ イト の 電気 抵抗 等 , い 
わ ゆ る フェ ライ ト の 定数 の 静 的 特性 が Al の 置換 量 に 
対し て , どの よう な 変化 を 示す か が 示さ れ て いる が , 


| 実際 の 応用 に 当っ て , と の よう な 方 法 で 作製 され た 多 


結晶 フ ョ ラ イト の 諸 定数 が , マイ クロ 波 の 低い 周波 数 
吉 で の 非 可 逆 回 路 素子 の 特性 に いか な る 影響 を 持つ も 
ニー ニー = ジーニ ーーー 
* Properties of Ferrites for L-Band Isolators. By 
TETSUO TOKUE, TAKESHI ISHINO, Members, 


_TADAsSHI HASHIMOTO, (T.D.K. Electronics 
Co., Ltd., Ichikawa), [論文 番号 3229] 


の か , また , その 周波 数 限界 は どう か と 言う 考察 は な 
され な か っ た . 

本 研究 で は , この よう な 低い 周波 数 帯域 で の フ ョ ミラ 
イィ ト の 示す 非 可逆 回 路 素 子 と し て の 特性 と , 飽和 磁化 
4zM。, キ ュー リ 温 度 。, 共鳴 吸収 曲線 半値 幅 4 亡 
等 が いか な る 関係 に ある か を 実験 的 に 究明 し , 上 述 の 
よう な 置換 に よっ て , Mn-Mg 系 多 結 晶 フ ェ ラ イト が 
どの 程度 の 周波 数 まで 使用 可能 で ある か と 言う と こと を 
検討 し , また キュ ー リ 温度 の 低下 と 半値 幅 の 減少 等 の 
関係 に つい て も 一 つの 結論 を 得 た . 
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本 研究 に お いて は 試料 の 作製 が 重要 な 問題 の 一 つ 
で , 種々 の 異な っ た 定数 を 持つ フュ ライ ト を 得る た め 
に 数 多く の 試料 を あら か じ め 定 数 を 予想 し て 作り , そ 
の 中 か ら 適当 な 定数 の も の を 選択 し た . 

まず フェ ライ ト の 基本 的 成分 系 は マイ クロ 波 領 域 で 
広く 良好 な 特性 を 示す Mn-Mg 系 フェ ライ ト が 最適 
と 考 有 られ ⑦ た の で こと れ を 用 いた 、 図 1 に 示 ず ま らら ご 
MgO, MnO, Fe,0。 三角 図表 上 の 範囲 内 の 数 点 を 基 
本 成分 と た とり, それ ぞ れ MgO, MnO は 一 定 に 保っ 
た まく Fe。0。 と ALO。 と の 置換 を 数 段階 に 分 け て 行 
な っ た .・ 原料 は MgO, MnCO。, Fe,0。, Al(⑥©HD』 を 
用 い 図 1 エ に 示す 範囲 内 の 組成 に し た が い 配 合 し ボー ル 
ミル に て 混合 し た :-= と この よう に し て 混合 を 終っ た 粉末 
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を 成形 し 。 Fez03 表 2 試料 の 定数 
1100°C で 4 /\ A B & D E F 
時 間 保 持 し 4xzM,(gauss) 

アー TCE) 170 
て 仮 焼 を 行 gc 
な ない, その (Sr) 
後 再び ボー Mc/s と 9700 Mc/s の 両 周 波数 で 測定 し た . 使用 し じ た 
に よ フェ ライ ト の 形状 は 薄 円 板 状 で ある ・ と れ は 480 Mc/s 
っ て 粉砕 し と いっ た 低い 周波 数 に お いて 測定 する た め フ ェ ラ イト 
た . 粉 奉 さ 。 が 完全 に 飽和 する よう 考慮 し た も の で , 円 板 の 面 と 直 
れ た 粉末 を fino 角 に 直流 磁界 を , また 平行 に 高周波 磁界 を 加え る よう 
目的 に 応じ 図 1 試料 組成 の 三角 図 i し じ た . 
た 形 に 加 圧 Fig.1—Compositions of samples. 測定 法 は 共振 法 で 9700 Mc/s "と に お いて は 周波 数 可 


成形 し 1350°C で 4 時 間 保持 し 本 焼成 を 行なっ た . 各 
試料 の 密度 は ほ ゞ 4.1gr/cm? 前 後 で ある *。 と この よう 
に し て 得 ら れ た 試料 を 特性 の 検討 を 容易 に する た め , 

①) 飽和 磁化 4zM。 が ほ さ ゞ 等しく, キュ ー リ 温度 
< の 異な る る の , (②) 了 T。 が ほ さ ゞ 等 し く 4zM。 の 異 
な る る も の の 2 辞 に 分 け , 各 群 か ら 3 種 の 試料 を 選び 出 
た . 表 1 に と それ ら の 組成 を 示す . 

表 1 配合 表 (単位 mol 比 ) 


3. 定数 の 測定 結果 


3.1 4 ヶ M,。 お よび T。 の 測定 

外 径 31 mm, 内 径 19 mm の トロ イダ ル 試 料 が 用 い 
られ だ た だ. すなわち 4zM。 の 測定 は 弾 動 検 流 計 を 用 い 
て 測 守 し , 磁界 24 6r を 加え た 場合 の 磁 東 密度 を 求め , 
ほ き 飽 和 し た も の と し て とれ を 4zM。 と し た . 
17: の 測定 は 上 記 4z M。 の 測定 法 を 用 い , 試料 の 温 
諾 を 少 次 上 げ て 行き , 見 か け 上 の 4zM。 の 変化 を 測 
定 し それ が 夫 に な る 点 を キュ ー リ 温度 7。 と し た . 

32 4 互 の 測定 


| フ = ラ イト の 共鳴 吸収 曲線 の 半値 幅 4 玉 は 480 
有 有 た 応 笠 に は Al 還 挫 に と も な う 在 孔 度 の 変化 も 考 放し 、 
2 応 空 孔 度 の 目 宏 と し て , 各 有 試料 の 吸水 率 を 測定 し , 名 試 
Rs 


Es 


TT 
I 


和 2 
で 


A 


~ 


dr 料 共 0.1 前後 と な る よう 処理 し た (成形 圧 を 変え て ) 

有 有 ) も の で ある . し た が っ て 本 試料 は 密度 お よび 吸水 率 が ほ 

Uy きき 等 し いも の で ある か ら , 各 試 料 の 諸 定 数 の 測定 結果 に 

3 " 試料 の 空 孔 度 等 の 不 均一 性 に 関す る 補正 は さ 
上 れ て いな い , 
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変 短 形 玉 ,。。 共振 器 , 480 Mc/s に お いて は し ゃ へ い 形 
先端 開放 1l4 スト リッ プ ・ ラ ィ イン 共振 器 を 用 いた の ⑦. 
以上 の 測定 の 結果 , 本 実験 に 使用 し た 試料 に つい て 
得 ら れ た 定数 を 表 2 に 示す . と この 表 か ら 4 ヶ z 人 MM。 が ほ 
ゞ 等 し く 7。 が 異な る 試料 A, B, Ci に お いて は , 2 
の 低い 試料 程 4 万 は 狭く 。 また 7。 が ほ ゞ 等 むく 
4z M。 の 異な る 試料 D, EE, FF に お いて は 4 ヶ zM』 の 
大 きい る も る の 程 4 万 が 鉄 いと 言う 結果 が 得 ら れ た . 


4. 単 向 和 と し て の 特性 


種々 の フェ ライ ト の 諸 定 数 を 測定 し , それ の 材質 が 
実際 どの 程度 低い 周波 数 まで 実用 可能 で あぁ る か と 言う 
と と を 実 険 する た め , 実際 に 単 向 管 を 組み , その 特性 
を 種々 の 周波 数 に つい て 測定 し た .・ 

一 般 に 周波 数 が 低く な る と 導 波 管 を 利用 し た 単 向 管 
は , 寸法 上 の 問題 等 で 非常 に 困難 を 伴う の で , そう し 
た 問題 の 比較 的 少な い 同 軸線 路 を 利用 し た 単 向 管 が 考 
えら れる 。 と れ に つい て は 二 , 三 の 文献 が あり い ず 
れる も 同軸 線 を 加工 し , 円 偏 波 を 発生 させ る よ 3 工夫 し 
た も の で ある . 筆者 5 も , その 中 で 最も 製作 容易 と 
考え られ る 誘電 体 装荷 と よ 
っ て 円 偏 波 を 発生 させ る 方 
法 を 採用 し た へ ⑳. 誘電 体 と 
し て は マイ クワ コロ 波 領 域 に お 
いて 比較 的 誘電 率 = の 高 


2 sis いせ の で か つ折 拓 の の 

同 四 線 引導 体 26.2 mm も の が 要求 され る が , 筆者 
内 導体 9.45 mm 

謗 電 休 est 、 計 ら が 使用 し た 誘電 体 は チタ 
て) 一 琶 塩 系 放電 体 で , es20, 

グン 届 培 隊 電 休 fan dee10- せ 程度 の 値 を 有 

幸夫 牙 の 構 千 し 記 度 特 性 も 良好 な も の で 


Fig,2—The structure of 
coaxial isolator, 


ある .・ (と の 誘電 体 定数 は 
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3400 Mc/s Ne 老 や られ な い 
に お ける 測 本 実験 に 使用 し た 単 向 管 特性 の 一 例 と ジ て , 磁界 特 
規 値 で や 性 を 示す と 図 5 の ご ど と くく なり, 同軸 線路 に お ける 単 向 
る ) 管 素子 と し て 十分 使用 で きる と と は 明らか で ある つ 
その 構造 さ に 表 2 に 示し た 4 ヶ zM。 が ほ ゞ 等 し く , 7。 の 異な る 
を 図 2 に 示 試料 Aj B,C お よび , 7。 が ほ ゞ 等 し で 科 0 
す , 誘電 体 る 試料 D, E, FF に つき 各 周 波数 と 対す る 共鳴 吸収 
に よる 反射 Oe eo 形 単 向 管 特性 を 測定 し , 図 6 に その 結果 を 示し た . 
を 少な くす Fig. “et view hes Oy 本 図 は 周波 唐 を 600 Mc/s か ら 1600 Mee ま 和 9 
る た め 両 敵 and employed dielectric. 幅 に 変化 そ させ た た め , 伝 ば ん 定数 も 変化 し , 本 実験 の 


よう に 一 定 の 長 さ の フェ ライ ィ イト で は, 大 体 波 長 に 反 比 
例 し た 減衰 を 示す と 考え られ る の で , 1200 Mce/s を 茶 
准 に し て 波長 に 比例 し た 定数 を 最大 減衰 量 に 乗じ 各 周 
波数 に つい て 正規 化し た る の で あぁ る. な お 最大 減衰 量 
を 示し た の は , 順 方 向 損 失 は すべ て の 試料 と つき 5 各 
周波 数 に つい て も る も ほ ぐ ゞ 0.8dB か ら 0.5dB の 艇 囲 
あり フェ ライ ト の 材質 検討 上 か ら &, また 実用 的 に ど 
の 程度 の 低い 周波 数 まで 使用 可能 で ある か と 言う 点 か 


図 4 測定 回 路 図 


Fig,.4—Block diagram of measuring system. 


に は 図 .3 に 示 


7D 


ーー eh ら も , ほとん ど 最 大 減衰 量 の 値 に よっ て 決定 きれ る か 
パ を 付け た . ら で あ る . 

測定 回路 は 図 旬 図 6 か ら 4z M。 が ほ さ 等しく 了 。 が 異な る 場合 で 

4 の よう で あ は , 。 の 低い 試料 が 特性 良好 で あぁ あり, か つ 和 低い 周波 
っ て , 図 の 固 * 4 数 帯域 まで 使 用 可能 で ある. 一 方 7。 が ほ ゞ 等 じ く 
定 減衰 器 は 回 4zM。 が 異な る 場合 に は , 4z M。 が 1000'gauss 前 後 
路 の V.S.W. で あれ ば , 1000 Mc/s 以上 で 4z M。 の 高い 方 が 特性 
R: を 良く し , 良好 で ある . し か し 周波 数 が 低く な る と 急激 に 特性 が 
安定 化す る も " 劣化 する ・ と の よう に 7。 と 4z MM。 と の 関係 か ら 単 向 
の で ある . 出 肝 (Gr) 管 特性 を 見 る と , 実用 上 は 7。 が フェ ライ ト 自 身 の 周 
mV tf 図 5 同軸 単 向 管 の 特性 例 NN 波数 限界 を ある 程 

Fig.5—Typical characteristics of 
で 読み , あら the coaxial isolator. 度 決 定 づ け て いる 
か し じ め 較 正 の で そ の ae 
され た 曲線 も っ と も 適合 し た 
EE ST 4zM。 を と る こと 
dB に 換算 ョ a CEN と が , 低い 周波 数 
a 帯域 と お いて 単 向 
料 部 で の 本 管 の 特 隆 を 向上 き 
VS.W:R せる 条件 と い を 
臣 

は 測定 され A A 2. 
た デー 導 か a A x 100(mol %) 5 攻 窯 

ら は 異常 は 基本 組成 Ds 
認め の ち れ な 図 7 Al 置換 量 に 対す る 4zM。。 7 に Mn Mg 

っ だ の で 周波 数 (Mcls) 了 。 お よび 4 玉 の 変化 系 フェ ライ ド の あ 

それ 程 大 き 回 6 周波 数 に 対す る 単 向 管 特性 CE 
いる の と は Fig.6 一 Frequency dependence of isolation. substitution. の Fe ィ オ ォ オン を Al 
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イオ ン で 置換 し た 場合 の Al 置換 量 に 対す る フェ ライ 
ト の 4zM。, 7。 お よび 4 有 玉 の 変化 を 示し じ た. 
と の 図 より 明らか な よう に 4z ヶ zM。 の 減少 と と る に 
7。 の 低下 も か な り 大 きい と と が 知れ る 。 し か る に 一 
般 に 4zM。 お よび TT。 が フェ ライ ト の 他 の 諸 定 数 , 
特に 異 方 性 磁場 お よび 4 万 に 及ば す 明 弧 に つい て 
ば は ば, と の 場合 の よう な 複合 フェ ライ ト で , は っ きり し 
た 実 論 報 告 は な され て いな い が , 単元 フェ ライ ト に つ 
いで は か な り 報 告 さ れ て お り の '⑭, ある 程度 は これ ら 
の 報告 か ら 複 合 フ ェ ラ イト に つい て る も 推察 す る と と が 
可能 で ある . 
だ と な ば や Mn フェ ライ ト に お ける 媒 方 性 磁場 K;, 
M2 の 温度 に よる 変化 を 示す と 図 8 の ご と く な る . 
図 か ら 明 ら か な 
請 よう に ,, 万 方 性 磁 
有 場 は キュ ー リ 温度 
較 E 近 づく に し た が 
| っ て , その 減少 害 
3 | 合 が 非常 に 大 で あ 
衣 る ・ こ の と と は 異 
Ms. 方 性 磁場 が 一 般 に 
JM。 に 比例 す 
が る も の で あぁ る か ら 00 00 300 400 
4 ( 急 和 磁化 ) 生 s 温度 に よる 中 訪 性 混 場 の 変化 
: と * K, ( 異 方 性 定 Fig.8—After J.F. Dillon et al. 
衣 の と の 温度 変化 に 対す る 減少 割合 を 比較 し た と き , 
| 肝 の 方 が M。 に 比べ は る か に 大 きく 減少 し て いる こと 
及 こ と を 意味 し て いる . 
放 太 天 険 に ちい て 行なっ た Fe イィ オォ ン と Al イ オン と 
麻 換 が , マイ クロ 流 特 性 に と どの よう に た に 影 線 する か を 
届 的 に 諭 事 る とこ と は 容易 で は な い が , 一 応 つ ぎの ご ど 


njM LAT 


びび 温度 変化 の し か た に は それ 程 著 し い 変 化 が な く , 
し た が っ て 常温 の 遇 方 性 磁場 の 変化 は , 主として キュ 

有り 串 度 の 備 下 と ょ る 小 少 で ある と 思わ れる 。 ま た 単 
有 有 向 管 し て 使用 し た と き の 共 鳴 吸収 幅 に つい て も , 種 
の 原因 が 考え られ る が , 多 結 唱 で ある と と に 起因 す 
る 共鳴 磁場 の 分 布 か ら 生 ずる も の が 支配 的 で ある も の 

宮 思 われ る し た が っ て 図 7 の Al 置換 量 に 対す る 
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Yas 


相対 守 


磁界 (or) 


図 9 共振 特性 
Fig.9—Resonance characteristics at 480 Mcjs. 

と の よう に 考え れ ば 前 節 で 述べ た 図 6 の 特性 が 理解 
で きる . さら に 図 9 480 Mc/s に お ける Al 置換 量 だ に 
対す る 共鳴 曲線 を 示す . と の 図 に お いて Al 罰 換 量 
が 20 mol 必 以下 で は 共鳴 現象 が 見 られ ず , 25 mol 導 
に お いて 多少 共 昌 ら し い 現 象 が 現われ , 30:mol 必 に お 
いて 明らか に 共鳴 現象 が 現われ て いる . と この と と は フ 
ェ ラ イト の 媒 方 性 磁場 が Al 置換 量 に と る な っ て か な 
り 減 少し た 結果 を 示し て いる .。 し か し な が ら 止 述 の さま 
うに 異 方 性 磁場 は K,/M。 に よっ て 定まる る の で ある 
か ら , Al の 置換 に よっ て K, まま ) も MM. の 方 が 減少 
割合 が 大 きい 場合 に は , 媒 方 性 磁場 は な し ろ 大 きく な 
り , し た が っ て 4 刀 も 広く な る と と も ある と 考え 
れる , 

低い 周波 数 帯域 に お ける マイ クワ コロ 波 用 フェ ライ トト 
も ,。 と うし た 4zM。 お よび TT。 が マイ ク m 流 諸 特 性 
に 及ば ぼ す 影響 を 考慮 し て Al 置換 を 行なう と と に さよ っ 
て , 現在 用 いら れ て いる 多 結 晶 フ ェ ラ イト に お いて も 
充分 4 玉 が 活 く , か つ 低 磁界 損失 の 小さ い 材 質 の 開 
発 が な され る で ある ろう . 


9. 結 言 


以上 フェ ライ ト 中 の Fe イィ オン を Al イオ ン で 午 換 
し た 場合 の を の フェ ライ ト の 諸 定 数 , 特 に 4zM。 お よ 
び 7。 が マイ クワ コロ 波 特 性 に 及ぼ す 影 響 に つい て 論じ , 
Al 午 換 を 行なう と と に よっ て フェ ライ ィ イト の 異 方 性 磁 
場 お よび 4 万 を 小 な らし め る の は 4zM。 と 共に T。 
の 低下 が その 大 き な 原 因 で ある と と を 明らか に し た . 
さら に 実用 的 に 現在 用 いら れ て いる 多 結 晶 フ ェ ラ イト 
が , どの 程度 低い 周波 数 まで 使用 可能 で ある か と 言う 
問題 に 対し て も , チタ ン 酸 塩 系 誘電 体 を 用 いた 同軸 単 
向 管 を 製作 し て 実験 し た 結果 , Mn-Mg 系 フェ ライ ト 


で 


=、 革 
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で ほ ぐ ゞ 700 Mc/s 前 後 まで 実用 可能 な と と が 確か め ら 
bed ェ スイ トト 中 の Fe イオ ンタ (A ピオ イオン で 
置換 する こと に よっ て 生ずる フェ ライ ト 結 晶 構造 の 変 
化 等 は 多く の 報告 が な され て いる の で , 本 論文 で は 省 
星 た の 、 

お わり に 本 研究 に 際 し て , フェ ライ ト の 定数 測定 法 
に つい て 種々 の 御 指導 と 適切 な る 御 助 言い た ざい た 都 
立 大 学 工 学部 ; 小笠 原 直 幸 氏 , フェ ライ ト の 種々 の 物 
理 的 な 問題 に つい て 御 指 導く だ さっ た 東京 大 学 理学 部 
関沢 尚 氏 , 同軸 単 向 管 の 測定 に 関し 種々 御 指導 くだ 
さっ た 東京 大 学生 産 技術 研究 所 , 斎藤 成文 , 浜崎 裏 二 
の 両氏 並び に 同軸 単 向 管 の 製作 に あたり 種々 の チタ ン 
酸 塩 誘電 体 を 開発 され た 当社 傘 浦 工場 , 井 下田 , 林 の 
両氏 に 対し て 感謝 の 意 を 表す る . 
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定 入 力 形 可変 等 化 器 の 可能 な 形 に つい て " 


正 員 


謝っ 地 泊 きき 正和 旋 汰 


(東京 大 学 工学 部 ) 


要約 多 可 変 素子 の 場合 に 拡張 し た 可変 特性 回 路 網 の 理論 を 用 いる こと に より , 定 入 力 形 可変 等 化 器 と し て 実現 可能 
な 形 を 分 類 し た . また 各々 に つい て 実現 可能 な た め の 条 件 を 考察 する と と に より , 要求 を 満足 させ うる 回 路 は 非常 に 限 


られ た も の に な る こと と が 明らか に な っ た . 
UT 

定 入 力 形 の 可変 等 化 器 と し て は すでに 二 , 三 の も の 
が 発表 きれ て いる の ⑦23。 いずれ る も その 回 路 に 到 
達する 体系 的 な 方 法 を 試み て は いな い . し た が っ て ど 
の どう な 形 の 回 路 が 可能 で ある か は 全く 明らか で な か 
a 還 ・ 

先 に 筆者 の 発表 し た 可変 特性 回 路 綱 の 理論 の ①'③⑦ を 
多 可 変 素子 の 場合 に 拡張 し て 用 いる と と に より , と の 
間 の 事情 が ある 程度 明らか に な る の で 御 報告 する 次 征 
で ある . 

定 入 出力 形 可変 等 化 器 と は , 図 1 に 示す よう に 内 部 


に 可変 素子 を 含む が , 図 ユ の 状態 で 可変 素子 の 値 を 変 
a 


* Possible Types of Variable Equalizers with 
Constant Input Resistance. By MASAO "SAITO, 
Member (Faculty of Engineering, University of 
TTokyo, Tokyo). [論文 番号 3230] 


J う 条 件 を つけ れ ば これ だ け で よ 
(C39 ) 


化 さ せ て も その 入力 な 
よび 出力 鬼 抗 が 一 定 抵 
S| 4 4 0 る 回 路 納 で あ 
図 1 宏和 出力 形 可変 等 化 器 0 
ee Cae ems 変 素子 1 信 の 回 菩 了 
output resistances. trivial な 場合 以 外 に は 
と の 性 質 を も つと と が で きず , 今 ま で に 用 いら ちら れ て さ 
た こと の 種 の 可変 等 化 器 は すべ て 可変 素子 の 2 個 の 回 路 
と みる と と が で きる の で , と こと で も 2 可変 素子 の 回 路 
に 限っ て 議論 を する と と に する . 
また 入力 お よび 出力 イン ピー ダン ス を 同時 に 論ずる 
べき で あぁ る が , まず 入力 抵抗 一 定 の 条件 の 考察 か ら 始 
め る こと と に する . と の 条件 だ け で る も 実現 可能 な 形 は 本 
当 に 限定 され る か ら で あ る . も ちろ ん 回 路 に 対称 と い 
いと で 座る 


テア 


A 


i HH =(2x1) 行列 


に "2, 2.) = 


滞 3 : 7 CG, +4G,.) 
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2. 可変 特性 回 路 の 性 質 


可変 素子 1 個 を 含む 線形 集中 定数 回 鷺 の 回 路 関 数 の 
性 質 に つい て は すでに 述べ た や, 駆動 点 イ ン ミ タン ス 
お よび イン ミタ ンス 行列 C じ つい て 上 の 性 質 を 多 可 変 素 
和子 の 場合 に 拡張 する と こと は きわ め て 容易 で あり …, 以 
下 の 議 論 に 必要 な る の の み を 挙げ る と , つぎ の よう に 
な る . 

2 同 変 素子 を 合 む LRC 二 端 子 イ ン ピ ー ダ ンス が 実 
現 可能 な た め の 必 要 充 分 条 伴 は , 可変 素子 の イィ イン ピー 
交 シ ス を 2,, A。 と する と さき 
R91 ん 0 下 4.04* 


議 0 絆 スプ トト ん ん た i 
が て 。, 
1 講 2= 正 実 関 実 数 な ら ば Z= 正実 関数 (29 


7a ん 9。) gk grt) 
= (+2) (C39 

の の: 2.9。) Zn で キメ ルプ (9。 寺 +49 の.) 
= (ha + A ° (4) 


で ある 。 ま た 


2 生 変 素子 を 含む LRC 四 端 子 イ ン ピ ー ダ ンス 行列 


Ri ra た め の 必 要 充 分 条件 は , 可変 素子 の ィ ン 


A 
が 6 上 ん ププ a 寺 ス ん 0 
G。~G,=(2Xx2) 行列 


(5) 


導 と めか け て , 
be d 7522= 正実 関数 な ら ば Z= 正 実行 列 
CF fCG,,+4,G,) 


8) 


y A, Ff,)(G。, #4Gi0 


CO LH,,) (HA +2, HE)** roy, 


= H+ AH,,) (Ho +2) (8) 


3. trivial な 場合 


| 尽 下 げ , 9, ん は ヵ ゃ の 実 係数 多項式 また G, 戸 は ぁ 
| の 実 係数 多項式 を 要素 と する 行列 を 表わす . 


| * は 転 財 を 表わす -. 


(40) 


抵抗 と いう 条件 
に 等 し く 。 また 
伝送 関数 は Z。, 
に 等 し い . 
図 2 外部 抵抗 を 組み 込ん だ 四 端 子 。 2 選 = 一 定 抵 抗 
ee 


も 一般 人 性 を 失わ な い の で , 以下 で は その よう に お く で ご 
と で まる 。 
容易 に た わか る よう に , 選 : が 一 定 抵抗 で あっ て も Zi 
が 一 定 に な っ て し まう 場合 が あぁ ある. と これ は 考察 か ら 除 
外す べき で あっ て , 以下 と これ を trivial な 場合 と 呼ぶ 
と と に すろ. 
すでに 述べ た よう に 1 可変 素子 の 回 路 に お ゆい て は 
Zi= (Cg + +f (C93 
を 1 と お いて 6 = た 9 = ムル と な り , て とれ か ら 2 
= 一 定 な る と と を 導 か れ て , trivial な 場合 以外 に は 一 
定 入 力 抵抗 の 作り えな いこ と と が 示さ れる . 
2 可変 素子 の 場合 に , この 性 質 を 適用 すれ ば つぎ の 
関係 が 得 ら れる . 
2 守 二 ね 9 二 ね 9 間 すれ ん 
+ ん ププ ョ ん げん 3 
お いて 0 = = 9: ニ さ * が 成立 
すれ ば trivial な 場合 に な る . 


4. 一 定 入力 抵抗 の 条件 


まず ZZ:=1 の 条件 を 論ずる こと に する .. た だ ち に に 
知れ る よう に 4, 2。 が 独立 に 変化 し て Z,, が 一 定 で あ 
る の は trivial な 場合 だ け で あり trivial で な いた だ ため 
に は , 式 10) =1 を 2。 に つい て 解い て 知れ る 
うに 2。 は 4 の 一 次 分 数 関数 で な けれ ば な ら ない. 
と の 関係 は つぎ の 2 つの 場合 に 分 けら れる. 


=1..0) 


A,=CA,+d CL 
c 
he (12) 


と こと で 6~d は ? の 実 有 理 関数 で ある **. 
(1) に お いて 各 多 項 式 を 
in Sind fi Fi df 
QO gt+dga Gi Gn+dg; | NN 
と 変更 し , 分 母子 に 適当 な 因数 を 乗 ず る と と に より , 
(11), (12) の 9d を 各 多 項 式 の 中 に 吸収 する と と が で 
きる の で , 以下 その よう に し た も の と する 。、 こ と の 際 実 
現 条件 の 中 で (2)〉 に つい て は こと の 変更 を し た と と に 


ETA NE ER OP A TE 
* も ちろ ん , と この 中 の 3 個 の 式 の 成立 が 示さ れれ ば よい . 
** 実用 上 は 定数 また は ヵ の 簡単 な 関数 に 制限 され る . 


we 
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対す る 考慮 が 必要 で ある が , (3), (4) は 全く その ま 
まで まい 半 い ま 征 の 変更 を 行なっ た と する と , 
で 2 誰 D915 填 249, リー( 了 ロト 4/2)(9。+49.」) 
LC 
0) 
=(h,, + 2h (14) 
ERT Oh I FF GF, 
PR の 49 一 (プロ トキ た プ 。) 
Ca ーー の) 
RO A aia} 
i | 
= (ha + hs, +dh;,)? (15) 
と な る か ら で あ る . 
以下 各々 の 場合 に つい て 考え る . 
2。 王 c2」 の 場合 この 場合 の 著しい 性 質 は ヵ ? の 正実 
軸 止 * き で c 開 0 な で な いと trivial で な い 回 路 が 作れ 
な い ご と で ある . いま の 場合 一 定 入力 抵 抗 の 条件 は , 


Ff;=9。 (14) 
f=9; (15) 
Cas FC (16) 
で ある . ヵ の 正実 軸 上 で c 一 0 で ぁ る と する と , 実現 
条件 か ら fiー チ 9。 = (1 
Fa— F129 = ho (18) 
ヵ の 正実 軸 上 の 1 点 で 
a NU (19) 
で あっ た と する と の, (18) か ら 
a (20) 
a (21) 
と れ と (16) か ら 
= Fi’ = Fis (22) 


が 得 ち れる . た =g。<0 の 点 が ある 場合 も 同様 に 扱わ 


れる ・ 残る の は た 三 の 王 0 の 場合 で ある が , と の と き 


る し ナル ナーg2 そ 0 な る 点 が 2 の 正実 軸 上 に あれ ば 上 と 
同様 に し て trivial な 場合 に 導 か れる ・. も し ナ 王 gz 琶 
0 で あれ ば , 実現 条件 か ら 


a a ) (23) 

た Rs て 
RR Rg = ia k=0 (24) 
また は Fg:=0 5) 


| 後 の 場合 は た だ ち に trivial な と と が 知れ る . 前 の 場 


* ヵ の 正実 軸 上 で 論ずる が , ほとん どす べ て の 議論 が ヵ ゃ の 
) 実 軸 上 で 成立 する こと を 注意 され た い . 


i 等 号 は 有限 個 の 点 で し か 成立 し えな い . 


\ 
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合 に は "16) は 

Rc (+c (26) 

1+ck>0 ( ヵ の 正実 軸 上 ) (27) 


で ある か ら チュ ーg9ias し た が っ て プ 2 三 9 で 入 和 a 
な 場合 に な る 

c 三 0 で あれ ば 1 可変 素子 の 回 路 に な る が らち) trivial 
な 場合 以外 に は な い , 以上 で ヵ の 正実 軸 上 で c 六 0 な 
る と と が 示さ れ た た . 

回 路 が trivial で な いた め の ほ か の 著しい 特質 は つ 
ぎの 2 つ で あぁ ある. 


/。 王 9。 三 0 また は 子 9 革 (28) 
Fa+Cf = G+ 1;=0 (29) 

(28) は つぎ の よう に し て 証明 され る . 実現 条件 か 
Fg Fi = RR (30) 
fi fi = hi (31) 

いま る の 正実 買上 の 冊 点 で - ル =go>0 六 た 太る 0 
3 0) (32) 
ナー90 (33) 


し た が っ て = デ 9 各 ナ , 9 が 多項式 で ある で と 
か ら た 王 9a し た が っ て 三 giaCtriviaD) が 導 か 本 
る . よ まぁ て 7 また は 2 の 少な く と も 一 方 は 3300 で 88 
く て は な ら な い . (実は ⑫9) の 性 質 が ある の で 両 坊 
る 0 応 な る と と は で き な い 9》. ; 

(29) の 証明 は 今 太 三 gz 王 0 と する と 実現 条件 か 5 

DO a (34) 
(1+Rkc) f+ Rc) gi 010) 
し た が っ て 克 : 三 9g』 また は 1+kc=0 前 者 は triviall 
な 場合 で あり , 後者 か ら (29) が 出る . 
三 gc 王 0 の 場合 も 同様 で ある . 


22。=d⑦④ + の の 場合 . 従来 の 可変 等 化 器 は 大 体 こ の 
形 で の =0 ど お い た る の で ある こと の 場合 に は 回 路 が ; 
trivial で な いた め に は ヵ ? の 正実 軸 上 で c 太 0* で ある 7 


と と が 必要 で ある . と の 場合 の 一 定 入力 抵抗 の 条件 は 


bf +cf,,=0g,+C9;2 (36) 
f+Cf 2=94 よ C9 (37) 
FR (38) 議 
で ある . ? の 正実 軸 上 で c<0 で あぁ る と する て と; 実現 
条件 か ら 9 ュー プ ョ 9。= が 0 (39) 


Fg fag = 
ヵ の 正実 軸 上 の 1 点 で 


(40) 


「* c く 0 で ある か ら , と れ 以 外 の 不 等 号 の 成立 する と こと は な 用 


シー 
や 等 号 は 有限 個 の 点 で し か 成立 し を ない. 


ES 


820 齋藤 正男 : eA RENOMAERE OT ; 


f=9na>0 
で あぁ っ た と する と (39), (40) か ら 
が 4 みみ S0 (41) 
ー ナ : 之 0 (42) 
どれ と (37) か ら 
ナナ 三 9 プ : 王 9 


が 得 ち られ trivial な 場合 に な る . =ga<0 の 点 が あ 
る 場合 る 同様 で ある 方: 三 9 三 0 の 場合 は つぎ の よ 
1 うに 考え る 実現 条件 か ら 


トト figa—f.9。=0 (43) 
Bt た が で = kg,, f=kg。 (44) 
詳 凌 また は 9-7:=0 (45) 
i の 場合 に は G3 か ら , 
i k=1 (trivial) (46) 
y 層 go+cg,=0 (47) 
放 き な だ る 放 (47) の 場合 は (45) の 場合 か , 9。。 gz が 同 
3 こと っ て kt から で る, 
Fg F129 = (48) 
: R : A (49) 


| 


詳 議 合わ せ で = た 0. お よび た 三 1, し た が っ て trivial 

SA に Nh かれ 2. (45) の 場合 に は , た た が 同 符 

号 で (48), (49) か ら 

. 生生 = = 0 (trivial) (50) 
0 51) 

| で な る が 放 と これ は (1) の 分 子 が 0 と な る の で 起 と り 

" まな A, 


m0 の 場合 に は 1 可変 素子 の 回 路 と な る の で tri- 


場合 に は (28), (29) の よう な 強い 制約 は つ 
7 と れ は mi ょ り も 一 邊 的 な 和み, 4 の 関係 を 考 
えて ! Nek TE は LT, た と えば 6=0 と し て る も 同 
> な の で ある . 


だ 符号 に つい て つき の 条件 が つく の 正実 軸 上 で 


CO Rf: (52) 
表現 和牛 か ら 出 る , 
; f= (53) 
YY er gCbf, +cf a) = (54) 
す と と が で きる . 
上 に よっ て と の 飼 の 結 給 と し て , 一 定 入力 手 六 を 
rivial は 


な ね デ cC 8 0 な (5 NA 
(55) 
また は 
2。=c/(4:+ め +d, c 之 0 で ヵ の 正実 軸 上 ) 
(56) 
の 場合 に の み 可 能 で あっ て , それ ぞ れ の 場合 に つい で 
若干 の 制約 の つく と と が 知れ た . 実際 に trivial で な 
い 回 路 の 存在 する と と は 容易 に 知れ る .。 た と えば 最も 
簡単 な も の で は 電圧 分 割 抵抗 器 は 第 1 の 形 で あり , 従 
来 の 可変 等 化 器 は すべ て 第 2 の 形 で ある . 


5. 伝送 関数 の 性 質 


つぎ に 前 節 で 得 ち られ た 制約 が , 図る の 回 路 の 伝送 関数 
2 に いか な る 影響 を る 人 る . 今度 は 四 端 子 
回 路 を 扱う の で , 記法 と し て 
i 9 ん 9 は 29 和 も た ん 9g 


志村 


(57) 
と か く と と に すう る. 
22 二 C4 の 場合 前節 で 示し た よう に と の 場合 で は 
ナム = が =0 また は 3 9#=0, また 4 た 圭太 :=0 


で あぁ る. まず た = ま =0 の 場合 を 考え る と 
% 3 (58) 
を 示す と と が で きる . 実現 条件 (7 ) か らち でる 
fF..G,—f:Gi,= HE (59) 
を 各 要 素 に 分 け て 書く と 
プー プー=( 褒 りり * (60) 
プー プ f= 加 加 (61) 
Fi fg = (hyD" (62) 


きき 0 な ら ば (60), (61) か ら g#=0 が 導 か れ 
る . (大 三 0 な ら ば trivial な 場合 と な る 

ナム = が =0 の 場合 も 同様 に し て 9 =0 が 得 ら れる . 
結局 この 場合 に 実現 し うる trivial で な い 回 路 の 伝送 
関数 は 4 また は 4 て の 一 次 関数 に 限ら れる . 

22=c/ (+ の の 場合 , Zi を 2,。 の 関数 と し て 

D+E,+F 4 
hg Py Se (63) ] 

A~ ア だ =? の 実 係数 多項式 
と か く と き , 一 般 に つぎ の 性 質 が ある . 


= 正実 数 な ら ば AC 0 (64) 
A の 因数 * は A, B の 共通 因数 で ある か , また は 。 
4, D の 共通 因数 で ある . (65) 


C の 因数 は B,C の 共通 因数 で あ iit hc ee \ : 


CC a ct < 
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だ の 共通 因数 で ある . (66) 
レ じ た が っ て A, B; B, C の 間 に 共 通 因 数 が な く 。, 

GE が 次 の 雰 点 を る た な けれ ば , 4, CC は.D; FE 

の 因数 で ある . (67) 


(64) は すでに (52) ! の (65) 
は 実現 条件 (7 う ) か ら で 
に (68) 
を 名 要素 に 分 け て 書く と 
プー ナ 129 = (ho)* (69) 
F093ー プ 1298 = 0 (70) 
ーー ナ 1296 = (0)* 7 
KO73 必 また 
(Df + cf Cf — gE) = C9)’ (72) 


と ど 書 こと が で きこ れ は と た 圭 c た 。 の 因数 が , < の 
例 数 に な る か また は 罰 。 の 因数 に な る と と を 示し て い 
oO は 
OEE CN = Of FCf, D0 
= ch が が (73) 
と 書け , 同じ 因数 が 太 ⑦⑰9g の +cg 和 の の 因数 と な る と と 
が 示さ れる . 同様 の 操作 を 
(Df, cf;,) (0G,;, +c¢G,) 
DT Ef COG eG 
= (0H,, +cH;) GHG+ceHE 
に 装 じ て 行なう と こと に よら て , 同じ 因数 が 
⑦fii キ co ®96 +cg め の 因数 と な る と と が 知れ る . 
以上 の 2 つの 結果 か ら 6/。+cf:z。 の 因数 は bg + 
cg の 因数 と な る か , また は B= た + が ュ 寺 cf。 の 因 
数 に な る か の いずれ か で ある こと と が 示さ れ た . 
(66) の 証明 は 大 体 同 様 で あっ て 
TG 3 の 
CR i 


C74) 


(75) 
C76) 


医 の 2 直 を 用 いて 行なう と と が で きる . 


a 


: 


(65)~(67) の 性 質 は 近似 問題 を 考え る と き に は 大 
き な 制 約 と な る と 考え られる. 


6. 実際 的 な 面 て の 老 慮 


今 ま で に 扱っ て きた 2 つの 形 が 理論 上 可能 な すべ て 
で ぁ る . し か し 実際 的 な 考 虐 が 入れ ば 実現 で きる 範囲 


有 有 】 は さら に 狭い も の に な ろう . 


4 と 4 ふ ね の 関係 を 表わす 6, c,d は 一 般 に ヵ の 実 


| 有理 関数 で みる が , 実際 上 は 定数 か 々 の きわ め て 和 


単 な 関 数 に 制限 され る . 定数 の 場合 に は その 符号 を »? 
の 正実 買上 に 限っ て 論じ な く て も よい わけ は で ある |。 
連動 素子 を ステ ッ プ で 変化 させ る 場合 で は 』 どの さま 
うな 関数 形 を 用 いて も 難易 の 差 は あぁ まり な いさ ど 考 2 ら 
れる が , 連続 的 に 変化 させ る 場合 と に は ゎ =c2『 の 形 が 
最も る 容易 で ある か も し れ な い . し か し , と の 形 の 実現 
可能 な 範囲 が 非常 に 制限 され る . 2=d(4 二 の の 形 も 
6=0 の も の は 比較 的 実現 が 容易 で ぁ り , 遡 回 路 の 関 
係 を 利用 し , 4 22 を? の 複雑 な 関数 に として! 光 マ 9 負 
YS の を と と も で きる . 従来 の 可変 等 化 器 ば すず 
て こと の 種 の も の で あぁ あり, 基本 関係 か ら 設 計 を 出発 させ 
る 場合 こ に も 一 つの 行き 方 を 示し て いる と 思わ れる 2 5 
ちろ ん この 第 2 の 形 の 場合 で も , 5. で 述べ た よう に 実 
現 可能 な 伝送 関数 は 相当 に 制限 され る の で , 近似 論 の 
側 か らち は また 工夫 を 要 す ずる と と ろ で ある . 


7. 結 言 


一 定 入力 抵 抗 の 性 質 を る つ 可 変 等 化 器 は 基本 的 2 
つの 形 に 分 けら れる と こと を 示し , その 各々 の 形 に つい 
て 実現 可能 な 伝送 関数 だ が いか に 制約 を 受け る か を 述 ペ 
た . 一 定 入力 抵抗 の 条件 だ け で この 制約 は か な り 厳 し 
いも の に な り , 実現 可能 な 可変 等 化 器 の 範囲 が 多少 は 
上 朋 ちら か に な っ た の で は な いか と 思わ れる .% ちろ ん 倫 
々 の 形 に つい て , 純 理 論 的 に すべ て の 場合 を 尽 じ で 設 
計 法 ある い は 必要 充分 条件 を 与え る と と は 到底 不可 能 
で あぁ ろう が , と の 考察 が 具体 的 設計 法 の 背景 ど な れ ば 
幸 で ある . 

この 詩 の 問 相 と し て は (ここ で 洒 六 0 

出力 イン ピー ダン ス の 考慮 . 

入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス を 与え られ た 周波 数 範囲 で の 

み 1 に 近似 され る 制約 の 下 で の 考 宗 . 

3 個 以 上 の 可変 素子 を 用 いる 回 路 . 

等 を 挙げ る と こと が で きる . 
ん で は いる が , 興味 ある 問題 で ある . 


種々 御 指導 , 御 討 議 を いた ゞ いな 本 学 阪本 教授 お よ 「 


び が 高周波 談話 会 の 諸氏 に 謝意 を 表す る 次 征 で ある 
文 」 南 
H.W. Bode : B.S.T.J. 11, 2, p 229, (April 1938); 
. Oswald: Cable -et Trans; 3 p28 uly 
1957). 
松岡 : 回 路 網 理論 研 専 委 資料 , ( 昭 32-01). 
斎藤 : 回 路 網 理論 研 専 委 和 料 , ( 昭 33-11). 
斎藤 : 信 学 誌 , 42, 8, p 725, ( 昭 34-08). 
斎藤 : 東大 工学 部 電 気 工学 科 高 周波 談 否 会 記録 第 
54} 愛 :, 
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UDC 621.375.9 
二 拍 "大 イラ Fe 
Ee 四 野 優 
(電気 通信 研究 所 ) 
要約 電子 計算 機 , ' 電 子 交換 機 等 に 使用 され る パラ メト ドン 論理 回 路 は , 一 般 に 三 折 励 振 さ れる パラ メト ドン に よっ 


て 構成 され て いる . ゲー ト を 用 いれ ば 二 折 励 振 の パラ メト ドン に よっ て 論理 回 路 を 構成 する こと る も 原理 的 に は 可能 で あ 
る が , その 構成 の 可否 ある い は 構成 上 の 制約 は ゲー ト の 性 能 に よっ て 左右 きれる. 
本 は 磁 心 を ゲー トト 素子 と し た 二 拍 励 振 パラ メト ドン 論理 回 路 の 予備 的 実験 た に関する 報告 で ある . 手持 ちの 材料 で つ 


ぐぅ っ た ゲー ト の 性 能 は 低く , 限界 許容 分 岐 数 は 17~20 で あっ た . 


i 導 し) が さき 


電子 計算 機 , 電子 交換 機 等 に 使用 され る パラ メト ロ 
ジン の 励 振 と は , 通常 三 拍 励 振 法 や が 用 いら れ て いる 
が 演算 速度 の 向上 , パラ メト ロン の 使用 個数 の 低減 
どい う 点 で は 必ず し る 最善 の 方 式 で は な い . 論理 回 路 
多 構成 する パラ メト ロン を 2 群 に 分 け て 交互 に 励 振 す 

る 三 拍 励 振 法 ゆ は , と この 点 で 原理 的 に は 三 拍 励 振 法 よ 
罰 1 り 侯 れ て いる . し か し 実用 的 に は 付 玲 装 置 が 複雑 に な 
る た め 経 済 的 検討 を 要 し , 実用 され た 例 は ほとん ど 見 
| 当たら ちら ない. 

パラ メト ロン は 双方 向 性 素子 で ある か ら 二 拍 励 振 の 
| パラ ヌメ トロ ン に より 論理 回 路 を 構成 する 場合 論理 情 
| 湖 の 伝送 方 向 を 規定 する た め の ゲ ー ト が 必要 で ある . 
パ ラマ メト ロン その も の に 対す る 要求 は , 三 拍 励 振 の 場 


a 
A 
s 

+ 


A 
1 


に へ 


有 有 肌 い ぅ れる ゲー ト の 性 能 お よび 価格 で ある と 言え る .、 
Y 2. 二 拍 盛 振 と ゲー ト 


パラ メト ワロン は 二 端 子 素子 で あり , 信号 の 伝 
送 に 関し て 真空 管 や トラ ンジ スタ の ど と さき 方 向 
性 や も っ て いな い . 

パラ メト ワロン の 扱う 情報 は , 異な る 二 っ の 位 
有 || 坦 で 表わさ れ , 情報 の 出し 入れ に は 発振 を 断続 
A し Urir5. 

の 2 点 が 挙げ られ る . し た が っ て 論理 回 路 を 構成 する 
有 有 に は 竹 加 の 伝送 方 向 を 規定 する と と と 発振 を 断続 す 


* : “2-Phase Excitation’”’ for Parametrons used in 
Member 


jf Logic Circuits. By MASARU ONoO, 
(Electrical Communication Laboratory, 


Tokyo). 
・ 「 論 文 番号 3231] 


る と と が 必要 で , それ ら の 制御 法 の いか ん に よっ て で 軸 
振 方 式 の 差 が 生じ る . 

二 拍 励 振 の 場合 , パラ メト ロン 相互 間 が 双方 向 性 の 
受動 線形 素子 で 結合 され て いる と する と , 図 1 @ ie 
お いて 有 PP, が 発振 じじ て いる 場合 CR 


OO: R34r0> 
b レ = ト Ei 


(b) パラ メト ロン の 語 振 と ゲー ト の 開閉 の 時 間 関 係 
1 二 拍 励 振 パ ラメ トド ン 回 路 と 動作 時 間 図 表 
Fig. 1—A parametron circuit and its operating time 
chart in “2-phase excitation”, 


び P。 か ら 同 程度 の 振幅 の 信号 が 伝え られ 戸 。 の 位 丁 
の 制御 は 不 確 に な る .。 PP。 の 位相 が PP, の 位相 に よ 
っ て 制御 され る た め に は , な ん ら か の 手段 に よっ て 
P。 か ら の 信号 を 阻止 する と と が 必要 で , と これ に は 大 
空 管 や トラ ンジ スタ の よう な 一 方 向 性 素子 を 用 いる 方 
法 や , 図 1.(⑤ に 示し た よう cE Gy 'G,, … 
結合 素子 の 結合 度 を 変化 させ る 方 法 が あぁ る. 図 1 @ 
の 回 路 に お いて , 情報 を 矢印 の 方 向 に 伝送 する に は , 
パラ メト ロン の 励 振 と ゲー ト の 開閉 を 図 1 (b) に 示 

し た 時 間 関 係 で 制御 し な けれ ば な ら な い 。 ゲ ー ト は 少 
な く $ で 示し た 時 間 は 前 段 の 信号 を 確実 た 次 段 へ 


C44) 


Rg 


て っ 
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伝送 し , 逆 と 少な くも [大 wm| で 示し た 時 間 は 後段 か ら ’ 
の 信号 を 阻止 し な けれ ば ぱ ば ならない. er 店 
と の よう な 目的 を 有する ゲー ト は , パラ メト ロン と A a ’ 
組合 わせ て 使用 され る と と か ら } 
(1) 方 向 比 あ みる い は 結合 度 の 変化 率 が 大 な る と と 
(2) 応 動 が 速く , 制御 が 容易 で ある と と o> ha> ht Ho >F2 > 
(3) 構造 簡単 , 小形 で 長寿 命 で ある る と と がい Ww 4 
(4) 特 人 性 が 均一 で ある と と a a ig 
(5) 廉価 で あ 0 と magnetic core, 
が 要求 きれ る 。 い 理 想 的 な 曲線 で , 実際 に は (b) に 示す よう に 犬 な 


結合 素子 の 結合 度 を 変化 させ る 方 式 の ゲー ト と し て 
は , 半 導 
体 あ る い 
は 磁性 体 
な どの 非 
線形 特性 Le) (b) 
の 素子 を 
用 いる る も 
の が 種々 
考 そ られ 
る の て 
の 実験 で 


図 2 マグ ネ チ ッ ク ・ ゲ ー ト の 例 


は 図 2 に Fig. 2—Some magnetic gate cores and 
示す 磁性 their basic windings. 


体 ゲ デ ゲート に つい て 検討 し た . 原理 は 図 か ら 直 ち に 理解 
され る よう に , 制御 巻 線 電流 の つく る 磁場 に よっ て 磁 
心 の 一 部 また は 全部 を 飽和 させ 変成 器 の 結合 度 を 変化 
させ る も の で , いずれ の 場合 る 制御 券 線 と 入出 力 巻 線 
の 結合 を 防止 する 構造 
G な て いる 7 図 3 は 
電流 結合 形 の パラ メト 
ロン で ある が , 入力 の 


を に 4 


eS 
さ » re 
と 図 3 電流 結合 形 ペ ラメ ト ョ ン 
庄 A で ね やき か えれ は 回 Fig. 3—A parametron in series 
路 素 子 の 節約 が は か れ i Ug 
る . と これ は 電圧 結合 形 
に つい て も 同様 で ある . 
3. 実 験 結果 


図 2 に 示し た ( ぶ ) 形 お よび (d) 形 の 磁 心 は 形状 が 


| 複雑 で ある か ら 今 回 の 実験 か ら 除く と こと と し , @ 形 


と 上) 形 の 磁 心 に つい て 実験 を 進め た . 


3.1 透 磁率 


図 4 は 非線形 特 任 磁 心 の 磁化 曲線 で (a) は 履歴 の な 


り 小 な り 履 歴 が 存在 する . 一 度 磁化 が 行なわ れ 7 だ 後 
は , 大 部 分 の 磁 心 は 磁化 アン ペア ・ タ ー ン の 増大 に 伴 
っ て 実効 透 磁 率 が 減少 する . この 実験 で は 磁 心 の 使用 
状態 を 考慮 し て , 10 AT の 励磁 電流 を 流し た 後 の 特 
| 性 を 測定 し た . 
図 5 は 各種 磁 心 
の 測定 結果 で 
励磁 電流 に 対す 
る 舌 磁 率 の 変化 
を 正規 化し て 表 
わし た も の で あぁ 
る . 図 の 曲線 
(1) お よび ②③ 
は , それ ぞ れ 
LD-86 形 お よび 
TF-8 形 磁 心 を 
超 音 波 加 工 に よ 
っ て ⑬⑧ 形 の 磁 


th 


rp 心 て し た も の の 
10 特性 で あぁ ある. 特 
20 性 に 見 られ る 大 
2 4 6 8 AT き な 差 は , 材質 

了 励 下 寺 流 


に よる も る の だ げ 
で な く , 制御 孔 
の 位置 の 影響 が 


図 5 励磁 電流 対 透 磁率 特性 
Fig. 5—Variation of effective permi- 
ability. (normalized) 


図 6 マグ ネ チ ッ ク ゲ ー ト で 結合 され た パラ メト ビン 
Fig. 6—Parametrons coupled through 
と magnetic gate, 


C45) 


6 に 示す パ 


「 有 ア の 誘起 電 
較 吐 を, また 
PP。 が 発振 
る と 
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あら われ た る も の と 考え られ る . 曲線 (3) , .(④ わ は 外 篤 
4mm の 磁 心 2 個 を (も) 形 に し た 場合 の 特性 で , (⑬3) 
は 東京 電気 化学 PD,, (4) は 東北 金属 製 磁 心 で ある . 
3.2 結合 度 

制御 電流 
に 対す る 結 
合 度 の 変化 
の 状態 は , 
表 磁 率 の 特 
挫 か ら 推定 
さる が 
i 合 度 は パ 
ラド ト ロン 
の ィ ン ピ ー 
A tN 
っ て その 値 
が 変化 す 
る . 情報 の 
伝送 方 向 お 
よび その 逆 
方 向 の 結合 
度 を 表わす 
量 と し て 結 
合 減 論 量 , 
逆 結 合 減衰 
量 を つぎ の 
よう 定 
半 し 3 す 
な わ ち , 図 


cB 融合 4mm? 磁 で 


結合 惑 責 量 


ラメ トロン 
2 4 に お 
ep が 
発振 し て い 
る と き そ の 
電圧 を E, 


(B) 
図 7 結合 度 特 性 


Fig. 7—Variation of coupling loss. 


き そ の 電圧 
0 の) 
誘起 電圧 を «ee と し て 

結合 減衰 量 = 20 log(E,/e。) 


逆 結合 減 論 量 = 20 log(E。/e,) 

図 7 (A),(B) は 外 径 4mm の トロ イダ ル 磁 心 2 個 
を 用 いた ゲー ト の 特性 の 一 例 で , パラ メー タ は 発振 し 
て いな い パ ラメ トロ ン の 直流 バイ アス 電流 値 で ある . 

3.3 パラ メト ロン の 限界 許容 分 岐 数 

論理 回 路 の 構成 に おい て 最も 重要 な 事項 は , な ん 個 
まで 分 岐 が 許さ れる か と いう 問題 で ある . 図 8 におい 
て パラ メト ロン ム ら 5 の 発振 位相 は パラ メト ロン zg の 位相 
に よっ て 制御 され な けれ ば ば ならない が , 6 の 分 岐 a, 
C2 , cx か ら の し じょう 乱 が 許容 値 以 上 に な る と 6 
は a の 位相 に よっ て 制御 され な く な る . すなわち ゲー 
ト の 良 告 に よっ て 放 容 分 岐 数 々 は お の ず か ら 和 制限 され 
る 。 なおみ, d@,……,。 dy か らち の じょう 乱 に つい で は 
ほとん ど 考 慮 する 必要 が な い 。 なぜ な らち ば di = 
dr が 発振 の 定常 状態 に 達し て る も, 振幅 制限 作用 に よ 
っ て パラ メト ロン cn , cam の 電圧 が ほとん ど 座 わ 
ら な いか ら で 
あぁ ある. 図 9 は 
三 拍 励 振 用 電 
源 を 用 いた 測 
定 回 路 を 示 
し , 図 10 は 
3 PD を ゲー 
!  、 ト K 用 いた 場 
合 の 測定 結果 
で ある , 図 10 
の 曲線 は , 図 


I 電 演 


図 8 分岐 数 測定 原理 
Fig. 8— Measuring principle for 
number of branches. 


cn が すべ て 
逆 位 相 で 発振 
し て いる 状態 
に お いて とり が 
a に よっ て 制 
御 さ れる よう 
ゲー ト Gis 
…, 9n 流す 
べき 最小 の 電 
流 値 を 示す も 
の で ある . G 
を ゃ 消 磁 し な い 
場合 を 示す 曲 


図 9 三 拍 励 振 用 電源 を 用 いた 
分 岐 数 測定 回 路 
Fig. 9—ーMeasuring circuit for number 
of branches, used a 3-phase 
exciting source, 
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線 は , 10 AT 
の 制御 電流 に 
よら っ て 生じ し た 
残留 磁化 の 存 
在 す る 状態 に 
お ける 特性 
で , ゲー ト の 
磁化 状態 に よ 
る 特性 の 差 は 


ト を 消 磁 す れ 
ば 特性 は か な 
り 改 善き され る 
か が, 実用 上 は 
ゲー ト の 制御 


(0 に 
貞 林 バラ メト ロロ / 圧 数 


図 10 制御 電流 対 限界 許容 分 岐 数 特性 
Fig. 10—Gate control current vs 
number of branches. 


し いり 方 法 で は 
な く , 本 質 的 


| に 磁性 材料 の 検討 を 要する . 上 記 の 結果 は 分 岐 の 限界 
億 を 示す も の で , 実際 に 論理 回 路 を 構成 する に は 三 拍 


励 振 の 場合 と 同様 , パ ラメ トロ ン の 特性 の バラ ツキ , 励 


弧 停 止 後発 振 回 路 に 残る 自由 振動 ), その 他 の 変動 を 考 


慮 する 必要 が あり , 許 され る 分 岐 数 は さら 
4 和 0 


以上 , 三 拍 励 振 の 論理 回 路 に 使用 する 簡単 な 磁性 体 
ケー ト に つい て 検討 し た が , 手持 ちの 磁性 材料 で つく 
っ た ゲー ト は , 制御 に 大 き な 励 磁 を 要 し , し か る 結 谷 
度 の 変化 率 が 小さ くし た が 。 っ て 許容 分 岐 数 に 失 き な 制 
約 を ち う ける 欠点 が あり , さら に 磁性 材料 の 検討 を 要 ず 
る と と が 知ら れ た . 二 拍 励 振 法 に よれ ば , 原理 的 に ば 
パラ メト コン の 段数 お よび 個数 を 減ずる と と が で き ぞ そ 
衝 光 信夫 作 する 科 2 

合 は その 利点 る 打 消 され る 結果 に な る . さら に ゲー ド 
の 制御 電源 を 考 護 す れ ば 。 1 一 拍 副 折 給 副 回 中 の 朱音 
は ゲー ト の 性 能 と 価格 の みた に よっ て 決定 され る と に と が 
知ら れる . 

最後 に 本 実験 に つい て 終始 御 懇 穫 な 御 指導 を 賜 わ っ 
た 喜安 研究 所 次 長 , 福井 研究 室長 補佐 また 実験 に 御 助 
力 い た さい た 当 研 究 室 の 諸氏 に 深謝 の 意 を 表す る 
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要約 」 不 等 長 二 導 線 次 叉 形 空 中 線 の 素子 間 の 相互 イン ピー ダン スズ の 起 電力 法 に よる 従来 の 計算 結果 に は 納得 し が た い 
衝 と ろ が あっ た . そ と で 著者 等 は まず 従来 と 同様 な 理論 的 計算 を 行なっ て と れ を 検討 し , つぎ に た 空中線 導 体 の 大 さ を 考 慮 
し て 線 状 空中 線 が 空間 に お いて 極め て 接近 し て 交わ る と し て 理論 的 計算 を 行なっ た : その 結果 不 等 長 二 導 線 次 叉 形 空 中 
線 の 理論 的 計算 は 空中 線 導 体 の 太 さ を 考慮 し て 行なう べき で ある と と が 明らか と な っ た . また , と の 応用 と し て 三 導 線 双 


扇形 空中 線 の 入力 イン ビー ダン ス の 理論 的 計算 式 を 導い た . 


と の 計算 に よっ て 但 ら れ た 不 等 一 泊 線 交 形 光 中 線 お よび 三 導 線 到 局 形 中 線 の 入 カ イン ピー ー ダ ンス の 理論 値 と 実 


測 値 と は ょ く 一 致し た 傾向 を 示し た . 


2 序 言 ・ 
長 さ の 異な る 直線 状 空中 線 が 同一 平面 上 で それ ぞ れ 


a 
* The Input Impedance of the Crossed Antenna 


‘with Unequal Linear Elements. By NORIO NASU, 
Member (The Second Faculty of Engineering, 
Nihon University, Koriyama), and YASUTO 

MUSHIAKE, Member (Faculty of Engineering, 
’ i ohoku University; Sendai). [論文 番号 3232] 


… 
WW 林 


中 央 で 交叉 し て 構成 する 交叉 形 空中 線 に つい て は 三 , 
三 の 研 究 が ある が ふ , 従来 の 結果 に は 不 合理 な 点 が あ 
り 納得 し が た か っ た よう に 思わ れる . そ と で 筆者 ちら は 7 
従来 と 同様 な 理論 的 計算 を 行なっ て 検討 し た 結果 , 従 ) 
来 の 方 法 で 求め られ た 不 等 長 素子 間 の 相互 イン ピー ダダ 
ンス の 値 に は 可逆 性 が な いと と が 明らか と な っ た . て 
の 不 合 理 を 修正 する た め , 従来 の 理論 的 計算 に お いて 
無視 きれ て いな た 鶴 中 線 導体 の 太 さ を 考慮 し た . す な わ 
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ち , 著者 ちら が 和 完 に 発表 し た ど と く , 線 状 空中 線 が 空 
間 に お いて 極め て 接近 し て 交わ る も の と 仮定 し て 起 電 
力 法 に よっ て 理論 的 計算 を 行なっ た . その 結果 相互 イ 
ン ピ ー ダ ンス は 可逆 的 と な っ た . 

また , この 結果 を 用 いて 不 等 長 二 導 線 交叉 形 空中 線 
の 入力 4 ン ピ ー ダ ンス を 理論 的 に 計算 し 実測 値 と 比較 
し た と どろ 満足 すべ き 結果 が 得 ら れ た . 

つき ぎ に , その 応用 例 と し て 三 導 線 双 扇形 空中 線 の 入 
カイ ン ピ ー ダ ンス の 理論 値 を 計算 し , 実測 値 と 比較 し 
7 ご の 場合 に る 両者 は か な り よ く 一 致し た . 以下 と 
れ ら に つい て 報告 する . 


2; 理 論 RD CY (6) (7) 


有線 長 2 7 2 な る 2 本 の 直線 状 空中 線 が 各々 中 央 で 

| 濯 角 6 を も っ て 交叉 し て 構成 する 不 等 長 交叉 空中 線 間 
の 相互 誕 ン ピー ダン ス を , 空中 線 導体 の 太 さ を 無視 し 

| 図 1(&) の と と く 配 置 し て , 起 電力 法 で 計算 する と , 


『 相 吾 イ イシ ピー ダン ス Z。 は 次 式 の で と く な る . 


(A) 太 さ 舞 祝 (5) 大き 者 虚 
図 1 不 等 長 二 導 線 次 叉 形 空中 線 の 座標 系 

| Fig.1—Coordinates for the crossed antenna with 
4 2 unequal linear elements. 


: 紅 i Los KC STC GLL 
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C48) 


4 sin sin I, (eos kh され) [S; Ce 


+ yy— SCR + — lS;{RCT,; 
ー ル + ん うーS(RCr2 ーー ん + ん ん) + sin kg 
LL) CC;{kCr,, + — Ll,)}— Ct RT, +L, 
—(,)}-21In cot(9/2) — CLRCr,,—7. + 
+C, {kr —Z。 + +cos k(Z, +7,) 
X [S;/{RCr, + ++) }— S/R, + 
+ }y + Sk. ——L,)}—S;{RCr,,—Z, 
—L,)}] +sin CL, +2,) CC;t kr +l + LY 
—C;{RkCr, g++} + Ct RC m2 —l,)F 
—C;tkCr, 2,)}—21In cotce/2]] 
CLF 
た ざし LE 0 
T= V+, —20,l.cos 8 
一 般 に 相互 イン ピー ダン ス の 値 は 可逆 的 で な けれ ば 
な ら な い は ず で あぁ る が , 上 式 の 選 : の 中 
sin k(Z, —{,)ln cot(0/2) 
の 項 だ け は 明らか に 可逆 柏 が 成立 し な い 。 ま た ZZ: を 
求め る 上 述 の 計算 に だ いて は 正 z, 下 。 の 中 1/r に 比例 | 
する 項 が 丁度 互い に 打 消 し 合う が , 太 さ を 考え る と , 
導体 表面 で 積分 し な けれ ば な ら な い の で 実際 に は こと の 
よう な こと と は 有り 得 な いこ. 心 だ た が る で es を 相互 イ 
ン ピ ー ダ ンス と し て 用 いる と と は 不適 当 で ある と 思わ 
れる < 
と の 不 合理 を 修正 する た め , 空中 線 導体 の 太 さ を 考 - 
慮 し て 図 1 (B) に 示す よう は に 2 本 の 線 状 空中 線 が 空間 
に お いて 微小 距離 4 を 距 て 狂 角 9 を も っ て 交叉 し で 
いる と 仮定 し て 計算 する .。 そ の 結果 は 式 1) の 計算 で 
互い に 打 消 し 合っ た 項 が 求 ま り , 相互 イン ピー ダン メス 
の 値 と し て 式 (1) に 追加 すべ き 値 が 次 式 の ご ど と く 得 ちら 
れる . 


60 
Za Tk kC,—7.) 


ーsin k(7, +7,) }ln et(F) 


RS し 2 
し た が っ て 太 さ を 考慮 し た と き の 相 互 イ ン ピ ー ダ ンジ 
ス を Zw で あら わす と , 式 ①,⑫ より 
Zn=Z,, +Z;= m+ Xn (C39 
で 与え られ る . : 0 凍 
式 (3 に よれ ば 2 の 値 は 可逆 的 で あり , また ム = た 
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で 2ler=08 
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0 05 10 15 
ーー 1/4 


(A) 相互 抵抗 : Za/7z+=0.8 


0 15 
tk 0 2 /A/4 
(B) 相互 リア クタ ンス :Z72/74=0.8 


図 2 不 等 長 一 導線 次 叉 形 空中 線 の 相 
互 抵抗 並び に 相互 リア クタ ンス 

Fig.2—Mutual resistance and mutual 
reactance between 2 unequal 
elements of the crossed 
antenna. 


と する と 先 に 著者 ら が 求め た 等 長 交叉 形 空中 線 の 相互 
罰 イィ インピーダンス の 値 と 一 致す る . 以上 の と こと か ら 不 等 
長 交 叉 形 空中 線 の 相互 イン ピー ダン ス と し て は , 太 き さき 
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0 0.5 10 15 
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(A) 相互 抵抗 : 0=45° 


2 ={9 
0.8 


-50 


100 


200 


u 05 10 15 
a 
(B) 相互 リア クタ ンズ スズ :0@==45° 


図 3 不 等 長 二 導 線 次 叉 形 空中 線 の 相 
互 抵 抗 並び に 相互 リ アク タン ス 

Fig.3—Mutual resistance and mutual 
reactance between 2 unequal 
elements of the crossed 
antenna. 
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30° 50 70° 30° 
ーー 9 (Degreesy 


(A) 相互 抵抗 : 4=4/4 


ーー 98 (Degrees} 


(B) 相互 リア クタ ンス : ム =4/4 


図 4 不 等 長 二 導 線 変 叉 形 空中 線 の 相 
主 抵 抗 並び に 相互 リア クタ ンズ 

Fig.4—Mutual resistance and mutual 
reactance between 2 unequal 
elements of the crossed 
antenna. 


を 考慮 し て 行なっ た 理論 的 計算 か ら 
得 ら れ た 式 (3 の ZZ を 用 いる の が 
妥当 で ある と 言え る . 


3. 相互 イン ピー ゲン ス の 
数 値 計算 結果 例 


式 (3③ に よっ て 与え そら れる ZZ の 
数 値 計算 例 を 示す . 図 2 (A) お よび 
(B) に は =0:8 の 場合 に つい 
て , 線 長 お よび 狭 角 を 変え た と き の 
Rm Xm を 示し て ある . 図 3(⑭ お | 
よび (⑤) に 狭 角 を 45" と し て 22/6 
の 値 と 線 長 を 変え て 求め た RX 
を 図示 し て ある . また =44 とし, 


狭 角 お よび 4 の 値 を 変え て 得 ら れ た RX の 値 
を 図 4(A) お よび (B) 亡 示 し た 。 と この と き 2 は 0 
0 の 条件 が ある の で 浜 角 は 10° か ら 90" まで と し な た 
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4. 不 等 長 二 導 線 交 叉 形 空中 線 の 
入力 イン ピー ダ ジ ス 


上 記 式 (3) の ZZ を 用 いる と 不 等 長 二 導 線 交叉 形 空 


由 線 の 入力 イン ピー ダン ス は 


値 計算 例 と し 
呈 図 5.(A} お 
EE) 
30° = 
R08 0.7 
と し 線 長 を 変 
MP し 72 とき の 
密 , XX を それ 
ぞ れ 示し た . 
また ム 4=4/4 
= 0-9, 
0.8,0.7 の & 
1 0° 


敵 訂 の > らら 90° まで 


変え た と きき の 


記 お ちょ び X の 
| 値 を 図 6 に 示 


較 和 7c と 上 の 


1 計 筑 に ちい て 


i ’ Zz は 空 


」 中 線 導体 の 半 


径 を 1/200 と 
し Labus の 


| 式 ゆ か ら 求め 
| た 値 を 用 い 


Rc. 


06 08 10 L 14 
ーー 24/4/4 


(A) 入力 抵抗 :9=30° 


2 / 
| 
/ sj 


ta =09 | 
% =08 


| 実 泊 値 1 
ho = $¢ "07 


0 08 10 イィ = +2 1.4 
— 4/Ah 
(B) 入力 リア クタ ンズ :0=30° 


図 5 不 侍 長 二 導 線 変 叉 形 空中 線 の 入 
力 抵 抗 並び と に 入力 リア クタ ンス 
の 理論 値 償 よ び 実測 値 

Fig.5—Theoretical and experimental 
values of input resistance and 
input reactance of the crossed 
antenna with 2 unequal linear 
elements. 


(50 ) 


5. 実 測 例 


4. で 求め た 入力 イン ピー ダン ス の 数 値 計算 結果 と 
実測 値 と を 比較 し た . 実験 に は 空中 線 と し て 直径 1/2 
ィ ン チ (半径 約 4200) の アル ミニ ゥ ッ ム お よび 真 欠 の パ 
ィ プ を 用 いた ・ 真 鑑 は 給電 部 分 に 長 さ 約 7 cm 使用 し , 
他 は アル ミニ ウム を 用 い , そ の 接続 部 分 は 長 さ 約 6 cm 
の 真 鈴 の パイ プ を 用 いた ・ と の 空中 線 を (50x100x10) 
mm の アク リル 板 に の せ , 周波 数 200 Mc で 測定 を 行 
な っ た だ た. 図 5 (A) お よび (B) に は 0==30°, 2Z:/7, 三 019, 
0.8,0.7 と し 線 長 を 変え た と き の 太 お よび べ X の 実測 値 
を 示し た . 図 6 に は 4=4/4,1./l;=0.8 で 0=1533095 


45°;60°;75° 90? 
e/a 8 
03 の と き の 実 測 値 
を 図示 し た . とこ 
れ ら の 結果 か ら 
入力 抵抗 と 入力 
サナ デア テク ベン スズ 
両者 と る 理論 値 
と 実測 値 と は 極 
め て よく てく 一致 じ 
た 傾向 を 示し て 
いる と いえ る. 
図 6 不 等 長 二 導 線 次 又 形 空中 線 の 入 6. 応用 例 抽 
力 抵抗 並び と 入力 リア ケタ ンス se 
の 理論 値 お よび 実測 填 : 4=44 7 の 三 導 線 
Fig.6—Theoretical and experimental 双 扇 形 空中 線 は 
values of input resistance 
and input reactance of the 中 央 に 位置 する 
crossed antenna with 2 un- 
equal linear elements : 7,=Al. 導線 と 両側 に あ 


る 導線 と の 狂 角 が 各々 9 で , 両側 に ある 2 本 の 導線 の 
長 さ が 等 し く , 中 央 に ある 導線 の 長 さ が それ と 異な る 
よう に 構成 され て いる . 

と の 空中 線 の 入力 イン ピー ダン ス を ZZ。 と する ろ る と 」 
そる +2 ZZ 


YT a TT a 
| #2 Py で 二 和 た られ る * て VR 


は 前 記 式 (3 の 選 , か ら 求 め 
られ る 値 で あぁ る . 式 (5) の 数 
値 計算 例 と し て , 図 8(A) お 
よび ⑮) に ZZ。=0:8 お よび 
7./【,=0.8 で , 各々 90=30° と 
王寺 線 必 区 中 線 : し て 。 線 長 を 変え た と き の OR。 

constructed with お よび X。 を 示し た . X。 の 


clamente nS 雪 値 計 筑 に お いて 自己 リア ク 


elements, 


6 a 
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ンズ は 回 
線 半 径 が 
2/200 の 債 


(前 記 Lab- 
4 1/e2=08 
us の 式 か ら 
求め た 値 ) 
を 用 いた .: 理 状 値 ( 一 ) 
実験 に お a 2 08 
いて 空中 線 
は 直径 "2 
05 08 10 12. 14 
3 ( ギ ーー 42( 馬 音 給 4/4 
筆 約 7200) (A) 入力 抵抗 R 
デル で = 
ゥ ッ ム 並び に 
真 鐘 の パ ィ 
プ を 5. と 同 
様 な 接続 方 
法 で 作成 し 
a eh | 
板 に 取付 け t ーー) | 
0 1/22=08 |1 
周波 数 " -200 a rn i 
を 200 Mc 06 08 10 1.2 14 
ーー 人 2「 頁 萌 線 )/4/4 
半 Me (BR 大 少 クジ ンス 
8 並び と 回 8 三 導 休 双 扇 形 定 中 線 の 入力 抵抗 
pe 08 並び と 入力 リア クタ ンス XX。 の 理論 
で , 6 は 各 値 お よび 実測 値 
Fig.8—Theoretical and experimental value 
々 30° と し of the input resistance R, and 
< input reactance X; of fan antenna 
て 線 長 を 変 constructed with 3 unequal linear 
次 7 さき の elements. 


実測 値 を 図 8 (A) 並び た と (BB) に 示し 理論 値 と 比較 し 
7 人力 抵抗 , 入力 リア クタ ンス の 両者 と る 理論 値 と 
実測 値 と は よく 一 致し た 傾向 を 示し て いる . 

な お 図 9 に と は, と この 場合 の 導線 上 の 電流 比 5/7 の 
絶対 値 と 位相 角 の 計算 値 を 示し た -. 


7. 結 言 


以上 不 等 長 二 導 線 交叉 形 空中 線 に つい て , まず 空中 
線 の 太 さ を 考慮 せ ず 起 電 力 法 で 理論 的 計算 を 行なっ て 
検討 し , つぎ に 太 さ を 考慮 し て 空間 に お いて 線 状 空中 
線 が 極め て 接近 し て 交わ る と し た と き の 理 論 的 計算 を 
6 ; 

その 結果 は 太 さ を 考慮 し て 理論 的 計算 を 行なう べき 


電 流 比 (2 


eg 
We =2) 
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0.6 0.8 1.0 1.2 
ーー 2( 代 習 稼 )//4 
図 9 導線 上 の 電流 比 の 理論 値 
Fig.9—Computed current ratio on the elements. 

で ある こと が 明らか と な っ た .。 と の 計算 < 下っ で 得 ら 
れ た 不 等 長 二 導 線 交 又 形 空中 線 の 入力 イン ピー ダ ジ ス ヌス 
の 理論 値 と 実測 値 と を 比較 し 満足 すべ き 結 果 が 得 ち れ 
た . さら に 三 導 線 双 扇形 空中 線 の 入力 イン ピー ダン ヌ 
も 式 (3 の を 用 いて 求め みる で と が で さき 7e の 理 
論 値 と 実測 値 る よく 一 致し た 傾向 を 示し た . 
終り に , 御 指導 御 べ ん た つ 下 さっ た 東北 大 学 宝田 新 
太郎 教授 に 深 甚 な る 感謝 の 意 を 表す る と と も に, 石川 
斉 氏 , 三浦 久夫 氏 , 実 戸 敏 雄 氏 に は 種々 援助 や を いた さ 
いた こと と を 御礼 所 上 げ る . 
献 
(1 う , た と 久 ば 岡村, 角田:・ “交叉 型 ア ン テ アナ の 2 
ダン ス に つい て ”, アン テ ナ 研 究 専 委 資 料 ( 昭 33-12)5 
(2) 那須 , 虫 明 : “等 長 変 叉 形 直 線 状 空 中 線 に た に ついて”, 
信 学 誌 , 42; 9, p 815, ( 昭 34-09). 
(3) 那須 , 忠明:“ 不 等 長 変 叉 形 直 線 状 空中 線 の 相互 イン 
ビー ダン ス だ つい て ", 上 昭 33, 東北 支部 
(4) 内田, 虫 明 : “超短波 空中 線 ", コロ ロナ 社 」 p139』 
(1955). 
(5) Stratton: “Electromagnetic theory”’, McGraw- 
Hill Book Co., p 454, (1941). 
(6) Uda and Mushiake : “Yagi-Uda Antenna”, 
Maruzen, p 7, (1954). 
(7) 那須 , 忠明 :“ 不 等 長 変 叉 形 直 線 状 空中 線 の イン ピー 
ダン 基 だ に つい て 7 了 34 連 大 * 
(89) J.Labus: “Rechnerische ermittlung der impe- 
danz von antennen”’, H.F.T.E.A., 41, 1, pl7; 
Jan 1933). 
(9) 那須 , 虫 明 :*“ 三 導線 双 扇 形 グ ワン テ に つい て "上 
34, 東北 支部 . 
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マイ クロ 波 電 力 標準 国際 比較 
調査 専門 委員 会 
委員 長 古賀 逸 策 幹事 岡村 総 吾 


衣 近 3 回 3 月 26 日 ) 第 2 回 に 引 続 い て 国際 比較 用 ボド メ 


一 タマ ツン ト の 進 備 と ボロ ョ メータ お よび マウ ント の 諸 特 性 に 
放っ いて 議事 が 進み られ た . 国際 比較 用 マウ ント . J9-6 お よ 


放 で 9-9 は 人 準備 を すべ て 完了 し , 各所 で 能率 を 測定 し た 結果 
放っ ぎの 通り で ぁ っ た . 
WN 
7 


J 9-9 マウ ゥ ウッ ト J 9-6 マウ ゥ ウッ ト 
3 月 26 日 


12 月 2 日 | 2 月 1 日 
場 ポロ メー タ ポロ メー タ 
所 No.536 | 同 左 |No.759 
% 
電 試 


% 
99.13 

東大 95.87 

通 研 96.49 


96.54 
| この 測定 結果 を 付 し た 上 ,、 両 マ ッ ツン ト は た だ ち に 米 英 両国 
| へ 各 空 便 で 送付 する こと と に し た . 
及ぶ = メ ヌー タ に っ いて に は 欄 木 委員 より 前 回 に 引き 続い て 連続 
| 負 荷 試験 の 結果 に つき 報告 が あり , ボロ メー タ に 10mA 
<250 2) の 電流 を 1 分 間 ず っ 断続 し て 流す 試験 を 行ない , 庶 特 
調 | 考 の 変化 を 調べ た が , ほとん ど 変 化 は 認め られ な か っ た こと ,、 
, また 電流 を 増加 し て 行なっ た 結果 と し て は 11mA 以下 の 電 
放流 で ぁ れ ば 少々 の くびれ や ゃ や ェ エッチ ング 幅 は ほとん ど 影響 な 

で こと 等 が 判明 し た . これ ら の 結果 を 検討 し , 結論 と し て 1 
1 個 の マッ ント を 各所 で イン ビー ダン ス 法 で 測定 する 場合 延 
岩間 を 要する こと も ある の で 測定 に 際 し , 充分 慎重 を 期 さ 
請 な けれ ば な ら な い が , この 測定 法 が 明らか に ボロ メー タ の 寿 

に 影響 する と は 言い 謀 い . 目下 続行 中 の 2000 時 間 連 続 試 

8 に 9? さら に 検 対 する と と 記し た 続い て マ 

ン ト の 和 輸送 試験 の 結果 に つき 岡村 幹事 か ら 報 告 が あぁ あり, 東 
RR NE aS, omik ete 
に が 』 放 率 の 低下 は 認め らち れ な か っ た . また 国内 比較 用 マ 
1 ラッ ント J 9-4 を 用 いて ボロ メー タタ 変換 に よる 能率 イン ビー ダ 
| 特性 の 変化 を 測定 し た 結果 に つき 岡村 則 事 より 報告 が あ 
」 7 個 の ボゥ メー タ を 交換 , 測定 し た 結果 , 能率 は 97.29%2 
961822 で 充分 誤差 範 軒 に 入り , 交換 に よる 変化 は 妥 め られ 
| な か っ た イン ビー ダン ス 特 性 も , ほぼ 似 か よっ た 特性 を 示 
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電子 計 利 機 研究 専門 委員 会 

0 Rt 委員 長 後藤 以 記 峰 事 元 岡 達 

| 吉 C1 月 18 ロ ) 京 大 楽 友 会 館 に な いて 関本 部 の 御 
放 協 力 を 得 て 成 大 に 行なわ れ た . 阪 大 工学 部 の 田 村 氏 外 2 名 
より 。 金属 横 わ い 層 区 線 の 入出 力 部 に 用 いら れる 春 


95.98 
96.97 


(52) 


Pm 
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器 に 関す る 報告 が ぁ っ た . 磁 わ い 遅 廷 線 は 簡易 レシ ジス タ と し 
て 多く の 用 途 が あり , この 方 面 の 研究 は わが 国 に お いて や に 
立ち 遅れ の 感 が あっ た が , この 報告 に 引き 続き どしどし 研究 
発表 さ れる と と が 望ま を しい. つぎ に 論理 数 学 に 関し , 阪 大 工 
学部 の 哲 下 氏 よ り プ ブ プール 方程式 解法 の 基礎 理論 に つい て , 阪 
大 工学 部 の 木村 氏 よ り プ ブー ル 行列 を 用 いる スイ ッ チ ング 回 路 
の 設計 法 に つい て 発表 が 行なわ れ た . 論理 数 学 の 逐次 制御 回 
路 へ の 応用 は この 方 面 の 中 心 課題 の 一 つ で あり ,。 活発 な 討論 
が 行なわ れ た . 国際 電電 の 渡辺 氏 よ り ド リフ ト の 少な い A-D 
変換 器 と 題し て 磁 心 の 磁束 の 向き に より 高周波 を 加え た と き 
の 第 2 高調 波 の 位相 が 変わ る こと を 利用 し た A-D 変換 器 の 報 
告 が が あっ た . 最後 に 東芝 の 池田 氏 よ り 磁 気 テ ー プ を 用 いた 照 
合 機 に つい て 報告 が あぁ あっ た . この よう な 機種 の 開発 も ,。 万 能 
形 計 算 機 の 開発 と 平行 し て 進め あら れる こと が , 今後 の 事務 処 
理 の 機械 化 の た あめ ゐ に は 是非 と も 必要 な と と で ある . 

第 71 回 (2 月 18 日 ) 東 大 電気 工学 科 輸 講 室 に お いて 行なわ 
れ , 電 試 の 乗 松 氏 よ り ま ず Runge-Kutta 法 で 常 竹 分 方 程 式 
を 解い た 場合 の 誤差 の 問題 に つい て 簡単 な 例題 を 取上げ いろ 
いろ な 方 法 で 計算 し , 誤差 の 分 析 を 行なっ た 結果 が 報告 され 
た . つい で , 電 試 の 泥 堂 氏 よ り , 計算 機 を 使っ て 零 非 正則 制 
御 系 を 半自動 的 に 最適 設計 する 方 法 に つい て 報告 され た : 」 本 
委員 会 と し て も 今後 この よう な 計算 機 の 使用 法 に 関す 六 問題 
を 積極 的 に 取上げ て 行き た い . 最後 に 東大 生研 の 五 十 農 氏 よ 
り ダ タイ オー ドコ ン デ ン サ 記憶 装置 に 関す る 基礎 研究 に じ つ い で 
報告 が ちり, 高速 度 記 憶 装 置 と し て の 実用 化 の 可能 性 が 検討 
され た . 

第 72 回 (3 月 24 日 ) 東大 工学 部 電気 工学 科 輸 講 室 で お い 
て 開催 され た . 約 一 年 間 に わ た っ て 欧米 の 電子 計算 機 技術 を 
視察 し て こら れ た 電 試 の 高橋 氏 に 最近 の 動向 に つい て 報告 し 
て いた だ き , 超 高 速 化 の 問題 を 中 心 に 報告 が あぁ っ た . つい で 
同じ く 電 試 の 油 氏 より, ETL Mark 4 に っ ける 出力 制御 
用 計算 機 Mark 4 B の 論理 設計 に つい て 報告 が あっ た . 


トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 


委員 長岡 部 豊 比 古 幹事 柳井 久義 


第 65 回 1 月 19 日 ) 東京 芝浦 電気 (株 ) 岡部 治 氏 よ り スー ペ 
ー・ ド リフ ト ・ ト ラン ジス タ と 奈 し て し ゃ 断 周波 数 100 Mc 
以上 の ドリ フト ・ ト ラン ジス な の 場合 し ゃ 断 周波 数 を 制約 す 
る も の が 主として Transit Time に よる も の より も エエ ミッ 
容 量 に よる も の で ある 事 を 指摘 し た 報告 が あり , つい で 東北 
大 学 電気 通信 研究 所 の 山本 達夫 氏 よ り 分 布 定数 形 半導体 ダイ 
オード に よる 広帯域 バ パラメトリック 増幅 と 題し て パラ メト リ 
ッ ク 増 幅 用 ヵ ゃ 々 接 含 を 分 布 形 に し た も の , 江崎 ダイ オー ド を 
分 布 形 に し た も の に つい て 理論 的 に 検討 し た 結果 お よび 種々 
の 興味 あ る 応用 法 に つい て 詳細 な 報告 が あり , と これ ら に つい 

二 , 三 の 質 叙 応答 が あっ た . 

第 57 回 (2 月 18 日 ) 今回 は 「 高 周波 トラ ンジ スタ に 関す る 研 
究 」 と し て 一 定 の 題目 で 発表 区 集 を 行ない , 応募 8 件 に つい て 


講演 お よび 質 首 応答 を 行なっ た . 応募 され た 内 容 は VHF 


EN EU 


is 


rt 
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帯 まで を 対象 と し た トラ ンジ スタ 定 数 の 測定 結果 と 等 価 回 路 
の 解析 結果 に つい て の も の が 多く , 各所 で 行なわ れ た 研究 成 
困 を 相互 に 交換 で きる 機会 が 得 ち られ た 点 有 意義 で あっ た と 思 
われ る . すなわち 電気 通信 研究 所 川口 氏 よ り 高 周波 トラ ンジ 
スタ の 等 価 回 路 と 四 端 子 パ ラメ ー タ に つい て , 東北 大 学 西沢 
氏 よ り ト ラン ジス タ の 高周波 測定 と 等 価 回 路 に つい て , 沖 電 
気 の 大 平 氏 より トラ ンジ スタ た パラ メー タ の 測定 と 中間 周 
波 増 幅 器 没 計 へ の 考察 に つい て , 日 立 中 央 研究 所 徳山 氏 よ り 
Molten Diffused Transistor の 高周波 特性 と について, 富士 
通信 機 の 国枝 氏 よ り FT 85 の 超 高 周波 特性 に っ つい て 報告 が 
あっ た . この 外 東 北大 学 西 沢 氏 より ドリ フト ・ ト ラン ジス タ の 
許容 最大 電力 利得 と 帯域 幅 積 に つい て 従来 の 考え 方 に な お 修 
正 を 要する 点 も あり , こと これら を 考慮 に 入れ た 場合 の 理論 的 考 
符 に つい て 報告 が あり, さら に 中 部 日 本 放送 の 小野 氏 よ り , ダ 
イオ ー ド を 用 いた 広 帯 城 増幅 器 の 利得 制御 回 路 に つい て の 試 
作 結 果 の 報告 お よび 日 本 大 学 の 須山 氏 よ り VHF トラ ンジ ス 
如水 唱 発振 器 と し て 簡単 で 実用 的 な オー バ ・ トー ン 発 振 器 の 
報告 が あっ た . 参加 者 は 約 100 名 で 盛会 神 に 終わ っ た . 


マイ クロ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 


奏 員 長 小池 勇二 郎 幹 事 - 中 村 幸 雄 

今期 は 毎月 1 回 ずつ 会 合 を 開い た . これ ら 3 回 の 会 合 に 発 
表 さ れ た 論文 を みる と , マイ ク r 波 電 子 装 置 の 現状 が 大 づか 
2 

すなわち , 3 月 の 会 合 に 見 られ る よう に 既存 の 原理 の 具体 
暫 な 適用 と , その 実用 化 の た め に 必要 な 諸 技 術 の 開拓 , (くし 
歯形 進行 波 管 ) 電極 構造 の 改造 に よる 改良 (M 形 集束 銃 ) 進 
行 波 管 の 設計 な どの よう な 仕事 が 熱心 に 進め られ 価値 を 示し 
で いい る. し か し この 種類 の 仕事 だ け で は 行 詰り に な る こと が 
予 上 昌 で きる の で , 従来 か ら の 電子 管 と は 全然 違う 電子 装置 と 
めか う 広 い 枠 の 中 で , パラメータ 励 振 作用 が 取上げ られ た り 
(2 月 の 会 合う , また 電子 ビーム 管 の 校 の な か で も , 全然 新 し 


| い 動 作 原 理 を 求め みよ うと する 試み (1 月 お よび 2 月 の 会 合う 


が 行なわ れ て いる 

こう いう 新しい 問題 と 引続き の 問題 の 比率 が 発表 論文 の 上 
に どう 現われ る か は , 発表 者 個人 の 意志 の 問題 だ が 一面 で は 
われ われ の 分 野 に お いて , 「 全体 と し て どこ と に 力 を 注ぐ か と い 
う 方 針 の 問題 で も ある . と こう いう 点 に 学会 が あぁ る 程度 の 力 を 
示す と と も 必要 で あろ うと 思わ れる . 今期 に 現われ た の は , 
草 然 の 結果 で あろ う が , も っ と も な 数 値 の よう だ が , だ か ら 
学会 が 何 も し な いで よい と いう こと こと で は ある まい . 


電気 音 扱 研究 専門 奏 員 会 


委員 長 富田 義男 幹事 伊藤 毅 


第 41 回 会 合 て 2 月 5 日 ) 阪 大 工学 部 に て , 
共鳴 法 に よる 多孔 質 材 料 の 音響 性 質 の 測定 


中 村 昭君 ( 阪 大 産 研 ) こ 


】 多 和 質 材料 の 音響 イン ピー ダン ス を 求め る た め に , その 音 


| 波 伝 ぽん 速度 と 減衰 定数 を 共鳴 法 に より 測定 する 方 法 に つい 


で 報告 し した: 
2. 電気 機械 ろ 波 器 の 定数 測定 法 尾上 守 夫 君 (東大 産 研 ) 
区 間 を スチ フネ ス で 結合 し た 組立 形 お よび 切 出 形 ろ 波 器 の 


「 定数 測定 法 に つい て 報告 し た . 
i 月 本 機械 金属 検査 協会 大 阪 支部 の 無 畠 室 に つい て 


伊藤 殻 君 ( 早 大 ) 
無 響 室 の 設計 , 志 作 お よび 完 記 偽 の 科 攻 を 告 し 。 が の 
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4. プア イワ 株式 会 社 の 無 級 室 に っ つい て 
阿部 久 郎 苦 アプ イワ) 
無 持 室 の 設計 製作 お よび : E 成 後 の 特 件 に つい RS 
5 静 電 形 ス スピ ー カ の 能率 設計 つい 
吉村 修 君 (松下 電器 う 
デン サス ピー カ の 感度 と 特性 を 制御 する た の 設 評 潜 
に つ < te = 
6.。 ホー ン 形 ス ぱこ カ の 能率 設計 に つい て 
阪本 棋 次 君 (松下 電器 う 
ホー ンス ビー カ の 設計 法 に つい て 報告 し た 
7. Co-Fe 合金 を 用 いた スピ ー カ の 試作 結果 
藤木 一 者 ーーR 電 村 : ・ 野 中 五郎 君 三菱 鋼材 ) 
新しい 磁性 材料 を 用 いた スピ ー カ 磁気 回 路 の 設計 法 に ろ つい 
て 鍵 告 し た : 
8. セラ ミッ ク パ バイ プ を 用 いた ステ レオ カー トリ ッ ジ 
長 島 砂 君 ・ 花 岡 英明 君 (村田 製作 所 2) 
PZT 磁 喘 で 作っ た 1 本 の パイ プ に より , ズ ステ レオ カー ドリ 
ッ ジ を 試作 し た 結果 に つい て 報告 し た 
第 42 回 会 合 (3 月 10 日 )〕 早 大 に て 開催 
1. 風 に よっ て 発生 する マイ クセ r ホ ン の 雑音 
潜 口 章夫 君 (NHK 技研 う 
リボ ン 形 お よび 可動 線 輪 形 マ イク zr ホン に ついで) 風 だ さよ 
る 雑音 お よび ひずみ の 増加 に つい て 実験 的 に 研究 じ だ 結果 を 
報告 し た . 
2. 明瞭 度 指数 の 適用 範囲 と つい て 
斎藤 収 三 君 ・ 山 田 正 計 君 ( 通 研 ) 
上 明 瞭 度 指 数 を 用 いた 明 瞭 度 計 算法 に つい て , 帯域 間 独 謙 性 
の 仮定 と 等 価 性 に つい て 検討 し た 後 , 帯域 間 の 相関 を を 含 安 
新しい 計算 法 に つい て 提案 し た . 


回 路 綱 理論 研究 専門 委員 会 


突 員 長き 7 中正 正光 幹事 矢崎 銀 作 


本 期 に は 毎月 1 回, 計 3 回 の 会 合 を 行なっ だ 

第 43 回 (1 月 19 日 ) 大 阪 大 学 に お いて 開催 し , 
が 行なわ れ た . 

(1) 沖 忠 雄 , 尾崎 弘 両 氏 に よる 「 周 期 的 可変 回 路 の 構成 ] 
の 研究 が 発表 され た . 本 研究 は , 有限 個 の 集中 素子 の 値 が 周 
期 的 に 変化 する よう な 回路 に つっ いて 取り 扱っ た も の で イン 
ルス ・ レ スポ ンス 関数 か ら 出 発し て , 回 路 の 行列 らい ょ る 表 
示方 法 を 導き , 役 分 方 程 式 と の 関連 に つい て 論じ て いる 

(2) 田中 幸吉 , 縮 脇 章 生 両 氏 に よる 「 整 流 帰 居 形 対 数 変 
換 回 路 の 一 考察 」 と いう 研究 が 発表 され た . 本 研究 な 特に 対 
数 変換 回 路 の 波形 伝送 上 の 性 質 を 解明 し た も の で あり , 包絡 
線 伝 送 に 注目 し て 近似 等 価 回 路 を 求め , 回 路 の 出力 信号 の も 
っ 電力 スペ マク トル に つい て も 考 宏 を 加え て いる . 


(3) 渡部 和 氏 か ら 「 最 小 線 輪 数 回 路 に つい て 」 と 是 す る 1 


研究 報告 が 行なわ れ た . 本 研究 は 一 般 の LCR 回路 の 自由 度 
と 構成 素子 数 と の 間 に 成立 する 基本 的 な 関係 に つい て で 考 府 


し , 回 路 が 最小 線 給 数 回 路 で ある た め の 条件 を 求 あ る と 共 


に , この ろ 波 回 路 へ の 応用 に つい て も 詳 論 し て いる .: 
第 44 回 (2 月 9 日) 新しい 回 路 部 品 に 関す る 研究 報告 が 2 
件 発 者 され た . i 


(1) 美咲 除 寺 , 岡 崎 清 , 鈴木 除 の 3 氏 に ょ る 「 高 誘電 素 磁 ) 


器 を 用 いた 分 布 定数 回 路 素子 と その 応用 」 が 発表 さ れ た . 本 


研究 で 取り 扱っ て いる 素子 は , チタ ン 酸 バリ ウッ ウム ぇ 系 の 磁器 で 


作 ぅ た 円 筒 の 外側 に 巻 線 を ほど と し, 内 面 に 銀 電 極 を 焼付 け 
て 得 ら れる 四 端 子 で ある . 


— 
# 


3 件 の 報告 


と の 新しい 素子 の 議 特 人 性 な ら び に 
各種 の 応用 例 が 示さ れ て いる . | 
(2) 小野 田 真 策 構 氏 か ら 「 運 延 回 路 の 小形 化 に たっ ついて] と 
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題する 報告 が 行なわ れ た . 本 研究 で 取り 扱っ で いる 遅延 素子 
は , 分 割 さ れ た 磁 心 の 上 に 巻 線 を ほど こし , と この コイ ル 間 
適当 な 間隔 を 保 た せ , さら に 巻 線 の 外側 に アテ アース 板 を 券 い て 
容量 を 得る と いっ た 構 港 の も の で ある . な お この 素子 の 過渡 
特性 に つい て も 論じ られ て いる . 

第 45 回 (3 月 8 日 ) 渡部 和 氏 か ら 「 複 通過 域 ろ 波 器 の 設計 」 
に つい て 報告 が 行なわ れ た . 本 研究 は 通過 帯 域 が 2 か 所 に あ 
る よう な ろ 波 器 の 設計 理論 を 展開 し た も の で , こと の 2 個 の 通 
過 域 で 同時 に Tschebyscheff 近似 を 行なう ぅ 方法 が 述 べら れ 
て いる 


非 直線 理論 研究 専門 委員 会 


委員 長 高木 純一 幹事 南雲 三 一 

第 44 回 て 1 月 22 日 ) (1) 遅延 帰還 の 非線形 理論 , 松原 正 
一 (※ 城 大 ) : 飽和 要素 を 含む 非線形 の 遅延 帰還 系 に つい て 
単 一 正弦 波 入力 お よび : 周 波数 の こと な る 二 つ の 正弦 波 の 和 で 
| きえ られ る 入力 に 対し て 記述 関数 を 求め る . これ を 用 いて 昔 
| 一 モー ド の 場合 の 定常 振動 な よび 過渡 状態 を し ら べ る . つぎ 
‘ に 三 つ の モー ド を も ゃ もつ 場合 に つい て 定常 振動 と 過渡 状態 を し 
ら べ る 特に 二 つ の モー ド の 安定 な 振動 が 存在 する 場合 , こ 
’ の 共 は 周波 数 フリ ッ プ ・ フ ロッ プ と し て 用 いら れる が , その 
証 主計 モー ドス イッ チン グ の 機構 に つい て 考 突 が な され た . 
(2) 時 間 遅 れ を 含む 振動 , 南雲 仁 一 (東大 ): 種 々 な 自 励 
放 拓 動 な , 外 か ら 振 動 を 加え て 抑制 する こと に より 増 絡 ( 超 再 
放 】 生協 因 ) 作用 を も た せる こと が で きる . こと で は 時 間 お くれ 
と し LPF と を 含む 1 階 の 非線形 微分 差分 方 程 式 で 記述 され る 
| tnaz 折 に っ いて 上 記 作 用 を し ら べ た 結果 が 報告 
され だ た 」 ます 始め に 単 一 モー ド の 調和 的 自 励 振動 の 振幅 と 周 
有期 を 摂動 法 で 求め ふる. つぎ に 
語 」 の 抑制 機構 を 平均 化 法 に よっ て し ら べ る . つぎ に , さら に 信 
| 馬入 力 が 加わ っ た 場合 の 超 再 生 増 幅 の 機構 を 同様 な 方 法 で し 
語 盲 ら べ る 最後 に ここ で 老 穴 さ れ た モデ ル の 意味 に つい て 説明 
いさ れ た -. 
アン テ ナ 研 究 専 門 委 員 会 
| 委員 長 加藤 安 太 郎 幹事 遠藤 一 
第 50 回 (1 月 20 日 ) 
通 1) 人 木 ア ン テ ナ ィ 株 式 会 社 佐藤 源 貞 氏 は バッ トウ ッ イ ング ダグ 

グズ ゲ ナ 素子 間 の 結合 量 の 測定 結果 に つい て 報告 を し た . 従 
‘ 玉 ス ズー ポ ・ タ ー ン スタ イル アン テ ナ を 構成 する 東西 面 お よび 


計 閉 相 の ペッ トウ ィング アン テ ナ 間 の 結合 に ょ より アンテナ 系 
に OW と た と 


< 


失 析 志 江 は ョ ヨード ッ パ で 使用 
っ Ko VHF アン テ ナ お よび マイ ク r 波 アン テ ナ に つい て 


の 
有一 レフ レレ クタ ・ ア ン テ ナ を 2 個 適 当 に 組合 わせ , 水平 
GCIOAIRD ite AS + 5 EL た OT 


A aE A 


こと れ に 正弦 波 入 力 を 加え た 場合 


C 54 ) 


いて 詳細 な 報告 を し た . 新た に 報告 し た な アンテ ナ の 放射 特性 7 
は 従来 の スー バ ・ ゲー ン ア ン テ ナ と 全く 同様 で ある が , 入力 
イン ピー ダン ス の 帯域 特性 は VSWR 1.1 まで 許容 すれ ば 約 
10 2 で ある :- 

第 52 回 (3 月 18 日 ) 

(1) 住友 電工 , 芝 野 儀 三 氏 は 円 管 杜 と ダ 円 板 , お よび 円 管 
柱 と 数 個 の っ み 雷 ね ルー プ を 組合 わせ た 2 種類 の 新 形 UHF 
放送 ブン テ ナ に つい て 報告 を し た . いずれ の アン テ ナ も 電磁 
ホー ン 形 アン テ ナ と 同一 原理 の も の で その 特性 は デス ミン ア 
ン テ ナ に 似 て お り , また 水平 指向 特性 は 双 向 性 で ある .) ご の 
アテ アンテ ナ の 原理 は VHF 帯 の アン テ ナ に も 適用 で きる . 

(2) 古河 電工 , 松下 雅夫 氏 は スー ババ ・ ゲー ンプ 7 ソン テ ナ の 
水平 指向 特性 に つい て 報告 を 行ない , 従来 2 個 の スー ペ ・ ゲ 
ー ン アン テ ナ の 水平 指向 特性 を 合成 する 場合 は 単に 電界 指向 
性 の み を 考慮 し て いた が , 厳密 に 求め ある に は 位相 指向 性 を 
考慮 する 必要 の ある と と を 指 適し た -. 


電波 伝 ば ん 研究 専門 委員 会 


委員 長 」 上田 弘之 幹事 岡 登 博美 


第 22 回 (1 月 19 日 ) は 関西 支部 に て 開催 し た . 

(1) 畑田 昌 道 氏 に より 境 距 離 探 知 用 レー ダ の 最適 波長 推 
定 法 に つい て 若干 の 仮定 の も と に 具体 例 に つい て 述べ られ た 
が , より 精密 な デー タ を 得る た め に は 実効 断面 積 , 内 , 外来 
雑音 指数 と 帯域 幅 , 空中 線 利 得 , さら に 雑音 ある 場合 に お け 
る 信号 検出 確率 , 積分 係数 等 の 理論 的 , 実験 的 検討 に まっ と 
と ろ が 多い . 

(2) う 村上 一 郎 氏 より TV 電波 の 異常 伝 ば ぽん に つい て 1000 
ー~2000 km の 達 距離 に て TV 電波 が 受信 され た 結果 を 映画 
も 含め て 報告 ぶ あ ぁ あり, 異常 伝 ぽ ざん に つい て 今 ま で 判っ で いる 
事実 と し て 季節 お よび 時 刻 と の 関係 , スポ ボラ デック 天 の 移 
動 、 距離 特性 , 電波 の 到来 角 , 周波 数 特性 に つい て 報告 が あ 
り , それ ぞ れ の 性 質 は ある 程度 判っ て 来 た が な だ, し か し 肝心 の 
スポ ラ デ ッ ク た 層 は どう し て で きる か が が 不明 で ある た あめ, 箕 4 
常 伝 ぱ ざん と の 関連 性 を 明確 に 説明 で き な か っ た . 

(3) 平井 正 一 氏 より UHF 陸上 見 通し 外伝 ぽん の 実験 結 
果 に つい て 、 昭和 34 年 冬 よ り 夏 に か け て , 600Mc お よび 
2120 Mc の 226km お よび 345km の 下 離 に お ける 伝 ぜ ん 
実験 の 中 間 報告 の 形式 で 映画 を 合 め て 報告 ぶ が あり , 伝送 損失 
の 時 間 変 動 お よび 年 中 央 値 , アンテ ナ の 見 通し 外 指 向 性 , へ 
イト バ パ バターン, スー パパ ・ ダ イペ バー シ チ の 特性 , 選択 性 フェ ー 
ジン グ の 特性 , テレ ビジ ョ ン 信 号 の 伝送 特性 に じ つ い て 説明 が 
あっ た . 

(4) う 宮 密 一 氏 よ り 、 VHF 電 上 離 層 電 波 の 伝 ぜ ん 機構 と 減 
誤 に つい て , 沖縄 お よび 比島 か ら 日 本 に 向け 送信 され た 50 
Mc の 電波 を 受信 し た 結果 に 基づい て , スポ ボ ポラ デック E 彩 
伝 ぱ ん に つい て の 考察 を 説明 され , 受信 強度 と 電波 通路 の 中 
点 に お ける 記 。 と の 関連 性 が よく あり ,。 1 ボッ プ 巨 , と 2 
ボッ プ 正 , の 減衰 特性 の 相 異 性 、 E, evening enhancement: 
お よび 下 。 evening enhancement に つい て 説明 が あっ た . 

(5) 木村 般 根 氏 よ り , 外気 園 と 特殊 空 電 の 伝 ば ん に っ つい 「 
て , 外気 園 な る 言葉 が 対流 園 , 成層 園 、 ォ ゾン 層 , 電離 層 等 
の 補 間 に 引 続 く 空間 を 表わす も の と し て 登場 し た . 外 無 園 の 。 
VLF 伝 ば ん を 進行 波 管 の 機構 と 考え , 増幅 度 六 よび 増幅 条 
件 を 検討 され 、 VLF emission が 地球 磁場 に 沿っ て 伝 ぽ ん 
し て 来る と と と に な る か ら , 地球 か ら 相当 離れ た 点 で 発生 する 
と 低 紳 度 地方 に は 達し な い よう に も 思わ れる が , 一 是 高 緯度 
地方 に は 入 っ て か ら 強 勢 な も の が 地表 伝 ぜ ん で 低 線 度 地方 ま 
で 伝わる と 考え る と こと も で きる . と れ ら は VLF mii 
RE RR EE RE 


ー タ を と る 予備 実験 用 と し て 既報 (本 会 第 30 回 , 


昭和 35 年 7 月 電 気 通信 


マイ クロ 波 伝 送 研究 専門 委員 会 


委員 長 岩 片 秀雄 幹事 香西 寛 

第 45 回 (2 月 16 日 〕 14 時 より 早稲 田 大 学 第 21 号館 会 議 室 
お いて 開催 され た . まず 黒田 隆二 君 (日 本 電気 ) より 「 セ 
ッ ト 双 備 方 式 の 受信 共用 回 路 」 に つい て 報告 が あっ た .。 す な 
ね わ ち , 現用 ・ 了 予備 機 よ りな る g 波 の 受信 装置 の 共用 回 路 と し て 

愛 信 入 力 の 大 部 分 を 動作 中 の 受信 機 に 供給 し , 残り の 一 部 分 
だ け を 待機 中 の 受信 機 に 供給 し , 切替 の 動作 中 も 受信 機 入力 
が 中 断 さ れ な いも の を 考案 し 実験 し た 結果 で あ る. つぎ に 横 
内 滋 君 (大 阪 大 学 産 研 ) が 「 有 損失 立体 回 路 の 蓄積 エネルギ 」 
お よび 「 立 体 回 路 に お ける 散乱 行列 の 精密 測定 」 に つい て 説 
明 を 行なっ た . eet さき さ お よび その 角 周 波数 w 
に 関す る 微 係数 は 測定 可能 の 量 で あぁ る. 開口 に お ける と これら 
rh a 
般 的 に 論じ , これ を 基礎 と し て 統計 的 蓄積 テ ネ ル ギ な る も の 
を 定義 し て 実際 の 回 路 に 応用 を 試み た . 第 2 の 主題 に つい て 
は ,』 ぷ 8S 行列 要素 を , 全 複 素平 面 に わた っ て 精密 か つっ 一 意 的 に 
測定 する 直接 的 な 方 法 を 提案 し た . 

第 46 回 (3 月 15 日 )〉 14 時 より , 早稲 田 大 学 第 21 号館 会 
議 室 で 開か れ た . まず 新保 修 君 沖 電 気 ) より 「 超 多重 角 変 
調 信 号 の エネ ル ギ 帯 城 幅 と 位相 , 減衰 特性 に よる ひずみ , お 
よび この 信号 に 対し て 利用 され る る ろ 波 回 路 」 に つい て 講演 が 
あっ た : すなわち , 変調 信号 示 白 い 雑 音 と 考え られ る 場合 の 
電力 スペ クト ラム と エネ ル ギ 和 帯域 幅 を 求め 、 一次, 二 次 , 三 
次 の ひずみ を 求め る 式 を 導い た . さら に 理想 的 し ゃ 断る ろ 波 
器 と Gaussian ろ 波 器 と の 中 間 に ひ ずみ が 最小 と な る ろ 波 回 
路 網 の ある こと と を 示し , その 回 路 と し て TBT 回 路 な る も 
の を 提 和 案 し た . つい で , 小西 良弘 君 (NHK 技研 ) より 「 ス 
世 ラ 結合 同軸 方 向 性 結合 器 」 に つい て 報告 が ぁ あり, VHF 
用 同軸 方 向 性 結合 器 と し て , 結合 が 主として スリ ッ ト 部 分 に 
お ける 主 波 に よる た め , 設計 が 正確 で 容易 な スリ ッ ト 結合 の 


も の の 解析 を 行ない , 設計 式 を 示し た . と れ と 実験 結果 と の 
上 比較 対 央 も か な り 良 好 で あっ た . 
航空 電子 機器 研究 専門 要員 会 


委員 長 小林 正 次 幹事 坪井 貨 志 男 丹羽 登 

第 36 回 て 1 月 28 日 〕 国際 地球 観測 年 事業 の 一 環 と し て カッ 
280E の 2% トト と 共に 行なわ れ や で きた だ た ロッ クー ン に つい て 「r 
ク クー ン ・ テ レス メー タリ ング の 実験 結果 」 と 題し 東大 生産 技 
研 , 斎藤 成文 ・ 野 村民 也 両 氏 か ら 報告 が あぁ っ た . 気球 に 小形 
ケッ トド を 出し 上 空 か ら r ド ケット を 発射 する rr ッ ク ー ン に 
つい て の 概略 の 説明 と , その テレ メー タ 装 置 , 測定 結果 な ど 
に つい て の 紹介 で ある . rg ケッ ト 用 テレ メー メタ 装置 は 中 心 周 
波数 411 Mc, 周波 数 偏 移 約 キ 90kc, 主力 0.5~1W で 
5 ch. FM-FM 方 式 で ある . これ と 別に 気球 で 上 昇 中 の 諸 デ 
1959 年 4 
月 127 日 〕 の 装置 を 一 部 改造 し た も の (225 Mc, 3 ch. FM- 
FM) を 俳 用 し た . 

テレ スー タ に よっ て つぎ の 装置 の デー タ を 測定 し た . (DD サ 


ーー ミズ スタ 温度 計 (2) 精密 高度 計 (3) 差 圧計 C4 う 上 昇 束 


度 許 で 5) 排 風 速度 計 C6) ポリ エチ レン 試験 上 の 破壊 強度 


(7) 太陽 電池 《8 ) ラジ オゾン デ の 大 気温 度 ・ 気 圧 測定 部 
人 分. な お 報告 後記 録 映画 の 映写 が 行なわ れ た . 


第 37 回 (2 月 12 日 ) 阪 大 , 藤 沢 俊男 氏 か ら 「 電 子 機器 の 保守 」 


| と 呈 す る 報告 が 行なわ れ た . 塔 載 機器 が 所定 の 動作 時 間 中 
「 記 期 の 動作 状態 を 保つ っ 効率, 信頼 度 , これ に よる 故障 発見 の 
経路 な どの 理論 的 考察 で ある . 
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\ 
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三菱 電機 , 喜連 川 除 , 武市 吉 博 氏 か ら 「 航 空 機 用 埋込み 形 
アン テ ナ 」 と 題する 報告 が あぁ っ た . 航空 機 用 と し て 考 ぞ られ 
る 種々 の 形式 の 埋込み 形 ア ン テ ナ に 関し 機体 , 紀 の 大 き さ L 
と 波長 が L ぐ 2, L キ 2, エ >2 の 場合 に つい て 考 容 し じ , 同 社 で 
国産 中 形 輸 送 機 YS-11 用 と し て 開発 し た テー ルキ ャ マッ プア 
ン テ ナ つい て 人 述べ た も の で ある . 

三菱 電機 , 尾 鳥 ・ 石 黒 ・ 前 田 ・ 喜 連 川 4 氏 か ら 「 ジ ェ ッ ト 機 
用 Radome の 実用 化 研 究 」 に つい て 報告 され た . ガラ ス 繊 
維 強 化 ボ ポリ エス テル 樹脂 の 両面 を ガラ ス 布 で 衝 っ た サン ドイ 
ッ チ 構造 の 平板 に つい て 電気 ・ 機 械 的 試験 を 行なっ だ 後 , ジ 
ェ ッ ト 機 用 9000 Mc レーダ 用 と し て 成形 後 , 再び 同種 の 試験 
を 行なっ た 結果 の 報告 で ある . 

海上 保 宏 庁 , 森田 実 氏 か ら 「 ハ ー バ ・ レ ー ダ に 関す る 実験 
結果 に つい て 」 と 題する 報告 と 記録 映画 の 上 映 が 行なわ れ た 』 
レー ダ と し て 分解 能 の 高い も の を 港 の 高 所 に お き 」 
船 に その 像 を Video また は Voice で 送り 出入 港 を 容易 な 
らし め る . 24Gc, 34Gc の レー ダ に より 大 阪 ・ 横 浜 ・ 促 路 
港 で 実験 を 行なっ た 後 , 釧路 で 船 の 盲目 誘導 に 成功 し た 結果 
の 報告 で ある . 

東大 航 研 , 岡 田 実 氏 か ら 「 ド プラ ・ レ ー ダ に つい て 」 と 題し 
て 同 所 で 試作 し た 航 容 機 上 用 ドブ プラ ・ 
結果 の 報告 が あっ た . 新しい 自立 航法 の 一 法 式 と し て , 開発 
され た 8800 Mc, パル ス 方 式 の も の で ある . 

第 38 回 (3 月 21 日 〕 

「 水 槽 中 に お ける 横形 縮尺 に よる ADF の 機体 誤差 の 測定 に 
つっ ついて] 

日 本 電気 佐藤 三郎 ・ 谷 本 健 ・ 木 村 雅 宜 か ら ADF の 機体 議 
差 を 水槽 中 の 模 形 で 測定 し 設計 資料 と する 方 法 と 国産 輸送 機 
に つい て の 測定 例 の 報告 

「UHF 方 探 の PPI 表示 」 東芝 山中 恒夫 

方 探 を レー ダ の PPI 表示 部 と 併用 する と こと に より , 電波 
を 出し て いる 反射 物 を PPI 図形 上 で 識別 する 方 式 の 実用 試 
験 結果 の 報告 . 


医用 電子 装置 研究 専門 委員 会 
委員 長 阪本 捧 房 幹 事 高木 末 夫 

第 48 回 (1 月 19 日 ) 松尾 正之 氏 (東北 大 工 ) が 50c/s の 
変 流 電圧 を プリ ッ ジ 整流 し , その リッ プル 電圧 で 駆動 寺 る 
100 c/s の 交番 磁場 を 利用 し た 電磁 形 血 流 量 計 の 試作 結果 を 報 
生 し た . 最近 血 流量 の 計測 に 関す る 問題 は 非常 に 重要 視 さ れ 
て いる が , この 種 の 血 流量 計 で は , 性 能 を 低下 させ る と と な 
く ト ラン スジ ュー サ の 形 を 小さ くす る こと と に 重点 が 置か れ で 
いる の で , 討議 も ほとん ど と の 点 に 集中 し た . 報告 きた 試 
作 装 置 で は 増幅 器 に 同期 検波 方 式 が 採用 され て いる が , 等 価 
入力 雑音 電 圧 に つい て は , な お 改善 の 余地 が あり 大 体 0.05 
zgV 程度 まで 下げ 得る と と が 明らか に され た . 

第 49 回 (2 月 23 日 ) IRE の Medical Electronics 特 
集 号 (Nov., 1959) お よび IRE Transaction on M.E. 
(Sept., 1959) に 掲載 され た 論文 の 中 か ら デ ー タ ・ プ ドロ セン 
ング に 関す る 報告 8 件 を 選び , 三浦 茂 氏 (東京 女子 医大 ) 葛西 
晴雄 氏 (東大 工 ) お よび 石渡 裕 政 氏 (東大 工 ) ら の 意見 を も 
加え て で 三浦 氏 が 紹介 し , また 心 電 曲 線 の デー タ ・ プ ドド ャ セ ャ シン 
グ に つい て は 三浦 氏 ら が 独自 の 立場 が 考 宗 し た 詳細 な 解析 方 
法 を 発表 し た . 討議 は 三浦 氏 ら の 心 電 曲 線 の 解析 方 法 に 集 ま 
っ た 形 と な っ た が , 原案 が 甚だ し く 複 雑 で ある 点 か ら , 手 は 
じ め と し て は で きる だ け 簡単 な 形 か ら 入 り , な る べ ぐ 速やか 
に 紅 体 的 な 装置 と し て 実現 を 計る べき で は な いか と 言う 意 此 
が 強かっ た . な お 一 部 に は 集団 検診 に 役立っ 比較 的 簡単 な 装 
置 の 出現 を 期待 する 声 も 多かっ た . 

第 50 瑞 (3 月 22- 日 ) 吉村 正蔵 氏 ( 比 恵 医大 ) が 人 急 峰 な 
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狭 帯域 ろ 波 器 に よっ て 測定 を 行なっ た 心音 お よび 心 雑音 の 周 
波数 強度 分 布 に つい て 報告 し た . 小畑 耕 郎 氏 ( 電 試 ) う が 心音 計 
用 マイ ク r ホ ン の 動 イン ピー ダン ス の 意義 に つい で 講演 し じ , 
また マイ クビ rr ホン を 胸 存 に あて た 状態 で の イン ピー ダン ス と 
金属 , 木材 だ お よび ご デム 等 の 表面 に マイ ク r ホ ン を 接着 し た と 
き の イ ン ビ ー ダ ンス と を 比較 する こと に よっ て , 胸壁 の 振動 
板 に 与え る 影響 が 厚い 真 欠 板 の それ と 非常 に 酷似 し て いる こと 
と を 指摘 し た . 振動 板 を も っ た マイ クロ ホ ン を トラ ンス ジュ 
ー サ と し て 使用 する と き , 現状 で は 胸 に マイ クロ ホ ン を 圧 
落す る 力 の 度合 に よっ て , 心音 の 測定 値 が 異な る 場合 も 往々 
に じ て 存 在 す る の で , 誰が 使用 し て も 同一 被 検 者 の 同一 部 位 
マイク = ホン を あて た と き に は , 同じ 結果 が 得 あ られ る よう 
に する 方 途 に つき 討議 を 行なっ た . 


オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 
\ 委員 長 高橋 秀俊 = 幹事 密 賀 三郎 


第 14 回 (1 月 18 日 ) 恒例 に より 了 西 で , 今回 は 京都 大 学 
衝 | で 行 な ち れ た . 大 阪 市 大 の 北島 氏 か ら 2 入 力 プ ョ セス の 出力 を 
計 最適 値 に 制御 する 方 法 に つい て 各種 の こと ころ み が 報 告 さ れ 
詳 計 132x32 の マト リッ ク で 入力 に た いす る 出力 を 記憶 し , 

放 ジジ カル な シミ ニュ レー タ を 作っ て 実験 し た も の の 報告 で ある . 
放 請 モン レク ティブ プ ・ コ ー リ ング ・ シ ステ ム (東洋 通信 機 ・ 柴 崎 
計 道夫 氏 う の 発表 は , 最近 実用 化 さ れ た バイ プレ ー テ ィング ・ 

了 リー ド ・ セ レク ケタ を も ちい た VHF 回 線 に よる 群 呼出 装置 の 
る 研究 成果 で ある . 


| プ = そ ネス 制御 の 問題 で , 運転 中 に 変動 し た 制御 対象 の パラ 
有 マー クタ の 変化 を 伝達 関数 の 変化 か ら 検 出し , それ に よっ て 過 
護 特 福 を 最適 に 制御 する 研究 に つい て , 京 大 工学 部 の 近藤 , 曽 

| 葉 両 氏 よ り 発 表 が あっ た . この 実験 は 計算 制御 の と と も 考慮 
2 Re いれ , リレー 計算 機 で お こ な わ れ た . 


第 15 回 (2 月 18 日 ) 通 研 の 戸田 厳 氏 か ら The Theory 

cf Automonous Linear Sequential Network by B. 

| ELAsPAS (IRE. Trans. CT-6, 1959) の 紹介 が あっ た . 

| | これ は 有限 休 の 理論 を , 長 い 周 期 を も っ た Digital Sequence 
衣 を だ す 回 路 に 応用 する も の で ある . 

放さ で れ に つづい て, 九 大 の 診 野 精 一 氏 か ら , Sequential Ma- 
chine の 一 般 論 , 特に 数 学 的 な formulation の 試み と つい 
| で 報告 が あっ た . 

第 16 回 (3 月 31 日 ) まず 名 大 , 黒田 成 勝 氏 より 機械 に 


され た . これ に つづ いて 通 研 ,。 高須 達 氏 か ら 黒田 氏 が 示さ れ 
。 に により, M-1! で 農 み た 実験 に つい て 報告 が あっ た . 
族 育 大 の 島内 氏 は , と れ と は ちがっ た 流儀 で 証明 を お と な う 
詳 プ グフ 2 ム を 東大 の TAC に つい て 組ま れ た 話 を の べら れ , 
Wang が 1BM 704 i! を も ちい て Whitehead, Russel 
1Principia Mathematica の 200 の 定理 を 3 分 の 程度 で 
し た だ の と , は ぼ 同 程度 の 時 間 で TAC で で きる と の 見 通 
な され た . | 機械 が 証明 に も ちい る 表現 は , 人 間 に は わ 
1 く い の で , それ を 人 間 に わ か り よ いよ うに Translate 
! の は 困難 で あろ うと いう 室 賀 の 問 に 対し て 教育 大 の 岩村 

横内 氏 が , それ ほど 町 茸 で は な いと 活発 に 反論 し た 
有 有 | イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 
1 | 委員 長 大 泉 充 郎 幹事 榎本 雅 

有 有 第 69 回 (1 月 19 日 ) 大 阪 大 学 工学 部 で 開催 され , 5 件 の 「 
必 球 が あっ た . 大 阪 大 学 理学 部 の 笹川 量 男 氏 か ら 宮 川 氏 
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が 本 誌 に 発表 し た 標本 化 定 理 を , - 結 晶 格 子 内 の 電子 密度 お よ 
び 非 線形 回 路 の Manley, Rowe の 法則 に 応用 し た 結果 が 報 
告 さ れ た . 大 阪 大 学 の 宮 忠 雄 氏 は 有限 時 間 観 測 の 場合 に 玉 け 
る 信号 波形 の 抽出 の 問題 を 統計 的 判定 論 の 立場 か ら , 有限 個 
の 線形 フィ ル タ を 組合 わせ る 方 法 を 用 いて 論じ た . 神戸 大 の 
田中 幸吉 氏 は Radar Tracking Error を 航空 機 の 統計 的 性 
質 を 適当 に 仮定 し て 論議 を 行なっ た . 電気 通信 研究 所 の 喜 宏 
善 市 , 池野 信 一 の 両氏 か ら な ん ら か の 意味 で 順序 の っ けら れ 
る も の の 有限 個 の 集合 を , その 順序 通り に 1 列 に 並べ る 方 法 
を 4 種類 説明 し , 比 較 回 数 の 最小 値 , 最大 値 , 平均 値 等 を し ら 
べ , 情報 量 の 立場 か ら 検 討 を 行なっ て , 著者 あら の 導い た 方 法 
が 能率 が か な り 良 いも の で ある こと を 示し た .: 東北 大 の 鈴木 
久喜 , 大 京 充 郎 の 両氏 は 10 Channel の ボ デ ゴー 出力 を 2 進 
数 表示 し , その 必要 な 桁 炒 を パタ ー ン 認識 の 理論 を 用 いて 求 
め た 結果 が 報告 され た . 

第 70 回 (2 月 26- 日 ) 国際 電電 の 三宅 系 , 沼 康 次 , 中 井 
泰一郎 の 各氏 か ら 無 線 印 刷 電 信 方 式 に だ お だ いて, S/N の 改善 の 
点 か ら 周 波数 偏 移 比 0.8 の FS 方 式 が よい と と を 理論 的 実 
験 的 に 求め , 短波 回 線 の 伝送 特性 の 面 か ら 検討 し た 結果 を の 
べら れ た . つぎ に 熊谷 黄 , 寺村 浩一 , 坂 ロ ー ニ 三 の 3 氏 は 現 
用 の ARQ 装置 を 利用 し た 測定 デー タ に も と づい て , 各種 の 
誤字 検出 また は 訂正 符号 に つい て 改善 率 を 求め , 短波 回 線 の | 
誤字 の 特徴 を 明 ら が に し た . 

第 71 回 (3 月 18 日 ) 東大 の 宮川 洋 氏 は 有限 時 間 長 の 標本 
に よっ て 生ずる 相関 関数 の 推定 誤差 に つい て 計算 を 行ない 
スペ ベク トル と 簡単 な 関係 に ある こと を 報告 され た . また 電気 
試験 所 の 飯島 泰 歳 氏 か ら , 重複 の な い 逢 序 数 を テー プ を 用 い 
て , 順序 通り に 並べ か える 方 法 に つい て , 確率 論 的 に 評価 を 
行ない , テー プ の 本 数 を 2 本 用 いる の が 最良 で ある と と を 報 
告 さ れ た . 


磁性 材料 研究 専門 委員 会 
委員 長 博 田 五 太 幹事 佐藤 斉 


第 32 回 (2 月 23 日 ) 磁性 材料 研究 専門 委員 会 を 大 阪 支 部 
に て 開い た . 発表 資料 は 5 件 で 内 容 は 広く 各 方 面 ど で わた る も 
の で ある . 

(1) 東京 電気 化学 の 富永 滋 氏 は 「 フ ェ ラ イト の 特殊 応用 」 
と 味 し memory、parametron, gz-wave 用 の 材料 特に 角形 
材料 を と 用 いた も の に つい て “ラディック” マラ ト ” Bi 
Reactron'" な どの 比較 検討 結果 に つい て 報告 し た 

(2) 阪 大 の 桜井 良文 氏 は 「 磁 心 を 用 いた A-D 変換 器 」 
と 古 し , 角形 材料 に よる A-DCAnalog-Digital) 変換 器 の 実 
験 に つい て 報告 し た . 交流 に お ける Ramey の 即応 性 磁気 回 
路 と 磁気 計数 器 と 磁気 発振 器 の 特性 を 組合 わせ た よう な も の 
で , 入力 電圧 の 大 き さ に 比例 し た 数 の 出力 パル ス を 発生 する 
も の で ある . 原理 上 理想 的 に 近い 角形 特性 の デル タマ ックス 
に よっ て 2 桁 ま で の 精度 を 得 た と 述べ た . 

(3) 住友 金属 の 日 口 章 , 浅野 暁 一 氏 ら は 「 異 方 性 バリ ッ 
ム フ ェ ライ ト を 使用 し た ス ビ ピー カ の 設計 に つい て ]」 と 馬 し , 
Ba フェ ライ ト 特 に 磁場 効果 を 利用 し た 異 方 性 の も の で 亡 平 
構 和 壮 に よる と き , 小形 スピ ー カ に 充分 用 い 得る と 人 述べ た . た 
だ し 温度 特性 に 注意 すべ きも の と し た . 2 

(4) 松下 電器 の 広田 栄一 氏 は 「VHF 帯 I フ ェ ラ イト (フス ヨ 
ロッ クス プレ ー ナ ) に つい て 」 と 奈 し, Philips 社 に よう 
て 発明 され た 超 高 周波 材料 に 関す る 磁気 理論 的 解説 お よび 試 
作 実 験 結果 に つい て 報告 し た . まず 結晶 構造 の 複雑 さか ら 和 飽 
和 和 磁化 の 値 に つい て 人 述べ , 直 変 する 磁気 異 方 性 定数 に よっ て 
Snoek 流 の 回 転 モ デル に よっ て 自然 共鳴 周波 炒 そ の 他 の 式 
の 導出 経過 を 示し た . 材 料 と し て は “Cos-Z”" が 良い の で とれ 
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で 


を 中 心 と し て いろ いろ な 誘導 体 の 磁気 特性 に つい て 多数 の 図 
を 示し た . (ペー ジ 数 =64 ペ ベ ページ) 
(5) う "松下 電器 織田 隆雄 氏 は 「 受 信用 フェ ライ ト 磁 心 ア ン テ 
ナ の 実用 的 設計 法 」 と 題し , ポー タプ ル ラ ジオ 用 の バー アン 
テ ナ の 設計 に つい て 報告 し た . “実効 高 さ ” を 2 種 の 実効 透 磁 
率 な ど を 用 いる と と に より 簡明 な 式 を 得 , 設計 図表 を 与え た . 
第 33 回 (3 月 24 日 〕 
(1) 通 研 , 星 柳 功 芳 氏 は 「 磁 性 材料 の 高速 論理 回 路 へ の 応 
用 」 と 題し , 給 電 素 子 , 推 移 , 選択 回 路 な ど に 主として 高周波 ト 
ラン ス を 応用 し て 高速 演算 の で きる こと こと に つい て 報告 し た . 
(2) 国際 電電 , 大 島 氏 ら は 「 磁 心 と に よる 演算 回 路 ( リ アテ アクト 
避 ン )」 と l 題 し, 角形 材料 と ダイ オー ド を 組合 わせ た “リア ク 
トン” と 名 付け た 素子 に より 高速 論理 演算 回 路 を 構成 で き 
の 宅 報 告 避 た 2 相 の 下 ラ イプ バル スズ に よる イン ビー ダン ス 
0 ジー の 考え 方 に よる も の で , フェ ライ ト に よる 最高 演算 速 
度 が 得 ら れ 回 路 構 成 も 簡単 確実 な も の と 述べ た -. 


超 音 波 研 究 専門 委員 会 


委員 長 能 本 乙 彰 幹事 奥島 基 良 


第 110 回 (1 月 22 日 ) て (1) 和田 人 三 久 氏 は , 懸 湯 液 
中 の 音速 と 減衰 を 測定 し て 分 散 粒 子 の 複素 体積 弾性 率 を 求め 
議 る 方 法 を 述べ , ご ム ・ 合 成樹 脂 ・ ペ パラフィン ・ ペ パン 酵母 な ど 

の 粉 体 に つい て 行なっ た 測定 結果 を 報告 し た . (2) 間 庭 愛 

信 氏 は , 同一 機構 の 14 kc 測深 機 と 200 kc 測深 機 を 装備 し て 

久里 浜 沖 で 行なっ た 実験 に つい て 報告 し , (3) 平野 正勝 氏 と 
8 西村 実 氏 は , 切替 を に よっ て 50kc と 200kc の 2 周波 の 一 
譜 方 を 選択 し て 測定 する 探 測 機 を 用 いて 東 支 務 海 で 行なっ た 実 
験 に つい て 報告 し た . 200kc の も の は 指向 角 が 狭い の で 精密 
測量 や 底魚 の 探 素 な ど に 適し , DSL を 潮 目 の 検出 能力 も 優 


” 

1 れ て ゆい る. 一 方 14kc, 50 kc の も の は 指向 角 が 広い の で , 直 係 に つい て の 報告 が あっ な た. 

. 調査 ・ 研 究 専 門 委員 会 の 活動 状況 

] (34 年 度 第 4・4 半期 ) 

} 回 | 月 日 調 査 ・ 研 完 の 古 目 | 区 表 衣 者 参加 才 
は (⑪①) ボス メータ 交換 に よる 能率 お よび イン ビー ダン ス の 変化 i の 

本 遇 3 3.26 | (2) 国際 比較 用 9,000 Mc 帯 ボ r メ ー タ マウ ント の 能率 測定 # 且 村 総 吾 て (東大 8 
| 上 思 国 委 田宮 寿美 子 ( ヶ ) 

E 皮 際 (3) 9,000 Mc 帯 バ レッ タマ ウッ ント 能率 測定 稲毛 信 衛 G 研 ) 

江 田 


Design Shthesia の 試み に つ ヽ 


(3) ダイ オー ド 
(a) 欧米 の 電子 計算 機 技術 の 動向 


金属 磁 わ い 遅 延 線 た に 用 いら れる 新しい 変換 器 に つい て 


(2) プー ル 方 程 式 解法 の 基礎 理論 に つい て 
(3) プー ル 行 列 を 用 いる スイ ッ チ ング 回 路 の 設計 法 に つい て 


・ コ ン デ ン サ 記憶 装置 


(2) 入出 力 用 計算 機 ETL Mk4B の 方 式 設計 
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下 よ り は ずれ た と こと ろ る の 魚 も き ス な さく 探 索 で きる 利点 が ある 
ら の で と で あな 

第 111 回 (2 月 15 日 ) (1) 全 衝 ご 水 店 記 


Build up 波形 を し た 超 音 波 パ ルス を 発 敵 し た と き の , 広がり 
を も っ た 剛体 平面 か ら の 反射 波 の 波形 や レベ ル に つい て 和解 板 
し , 実験 観測 の 結果 と 比較 し た と の 報告 が る っ た . っ ② っ 尾 所 
等 夫 氏 か ら , 音速 傾 度 が 一 定 の 層 の 中 を 超 音 波 が 伝 ぽ ん する 
と き 。 ES 出 て 行く と き の 基 
度 は Snell の 法則 に し た が っ て 人 簡単 な 関係 に ある . こと の 
と を 利用 し て 簡易 に 音 線 を 作図 する 方 法 を 考案 し た . まだ) 
ら の 方 法 で は 音 強 度 も 容易 に 求め る と こと が で きる と の 報告 
あっ た . (3) 戸谷 正造 氏 か ら , 写真 乳剤 に 超 音 波 を 照射 
し た 際 に 起こ る 現像 作用 は キャビテーション に 0 
た 空 胴 付近 で 圧力 傾 度 が 非常 に 大 きい た と る らし い . 
その 経過 は , 圧力 傾 度 が 大 きい と AgBr 2 
起り tilt boundary を 生じ , そこ に 3, 4 個 程 度 の 銀 イ オジ 
が 集まっ て 洪 像 校 と な る . これ ら の こと と を 実験 で 確か め だ ど 
uy Ere, っ た . て (4) 根 笠 勝雄 氏 か ら , ルミ ノー ル 深 液 
中 に 超 音 波 を 照射 する と キャ ビ テ ーション の 起き て いる 場所 
で は 先 沙 する の で こと の 現象 を 利用 し て 種々 の 容器 内 の 音 場 
や , 種々 の 音源 の 付近 の 音 場 を 観察 し た と の 報告 が あぁ っ 誠 . 
(5) 実 吉 純一 氏 か ら , 昨今 の 音 貫 学 国際 会 議 に 出席 後 訪 
問 さ れ た 欧米 の 大 学 ・ 会 社 ・ 研 究 所 に つい て の 報告 が あっ た 
第 112 回 (3 月 5 日 ) (1) 宮島 次 郎 氏 か ら , 思 凸 が 2 流 
長 程度 以下 の 数 種 の 反射 面 に 向け て 超 音 波 ペ ルス を 発射 し , 
反射 面 を 回 転 き させ て 反射 の 方 向 性 を 測定 し た . 結果 は, 思 上 
が 大 きぐ な る と 平均 反射 レベ ル は 角度 に あま り 関係 じ な ぐる な 
り , 垂直 入射 の 場合 の 反射 レベ ベル が 大 幅 に 減少 する と と が 人 


っ た と の 報告 が あぁっ た . (2) 実 吉 純 一 氏 か ら , 前 回 さび 
きつ づき 欧米 の 大 学 ・ 会 社 ・ 研 究 所 に た ついて, 特に ツー ナ 関 


TO 
_ ドリ フト 少な い ア ナグ ・ デ ィ ジ タル 変換 器 に つい て 人 導 計 引 0 } 
; 磁気 テー プ 照 合 機 に つい て i 部 (東芝 ) 
Ea (1) Runge-Kutta 法 に より 常 微分 方 程 式 を 数 値 積分 し た 場 
| 祥 合 の 誤差 に つい て 
材 2.18 | (②⑫_ ディ ジタル 計算 機 に よる 洛 非 正則 制御 未 の Optimum 3 


835 報 告 
| | (1) スー パト ラン ジ ズ タ - ドリ フト に つい て | 岡部 雄治 ( 東 ま ) % 
| 66 1.19 (2 導 ー ド に パラ yy 渡 辺 , 西沢 潤一 
Ee A ド に よる 広 帯 城 パラ メト リッ | 山本 達夫 清水 東 .( 東 北大 
ト 高周波 トラ ンジ スタ に 関す る 研究 川 品 清 一 , 平井 実 電 研 ) 
| (1) 高周波 トラ ンジ スタ の 等 価 回 路 と 四 端 子 パ ラメ ー タ - ; 
渡辺 寧 , 西沢 潤一 , 春日 
2 (2) トラ ンジ スタ の 高周波 測定 と 等 価 回 路 (EE: 林 美 博 (東北 大 ) 
3 - 三 郎 , 修 三 。 
3 & ラン ジス タバ パラ メー タ 測 定 と 中 間 周 波 増幅 器 設 計 へ の i es が 
a に (4) Molten D 折 used Transistor の 高周波 特性 徳山 明 , 伊藤 容 吉 ( 日 立 ) 
67 ‘ 
と 枝 雄 (富士 通信 機 ) 
| " 委 (5) FT 85 の 超 高 周波 特 人 性 に つい て 川 江 Co tp 
4 渡 辺 補 , 西 沢 潤 he” ) 
(6) ドリ フト ・ ト ラン ジス タ の 許容 最大 電力 利得 と 葵 城 畑 積 保坂 紅 (東北 大 ) 
三 i 日 本 放送 ) 
“ (7) ダイ オー ド を 用 いた 広帯域 増幅器 の 利得 制御 回 路 傘 - RE Ry 
芝 (8 VHF トラ ンジ スタ 水晶 発信 器 須山 正敏 (日 大 ) 
二 | (1| 37 | 1.18 | A a i Sa i ts | 松尾 幸人 ( 阪 大 ) | 25 
8 i! (1) 静 電 集 束 進 行 波 管 宮川 達夫 (富士 通信 機 ) 
ーー ク パラ メト リッ ク 増 幅 器 に お ける 高周波 成分 の 影 
38 |.2.15 i te 才 
4 G4 李 詳 界 中 の 電子 運動 を 利用 し た 新 形 マイ ク ャ 波 管 に つっ |/ 小 野 一 山内 和 記 
完 いて 福田 寛 、 小 池 青 二 郎 (東北 大 ) 
管 
ad 加藤 義郎 宮崎 至 誠 , : 
研 (1) ew リ 波 管用 く し 歯形 回 路 の 製作 に 関す る 諸 問 題 越 算 輔 ( 通 研 ) 
- 39 | 3.18 : 
委 (2) 48 Gc 帯 く し 歯形 空間 高調 波 管 の 増幅 特性 C0 
(3) M 形 管 集束 電子 銃 の 改良 と 実験 整 若 知之 ( 胃 研 ) 
(4d) 進行 波 管 小 信号 利得 計算 の 一 方 法 戸田 哲夫 ( 通 研 ) 
共鳴 法 に よる 多孔 質 材 料 の 音響 性 質 の 測定 中 村 「 昭 ( 阪 大 ) 
電気 機械 ろ 波 器 の 定数 測定 法 選 - 上 守 * 夫 (東和 3 
日 本 機械 金属 検査 協会 大 阪 支部 の 無 響 室 に つい て 伊藤 穀 ( 早 大 ) 
41 2.5 アイ フリ 株 式 会 社 の 無 響 室 に っ いて 阿部 久 郎 (アイ ウツ ) 
| gag) | (5) 導電 形 ス ビー カ の 人 能率 設計 に っ つい て 吉 村 悠 (松下 電器 ) 
| ホー ン 形 ス ビ ピー カ の 能率 設計 に つい て 阪本 栖 次 (松下 電器 ) 
” | ( 下 木 一 に 三菱 電 横 ) 
0 Co-Fe 合金 を 用 いた スピ ビー カ の 試作 結果 野中 五郎 (三菱 鋼材 
層 x セラ ミッ ク パ イプ を 用 いた ステ レオ カー トリ ッ ジ -- 英 = et 
NN () 風 に よっ て 発生 する マイ クロ ホン の 雑音 漠 品 章夫 (NHK) 
+ 10 = 12 
4 (2 明 暴 度 指数 の 適用 範 時 に つい て 本 計 RH 
Ng (1) 周期 的 可変 回 路 の 構成 尾崎 弘 , 高 忠雄 ( 阪 大 ) 
月 回 | 43 | 119 | ⑫ 整流 帰 層 形 対数 変換 回 路 の 一 考案 { 幸 吉 (神戸 大 ) 32 


最小 線 輸 数 回 路 に つい て | 渡 部 和 ( 日 電 ) 
高 講 電 率 磁器 を 用 いた 分 布 回 路 索 子 と その 応用 美咲 際 - 岡崎 、「 清 


鈴 木 
遅延 回 路 の 小形 化 に つい て 小野 田 真 穂 樹 (東工 大 ) 
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直 守 | 44 | 1.22 1) 層 延 帰 四 の 非線形 理論 松原 正 一 ( 匠 城 大 ) 
線 導 : (2) 時 間 遅 れ を 含む 振動 南雲 仕 一 (東大) 
理 委 
/ 
3 ング 空中 総 |「』 佐 了 藤 源 貞 ( 信 木 ア ン テ ナ ) 
0 | 2o | > トマ イ ング 空中 線 示 子 間 の 結合 量 の 測 室 A 大 場 御 癌 (0 
“の 0) ョ ー ド ッ パ の アン テ ナ に つい て 河津 裕 元 GH 研 ) 
ァ = a —. 
> ① 複合 60 度 コ ー ナ レフ レク タ 空 中 線 に っ つい て ( 作 障 居 邊 TR 
24 Gl 2.19 l\ 安 部 豊 高 < ル 3 が 
鉱 (2) 平行 線 ダ イボ ー ル を 使用 し た 超短波 放送 用 空中 線 永井 淳 , 佐藤 利三郎 (東北 大 ) 
要 * 
(1) UHF 新 形 放送 アン テ ナ に つい |/ 中 原 恒雄 (住友 電工 ) 
2 123418 | MA RS | 江 基 fC 20 
本 | 松下 矯 夫 (古河 電工 ) 
9) (1) 達 蝶 離 探知 用 レー ダ の 最適 波長 推定 法 に っ いて 0 お eT 吾 
電 首 
波 (2) TV 電波 の 異常 伝 ぽ ん た に つい て 村 上 一 郎 NHK) 
偽 | 22 | 1.19 | 3 UHF 陸上 見 通し 外伝 ぽん の 実験 結果 に つい て 平井 正 一 ( 電 波 研 ) a 
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(4) 音声 タイ プ の 基本 設計 


(1) The Theory of Autonomous Linear Sequential 
| Networks 


(2) 系列 機械 の 理論 精 一 ( 九 大 ) 
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2 周波 式 探 測 機 に っ つい て 


, (水産庁) 

(日 電 う 

(海上 電機 ) 
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(3 14 ke 音 妖 測深 機 と それ と 同一 機械 を 有する 
波音 任 唱 導 展 に よる 放 思 押 者 の 全 寺 有する 映 作 李 直 音 


(1) 水中 超 音 波 バ ルス の 反射 の 研究 (その 1) 
(3) 水中 超 音 波音 線 の 一 計算 法 

(3) 写真 乳剤 微 結晶 の 転位 と 洪 像 

(4) ルミ ノー ル 発 光 に ょ る 超 間 波 音 場 の 観 座 
(5) 欧米 の 超 音波 研究 に つい て ( 帰 朝 談 ) (その 1) 


(1) 水中 超 音波 パル ス の 反射 の 研究 (その 2) 
(2) 欧米 の 超 音 波 研 究 に つい て ( 帰 朝 談 ) で その 2) 
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ヒル ベルト 変 換 と 調和 解析 と の 間 の 
関係 と その 通信 工学 に お ける 意味 
G. Wunsch : “‘Die praktische Bedeutung des 
Zusammenhanges zwischen Hilbert Transfor- 
mation und harmonischer Analyse fiir die 
Nachrichtentechnik”’, A.E.U. 13, 12, p503, 
(Dez. 1959). 宮川 洋 訳 [資料 番号 4720] 
(= り U( か の 十 jVC ヵ ) が ぁゃ の 右 複素 半 平 面 上 で 正則 な ら ば 
り U(w@) と VCo) に は つぎ の 関係 が ある (ヒル ベル ト 変 換 ). 


“it Tt 秋 下 


Mo) 5 wm UC Cn C1) 
TJ-oo Wo— ひ 
OV 0 (2) 
TJ-o Wo—O 


V, ヵ ? は コー シー 主 値 を 示す -. 


学 会 雑 計 第 43 券 7 号 839 
六 紹 議 江 
調和 解析 を 用 いる と 
U(tan £)= + } ™ A,COSN ® (8 
<~ n=l1 
V(tan £)= >» a;sinn £ (4) 
~ n=l 
と 展開 で きる とこ と が わか る . すなわち 
| ?" 
= U(tan®)cos nE Aw 5S 
, に JG 
= vltan®) sinngeae Gy 


こと の 関係 を 用 いる と 二 端 子 イン ピー ダン ス の 実数 部 と 虎 数 
部 , 減衰 量 と 位相 定数 な ど 関 係 が 極め て 簡単 に 表示 され る 7 
と の 論文 で は さら に 4a, な どの 図式 的 な ら び に 電気 的 な 求め 方 
0 寺 EN (宮川 委員 う ) 


反復 イ ン ピ ー ゲ ンス は 線形 で ある が , 
伝達 特性 が 非線形 て ある 四 端 子 回 路 綱 
E.C. Cherry : “Classes of 4 Poles Networks 

Having Non-Linear Transfer Characteristics 
but Linear Iterative Impedances”, P.I.E.E. part 
B, 107} 31, p 26,(Jan. 1960). 宮川 洋 訳 [資料 
番号 4721] 
図 1 を 参照 され た (a) rid ッ ジ 形 の 回 路 の 各部 
の 電圧 ・ 電流 の 関係 は に 示す よう に 高 さ V, 幅 7 の 短 
形 の 中 応 お さま る こと が わか る . と の 図 は た と えば 一 部 の 抵 
抗 が 非線形 で も (c) の よう に 成立 する . この よう に 平面 上 の 
電気 回 路 を 算 形 で 表現 する こと は すでに か な り 以 前 に 明らか 
され た こと で ある ろ る. (E. Hering : “Neue Methoden der 


gaphischen Netzberechnung”, Elektro-Journal, 1927, 7, 
nd て is.98) 
スズ ス は 線形 で ある が お が, 
つい て 論じ た . 


と こ で は こと の 関係 を 用 いて 反復 イン ピー ダン 
伝達 特 人 性 が 非線形 の 四 端 子 回 路 の 科 成 に 


図 1 平面 上 の 回 路 の 短 形 表示 


コン パチ ブル 立体 放送 の 一 方 式 
F.K. Becker : “A Compatible “ Stereophonic 
Sound System’”’, Bell Lab. Rec. 37, 11, p 410, 
(Nov. 1959). 高橋 良 訳 [資料 番号 4722] 


と の 論文 は Bell Laboratory で と これ まで お と な っ て 来 た 


立体 方 式 の 開発 過程 と 最近 NBC の 放送 網 を 通じ て テレ ビ プ 
戸 グ ラム “ペリ ・ コ モ ・ シ ョ ウツ "” で 実験 し た ュ コン パチ プル 立 


・ 体 放送 の 一 方 式 に つい て 紹介 し て いる 


と れ ら の 四 端 子 回 路 の 構成 の 例 を 図 2,3 に 示し た . いずれ 
も 適当 に 非線形 素子 を 組み 合わ せる と と に より 非線形 の 伝達 
特性 を 得 て い る . さら に 対角線 の こう 配 が 常に で ある こと 
より 反復 イン ピー ダン ス は 一 定 値 で あり , すなお わ 避 線形 で あ 
る こと が わか る . その 他 原 論文 に は 簡単 な は も ご 形 回 路 の 構 
成 法 も 述べ られ て いる . 


図 3 非対称 格子 回 路 


(宮川 委員 ) 


ュ コン パチ プル 立体 放送 を 1 波 で 行なう 場合 に は 周波 数 分 割 
方 式 か , 時 分 割方 式 の 多重 伝送 方 式 を 使用 する の が 普通 で あ 
ある .。 し か し , こと の 方 式 の 立体 放送 を 受信 する に は , 標準 の 
AM, FM 受信 機 に は 副 搬 送 波 受 信 部 は 一 般 に つい て いな いか 
ら , この 装置 を 付加 し な けれ ば な ら な い . 

また , と れ ま で の 2 波 方 式 で は , 左 , 右 の マイ ク グ r ホ ポン で 
収 音 じ た 音声 信号 を 別々 に 伝送 する と 1 台 の 受信 機 で 聴取 し 
た 場合 に は , 左右 の 音 の バラ ンス が 減少 すず る. すなわち , = 
ジン ペチ ビビ す サイ を を と な うと 記 に な る た が が 
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プル で ある た め に は , 左右 の 
マイ ク r ホ ン 距 離 に も 制 I 限 が 
あり , 左 ・ 右 各々 の マイ ク ド 
ホン で 収 音 し た 音声 の 左右 の 【 
ペラ ンス を くず すこ と が で き 
な い . そこ で 一 般 の 標準 受信 
機 で 受信 で き ,、 し か す せ . 序 果 前 
な 2 波 方 式 に よる コン バチ プ 
ル 立 体 方 式 を 提案 する . 

この 方 式 は , 周知 の “Pre- 
cedence effect” を 応用 し て 
いる .。 すなわち , 2 つの 音声 
の 片 一 方 を 遅延 させ た 場合 に 
は 35ms の 遅延 まで は 遅延 及 
し な い 方 の 音 に 支配 され , そ 
れれ 以上 の 遅れ で は じ め て エコ 
一 と し て 感じ る . そこ で 1 一 図 1 


エリ コ ボ ポ ボッ クス, 単 一 形 拡声 電話 機 
lI. Mitnitzky & P. Ahlstré$m : “‘Ericovoz, The 
One-Piece Loudspeaking Telephone”, 


アカ ジン を を 人 作る, エリ クソ ゾ ソン 社 の 新 

し い 拡 声 電 話 機 は ト いか に し て 誕生 し た か 

TOlsson : “An Idea Takes Shape, How LM 
Ericsson's New loudspeaking Telephone Came to 
Birth’”’, Ericsson Rev. 36, 4, p 100, 109,(1959). 
三浦 宏 康 訳 [資料 番号 4723] 
下 ricsson 社 は 図 1 に 示す よう な 斬 新 な 形状 の 拡声 電話 機 Eri- 
covox を 発表 し た . Ericovox は 音声 スイ ッ チ 方 式 の 拡声 電話 
機 で 回 路 の プッ 
クダ イア グラ ム は 
2 の ご ど ごとく で あ 
培 の あら と で A A 
A;, 4A。 は 減衰 器 
で 交流 的 に 2 つっ ず 
つ 列 に 制御 プリ 
ッ ジ 選 , に 接続 さ 
れ て いる . A, と 
4 は それ に 流れ 
る 直流 電流 が 増加 する と 減衰 量 が 減少 し , A: と 44 は その 直 
流 電流 が 増加 する と 減衰 量 が 増加 する も の で ある . いま , 音 
り 増 幅 さ 
衣 れ た 後 Ai ( 高 減衰 量 ) と A; (低減 誤 量 ) に 分 割 さ れる . 4 
を 通り G, に より 増幅 され た 信号 は 刀 , を 動作 させ て 直流 電 
流 を 47 と A。 に 送出 する . と の 直流 電流 に より 4: は 減少 
じ 人 音声 は 4: を 通り G。 で 増幅 され ハイ プリ ッ ド コイ ル 選 を 


非 球 体 に よる 散乱 
J.M. Greenberg : Scattering by Nonspherical 
Particles”, J.A. Phys. 31, 1, p 82, (Jan. 1960).. 
堀内 和夫 訳 [資料 番号 4724] 


35 ms の 遅延 で は 最初 に 到達 する 音声 で 方 向 が 決定 され , 後 
で 到達 する 音声 に よる エコ ー は 無視 で きる . この 方 位 角 知覚 
作用 を “Precedence effect'” と 呼ん で いる . 

図 の よう に 2 個 の マイ ク ド ホ ン で 収 音 し た 音声 信 号 を 遅延 
回 路 で 交 又 し て 接続 する . 左 の マイ ク で 収 音 し た プロ グラ ム 
は 家庭 の TV スピ ー カ に 直接 伝送 され , 同じ 信号 は , 右 の ラ 
ジ ォ の スピ ビー カ に 遅れ て 到達 する . て 左 の スズ ビー カ 
は 左側 方 向 の 音 に 先 に 感ずる . 同様 に 右 マ イク の 改 音 信号 は 
右 の ラジ ォ の スピ ビ ピー カ に 先 に 到達 し , だ の TV の スピ ビー カ ヵ カ に 
ぁ あと で 到達 する . そこ で 前 の に より 
TV と ラジ オ の スピ ー カ で 立体 再生 を する こと が で きる 。 ま 
た 2TV; 之 ジ キ の スピ ポー カ は 各々 た の ペラ ンス を ぞ る 5 な ょ わ 
な い モ ノー ラル 放送 と し て 再生 する こと が で きる . 

また , こ の 方 式 は 他方 式 に くら べ て 音 の 広がり が 大 きぐ 。, 諾 
右 ス ビー カ の 真中 が 抜け z る 現象 “the hole in the middle™” 
が 少な い 利点 が ある と 報告 し て いる -. 


し た が っ 


“Precedence effect™” 


(副島 ( 末 ) 元 委員 ) 


2 
同時 に 4A: は 大 きく な 
受話 の 動作 も これ と 同様 で ある . 


通っ て 線路 に 送出 され る . 
の 信号 を 阻止 する . 
に し て 動作 し て いな い 
抑圧 され る . 

上 記 回 路 と それ を トラ ンジ スタ お よび ダイ オォ オー ド で 構成 す 
る こと に よっ て , 従来 2 る つ ある い に は 3 つの 部 分 に 分 れ て い だ 
拡声 電話 機 が は じ め て 一 つ に まとめ られ 図 1 の 供 体 内 だ すべ 
て 組込ま れれ てい る. 

マイ ク r ホ ン は 電磁 形 で 電話 機 の 最上 部 に 上 へ 向け て , 拡 
声 器 は 底板 の 上 に 下 へ 向け て お か れ , 送 話 , 受話 の いずれ も 
無 指向 性 と する こと に 成功 し た . 

電源 は 電話 局 の 電源 を 利用 する も の で 60V 2x500Q で 
も ,48V 2Xx2009 で も 2000Q の 線路 抵抗 まで 使用 可能 で 
ある . 線路 が さら に 長く 電流 が 13 mA 以下 に な る と き は べ 
ル 変 圧 器 を 用 い 商 用 電源 か ら 11~50V の 電圧 を 供給 する 必 
要 が ある . な お 、 受 話 時 は 一 時 的 に 50 mA まで の 電流 が 必 
要 で ある の で 電話 機内 に ニッ ケル カド ミッ ゥ ム 蕎 電 池 が 組込ま 
れ , 不 使用 時 と 送 話 時 これ を 充電 する よう に な っ て いる . 

また 本 電話 機 は 送受 器 を 有 し て いな い の で , 必要 な と き は 
Ericofon と 共用 され る . 


り 線 路 よ り 
ど ご の まさ 
と き 各 チャ ネル の 利得 は 各々 20 dB 


(富田 答 員 う 


スカ ラ 波 動 方 程 式 『% 寺 [だ + り (r)]%=0 を 基本 と する 散 
乱 間 題 を 球 お よび 回 転 橋 円 体 ・ 回 転 投 物 面体 ・ 円 すい 体 に 対し 
て 適用 し , そ の 全 散 乱 断 面積 を 近似 的 に 求め て いる . 波動 関数 
みみ は そ の 洒 近 形 に お いて の っ Pine+ の cnt, Pine=exp(k: er), 
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Pots=r exp(Gkr) fC(k:, Fk2) , (k=r 方 向 ベ クト ル ) た に お わ 
けら れる が , (た た, た) は 微分 散乱 断面 積 7(k:, k2) を |/(k」, 
た 2) ド で 与え る 散乱 振幅 で あぁ る. と この と き 全 散乱 断面 積 cq。 は 

=4 rz km{ fk kD)} = + 5, je=} fCkis, kD FAN 2, 
ap ニー た 2 ド Im[U(Cr)]g sz で 求め あら れる と と が 知ら れ て い 
る . と の 場合 , 球 お よび 非 球 体 に つい て 同等 の 近似 式 が Sch 近 
に よっ て 与え られ て いる の で の ① カ , 円 筒 座標 系 で の 形 


EE KM pd 0 hlap) 


liexp| 3 "Up, Has 
EE ks| 
を も と に し て の; を 近 隊 的 に 赴 出 で きる . こと の 論文 で は , まず 
ellipsoid 対称 の ポテ ン シ ャ ル U(r)=U[(z/A)*+(»/B)*+ 
(</C)*] と , 回 転 座標 系 で 表わさ れ た spheroid 対称 ポテ ン 
シャ ル り U(r)=U[(z/a)* 寺 (Cy7a)* 二 (27/6)*] が 適当 な 座標 変 
換 で , A*=sin?z 十 afcos ジ z, BB?=g?, C*=(ab)*7A* な る 関 
係 を も っ て 等 価 で ある こと を 述べ , U び が 散乱 体内 部 で 一 ひ 。 
l 二 5 の の , 外部 で 0 と し て spheroid に よる 散乱 断面 積 が 
=4z ABImi{1l/2+ GalC p)explGC tfa) 
+(alC w)*[1—expGC pla]} 


(但し r= Ual+1)/ 
k=go(1+70)) で ある 
と と 丸 示 じじ で いる 
ら に cz=ea*(1—p°) な 
る 回 転 抽 物 面体 に つい 
て , その 軸 が た に 平 
行 お よび 乗 直 な る 場合 
の 断面 積 を , また 高 さ 


b, 僅 る 奈 Wy 


球 と 同じ 体積 を 持つ 回 転 投 物 面体 
て "な それ ら を 順に Tspheres i”, Ln 7 c,6 i 


6 三 0 の 場合 の 同一 体積 に 対す る それ ら の 相 異 が 図 の ご ど と く 示 
され る . この 他 に も 同様 の 図 が 同一 此 何 学 的 断面 積 た 対し て , 
お よび 同一 の 軸 方 向 可 何 学 的 断面 積 と 細長 さと を 持っ 場合 に 
対し て 求め られ て いる . 特に 後者 の 結果 は , 可視 光線 の 水中 
で の 吸収 に 相当 する 8=0.134 を 用 いた 結果 と 類似 し て いる 
と と が 指摘 され て いる . 
文 献 
(1) Phys. Rev. 103, p 443, (1956). 
(副島 〇 6) 委員 ) 


固定 球 に よる スカ ラ 波 の 財 渡 的 回 折 

R.G. Barakat : “Transient Diffraction of 
Scaler Waves by a Fized Sphere”’, J.A.S.A. 
32, 1, p 61, (Jan. 1960). 堀内 和夫 訳 [資料 番号 
4725] 
固定 され た 珠 (中 心 を 球 座 標 (», 0, の の 原点 に お き , 半 
径 を zg と する ) に 速度 ポ ボ ポテンシャル ゅ が < を 軸 に 沿う て 正方 
向 に 平面 波 


Pv, 2, =AH(z—ct)etklz-0t) 
の 有形 で 入射 する も の と する . 亡 は Heaviside の 単位 関数 . 
こと これ は Laplace の 逆 変 換 形 で 


sy 
Ff yentDig. (2) 
. Re 0)es:(s+1 0) ds 
ど 展 開 表 示さ れる . 散乱 に よっ て 生ずる 回 折 波 を < と し , 
と れ ら を 球面 上 に お ける Dirichlet の 条件 が 十 み 4%=0 お よ 
び Neumann の 条件 bi + =0 つい て 解く まず , 


初期 条件 ' % 三 0, 9/9 ょ z=0 z=0) の も と に tt に つい て な さ 


So+ioo 


| れ た % ゅ の Laplace 変換 を % ゅ と する と , 無限 遠 に お ける 有限 


性 lim im $2=0 を 考慮 し て 未知 係数 と ,(sa/c) を 用 いた 展開 形 


$=4 (n+ Dk (> >)», CS Db ) 
Ne = hG) 


を 仮定 で きる . 逆 変 換 し て ャ =g に お いて % み と 境界 条件 
を あわ せる こと と に より , Dirichlet 条件 で は b=jGsaio)/ 


Ce Galc) G1)], Neumann 条件 で は b= Gsald)| 
[gCGalo G+io)] を 求め ある と と が で きる . 
| 変換 形 の 積分 を これ ら に つい て 評価 すれ ば , %2 の 過渡 波形 を 


と れ に よら ぁ っ て で て 遂 


知る こと が で きる わけ で ある . こと の 実際 の 評価 に 際 し て は j 
時 間 領 域 を ツー-a@/c>tz (phase D), G-—a2/c<t<@+0le 
(phase 2), (»+a)/c<t ((phase 3) に 分 ける . 被 積分 関数 
は 単 極 を s=ー7@ お よび た を, の 雰 に も つ . 後者 は 負 の 実 部 
を 持ち , 庶 軸 上 に 存在 せ ず , 有限 個 で ある . 積分 の 評価 は 
phase 1 で は 右 半 平面 で , phase 3 で は 左 半 平面 で 行なわ 
れ , phase 2 で は 庶 軸 お よび 左 半 平面 で 行なわ れる . phase 
で は % み <=0, phase 2 で は Dirichlet 条件 に 対し て 第 ヶ 々 モモ 
ー ド で は @= $b,) 

FCka)h, NCkD) 

2h,; (ka) 


D=A(2r+DP,(cos nt e-tat 


qnk, Carla) ¢ 
+ る a ew las jh, 
GGal 
が , phase 3 で は 第 1 項 分 母 の 2 を と っ た も の が 得 ら ちら れる! 
第 2 項 は 減衰 波 か ら な る 過 濾 項 で ある . さら に Neumann 打 
件 に つい て る も 同様 に 求め , これ ら の 結果 を , 球面 に 働く 合成 
DW FO =pat [| agi aS CAMLT,Neumann 
条件 の 場合 の その 時 間 的 変動 を 図 の ご と く 示 し で て いる. た だ 
し L, 8=F/(4rzoa’? 


\ Ao), ka=0.4 に 対す 

の る も の で ある . 破線 は 
> 定常 項 を 示す . @t== 
ey 1.6 以降 は ほとん と 週 
0 4 B EE 渡 的 変動 が 無視 で き 
ka=0.4 と な る 場合 の 球 加 る . この 論文 で は 定常 


( 半 経 の 》 上 に 働く 過渡 的 力 状態 で は ふく 射 条件 
lim »[(9 み 2/95) 一 7 yr%] =0 を 課す る こと に よっ て 解 の 単 一 性 
を 規定 する わけ で あ る が , %9 で は -lim nd= 0 で 充分 で ある 
と と を 強調 し て いる . (人 箇 G- 委 中 
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多 結 晶 ジ ルコ チタ > 酸 鉛 の 圧電 的 性 質 
D.A. Berlincourt, C. Cmolik and H. Jaffe: 
“Piezoelectric Properties of Polyerystalline 
Lead Titanate Zirconate Compositions”, I.R.E. 
48, 2, p 220,(Feb. 1960). 岩崎 裕 訳 [資料 番号 
4726] 
チタ メタン 酸 鉛 (PbT : O05) と ジル コン 酸 鉛 (PbZrO0;) の 混 卓 
系 に つい て は , Shirane, Suzuki, Sawaguchi 等 に よっ て 結 
上 王 構造 お よび 誘電 的 性 質 が , さ ら に B. Jaffe 等 に よっ て 圧電 的 
性 綿 が 研究 され て いる . こと の 論文 で は 特に 種々 の 良い 性 質 を 
も ゃ もつ 組成 範囲 (PbZro.4sTio.syO; (48/52) より PbZro.sTio.4O』 
(60740)) で の 組成 変化 に よる 電気 機械 結合 係数 , 弾性 コン プ 
ラテ イア プア ンス, 誘電 率 電気 的 並び に 機械 的 @ 値 , 全 電 気 モ ー ヌ メ 
ンド お ぉ よび 焦 電 気 の 恋 化 の 測定 を 行ない , チタ ン 酸 バリ ウ 
磁器 と の 比較 を 行なっ て いる 
1. 圧電 気 , 誘電 率 お よび 弾性 定数 と これら の 測定 は 
IRE Standard on Piezoelectric Ceramics に よっ て いる . 
放言 気 械 結合 係数 は 52/48 の 組成 で 最大 を 示し て いる ( 図 D. 
誘電 率 は poling 前 は 総 て 52/48 で 最大 を 示す が . poling 後 
謀 は 1 人 a を 除い て は 全部 50/50 た 移行 する ( 図 2. また 誘電 率 
放 の 異 方 性 も 測定 され て お り 。 eT/ess7 お よび eS/essS は 54/46 
放 で 最大 1( 約 2.2) を 示す . 弾性 定数 の 異 方 性 も 54/46 で 最大 


_10 


| 之 隔 操作 て きる 電場 発光 に よる 表示 紙 
RR.C. Lyman, C.I. Jones and A. Leger: 
5 “Remoely Controlled Electroluminescent Total- 
i ng Display'"', Comm. & Electronics, 43, p 248, 
: (July 1959). 菊池 誠 訳 [資料 番号 4727] 

半生 科 軍 寺 で 電 後 に 出 て 来 た information を , 自動 的 に “人 
ee 表示 に 直す こと と は どう し て も 必要 だ が , 直 


/ 夫 
‘2 
ut 

る 

= 


(15849 


を 示し て いる . と の よう に 磁器 に も か か わら ず この 組成 が 軸 
方 性 が 大 きい の は 90" domain の 配向 が 4422 の 高き に 昇る 
と と の た めで ある (チタ ン 酸 バリ ウム 磁器 の 場合 12%% 9・ 
Qn, Qz は 57/43 で 最小 を 示し , Zr が 少な い 領 域 で は その , 
反対 の 領域 より も 大 きい 値 を 示し て いる . 

2. 全 電 気 モ ー メ ント 分極 軸 に 平行 に 圧力 を 加え た と 
き に 放出 され る 電荷 を 測定 し て いる . 他 の 測定 法 は 種々 の 困 i 
妖 が ある の で 用 いる と こと は で き な い . 全 電 荷 は チタン 酸 ペ リ 
ウム より も ずっ と 大 きく , 56/44 で ひずみ 力 4x10*n/m* の : 
と き 最 大 値 48x 10-*coullcem* を 示し て いる ( 図 う , (図り - 


Pb(Zr sTis)0; 


3. 俺 電気 Pb(Zr,TDO。 は 一 200°C より キョ ュー リ 源 
度 ま で 転移 が な い に も か か わら ず , 異常 に 大 きい 罰 常 電流 が 
150°C 位 よ り 流 れ 始 め る . 25°C~400°C まで に 流れ る 電流 の 
合計 は 1000 coul/lcm* に も 達し て いる . と の 中 130°C まで の | 
も の の み は 加熱 冷却 に よっ て 定量 的 に くり 返し 可能 で ある 
と れ 以 外 の 部 分 を 異常 電流 と し て いる . と の 系 お よび こと の 素 
に 少し 他 の 成分 を 加え た 系 で は 体積 固有 抵抗 が 10'ohmcm 以 _ 
下 に な る と 上 抽 常 電流 が 流れ 始め る . 

と の 2 成分 系 に 他 の 添加 物 を 適量 加え る と と に よっ て 個々 
の 特性 を より 改良 する とこ と は 可能 で ある . (三宅 委員 う ) 


接 文 字 ゃ 数 字 に し て , た と えば 電光 = ミース の よう に 出し て 「 
みよ うと する 試み の 一 つが と の 報告 で ある . 

と こと で は 図 1 の よう に , 0 か ら 9 ま で の 10 個 の 数 字 を 共通 % 
の 切片 に 分 け , この くみ 合わ せ で どの 数 字 で も 表現 で きる よ 
ld 

こと の 共通 の 切片 (Segment) を それ ぞ れ 独立 に 電圧 が か け ・ 
られ る 電場 発光 板 と し て 作る と と は 容易 で ある . 
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うう いう も の を 作っ て お け 
ば , 後 は 回 路 の 担当 者 が とこ の 電 
場 発光 板 に 任意 の 数 字 を 表現 さ 


4 ) 
8 


され る 訳 で ある . 

と の 方 法 が すぐ れ て いる の は , 10 個 の 数 字 を , 1 個 の 文字 
の 面積 の 中 で 表現 で きる と と , つぎ に 固体 回 路 ) 固体 部 品 の 
みみ で 構成 し 得る こと , 板 で ある か ら , ひろ い 立 体 角 か SE し 
く 読 み 々 とれ る と と , 電場 電光 板 を , どん な 大 き さ や ゃ 形 で で で 
きる こと と , 発光 効率 も よく , また 充分 に 明る いと いう で よう な 
点 で ある . (菊池 要 員 う 


せる べき 信号 を 作る 電子 回 路 を 

作れ ば よい 。 で の よう に た し て 数 

和 守 の 現 は , ペル スズ 回路 に よる a Me) 7 

処理 に よっ て 極め て 容易 に 実現 交 
電場 発光 表示 回 路 


T. Hamburger : “Electroluminescent Alpha- 
numeric Display”, electronics, 33, 4, p 49, (Tan. 


22, 1960). 菊池 誠 訳 [資料 番号 4728] 


色 イ プラ イタ の キイ を た た くく と, その 文字 な り 数 字 な り , 
ある い は 記号 な り が 電場 発光 板 に あら われ , 必要 な 場合 は 消 
区 すず に 残る と いう よう な 回 路 は 今 上 要 求 さ れる も の の 一 つっ で 


半導体 の ライ フタ イム の 
。 極 超短波 に よる 測定 法 

H. Jacobs, A:P. Ramsa and F.A. Brand : 
“Further Consideration of Bulk Lifetime 
s Measurement with a Microwave Electrodeless 
5 Techaigue”, JR'E. 48, 2, p 229,(Feb; 1960). 
= 菊池 誠 訳 [資料 番号 4729] 
| 今日 まで 基礎 研究 の た め と 技術 上 の 必要 と か ら , いろ いろ 


EET 


| ASN 707 27 ta te 


に は , 半導体 の 一 端 か ら 光 を あて て キャ リア を つく り , そ の 場 


か ら 明 ら か に 示さ れる . と の と と は 母体 結 晶 内 部 の ライ フタ 


a 0 


ある . と こと に は , 正 .L. 板 と , 鉄心 を も っ ュ コイ ル の 誘導 紀 の 作 
用 に よる スイ ッ チ 動作 を 利用 し た 例 が 述べ られ る . 

一 般 に 今日 の E-L 表示 は , いく つか の segment' の よせ 
集め と し て 文字 ゃ 数 字 を 表現 し , その 各 segmentf を 独立 性 
入力 信号 に よっ て 適宜 点滅 する 詞 法 を と っ て いる 』 その 一 つ 
の segment は , 1.6 MQ 位 の 抵抗 と , 450 gg F 位 の 容 硬 ど 
を も っ て いる . そこ で, 図 1 ユ の よう に 鉄 コ アプ を きつ 非 次 線 
誘導 を 使う と , 交流 に 対し て 負 性 抵抗 を も っ スイ ッ チ を 形成 


する と と が で きる . 図 の (B) は loss の な い 場 合 こ の 且 っ の 
C と LL と を 直列 た と し た と き の 特 人 性, (C) は loss の ぁ る 場 
合 の 特性 で ある . こと の 特性 を 利用 する と , タイ プラ イ 々 の キ 
イ か ら の 信号 を マト リク タス に 入れ て パル ス を 作っ て スイ ッ チ 7 


9 


に 入れ , 一 方 パネ ル セ レ クタ を 通し た 信号 を スイ も ゃ チ に 犬 れ 
る こと と に よっ て , と の よう な 表示 回 路 を は た ら か せる と と が 棚 
で きる 訳 で ある . 図 2 は トラ ンジ スタ を 用 い だ ト リガ 回 路 で 凍 放 
マト リク ス か ら の パル ス で トラ ンジ スタ を 和 飽和 し , 容量 の 放 和 | 
電 で スイ ラッ チ が ON と な る : 人 

この 方 式 は 原理 的 に 非常 に 複雑 な 表示 に も 使う と と が で き 少 


& 


Sk 


< (菊池 秦 員 う 


~~ 
a 


と と に 報告 され た 方 法 の 原理 は 図 1 の よう な も の で 原理 的 


所 的 な 減衰 を 導 波 管 の probe で 探る と いう も の で ある その 
試料 の 部 分 の 構造 は 図る 2 の よう に な っ て いる . 9600 Mc の と 
と ろ で 測定 を 行なう が , 発振 は クラ イス トド ン で 1000 cps の Pc 
四角 い 波 を 出し て 使う 訳 で ある . 

前 に この 医者 等 が 発表 し た ペル ス 光 に よる 測定 に 比べ て , 


表面 再 結 合 の 影響 が は る か に 少な いと と が 実験 デー タ の 比較 


a a と 
0 


イム の 測定 に 好都合 で ある . その 上 , 電 杉 を っ ける 必要 が な 
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っ て いる . 
た だ 導 波 管 に 合う サイ ズ に 結 品 を 切る 必要 が ある の が 若干 
の 不便 さと 言え る が , すべ て を 好都合 に する と と は 無理 だ か 


SHUTTER 


CdS アナ ログ ダイ オー ド お よび 
トラ イオ ー ド 
W' Ruppel and R.W. Smith : “A CasS 
Arnalog Diode and Triode'”', RCA Rerv. 20, 
4,p 702, (Dec. 1959). 古 越 光雄 訳 [資料 番号 
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絶縁 性 CdS 単 結晶 中 に キャ リヤ を 注入 で きる 電極 (オー 
放 ミク) お ょ よび 入り 込め な い 電 極 (ブロッキング) を 接触 さ 
放 | そ 三 枝 管 守 ょ び 三 極 管 と 全く 類似 の 動作 を 行なう 小形 固体 装 
有 | 置 が 得 ら れ た . 
罰 紀和 概 打 ~ の キ + リ ャ の 注入 は 接触 物 と の 仕事 関数 の 差 に 依 
間 | 存する か ら | CdS より 仕事 関数 の 小さ い In また は Ga を オ 
放 ーー ミック 接 印 に 用 い , 仕事 図 数 
語 半 0 大 き い Te また は グラ ファ 
トン cm 
| る - CaS は H:S 中 で 昨 工 成 長 
きせ た 10 7 の 結 品 板 で 低圧 
| で 喧 抵抗 10!*Q-cm で ある . 注 
| 有 | 入 き され た 過 弄 電子 は 空間 電荷 制 
| 恥 を うけ る が CdS 中 で 加速 さ 
3 れ な いた め 電 流 は V* り 比例 
する ( 綿 空 管 で は V/ の ' に 上 比 
| 例 す る ). ダイ オー ド は 結晶 板 
| の 対面 に In お よび Ga を 約 
| 1mm* 革 着 し た も の で 特性 を 図 
有 】 1 に 示す . 上 の 曲線 は 正方 向 特 
有 有 性 で In 電極 を 負 に し た 場合 で 
| ある . トラ イオ ー ド は ダイ オー 
有 有 『 の 正方 向 空間 電荷 の 流れ を 制 
| 御 - る た め に 図 2 の ご と く 格 子 
|| を 負 に バイ アス し て 陰極 , 陽極 
記章 二 征 を 維 め 4。 を 濯 少 mm の CdS 7 
させ た も の で 各 電 頂 面 積 は 約 1 特性 


図 1 In 陰極 お よび Te 陽極 


¥ 
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ら , こと の 方 法 の 長所 を 積極 的 に の ぼ す こと を 考え る と 。 大 雪 
な デー タ を 出す の に 相当 に 役立つ た 培 ‘な い . 


MICROSCOPE 
MECH STAGE 


(菊池 委員 ) 


mm* で ある . この トラ イオ ー ド の 格子 入力 容量 は 10 pF,) gr 
全 10 xO, 電流 , 電力 増幅 10° で 周波 数 は 可聴 領域 まで で あみ 
る 、 げ の 上 限 は 注入 電子 に ょ る gc の 談 調 の 緩和 時 間 に よ る . 

本 研究 の 結果 か ら つ ぎの 事柄 が 考え られ る . (1) より 完全 
な 絶縁 物 単 結晶 を 作る こと に より 整流 比 、 gs, 出力 が 向上 す 
る . (2) オー ミッ ク 接 触 の 研究 か ら 雑 音 特性 が 改善 され プ r ド 
ッ キ ング 特性 の 研究 か ら 高 逆 耐 圧 、 高 イ ン ビ ー ダ ンス の 装置 
が 得 ら れる . (③⑬ 電極 間隔 を 小さ くす る と と に より 周波 数 が 
向上 する . 陰極 か ら 電 子 を 陽極 か ら 正 孔 を 注入 し た 2 種類 キ 
ャ リヤ の 空間 電荷 制限 に ょ る 装置 の 可能 性 は 興味 が あぁ る も の 
と 思わ れる . 


Te -GRID Te -ANODE. 


図 2 CdS アナ ログ トラ イオ ー ド の 電極 配置 お よび 基本 回 路 


図 3 陽極 電圧 を バ パラメータ と し た Vg 対 操 特 性 
(三宅 委員 ) 
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焼 結 形 CdSe 光導 電材 料 を 用 いた 
単 一 素子 光 増幅 器 の 諸 特 性 
F.H. Nicoll : “Properties of a Single-Element 
Light Amplifier Using Sintered Cadmium 
Selenide Photoconductive Material”’,RCA Rev. 
, (Dec. 1959). 寺崎 嘉 之 訳 [資料 
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= 番号 4731] 


従来 の 光 増 幅 器 で は 光導 電材 料 (主として CdS) の 応 動 時 
間 が 長い た め に , . 利得 の みな ら ず 速い 応 動 が 要求 され る 応用 
に 対し て 制約 が あっ た . こ こと に 述べ られ て いる 焼 結 形 の CdSe 
光導 電材 料 は , 高い 感度 と 可視 領域 を お お う 分 光 レス ポン ス 
と と も に, 比較 的 短い 応 動 時 間 を 有する の で , こと これ を 光 増 幅 
器 に 使用 し た 場合 の 有利 さ を 量 的 に 評価 する と こと が 試み られ 
て いる . 

ます ず 焼 結 形 CaSe 光導 電 素 子 て セル ) の みた につい て の , 電 
流 電 圧 特性 , 電流 入力 光 特性 (以上 直流 印加 ) お よび 応 動 時 
間 ( 直 流 , 変 流 印加 ) の 実測 結果 が 示さ れ , 応 動 時 間 は 直流 , 
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INCIDENT ILLUMINATION IN FT. CANDLES 


図 1 入射 照度 に 対す る 光 増 幅 加 素 子 の 
立上り お よび 立 下 り 時 間 


小形 ラッ カフ イル ム 著 電器 
H.G. Wehe, J.K. Werner : “A Miniature 
Lacguer-Film Capacitor”’, Bell Lab. Rec. 38, 
1, p19,(Jan. 1960). 檜山 特 両 訳 [資料 番号 4732] 


ベル 研究 所 は 2 種類 の テッ カ ・ フ ィ ル ム 蓄 電器 を 開発 し た . 
と れ は いずれ も 薄い 金属 化 ラッ カ ・ フ ィ ル ム を 円 筒 状 に 巻き 
込ん だ も の で ある が , そ の 内 の 1 つ は strip 形 で 定格 電圧 は 50 
ボル ト で 性 質 は 金属 化 紙 基 電器 に 類似 する が , 大 き さ は 1/4 で 
ある . 製法 は 強 換 で 非常 に 薄い 金属 化 セル ロー ズ ア セテ ー ト 
か ら な る 誘電 体 を 著 電 器 と し て 巻き 込む 前 に 支持 紙 か ら 制 し 
た も の 」 他 の 1 つ は support 形 で 定格 電圧 は 同じ く 50 ボル ト 
で ある が 性 質 は 雲母 基 電 器 に 類似 する . support の 名 は ラッ 


INITUINITITITTITITIIITTITITIREE 
TUTTI 


孔 - プイ ルム こと 一緒 に 支持 物 も 著 電 器 の 中 に 巻き 込む の で と 
の 名 が あり ,Signal Copes の 要求 に より 開発 され た も の で あ 


る この 報告 は support 形 蓄 電器 の 製法 お よび 性 質 を 写真 入 


| り で 説明 し て いる . 製法 と し て は .0.00025 イン チ の 厚 さ の 藩 
J 電器 紙 の 両面 に と ヒル ロー ズ , アプ セテ デート プチ レー ト (C.A.B) 


を ラッ カ ・ リ ング 装置 を 用 いて 0.00002~0.00004 イン チ の 厚 


交流 に 対し て 本 質 的 に 差 が な いと と が 指摘 され で さる. 入力 
光 が 0.5ft-C の 場合 応 動 時 間 は 約 50 ms で ある . 


表 1 出力 画像 コン トラ スト 50:1 の 場合 の 焼 結 形 
Cd-Se 光 増 幅 器 素 子 の 実用 動作 範囲 


動 0 数 | 10,000 4,200 2,000 420 

入 CR 0.4~0.02 |0.2~0.007 | 0.1~0.003 |0.01~0.0008 
な 160 150 140 35 
2 基 0.0620.5 | 0.07~110.|119.07S2 0 
a 0.02 0.05 0.09 0.28 
あう 人 555 1900 3400 6000 


つぎ に , この 光導 電 素 子 と EL 素子 を 直列 に 接続 し て 』」 光 
学 的 帰 悦 の な い 単 一 素子 の 光 増 幅 器 を 構成 し た 場合 の 利得 胡 
力 光 特性 , 応 動 時 間 入 力 光 特 性 ( 図 1 う ,。 ぉ ょ よび 出力 沈 入 力 光 
特性 が , いずれ る も 周波 数 を パラ メー タ と し 600V r.m.s. で 沿 
定 さ れ て いる . 立上り 時 間 と 立 下 り 時 間 の 周波 炒 特 性 ば 逆 の 
傾向 を 持ち , 立 下 り 時 間 は ほとん ど 入 力 光 に よら な い . 

以上 の 外 に , EL 素子 に 並列 に 容量 を 付加 する と , 生出 罰 
特性 を 除き 付加 せ ず に 動作 周波 数 を 高 あ た の と 同様 な 傾向 を 
示す こと が 実測 され て いる . . 

以上 の 結果 を 用 い 出 力 画 像 の ュ ン トラ スト を 50: 1 と で て 
光 増 幅 器 と し て の 動作 範囲 を 求め た も の が 表 1 で あぁ る され 
より た と えば 10,000 cps 付近 の 周波 数 を 用 いる と 高い 出力 煙 
度 と 比較 的 大 きい 利得 を 保ち な が ら 立 下り 時 間 を 短く で きる 
の で , 動く 画像 た に 対す る 応用 が 可能 と な る . 

以上 の 単 一 素子 に っ つい て の 実測 結果 は , パネ ル 増 罰 器 と どじ 
た 場合 の 到達 可能 な 特性 を 示 し EL 材料 の 開発 と 相まって 
光 増 幅 器 と し て の 特性 向上 が 期待 され る . 


(三宅 委員 ) 


さ に 塗布 し よく 加 燥 させ た 後 亜鉛 電極 を 真空 蒸着 法 に より 両 


巻 二 げ る 際 の 素子 の 断面 
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る この 際 図 の ど と く 全 面 に は つけ ず ー 方 で 余 白 
が 残り , この 余白 は 紙 の 上 下 に 対象 ど と なる よう に する つぎ 


に ラッ カ が 甘 置 を 用 いて その 上 に 厚 さ 0.0001 イン チ の 
ポリ スズ チレン ラッ カ を 厚 さ お よび 均一 性 を 正確 に 保ち な が ら 
塗布 する . 以上 の 操作 に より 紙 は 7 つの 磨 か ら 成 る . す な わ 
ち 中 心 に 紙 , その 両面 に C.A.B. その 上 に 亜鉛 電極 , その 上 
に ボリ スチ レン 層 h で ある . この も の か ら 著 電器 を 構成 する に 


は 7 用 か ら な る ラッ カ 紙 2 枚 を 紙 の 線 に 亜鉛 電極 が 出 て いな 
いい = 方 の 余白 部 分 と 別 の 紙 の 余白 部 分 が 互い に 反対 側 に な る 
よら に 図 の ごと く 並 べ て 巻き 上 げ , つぎ に 娠 融 し た ハン ダ を 
両端 に 吹き 付け て 端子 を 作る . この 余白 部 分 は 吹き 付け た へ 


ンダ に より 素子 が 短絡 する の を 防い で いる . 吹き 付け た ハン 


単 安 定 マ ル チ バ イ プレ ー タ 用 
トラ ンジ スタ の 条件 (こつ いて 
J.R. Kotalarski : “Choosing Transistors for 
Monostable Multivibrators’”’, electronics, 33, 
4p 58;(Jan. 22, 1960). 宮川 洋 訳 [資料 番号 
4733] 
き の 論 文 は 図 1 の よう な 可変 遅延 回 路 の 構成 に 必要 と され 
ろ る トラ ンジ スタ の の 下限 に つい て の 条件 と その 設計 図表 を 
与え た も の で ある . ee Q,; が cut off, 
の 〇 ⑤3 が on 人 準 安 定 状態 で は 〇 。 が cutt of, Q が on と な 
婦 衣 on の と き ト ラン ジス タメ を 飽和 させ ね ば な ら な いか ら , 
Rr=7 Bmin R; ( 購 
ご ご で 7 三 (V ヶ ァ ー Vg)/(Vc。 一 Vg) で ある 
らち に 遅延 時 間 7。 と し て 
Ts=7bmin Ri;Crln(1+ 1/7) (る 3 
共 求 まる 2: また この 遅延 回 路 の 回 復 時 間 + を 9522 の 回 復 率 
で 定義 する と , r は 回 復 回 路 の 時 定数 の 3 倍 3CRi+Rg)Cr 
等 じい . いま 遅延 時 間 と 回 路 の 回 復 時 間 の 比 '70r を gq と 
の と 
=7hpmin R; BCRg+R;)]ln(l+ 1/0) C3 
どれ を 規格 化し で グラ フ に し た の が 図 2 で ある . た と えば , 
Vz= Vec=50, Rg/R;=0.1, ep Rr= 
36Kk OT R=4700, C7=0.015, Q,=Q:=2N 336 と すれ 
Bmin/g=4.8, To=3750gs と な る . 回 復 時 間 
280 ps Rg gq=13 すなわち min=62 と な る . 図 
A Rs が 大 きい 場合 に は , 回 復 計 間 を 小さ くす る た め に 
は 非常 に 大 き な / トラ ンジ スタ が 必要 な と と が わか る . 


AC サー ボ 系 に お ける 下 角 
位相 成分 抑圧 器 
IC Hatcheon and D.N. Harrison : “A 

Transistor Quadrature Suppressor for A.C. 
Servo System”, P.I.E.E. 101, Pt. B, p73, (Jan. 
1960) # よ ょ “A Transistor Thermistor Feedback 
Quadrature Suppressor”, Electronic Engng. 32, 
p 871(Feb. 1960). 東口 実 訳 [資料 番号 4734] 


ダ に より , ラッ カ 紙 上 の 亜鉛 電極 は ハン ダ と 結合 する か ら , こ 
れ に よ ! a か ら 紙 の 影響 は 除く こと ? 
スチ レン だ けが 実効 誘電 体 と し て 働 あ らく こと と な る . それ ゆ 
え 紙 は 機構 的 に は 存在 する が 電気 的 に は 無い と 
か か る 著 電 喘 は DC 100 ボル ト を 10 移 間 印 加 す る こと に 
より 短絡 部 分 を 亜鉛 電極 の ヒュー ズ 類似 作用 に より 金属 化 紙 
蓄電 器 と 同じ よう ! に 絶 緑化 し つき ぎ に 一 5C~+75°C の 温度 
サイ クル 試験 を 10 回 繰返し て 安定 化 じ し, つぎ に 65°C75°C 
で -DC 100 ボル ト を 印加 し な が ら 100~300 時 間 ェ ー ジ ンダ 


を 行なう ふか る 処理 を し た 蓄電 器 は メガ サイ クル の 周波 数 
rE われ, 50 ti 場合 は 同じ 大 き さ の 圭 
は 蓄電 器 の 20 倍 の 静 電 容 量 を も つ . (三宅 委員 ) 
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図 2 ある 定まっ }? 
最小 d-c 利 揚 Amin を 求め る グラ フ 


9 を 得る た め に 必要 と され る トラ ンジ スタ 


(宮川 委員 ) 


AC Sa ー タ ある い は 位相 検波 器 等 に 加 
えら れる 信号 に 正規 位相 の 成分 だ け で な く て と れ と 直角 位相 
の 成分 を 含む と と が , サー ボ 系 の 性 能 に 対す る 誤差 の 原因 と 
な る . この 論文 で は サー ボ モ ー タ を 用 いた 位置 制御 系 を 例 だ 
と っ て , 直角 位相 成分 の 抑圧 を 図 に 示す トラ ンジ スタ , サー 
ミタ を 組合 わせ た 負 帰 居 ル ー プ を 用 いて 行なう と と を 提案 
し , 解析 し て いる 、 図 で 。 の は 増幅 器 で あり 。, Ti TH 

了 7 丸 : は 直角 位相 成分 に 対す る 複 調 器 に な っ て いる .。 すなわち 
J の エミ ッ タ に 加え られ た 全 全 波 整流 正規 位相 信号 号 と 入力 信号 
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直角 位相 成分 抑圧 回 


[サー ボ 増 幅 器 出 力 信号 を ex/2 移 
相 器 (Ri:, C) を 通し た だ た もの] と 
重ね 合わ せ 波 形 で み に ス イラ ッ ラチ 
TH,. TH, C 少 
と 制御 する こと に よ づ て 出 
力 回 路 の 分 圧 比 を 論 化 させ て 直角 位 
相 の 出力 電圧 を サー ボ 系 の 適当 な 所 
へ 誤差 を 打ち 消す + よう に 加 区 る ご 
の 場合 改善 の 限度 は この 抑圧 器 の 位 
相 誤 差 か ら 空 まり, ループ 利得 な 100 
程度 で 充分 で あっ て , と の と き 誤 差 
は 1/100 に へ る . また 万 I で 角 
帰 違 を か け て 直流 安定 化 を 行ない 
0~60°C で 動作 可能 で ある . な お 
こと これ を 2 紹 用 いる と こと に より 位相 測 
定 器 と し て も 使う と と が で きる 
(東口 委員 ) 


UHF 帯 の 低 雑音 初段 用 リア ク 
タン ス ・ ス トレ ー ト 増幅 器 
R.M. Maurer, K-H. Lécherer und K. Bom- 

hardt : “‘Der Reaktanz-Geradeausverstérker als 
rauscharme Vorstufe im UHF-Gebiet’”’, A.E.U. 
13, 12, 's 509, (Dez. 1959). 高橋 忠 訳 『 資 料 
番号 4735] 
本 論文 で は 初段 に リア クタ ンス 増幅 器 , 次 段 に 三 極 管 を 


Signalkreis Hilfskreis 


lH 
1 r | Reaktanzdiode 


1 信号 端子 。 2. ポン プ 端 子 3, 
図 1! リア クタ ンス 増幅 吉 の 構造 


負荷 端子 
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ーー Gerechnet 


図 2 リア クタ ンス 増幅 回 の 利得 , BD 導 max と 負 コ ンダ クタ ンス と の 関係 


用 いた 増幅 器 の 利得 , 帯域 幅 お よび 雑音 指数 に つい て 理論 
算 を 行ない , 実験 結果 と の 比較 が 述べ られ て いる 。, _ 実験 装置 
は 同軸 構造 の り ア クタ ンス 増幅 器 ( 図 1) と 三 極 管 PC 86 を 
用 いた 二 段 の 格子 接地 形 増幅 器 と を 終 続 接続 し た も の で , | 信 
号 周波 数 は 510 Mc, ボン プ 周 波数 は 1800 Mc で あり, 可変 
容量 は 金 ガ リツ ウム ・ ウ ツィ ズ スカ を 用 いた ゲル マニ ウム トト ・ ダ イオ 
ー ド で ある . 実験 結果 の 一 部 は 図 2, 図 3 に 示 じ て ある . 図 2 
の よう に , ダイ オー ド に よる 負 ュ ンダ クタ ンス Gx が 増加 すず 
れ ば リア クタ ンス 増幅 器 の 利得 pas は 増加 じ , また 葵 域 


編 太 と Zia.。 と の 積 は アイ ドル 共振 器 の 帯 城 恒 が 有限 の 
大 き さ を も っ て いる た め に 減少 する . 図 3 な 負 ヌ ンタ ダク タン 
ス と 全 雑 音 指 致 『。 と の 関係 で , 雑音 指数 を 最小 に する 負 コ 
ンダ クタ ンス が ある . 本 論文 で は さら に 全 雑 斉 指 数 を 負 = ン 
ダク タン ス ,。 リア クタ ンス 増幅 器 の 入力 ・ 出 力 に お ける 結合 
条件 等 の 関数 と し て 計算 し , 全 雑 音 指数 最小 の 条件 を 求め で 
いる . 


x XGemessen 
=——— Gerechnet 


図 3 全 雑 音 指数 と 負 了 ゴン 
ダク タン ス と の 関係 


(吉田 奏 員 ) 


848 海 外 論 文 紹介 ; 
ーー 


新しい トマ イク ロ 波 サー キュ レー タタ 
H.N. Chait and T.R. Curry : “‘New Micro- 
wave Circulators”’, electronics, 32, 51, p 81, 


(Dec. 18, 1959). 吉田 信一郎 訳 [資料 番号 4736] 


と の 論文 は 刀 面 対称 3 分 岐 導 波 管 の 分 岐 内 に 適当 に 磁化 し 
た フェ ライ ト を 配置 し た 構造 の Y 形 サー キュ レー タ の 動作 原 
理 お よび 文 バンド , ゾ S バン ド に お ける 実験 結果 に つい て 論 
じ , 本 回 路 を 利用 し た アン テ ナ 走 査 方 式 を 示し て ある . 

この サー キュ レー メタ は 小形 , 軽量 で 電界 変位 形 で ある 点 は 
W.E. Swanson, G.J. Wheeler の いわ ゆる アア サー キュ レ 


ゴム ・ ブ ラス チッ ク 電 線 類 の 上記 害 

B. Lizell, et al : “‘Rodent Attack on Rubber 
and Plastic-Insurated Wires and Cable”, 
B 7. 36, 2, p 58, (1959). 宮木 秀雄 訳 
=[ 資 料 番号 4737] 

デム や プラ スチ ッ グ ク 材料 の 削 害 に っ つい て の 研究 で , 試験 と 
選 で は 円 板 状 サン プル と 山 の 忌避 剤 の 入っ た ケー プル など に 
つい で 行なっ た . 

使用 し た の は 白 ね ずみ で , 2 日 程 電 線 な どの 試料 を 5~10 
匹 の 削 ど 一 緒 に か ご の 中 に 入れ て , その 加害 状況 を 調べ た . 
さき の 結 果 , 薄い アル ミ や ゃ 鋼 テー プ の 層 の ある も の の 外 , す な 
Sa イイ に ビン ポリ ウツ ウレタン, 天然 了 ゴム ブチ 
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< グン リシン リュ コンゴ ご ゴム お よび 欠 の すべ て は 。 単 に よ 
" っ て 加害 され た . 

< . つぎ に 種々 の 配合 の PVC コン パウ ッ ウンド で は 田 い も の が , 

多き 披 害 を 受け た . また 9 種類 の 渦 の 忌避 剤 を 選び , これ を 
0 


AM お よび FM に よる 理想 的 
2 進 パ ルス 伝送 
E.D. Sunde, “Tdeal Binary Pulse Trans- 
mission by FM and AM”, B.S.T.J. 38, 6, 
sP 1357, (Nov. 1959). 訪 谷 孝夫 , 大 川原 忠義 訳 
放 = [資料 番号 4738] 


搬送 波 の 振幅 変調 お よび 周波 数 変調 に よる 2 進 パ ルス 伝送 
お いて は , 符号 間 和 干渉 に 対す る 考慮 と ろ 波 器 か ら 決 め あめ られ 
有る 最小 帯 城 幅 の 通信 路 が 構成 され , 雑音 の ある 場合 に も 十分 
な 松 施 を 示す こと と が 望ま れる . この 論文 は 伝送 率 の 等 し い 2 
放 及 進 パ ルス が , 布 仙波 帯 AM と 帯 城 編 の 同じ で ある FM に ょ 
2 で 符号 間 千 渉 な し に 伝送 で きる と と が 示さ れ て いる . を 
放 】 の 条件 は (」①) スペ ベース , マー ク 間 の 偏 移 周 波 政 を 。 パルス の 
放 伝送 率 に 等 じ むく どる と と (た と えば , 500 ビッ ト / 秒 と すれ ば 
議 500 c/s), 2 変調 前 また は 復調 後に ろ 波 喘 に より バ パルス を 適 
放 」 に 整形 する こと こと. (3) 通信 路 の 中 心 周波 数 に 対し て , 帯域 
| 幅 2 十分 小 と な る よう に する こと と , (4 カ ⑦ 通信 路 は 振幅 特性 が 
有 | 適当 な 周波 数 特 人 性 を も ち , 直線 的 位相 特性 を も っ つよ うに する 
生 こ と で ある . 
及 有 信 路 の 望ま し い 伝 送 特性 は AM と FM で は 差異 が あり , 
| 受信 波形 も 異な る . 最小 帯 域 幅 の 場合 の AM と FM の 受信 
_ さ + ; 
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' 
で 


EEE 


ー タ と 同じ で あぁ ある が , と これ と くら べべ より 広帯域 より 高 電 少 で 
使用 で きる 点 に 特徴 が ある . 六 バン ド の 場合 に 戸 面 対称 3 
分 岐 導 波 管内 に 189 エル ステ ッ ド の 外部 磁界 を 分 岐 た に 垂直 に 
加え た 正三 角 寺 エ 形 Ferramic RR-1 フェ ライ ト を 配置 し , 9200 
-9500 Mc に お いて , 低 電力 で は 順 方 向 伝送 損失 0.75dB 殿 
内 , 逆 方 向 伝送 損失 20 dB 以上 を 得 て お おり, 失 頭 電力 50kW 
で は 順 方 向 伝送 損失 が 1.3 dB に 増加 し た 結果 を 得 て い る . 

SS バン ド の 場合 は 外部 磁界 38 エル ステ ッ ド を 加え た 3 本 の 
円 境 形 フェ ライ ト を 用 いて 3000 土 50 Mc に お いて 順 方 向 伝送 
損失 0.3 dB 以下 , 逆 方 向 伝送 損失 20 dB 以上 を 得 て い る . 

(吉田 委員 う ) 


漆 加 し た PVC コン パウ ッ ン ド で は , ZAC (Zinc dimethyl 
dithiocarbamate-Cyclohexylamine Complex) が 若干 の 忌 
避 効 果 を 示し た の み で ある . 

また , とこ の ZAC を 5% 入れ た PVC 溶液 を 塗布 し だ ケ 
ー プ ル は , 完全 に 毅 害 を 防ぐ とこ と は で き な い が みか な り そ の 程 
度 は 減少 し た . これ は 102, 2528 と 多く ス れ て る 相 異 は 
認め られ な か っ た . 

な お 布 ヤ スリ で ケー プル 外周 を お お っ た も の も 十分 に 防護 
が で きず , エ メリ 布 の 小片 が 削 に よっ て 除去 され て いた , ご の 
よう に 試験 を 行なっ た 材料 で は 完全 に 防 基 の も の は な く 隊 は 
それ が が 食物 や 歯 を と ぐ こ と に 関係 の な いも の まで 加害 し た . 

と の 実験 は 野 性 の ノル ウエ ェ エー 央 ( ド プ ネ ジミ ) で の チェ ッ ク カク 
も 行なわ れ , 白 ね ずみ より も 一 層 激 し いこ と が 判明 し た .: 

と の よう な 事情 か ら コン バウ ッ ン ド 中 に 添加 する 確実 な 忌避 
剤 を 早く 見 出す こと が 望ま れ て いる ._ 

(中 塚 委 員 ) 
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図 1 短 形 波 変 調 バ ルス に 対す る FM と AM の 通信 路 の 理 
起 的 伝送 周波 敷 特 性 , 検波 回 入力 で raised cosine ス 
ペク トラ ム な る 場合 
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図 2 短 形 波 変 調 パ ルス に 対す る FM と AM の 復調 パル ス 
の 波形 , 図る 2 に 示す よう た な 検波 器 入力 で raised cosine 
スペ クト ラム の 場合 
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実 な る よう CZ 2 を 求め る . 


昭和 35 年 7 月 電 気 通 


nil 


第 43 巻 7 号 849 


波形 の 共通 し た 点 は , 廷 形 波 変 調 パ ルス 幅 と 同じ 周期 で 雰 点 
が ある こと で , それ 故に パルス列 は FM また は AM に ょ より 
符号 間隔 渉 な く 伝送 で きる の で ある . 実際 に は ろ 波 器 構 成 上 
の 理由 か ら , 最小 帯域 幅 の 通信 路 は 実用 的 で な い . 図 1 は 2 
倍 の 帯域 を も つ raised cosine スペ クト ラム と な る 場合 の 振 
幅 特 性 で , 受信 波形 は 図 2 に 示す よう に な る . 変調 ペル ス が 
邊 形 波 で な い 場 合 も 考え られ る が , raised cosine パル ス で 
変調 する 場合 は 符号 間 和 干渉 を 避け る よう に 通信 路 を 構成 する 
さく (1 以下 ) する こと が で きる .- 前述 の 通信 路 の 理想 的 な 
振幅 特性 は , 送受 間 の ろ 波 器 の 適当 な 組合 わせ に より 達 成 さ 
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図 3」 検波 回 入力 で raised cosine スペ クト ラム と な る 両側 
波 帯 AM; 太 *= 受 信 ろ 波 回 の 最適 形 : 7°= 送 信 ろ る 波 
回 の 最適 形 : 4=R°7°= 総 合 伝送 特性 


WD wo 


Wo-2W 


Wp-D Wo WprlD Ugr2D 


図 4 検波 器 入 力 で raised cosine スペ クト ラム と な る FM, 
検波 後 の 低 域 ろ 波 器 は 挿入 を ず , RR° 二 受信 る 波 器 の 最適 
形 ; 7°*= 送 信 ろ 波 器 の 最適 形 ; 4=R°7°= 総 合 伝送 
特性 
せる . この ろ 波 器 の 通信 路 構成 上 の 配分 は , 符号 間 和 干渉 と い 
う 点 で は 重要 で な い が , 雑音 の ある 場合 の 機能 と いう 立場 か 
ら の 最適 配分 が 存在 し , FM と AM に つい て の 最適 配分 が , 
ラン ダム 雑音 の 場合 に つい て 決定 され , 図 3, 図 に 示す 
うに な る . 最適 FM お よび AM 方 式 で の 信号 対 雑音 比 が 比 
較 さ きれ, 誤り の 確率 に つい て 考察 を 加え て いる . 2 進 ッ ジス 
FM 伝送 方 式 で , 検波 後に 低 域 ろ 波 器 に よる パル ス 整 形 を す 
る と と に より , 同じ 帯域 幅 , 平均 信号 電力 ,, パル ス 伝 送 率 で 
同期 検波 に よっ て 双極 性 両側 波 帯 AM に まさ る 信号 対 雑 音 比 
の 改善 が 原理 的 に 可能 で ある こと と が 示さ れ て いる 
(星子 元 委 員 ) 


トラ ンジ スタ を 用 いた 高周波 
ろ 波 器 の 合成 
L.M. Vallese: “High Freguency Transister 
Filter Synthesis”’, Electronic Engng. 31, 382, 
p 748, (Dec. 1959). 武部 幹 訳 [資料 番号 4739] 
最近 の ドリ フト 形 等 の 高周波 トラ ンジ スタ の 発展 に 伴い , 
内 部 帰還 が 無視 で きる よう に な り , これ を 用 いた 高周波 ろ 波 
器 の 合成 が 簡単 と な っ た . 本 文 は 図 1 に 示す , 終 続 接続 に 便 


」 利 な 規準 回 路 を 用 いて , 伝送 関数 の 複素 極 を 一 対 ず つ 実現 し 


で 行く 方 法 を 示し て お り , 笑 用 的 で ある と 思わ れる . 
与え を られ た 反 相 反 二 端子 対 回 路 綱 N の マト リク ス を 
| 革 半 C1 
と し し, これ を Y ょ で 終端 する . 式 (2 の マト リク ス を 有する 
相反 回 路 N′ を Yz で 終端 する と , NN と 等 し い 正 方 向 伝送 並 

びに 駆動 点 プ ドミ タン ス を 有する . 

| Yt YY Yi Yt Yai (2) 
Ya Ys 

エミ ッ タ 接地 トラ ンジ スタ の 等 価 回 路 を 図 2 と し , 図 1Ca) の 

回 路 の N′ を 求め る と 図 3 と な る . 反 電 圧 伝送 関数 すなわち 


基本 行列 4 が 与え られ た と き , NV′ の 実現 は た と え ぼ ば, A を 


; A= kf Ck fa2) Cks fa) Ck Ff (8 

の 形 に 書 療 どど 痢 YY/7 は たげ, で 表わさ れ , し た が っ て Y, が 
求まる . 図 1(b) に っ つい て は 図 4 の よう な 単 方 向 性 正方 向 等 
価 回 路 が 得 ら れ , 与え られ た 電流 伝送 関数 に 対し , Zi。 を 正 
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(a) ハイ オプ ブリッド ェ ヶ 形 Kb ペイ プ ブリッ デ 
図 ユ 一 対 の 複素 極 を 実現 する 規準 回 路 
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図 2 簡単 な エミ ッ タ 接地 等 価 回 路 
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図 4 ハイ ブリ ッ ド 字形 回 路 の 単 方 向 性 正方 向 等 価 回 路 
例 と し て 2N 384 を 用 い , 帯域 幅 100kc, 1Me, 10Mc 
の 四 次 の バタ ター ワー ス 特 性 の ろ 波 器 の 設計 並び に 実 結 結果 等 
を 挙げ て いる . (中 塚 委 員 ) 
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リン ク 方 式 の 出 線 群 に 対す る 実効 利用 度 

N. Bininda und A. Wendt.: “Die Effektive 
Erreichbarkeit fiir Abnehmerbiindel hinter 
Zwischenleitungsanordnungen”’, N.T.Z, 12,11, 
s 579, (Nov. 1959). 座 部 一 , 高木 議 三 訳 
[資料 番号 4740] 
リン ク 方 式 に は 内 部 閉塞 の 影 疑 が ある た め , 機器 数 算出 の 
共に 複雑 な 計算 を 要する が , グレ ー ジ ング 群 の 利用 度 に 相当 
する 突 効 利 用 度 」 を 導入 する と こと に より , グレ ー ジ ング 和 群 
に つい て 得 ら れ た 結果 を 用 いて , リン ク 方 式 が 簡単 に 取扱 い 
得る . 

2 段 完全 単 リ ンク 方 式 を 例 に 取る . 呼 が 生起 し た 瞬 間 に 接 
続 可能 な 出 線 数 (方 路 も 考慮 ) と , その 方 路 の 呼 に より 保留 
され て いる リン メグ ク 数 ( 呼 が 生起 し た 一 次 格子 に つい て ) の 和 
を 隣 間 利 用 度 と し , その 平均 値 を 平均 利用 度 た 。 と すれ ば , 
表 つ の 一 次 格子 の 入線 縦 に 2 項 分 布 を 仮定 する こと に より 

1— ww 1 

ka=ma| s—(1- な )2.» | 
に に こ に 7 は 一 次 格子 当たり の 入線 数 , Z は 一 次 格子 当たり の 
世 シ ク 数 mg は 考え る 方 路 太 の 二 次 格子 当たり の 出 線 数 , 


な イイ オー ド を 用 いた 共振 形 
パラ メト ロン 増 幅 器 の 理論 
V.W. Dahlke, R. Maurer und J. Schubert 
‘Theorie des Dioden-Reaktanzverstédrkers 
mit Parallelkreisen™”, A.E.U. 13;18,;p 321; 
(Aug. 1959). 岡島 徹 訳 [資料 番号 4741] 
半導体 ダイ オー ド に よる 共振 形 パラ メト ドン 増幅 器 の 等 価 
回 路 を 図 1 の よう に お き , 非 直 線 リ アク タン ス 素 子 と , 外部 


共振 回 路 を 全部 包含 し た 四 端 子 マ トリ クス を 考え , その 四 端 


表 1 
Mischer (Gleichlage) 
«=l «~~1 «<~1 
$ 3 4 1 
ET Pe 
i 
Bi 
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Ubertragungs-Gewinn 
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1 
(3 ) (1 + 


ヵ は 入線 能率 , px は 考え る 方 路 R へ 呼 の 行く 割合 で ある .」 
た が 同じ 値 で も 瞳 間 利用 度 の 変動 が 大 きい 程 。 呼損率 が 大 
きく な る と と が 特殊 な 場合 の 実例 で 示さ れ , 実効 利用 度々 。 は 
次 式 で 与え られ る . 
kmax 
kf BS, or mk fk | 


B= ナ 4(&) は 呼 量 4 を 利用 度 を , 出 線 数 vw の グレ ー ジ ング ダグ 
群 に 与え た と き の 呼 損 率 を 与え る 関係 式 , k= げ ュ CB) は 前 
式 の 逆 関 数 , &。 は 考え る 方 路 の 瞬間 利用 度 . kmin。 &maz は ぞ 
れ ぞ れ そ の 最小 値 , 最大 値 , @p.pr(k&。) は ゎ , px な る 条件 
下 で 呼 が 生起 し た と き そ の 方 路 の 瞬間 利用 度 基 k。 で ある 確 
率 , これ は 複雑 な 式 に な る の で 近似 を 用 いて 変形 すれ ば 


< 1 ここ 1 ’ ] 
hf BD =F Bo fo Chim | 


ww,⑤① は ヵ ? な る 条件 下 で 呼 が 生起 し た と き そ の 格子 で 7 
線 が 使用 され て いる 確率 (2 項 分 布 を 仮定 ) う , た は z 入線 使 
用 中 の と き の 考 える 方 路 の 平均 利用 度 . 

実用 的 に は k。= を ん 。 と 考え て よく , さら に 安全 側 に px=0 
で 設計 すれ ば よい こと と が 示さ れる . 


(星子 元 委 員 ) 
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| k= ァ ーm た 対す る G の 傾き を 求め , その 方 向 へ の @ の 小 
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子 常 数 を 求め て , パラ メト ドン 増幅 器 の 諸 特 性 の 理論 を 極め 
て で 整然 と 展開 し て いる . 

計算 の 対象 と し て いる も の は , パラ メト セン 増幅 器 の 最も 
基本 と な る 下 側 帯 波 を 使っ た 負 性 抵抗 形 増幅 器 と , 同じ く 下 
側 淀 波 を 利用 し た 周波 数 変換 形 増幅 器 , な ら び に 上 側帯 波 を 
利用 し た 周波 数 変換 形 増幅 器 (アッ プ ュ ン バ ー タ ) の 3 種 で 
ある . 

こと の 理論 は 上 記 3 種 に つい て , それ ぞ れ 利得 , 帯域 , 雑音 
指数 ,7 安定 度 , 能率 な どの 基本 式 を 誘導 し て いる . と これ ら の 
計算 結果 は 表 1 に 一 括 し て 示さ れ て いる . 


と の 表 の 中 で 安定 度 さ に 関し て は 次 式 の よう な 表現 が と ら 
れ て いる . 
_ dLiilLi 
に 3 ala 


だ 7 
A 
GG 
で 負 性 コン ダク タン ス に 対応 する 量 で ある . 
を 示し て いる . 


また Zz は 利得 


電子 計算 機 一 レプ リコ ー ン 
J.A. Baird : “Leprechaun Computer”’, B.S. 
TJ. 38, 2, p58, (Feb. 1960). 宮川 洋 訳 [資料 
番号 4742] 
Leprechaun は TRADIC (TRansisterized Airborn 
DIgital Computer) 計画 の 一 環 と し て ベル 研究 所 で 開発 さ 
れ た 航行 用 電子 計算 機 で ある . TL (Transistor Logic) 


i 
wr 


DCTL は 50mV お よび 300 mV の 非常 に 低い 二 っ の レベ 
OSS らら わ し じ で いる た め , トラ ンジ スズ スタ の > バラ 
ツキ や 接地 面 か ら の 誘導 を 祝 力 少な くし な けれ ば な ら な い 等 
の 欠点 が 明らか と な り , 願 り みな られ な く な りつ つ あ っ た も の 
で ある . 


計算 機 の 形式 は プ r グ ラム 内 蔵 , 非同期 式 , 記憶 索 子 は 磁 
気 コ ア で , 1024 語 (1 語 二 17 ビ ピット) の 容量 を 有する 接近 
時 間 は 20gs, 加算 , 乗算 , 除算 の 所 要 時 間 は 各々 40gsj 
350rs, 430ugs で ある . 

トラ ンジ スタ 5,500, 抵抗 3,000, 容量 50, 遅延 線路 40 
磁気 コア 18,000 を 有 し , 消費 電力 250 Watt で , 完成 後 
10,000 時 間 の 運用 実績 を 有する が , その 間 14 個 の トラ ンジ 
スタ が 劣化 し た . さら に 6,000 時 間 に わ た り 総 数 ' 160x19? 
回 の error-detection routine を 行なっ た が , と の 間 誤 動作 
は 22 回 で あっ た . と れ ら より , DCTL で は , た じかに 雑音 
と 誘導 は 説 計 の 重要 な 考 慮 点 で は ある が , 必ず し る ゃ 克服 で き 
な い 欠 点 で は な いと と が 明らか に せら れ た . 

(宮川 委員 う 


最適 な 系 の 設計 の た め の 一 般 的 
な 手順 と その 計算 機 に よる 遂行 
R. Brown : “A Generalized Computor Pro- 
cedure for the Design of Optimum Systems-Pt 
TI and II”, Comm. & Electronics, 43, p 285, 
289, (July 1959). 高羽 宮 雄 訳 [資料 番号 4743] 
最適 条件 を 満た す 系 の 設計 の 問題 を , いわ ゆる 非線形 計画 
法 の 問題 の 形 に 麦 現 し , 計算 機 を 用 いて 一 般 的 な 手順 で 解く 
方 法 に つい て 述べ て いる . 
最適 な 系 と は 仕様 その 他 の 系 に 課せ られ た 制約 を 満た し , 
価格 き 重量 等 の ある 判定 基準 に 関し て 最適 な も の と 考え られ 
る が その 設計 は 非線形 計画 法 の 問題 と し て つぎ の 形 に 表現 
ささ 


判定 基準 関数 
EE G= Gv, i CD, € 1 ) 
| を 条件 
9;(0)=d;, の た 汗 [(@P) 


の 下 で 最小 に せよ まこ こと で ゃ は 系 の 設計 上 の パラ メー タ 々 で あ 


| る 不等式 を 余分 の 変数 Z=(2Z:。 ZZ……Zn- ヵ nz) を 導入 し て 
等 式 に 書き 換え る と 式 2) は 


F:Co, 0 i=l1, iera? mm (3) 
人 な る 式 (全島 剛 G9) か ら 独 立 変 数 の 組 w=(Wi, DEN TY Op), 


~ 


さ な 変 化 を くり 返し て G の 極小 値 を 与え る @ を 求め る . こ 


の 基き を 用 いる 解法 を すでに 幾つ か 知ら れ て お り , 各々 @ の 
4 と れ ら 


解 へ の 収束 が 早い よう に 


§ 


RUN C 
P=0.90 PU 
RUN B 
| P=1.00 PU 


§ 


1.000 


WEIGHT (Wl IN PER JNIT VALUES 
® 
©o 


0) 0.920 
FLUX DENSITY (Bg ) IN PER UNIT VALUES 
図 1 航空 機 用 交流 発電 機 の 最適 設計 の 結果 


を 適宜 使い 分 ける . 計算 誤差 が 少な いよ うな 独立 変数 の 選び 
方 , 上 記 の 使い 分 け , 解 が 極小 点 で ある か 鞭 点 で ある か の 線 
定 等 に つい て の 種々 の 判定 基準 が , 計算 機 の 使用 に た 適 じ た 形 
で 検討 され て いる 。、 と の よう に し て 式 (①,(2) の 形 で 表現 で 
きる 最適 な 系 の 設計 問題 が , 任意 の 設計 変数 の 値 か ら 出発 じ 
て GG の 極小 値 を 求め ある まで は 計算 機 で 遂行 で きる . 図 1 に 定 ? 
格 の 与え を られ た 交流 発電 機 の 重量 を 最小 に する 問題 の 解 を , 
簡単 な 例 と し て 中 間 結 果 も 合わ せ て 示す -. 

従来 の 設計 法 が 計算 機 を 使用 する 場合 も 含め て , 経験 た 依 


存 し , し た が っ て 個別 的 で あっ た の に 対し , この 方 法 は 粗 1 
の 極小 値 を 比較 し で 最適 な 設計 を 選ぶ こと が 残さ きれ て は いる 


が , 正確 で 融通 件 に た 富み, 理想 的 な 設計 法 に 近い も の と 言 を 
x : 
(猪瀬 元 委員 う ) 
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る @ 第 3 回 アジ ア 地 域 放 送 会 議 開 催さ る 


5 月 19 日 か ら 21 日 まで の 3 日間, NHK 主催 , 郵政 省 
お よび 外務 省 の 後援 , 日 本 放送 連合 会 お よび 日 本 民間 放送 連 
盟 の 協賛 に より アフ ガニ スタン , セイ ドン , 中 華 民 国 , イン 
Nee シヤ コパ イラ ツン 。;。 イス ラニ エル, 日 本 ラオス, マ 
の コグ イリ セン ョ ケイ 。 トル ルコ,。 ヴェ エト ナム 
の 15 か 国 , .29 名 の 代表 お よび オプ ザー バ 並 びに 国連 , ユネ 
スコ か ら の オプ ザー バ が が 腔 加 し 東京 産経 会 館 国 際 会 議場 で 開 
催さ れ た . 

討議 は 各国 の 提案 を 中 心 に 番組 関係 お よび 技術 関係 に 分 け 
ちら れ 2 委員 会 に より 運営 され た . 

番組 秦 員 会 に おい て は 放送 番組 お よび 資料 の 定期 的 交換 促 
進 お よび 要員 の 訓練 等 に つき 協力 し て 具体 化 を 推進 する こと 
等 が 決議 され , また , 技術 委員 会 に お いて は 技術 に 関す る 情 
報 お よび 資料 の 交換 , 短波 放送 に 関す る 受信 状況 に つい て は 
観測 の 定量 化 お よび これ ら 諸 デー タ の 交換 その 他 放 送 技術 者 
の 研修 成果 の 向上 を 目的 と し た 養成 に 関す る 詳細 な 情報 の 次 
換 等 種々 の 方 策 促 進 が 決議 され た . この 他 , 日 本 製 標準 テー 
プ の 性 能 , 低 礎 な 受信 機 の 普及 策 , 放送 技術 に お ける トラ ン 
ジス タ の 信頼 度 と 実用 化 そ の 他 将 来 に お ける アジ ア 諸国 間 の 
テレ ビ 中 継 の 問題 等 に つい て NHK 提案 資料 を も と に 熱心 な 
詩 議 が か わ さ れ 多大 の 成果 を 収め た . な お , 次 回 は 有明 年 夏 マ 
ラ ヤ に お だ お いて 開催 する こと と な っ た . 


③ 大 容量 クロ スバ パ バー 局 の 誕生 


昨年 より クロ スバ ー 局 と し て 建設 中 で あっ た 福井 局 が 本 年 
5 月 15 有 日 開局 し た . 従来 設備 され た クス バー 局 は 2,000 
3 000 端子 の 小 容量 の も の で あっ た が , 福井 局 は 1 万 端子 の 
容量 を も ち , わが 国 初め て の 規模 を も つっ ク r ス バー 局 で ある . 

導 久 ざれ た クス バー 交換 機 は C41 形 ・C51 形 と 呼ば れ 
る も の で , 先 に 開局 し た 府中 ・ 蔵 ・ 小 野田 ・ 西 条 等 の C40・ 
C50 形 を 母体 と し , 一 般 市 内 用 と し て だ け で な く , 市 内 タン 
デム , 数 百 回 線 以 下 の 短 距離 即時 ・ 長 距離 即時 の 発信 (SOS, 
形 OS) 同じ ぐ 落 信 (SIS, LIS) ある い は これ を 併合 し た 市 
外 発 信 」(TOS), 市 外 落 信 , CTIS), 市 外 発 落 信 (TS) 交 
換 機 と し て 使用 し 得る よう に 適用 範囲 の 拡大 を は か る と と も 
ご 衣 回 路 ・ 実 装 ・ 工 法 上 の 標準 化 を は か り , し か も 群 構成 ・ 
機能 配備 等 の 合理 化 に よる 経済 化 が な され た 標準 形 ク スバ 
ーー 次 換 機 で ある . 

改 式 後 の 成 績 は 極め て 安定 し た 状態 に あり , 今後 の ク r ス 
ペー 次 換 要 の 進展 に 一 時 期 を 画す る も の と 言え よう . 


る 沖縄 回 線 の 伝 ば ん 試験 終了 


目 本 電電 公社 で は 現在 工事 中 の 鹿児島 一 想 美 大 島 回 線 を 沖 
細 ま で 延長 する 場合 の 設計 資料 を 得る た め 本 年 3 月 上 旬 よ り 
5 月 上 旬 ま で 約 2 か 月 間 に わ た っ て 琉球 電電 公社 と 共同 で 奉 
美 大 島 一 沖縄 間 約 241.5 km の 見 通し 外 の 伝 ば ん 試験 を 行 な 
っ た . 鹿児島 一 奄美 大 島 間 の 大 浦 , (352 m), 名 賢 (328 m) 間 


有 約 341.5km が 中 輝 島 (930 m) の 山岳 回 折 を 利用 し た の と 


同様 に 本 区 間 で ゃ も 徳 の 島 (600m) の 山岳 回 折 を 利用 し て い 
る . 意 美 大 島 側 の 候補 地 は 名 瀬 中 継 所 か ら 約 26 km の 油井 岳 
(483 m) で 沖縄 側 候補 地 は 那 度 より 約 56 km 北方 の 多野 岳 
(334m) で ある . 

使用 周波 数 は 970 Mc, 263 Mc の 2 周波 数 で , 前 者 の 送信 


出力 は 5kW, 後者 は 3kW の 出力 で あっ た . 

測定 は つぎ の 項目 に つき 行ない 貴重 な デー 々 が 得 ら れ た 3 
(1) 電界 強度 の 連続 測定 

(2) う ) フェ ー ジ ング 特性 

(3 う ダイ バー シ チ の 効果 

(4 ) 伝 ば ん ひずみ の 測定 

(5) 散乱 レベ ル と の 比較 

(6) 王 渉 周波 数 


大 浦 一 名 瀬 間 と 比較 する と スパ ンド r ス は 相当 少な く 使用 す 
る 空中 線 の 開口 面積 は 約 175 , 送信 機 の 出力 も 数 分 の 1 に で 
きる 見 込み で ある . . 

また VHF と UHF と の スパ ン ソン ドス (5028) 差 が 大 浦 一 名 瀬 
間 で は 約 30dB あっ た が 本 区 間 で は 約 7 dB に 縮 っ て いる 、 

油井 貞 か らち は 名瀬 中 継 所 に , 多野 瑞 か ら は 首 里 に 見 通し 内 
中 継 で 結ば れる 予定 で ある . 

現在 , 沖縄 と 日 本 と の 電話 回 線 は 3 回 線 , 電信 回 線 は 1 回 
線 あ る の み で 本 回 線 が で きた 上 は 電信 電話 の 疎通 に 一 大 偉 力 
を 発起 する で あろ る ろう. また テレ ビ 放 送 局 は 民間 2 局 , 電 1 局 
が ある が 民間 2 局 の 放送 は 日 本 より の : フ イル ム 放 送 が 多く 新 
聞 ラ ジオ で 放送 され た 後に 見 る の で = ニ = ユ ー ス バリ ュー が 無く 
画面 も 不鮮明 で ある の で 直接 中 継 放送 が 見 られ る こと と は 全島 
民 の 悲願 で ある . 
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③ 通 研 て ミリ 波 ら せん 導 波 管 の 製法 を 公開 


電電 公社 電気 通信 研究 所 で は , か ね て か ら ミ リ 波 の 低 損失 
伝送 に 使用 する 導 波 管 と し て ご さく 細い 絶 線 銅 線 を コイ ル 状 に 
巻い た らせん 導 波 管 の 製作 法 の 検討 を 進め て いた が , この ほ 
ど 高 精度 の も の を つく る こと に 成功 し た の で , その 製作 法 と 
特性 の 概要 を 大 手 電線 メー カ に 公開 し た . 
この らせん 才 波 管 は 誘電 体内 装 導 波 管 (本 会 誌 5 月 号 ニ = = 
ー ス ヌス 摘 参照 ) と 共に 将来 の ミリ 波 伝 送 用 導 波 管 の 本 命 と 目 さ 
れ で いる も の で , ミリ 波 伝 送 に 用 いる 円 形 キ モー ド は 壁面 電流 
が 軸 と 垂直 方 向 成 分 の み で ある こと 
と を 利用 し た も の で ある . 製作 法 
に つい て は 外国 で も 米 , 英 , 仏 国 な 
ど で こ こと 数 年 来 研究 され て お り , 
わが 国 で も 各所 で 検討 が 行なわ れ 
て いた . 今回 公開 され た も の は 長 
さ 2.6m の 引抜 き 鋼管 に 硬質 ク 
ローム メッ キ を 施し , 直径 50.980 
土 0.005 mm¢d に 仕上 げた 心 金 の 
こ 0:12 一 0.2 mm%¢ の 絶縁 銅 線 
を 密 巻 き し , その 上 に 数 層 の 薄い 
ガラ スズ 繊維 テー プ を 用 いて カー ボ 
ン 入 り の 吸収 層 を 設け て , エボ ポキ 
シン 樹脂 で か た め , 端 に プラ ンジ を 
取付 け て 後に 心 金 を 引抜 いて 製作 
する も の で , エボ キン シ 樹 脂 が 硬化 
する 際 は 樹 隊 の 中 央 に 向っ て 収 絡 二 る た め 巻 いた 銅 線 を も も ち 
下げ る こと を 利用 し て , 心 金 に は ご く 僅 か の 離 型 剤 を 浴 る とこ 
と で 心 金 が 引抜 ける こと と , 巻 線 を 行なう 際 の 自動 送り 装置 
を 用 いた こと に 特長 が ある . 離 型 剤 が 少な く , 精度 の よい 心 
| 金 を 用 いて いる た め で き 上 っ た 導 波 管 の 寸法 精度 が 極め あて よ 
ぐ , 直 径 の 標準 編 差 10 ミク ロン 程度 で , こ の 種 の 導 波 管 と し て 
放 や が 国 で 従来 製作 され て いた も の の 半分 位 で あり , 今後 の 発 
放 展 が 期待 され る . 
な お , 同 所 で は 最近 ミリ 波 導 波 管 の 伝送 実験 用 と し て 屋外 
に 全長 300m の 導 波 管 を 布設 し た . 


る 国鉄 東海 道 線 列 車 無線 電話 完成 


| 国鉄 で は か ね て か ら 多加 無 線 電話 の 計画 を 進め て きた が , 
この た び 東 海道 線 東京 一 大 阪 間 に 400 Mc 帯 を 用 い FM に よ 
る 列車 無線 電話 の 工事 を 完了 し 近く 使用 を 開始 する こと と な 
放っ た . 本 設備 は 公衆 電話 と 国鉄 業務 用 電話 と を 共用 する も の 
で , 公称 電話 は 列車 内 の ビュ フェ の 電話 室 , 展望 車 に それ ぞ 
れ 設 備 さ れ て 電電 公社 の 市 外交 換 台 を 経て 一般 加入 電話 と 接 
続き さむ , 国鉄 業務 用 電話 は 運転 室 , 車掌 室 に 電話 機 を 取付 け 
国鉄 変 換 台 を 経由 し て 業務 用 電話 に 接続 され 運転 指令 旅客 
6 取 扱 業務 等 に 使用 され る も の で ある . 
地上 無線 局 は 東京 , 戸塚 , 真 値 ,: 員 南 , 用 宗 , 金谷 , 浜松 , 
豊橋 , 岡崎 , 名 古屋 , 米原 , 大 津 , 京都 , 大 阪 の 14 か 所 の 鉄 
道 浴 線 に 設置 され , これ ら を 実 回 線 ま た は ケー プル 短 搬 に よ 
っ て , 東京 , 静岡 , 名 古屋 , 大 阪 の 4 か 所 に 集め , こと に 設 
| 備 し た 列車 の 進行 こと と も な う 無線 局 の 切 埋 , 列車 の 呼出 等 を 
行なう た め の 追 跡 交 換装 置 , 中 継 交換 装置 等 を 経て 電電 公社 
市 外 変換 局 ま た は 国鉄 変換 局 に 接続 され る . 使用 電波 は lch 
| に 3 波 を 用 い ! 波 を 列車 送信 に , 2 波 を 地上 局 に 割当 て 相 隣 
月 接する 局 は 互い た 異な っ た 波 で 交互 に 結 返 え す . 列車 の 進行 
| に と ぉ な う 地上 局 の 切替 , すなわち 列車 の 追跡 は , 車 上 で 
6 SIN 上 比較 を 行なっ て 車 上 か ら の 識別 信号 に よっ て 相手 地上 局 
| を 指定 し て 接続 を 行なわ せる よう に し て いる . その 他 列 車 の 
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個別 呼出 , 一 斉 呼 出 , また は 車 上 か ら の 非常 呼出 笠 も で き , 

こと これら の 制御 に は 帯域 内 , 帯 城 外 の 信号 を 数 種 使用 し て いる . 
な お 使用 周波 数 は 412.025 Mc, 412.125 Mc; 465.025 Mc, 
465.125 Mc, 465.275 Mc, 465.475 Mc の 6 波 で 送信 出力 は 
地上 局 100W 車 上 局 40 W- で ある . 


る 初 の 国産 VOR 大 阪 に 設置 


東芝 で は か ね て か ら VOR の 試作 研究 を 行なっ て 来 た が ) 
今回 池 に 国産 第 1 号 の 実用 機 を 完成 し , 大 阪 信太 山 に 設置 B 
た . VOR は 従来 の NDB、AN 式 レ ンジ ビー コン , 2 マー 
人 税 ーー 代わ る 新 し い 無 『』 葉 離 航行 援助 施設 で あ - “ts 
米国 を 始め 各国 に お いて 広く 用 いら れ , Victory Airway' と 
いう 航路 方 式 の 根幹 を な し て いる も の で ある . わ が 国 に 拉 【 
る 航路 方 式 は な ビー コン 局 を 直線 で 結 選 Colored Airway が 
お も で ある が , 民間 航空 の 著しい 発達 に よっ て 航空 交通 が み 
くそ う 化 し て 来 た 現在 , も っ と 受容 量 の 高い 航路 方 式 が 要求 
され ICAO (国際 民間 航空 機構 ) で 短 距 離 航行 援助 施設 の 
標 誰 方 式 と し て 定め られ て いる VOR 装置 を 設置 する ご 下 う 
た も の で ある . VOR の 特長 と する 点 は ⑪① 360° に わた だ っ て 
方 位 情 報 を 与え る ② 空 雷 外来 雑音 の 影響 が 少な い . ⑨ コー 
ス 変 動 、 夜 間 誤 差 等 が 少な い . ⑨ 偏 流 修 正 が 容易 で あぁ ある. ⑧ 
横 方 向 に 10 海里 角度 15*“ 分 離 を 与え た 運航 が で きる (現在 20 
海里 角度 45") の で 受容 量 は 高い . ⑧ 航空 交通 ある いな は 天候 
等 の 状況 に より 航路 変更 が 容易 に 行なえ る .⑰⑦ DME と 併用 
la p-9 航法 が 行なえ る 等 の 多く の 利点 を 有する . 現在 わが 
に ある VOR 局 は 米国 貸与 設 依 用 『 と 今回 設置 され た 大 阪 信 太 
山 の 国 産 第 1 号 の 局 に 過ぎ な い が 来年 度 以降 全国 に 設置 が 予 
定 さ れ て お り , 日 本 と に お ける Victor Airway も 洒 次 拡充 さ 
れ 近 い 将 来 に 予想 され る 長 距離 お よび 短 距 離 航 容 機 量 の 飛躍 
的 増加 に 対し 有効 に 利用 され る と 思わ れる . 
今回 東芝 で 完成 し 設置 を 終わ っ た 大 阪 VOR は , 米 国 で 標準 
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図 1 VOR 地上 装置 


図 2 VOR 局 全景 
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いる RM ルー プ 形 で あっ て , その 性 能 は ICAO 
の 基準 お よび FAA の 仕様 書 に 完全 に 合致 する も の で , その 
精度 も 主 較 度 も 十分 な も の で あり , 今後 わが 国 に 設置 され る 
VOR 局 の 標準 形 と し て 軍 要 な 意味 を も っ て いる . 


は で 


⑳ メ サ ・ ト ラン ジス タタ 国産 さる 


日 本 電気 (株 〕 で は この ほど 過去 約 2 年 間 に わ た っ て 研究 
を 進め て いた メサ 形 トラ ンジ スタ を 工業 化し た 所 発 表し た 
と の 有形 の トラ ンジ スタ は 高周波 で 大 出力 が 得 ら れる と いう 点 


も ゎ 優れ, 将来 の 高周波 大 出力 の 用 
+ られ て いる ろ る. 高周波 で と くに 問題 と な 
る ベー ス 層 は 拡散 法 に より 1 程度 の 厚 さ に 正確 に 制御 され , 
どの ペー ス 層 上 に , Ge の 場合 は 着 合金 に より , Si の 場合 
は 三箇 拡散 法 と 蒸 落 に よっ て , - 辺 が 数 g 程 度 の エミ ッ タ 
電極 が 作ら れる . の 電 格 と 。 を は り 攻 着 た よっ て 作ら れ た 
ベー ス 電 極 の 近傍 を 残し ば 分 は 各 ペ レッ ト に 分 割 し た 
後 静 電 容 易 を 注 0 め の に メサ ・ エ ッ チ され る . 
の 電極 に 加熱 左 さ くす # ンド 3 - よ っ て リー ド を つけ る . これ 

ら 一 連 の 工程 は i ラン ジス タ を 作る 際 の 最 重要 点 と な 
っ て いる ろ る が , これら の 工程 を 正確 に 管理 し , . 宏 定 な メサ ・ ト 
ラン ジス スタ が 供給 で きる よう に な っ た も の と 見 られ る . 


で 従来 の トラ ンジ スタ 
途 に 大 きい 期待 が 寄 


さら に こと これら 


どの ヌサ ・ ト ラン ジス タ の 使用 に より 今 ま で 困難 だ っ 
種 通信 機 や 電子 機器 の トラ ンジ スタ 化 が ei rniilss る こと 
と が 期待 され る . 今回 同社 の 発表 し た トラ ンジ スタ は NPN 
Ce2m ト ラン ジス タ 3 租 , PNP ゲル マニ ウム ・ ト ラン 
ジス クタ 1 種 で , 出力 150mW か ら 7W まで , «a し ゃ 断 周波 
数 180 な いし 700 Mc に わた っ て いる . 写真 は シリ コン ・ メ 
サ ・ ト ラン ジス タ の 内 部 構造 と 外観 を 尼 す 。 


る プラ チノ トロ > ン 国産 化 さる 


日 本 無線 (株 〕〉 で は , と この ほど 3000 Mc 帯 に 凡 い て 出力 
016MW の プラ チノ トド ロン の 了 肛 作 に 成功 し た . プラ チノ トピ 
ン は マグ ネト ドン と 構造 お よび 動作 機構 が 非常 に 良く 似 て い 
で 放 マ グ ネ トド r ン の 有する 特徴 を 同じ よう に 持っ て いる 。 す 
な わ ち 高 能率 , 大 出力 が 得 ら ちら れ 比 較 的 動作 電圧 が 低く , 構造 
が 角 J 入 に で きる . また プラ チノ トロ ン 固 有 の 特徴 と し て , 変 
調 器 お よび プラ チノ トド ン を 電気 的 あ ち あるいは 機械 的 に 調 整 す 
る こと と な し に 約 102 の か な り 広 い 周 波数 帯域 に わた っ て 和 飽和 
増幅 と し て 動作 せしめ る と と が で き , と の 間 利 得 約 10 dB を 
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半 凍 寺 ほとん ど 平 埋 
: に 得る こと な が 
で きる 7 
チノ トド ビン は 
増幅 器 と し で 
る 発振器 と し 
て も 使用 で き 
る が , 前 者 の 
後者 の 場合 スタ 々 ビ r ト ロン と 称し て い 


場合 アテ ンプ りり FR Se 
今度 試作 され た プラ チノ トビ ドン MA 601 形 は 磁界 が 
失 頭 陽極 電流 36 A, 失 頭 F 陽極 電圧 34 kV の 動作 点 に お 
60kW の 高周波 入力 を 入れ て 2700 Mc~2900 Mc i 避 
カ 630kW が 得 ら れ , i の 利得 は 10dB で あぁ ある. 能 
は 現 段階 で は 約 502 で あぁ る が , 今後 の 改良 と に より さら に 向 
ee る 見 込 で あり , また 周波 数 帯域 内 * 。 世 動 発振 の 関 係 で 
上 記 の デー タ の 範囲 に 止ま っ て さら に 広い 周波 数 帯 
で も 動作 で きる 見 込み が ある と し 
る 石油 ダム に 放流 和 幸 装置 設置 
「" ム に お いて 奈 雨 時 , 台風 時 等 に ゲー ト } を 開い て 大 量 の 放 
を 行なう 必要 が 生じ た 場合 , あら ちか じゅ あめ 下流 の 住民 に 徹底 
め て 人 的 物 的 の 災害 を : 未然 に に 防止 する 義務 が ある . 従来 
こと の 目的 の た め に 有線 電話 連絡 に よっ て Moe レン ま 
は 半鐘 を 鳴ら ちせ た り , 車載 テラ ウッ ドス ビー カ に より 巡回 広報 
な う 等 の 方 法 を 構 じ て い 8 緊急 時 , 
有線 電話 回 線 の 不通 , 道路 決 潰 等 に より 撤 底 を 期す る とこ と が 
で き な か っ た . 
本 装置 は これ ら の 欠点 を 除く た め に タ 


‘る の >。 
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管理 所 より 無線 に 
よる 達 隔 制 御 を 行 な 
っ て , 希望 する 時 刻 
に 即時 下流 の 表 報 所 
か ら 警 報 を 発せ し め 
る も の で , 人 各 装 報 所 
に は 保守 員 を 必要 と 
し な い . 今回 , 東北 
地方 胆沢 川 の 石油 ダダ 
ム ふ 菅 理 所 に 無線 放流 
牙 RK 商 置 の 国産 第 1 
号機 ( 東 基 製 ) が 完 
成 , 本 年 5 月 据付 完 
了 了 し , 動作 を 開始 し 
た . これ は 管理 局 1, 
送受 信 局 1, 欧 報 局 
4 か 所 か ら 構 成 さ れ 
て お り , 信号 の 伝送 
に は 60 Mc 共 VHF 
M 無線 通信 装置 
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を 使用 し て いる . 

遠隔 辻 報 の 方 法 は 管理 局 制 御 装置 の 押 ボ タン を 圧下 する と 
と に より 全 融 報 局 の 任意 の 1 局 を 選ん で 行なう 方 法 と , 全 交 
報 局 を 一定 順序 に 一 定時 間々 隔 で 自動 的 に 制御 する 方 法 の 2 
通り の 方 法 を 使用 し て お り , いずれ の 方 法 で 制御 し て も , 楓 
報 局 機 器 の 動作 に より 警報 局 の サイ レン が 一 定 コ ー ド に し た 
が っ て 吹鳴 され る . 

また 達 隔 制御 に より サイ レン が 吹鳴 され た 場合 , 初め の 1 
コー ド だ け サイ レン 音 に より 散 報 局 の 送信 機 を 変調 し て , 確 
認 信号 を 管理 局 に 送り 返し , スピ ー カ に より 聴音 し て , 吹鳴 
さ ここ ご と を 確認 し て で いる. 

警 報 所 で 吹鳴 され る サイ レン 音 の コード お よび 確認 時 間 を 
順次 制御 の 場合 に つい て 示す と , 図 1 の よう に 人 各 杖 報 局 と も 
30 秒 吹鳴 , 3 秋 休 上 正 , 60 秒 吹 鳴 の 1 コー ド を 3 分 間隔 で 3 回 
線 返 す も の で , 確認 は 各局 と も 初め の 1 コー ド だ け で ある . 

各 贅 報 所 お よび 送受 信 所 は 無人 局 で ある が , 巡回 時 , 忠 急 
特等 に 達 隔 船 報 用 の 無線 機 を 使用 し て , プレ スト ー ク 方 式 に 
まり 電話 連絡 も 可能 で ある . また サイ レン が 故障 に より 鳴り 
続け た 場合 の 保護 装置 を 備え て いる . 
写真 は 警 報 局 の 全景 で ある . 


る エサ そ キ そ ・ ゲ ダイ オー ド に よる マイ クロ 波 増幅 


ベル 電話 研究 所 固体 電子 研究 部 の M.E. Hines な ら び に 
W.A. Anderson の 両氏 は ほ は, エサ キ ・ ダ イオ ー ド の 持っ 負 性 
抵抗 と フェ ライ ト 人 導 波 線 条 の 方 向 性 と を 組合 わせ て , 広帯域 
の = 々 = イク ェ ド 波 増 幅 を 行なわ せる こと と に 成功 , さき ご どろ 開催 さ 
れ た 固体 電子 回 路 会 議 に お いて と れ を 発表 し た . 

の 2 つの 性 質 を 利用 する と と に より , 1000 Mc 付近 に お 
か て か な り 高 い 増幅 度 が 自己 発振 を 起こ すこ と な く 得 ら れ た 
の で , 同 研究 所 で は , これ が 今後 レー ダ , マイ クセ 波 中 継 装 


| 礁 術 星 通 信 , 導 波 管 伝送 な ど に 使わ れる よう に な る と 見 て 


いる . 
また , 同 所 で は こと の 方 式 が 他 の も の に くら べ て , 価格 的 に も 


| 有利 で ある 許 り で な く , 信頼 性 も 高い こと を 強調 し て いる . 


(Bell. Lab. Rec. 誌 よ 9) 


採録 決定 論文 


7 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 

小原 啓 義 , 岩 片 秀雄 : フェ ライ ト を 用 いた マイ ク r 波 イ 
シン ピー ダン ス 直 視 装 置 [35.2.4] 

増沢 健郎 , 田島 清 : 新 形 電 話 機 用 受話 器 [35.4.27] 

三宮 交 雄 : イメ ー ジ オル シュ ンタ ー ゲ ッ ト 二 次 電子 の 集 
束 帰 還 [35.4.7] 

右田 白 朗 , 虫 明 康 人 : 誘電 体 板 装荷 方 形 導 波 管 の 万 能 解 
[3512.6』76:24] 


| 島崎 俊 助 』 大畑 敬 夫 : 水 品 発 振 器 と 振動 子 の Q に つい て 


9 4 251 
喜安 善 市 , 伏見 和郎 , 小 紫 典 居 , 新山 貢 : テ サ キダ イオ 
ー ド 対 の 不平 衡 特 性 [35.4.12] 


用 葉 原 耕平 , 福岡 直 治 : 変成 器 を 介し た パラ メト ドン [35. 


4.21] 


る 新しい 米 大 陸 横 断 マ イ クロ 回 線 の 計画 


現在 アメ リカ の 東西 両 海岸 を 結ぶ マ イケ 回 線 ど し じ で ププ 
メリ カ 電 信 電 話 会 社 (A&.T.T:) の TD-2 シス テ ( ッ ミス 
タン ・ エ テレ クト リッ ク 社 負 4000 Me 置 を 使用 ) ぱ ば あまり 
に も 有名 で ある が , 同社 の 本 シス テム (同じ く 6000 M@ 紅 
置 ) の 建設 と 相 前 後 し て , ウェ スタ ン ・ ユニ = オン 電信 会 社 る 
大 陸 横 断 マ イフ 回 線 を 建設 すべ く 計 画 を 進め て いる 1 

こと の 計画 は ボス トン ・r ス アン ゼル ス 間 を 160 の 中 継 局 E 
均 中 継 区 間 距 離 40~50 km) に よっ て 結ぶ 7000 Mec, 600 eh 
の 超 多 軍 回 線 で ある と いわ れ , 無線 装置 は R:C.A. 記 競 局 
装置 は G.E. の 発注 が 決定 し た と いう . 

G.E. 社 に よる 大 規模 な 超 多 重 搬送 装置 の 製作 は , まだ ぞ の 
前 例 が な い だ け に 注目 され て いる が 同社 は と れ を } デ ンジ 
スタ 化し て , 今年 の 秋 頃 か ら 逐次 完成 させ る と いっ て いる 

ウェ エス タン ・ ニ ユニ オン 社 の と の マイ ク ド 回 線 は , A.T: 地 , 社 
の 電話 ・ テ レビ 回 線 と は 異な り , 電信 , デー タ , 模写 な どの 
伝送 を 主 目 的 と し , 整 域 幅 は 数 百 サ イク ル か ら 100 ke に 至る 
種々 の も の が ある . 

と の 新 マ イク 回 線 の 建設 乾 は 4000 万 ドル (144 億 円 ) と 
いわ れ , 直径 4.5m の パラ ボラ ・ ア ン テ ナ を 使用 する 予定 で 
ある みる と を "S32 

(Electronic News より ) 


標準 電波 の 偏差 表 
| 郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mcls, 5 Mc/s, 10 Mc/s, 15 Mcls, 


at Frequency Lead of JJY Date Frequency Lead of JJY 
Deviation impulses on Deviation limpulses on 

1959| Parts in ST in 1959 | Parts in TL.S 挟 Sn 
Dec 10° 0900 [milliseconds We 109 0900 |milliseconds 
E23 0900 J.S.T. NS 0900 J.S.T. 


1 + 4* 17 ー 5 + 19 
る + 1 18 ー 5 + 19 
3 + 2 19 ー 4 + 19 
4 + 2 20 — 4 + 18 
5 キャ る 21 ーー 4 + 18 
6 + 2 22 ー 4 + 18 
4 + 1 23 ー 3 hi 
8 ve 24 ー 3 + 17 
9 ー 5 25 ー 2 + 17 
—ー 4 26 ー 2 + 17° 
— 4 27 ー 1 + 17 
— 4 28 — 1* + 17 
—ー 5 29 ー 4 + 16 
ーー 5 30 ー 4 + 16 
ー 4 31 —」5 + 16 
ーー 4 


The values are besed on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory. 
* Adjustments were made on the days indicated by * 
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a お 5 年 5 月 24 日 6 
第 2 回 事 会 (由緒 引 細 9 


出席 者 米沢 会 長 , 高木 , 三 態 , 松本 (委任 ) 各 副 会 長 , 新 
川 理事 (委任 ), 岡部 , 染谷 両 監事 , 藤 庶務 幹事 
林 , 柿田 両 会 計 幹 事 , 伊藤 , 河津 , 小西 , 末 武 各 編 
集 幹 事 お よび 肥 土 主事 出席 . 


議 事 


1. 論文 賞 選 考 範囲 基準 制定 小 委員 会 の 設置 に つい 
t« 

論文 賞 の 選考 範囲 は , 選奨 規程 に お いて 「 本 会 雑誌 その 他 」 

と ある の み で 明確 で な い の で , つぎ の 通り 小 委 員 会 を 設け て 


検討 する こと と し た . 
委員 長 三 熊 文雄 ( 副 会 長 ) NHK 
幹 「 事 新堀 達也 (調査 幹事 ) 通 研 
委員 新 川 浩 ( 理 事 ) う 国際 
” 妻 藤 達夫 (庶務 幹事 ) 公 社 
” 副島 光 積 (編集 幹事 ) 早 大 
” に 
” 滝 保 夫 ( 編 集 顧問 ) 東 大 
” SC うう 且 で 電 
” 中 村 幸雄 ( 評 議員 ) 通 研 
” ( 編 集 長 ) 
; 7 惣 崎 臣 治 ( 評 議員 ) 東芝 
‘3 2. 岡部 記念 研究 奨励 金 規程 の 改正 方 針 に つい て 


1 岡部 記念 研究 奨励 金 は , 申請 制度 を と っ て いた が 申請 者 が 
少な く 選 考 に 困難 な た め , 推薦 母体 を 設け て 広い 範囲 か ら 他 
| 選 吊 度 ゃ 認め る こと と し , 第 1 回 理事 会 で 設置 し た 小 委 員 会 
放 】 で 規程 お よび 慣 定 手続 の 改正 に つい て 検討 する と と と し た . 
4 3. 維持 員 の 増強 に つい て 
: 卒 疹 庶務 幹事 か ら 32 年 度 か ら の 過去 の 実績 お よび 維持 員 
有 有 増強 の 必要 性 に つい て 説明 が あり , 会 費 の 値 上 か , 増 口 か に 
交 つい て 論議 され た . 

衣 会 費 の 値上げ に っ ついては, 一 般 会 員 の 会 費 と の 関係 も あり , 
| また 定款 の 変更 を 必要 と する の で , 36 年 度 総 会 以後 の 間 題 と 
し, 差 向 き 本 年 度 は 培 口 に 目標 を お いて , 本 会 の 事業 計画 の 
有 有 拡 双 に 関し 珍 幹事 が 各 関係 幹事 と 協議 し て 具体 的 一 案 を 取 
凍 主 主 統 あろ る と と と し た . 

有 4. 会 費 の 徴収 , 雑誌 の 発送 停止 お よび , 除名 等 に 


載 す る と と に し た ・ 
正 員 秋谷 健 男 外 38 名 
準 員 大 金 義文 外 22 名 
学生 員 石津 公 男 外 189 名 
特殊 員 関東 電気 通信 局 外 4 名 


計 257 名 
下記 の 会 員 は . 6 月 号 か ら 会 誌 の 発送 を 停止 し , "また 除名 
者 は , 8 月 の 理事 会 で 除名 を 決定 する とこ と に し た . 


雑誌 発送 佑 止 青 木 国 吉 外 288 名 
除 名 浅 見 義明 外 161 名 


な お ぉ , 雑誌 発送 停止 者 は 7 月 号 お よび 8 月 号 に , また 除名 
者 は 7 月 号 に ぞ れ ぞ れ その 勤務 先 お よび 氏名 を 掲載 する こと 
Py er 

56. 嶋津 編集 長 辞任 の 申し 出 に つい て 

嶋津 編集 長 は 健康 が すぐ れ な いた め 辞 意 を 表明 され た の 
で , 高木 副 会 長 が 目下 後任 者 を 選定 の 上 会 長 か ら 委嘱 する と 

7. 通信 標準 用 語 を 調査 する 委員 会 に つい て 

新 掘 調 査 幹 事 よ り 用 語 に 関す る 調査 専門 委員 会 の 必要 性 に 
つい て 説明 が あり 理事 会 と し て も , 電気 通信 用 語 に 関す る 許 
門 委員 会 を 常置 する 必要 ある と と を 認め 。 会 長 か ら 技術 委員 
会 会 長 あ て に 依頼 し , 具体 案 を 作成 し て 貰う こと と し た . | 

た , すでに 再開 し て いる 航空 無線 用 語 委 員 会 ピ で つい て 
は , 調査 を 継続 し て 貨 う こと と し た . 

8. 電気 通信 学会 大 学 講座 (教科 書 委員 会 担当 ) の 
著者 と の 契約 書 に つい て 

本 会 と 著者 の 間 で 執筆 に 関す る 契約 書 を 取り か わす こと と に 
し , 原案 通り 決議 し た . 

9. 通信 測定 , 特集 号 に つい て 

本 会 誌 11 月 号 は , 通信 測定 に 関す る 特集 号 と し , 特に メ 
ー カ の 製品 紹介 を か ね た 技術 解説 的 な 論文 も 募集 (た だ し 郁 
料 ) する と と と し た . 


報告 事 項 


| 図 する 事務 処理 に つい て URN et a = 
| sof も と が E キ の m 上 を 目 手 と し て 別紙 の ょ ぅ kc CS 
事務 処理 方 法 の 改正 を 決定 し た 。 な お 各 条項 は 事務 処理 に 才 夫 人 

有 有 】 53 る 徹 貞 の 沈 書 と し て 追加 する と と に し た . tT 25 
有 有 5. 会 中 の 入会 お よび 雑誌 発送 信 止 , 除名 者 に つい 応 史 ま 
0 で 5 月 末 会 員数 11,662 
衣 /) 下 叶 の 通り 入会 者 が 承認 され , その 氏名 全員 を 7 月 号 に 掲 弄 間 3 
¢ eg ) 


昭和 35 年 7 月 


電気 通信 


学 会 雑誌 第 49 券 7 号 857 
2. 会 計 報 告 
会 計 別 \) ; : : } 
会 計 別 収支 状況 (昭和 35 年 5 月 分 〕 = 資金 月 末 現 在 高 (昭和 35 年 5 月 31 日 現在 ) 
会 『 記 ) 別 収 入 支 出 人 A は 3 年 度 初 
| に 種別 (35.3.1 財 | 前 月 末 |5 月 31 晶 0 前 月 末 
ーー 最 会 計 932,352 1,137,658 | A 205,306 N=) 差 | と の 差 
特別 事業 会 計 3,022,997 558,208 2,464,789 李 | 4,7187,703| 3,587,644| 5,069,928 282,223| 1,482,282 
収益 事業 会 計 1,426,774 | 1,358,390 68, 384 内 | 音 通 務 金 1,366,689| 124,655| 760,338|A 606,351| 635,683 
装 学 資金 会 計 — 108,400 | A 108,400 当座 預金 4,556| 7,531 158A 4,398|A 7,373 
稲田 記念 資金 会 計 = — 駅 し 放 託 預金 |3,416,458| 30455,458| 4,309,430| 892.972| 853.972 
岡部 資金 会 計 = 102,400 | A 102,098 郵便 貯金 | 603,000|1,352,000| 2,486,796| 1,883,796| 1,134,796 
退職 積立 金 会 計 Cl et ー 振替 貯金 584 688 187|A 397|A 501 
仮 受 払金 会 計 | .2,650,031 2,231,487 | 418,544 現 金 | 971,384| 210,415| 129 751|A 841,633|A 80,664 
計 | 8,032,154 | 5,496.241 | 2 535,913 、 計 6,362,671| 5,150,747| 7,686,660| 1,323,989| 2,535,913 
各 委 員 会 会 合 状況 2. 第 1 回 全国 大 会 委員 会 6 月 6 日 5.30p.m. 
1. 編集 関係 3. 幹事 打 合 会 6 月 9 日 6.00p.m' 
fs 論文 奏 員 会 6 月 3.00 p.m. / 6 上 同 30 日 5.30 p.m. 
ド . 海外 論文 委員 会 6 月 7 日 4.00pm. 4. 出版 委員 会 6 月 10 日 530pmi 
へ ハ へ . ニュ ー ス 委員 会 6 月 7 日 5.30p.m. 5 シン ポジ ウツ 的 冶 会 放 "6 月 20 晶 530pims 


=. 編集 幹事 会 (特集 号 , 世論 調査 ) 
6 月 13 日 5.30 p.m. 


ホ . 特集 号 執 筆者 打 合 会 6 月 27 日 5.30p.m. 


昭和 35 年 6 月 入会 


正 員 (39 名 ) 秋谷 健男 , 荒木 良 人 , 池内 博 , 磯 員 武 , 
岩永 英 良 , 織田 石 之 助 , 大 沢 一 , 小幡 修一 , 算 田 之 式 , 
川久保 勲 , 川村 連 , 川本 幸雄 , 菊池 正雄 , 北野 泰 , 久 
保 久雄 , 斉 賀 正信 , 沢田 進 , 新 明良 一 , 高橋 問 彦 , 谷本 茂 
一 , 津田 英 修 , 仲村 恵 祈 , 並 川 能 正 , 野村 和 康 , 橋本 新一郎 , 
橋本 朝太郎 , 浜崎 孝幸 , 深津 国造 , 藤原 正雄 , 松田 若竹 , 水 
野 全 章 , 宮本 部 , 武藤 信男 , 武藤 忠夫 , 望月 恵一 , 森岡 
弘 , 山口 新治 , 吉永 有 道 , 吉村 好美 

准 員 (23 名 ) 大 金 義文 , 川野 耕治 , 河野 昌孝 , 鴨川 利 朗 , 
木原 昌彦 , 窪田 泰治, 河野 孝男 , 坂田 栄次 , 佐藤 正 , 佐藤 
秀雄 , 下平 測 , 中 村 英 雄 , 中 島 一 彦 , 中 易 達 雄 , 仲西 正 一 , 
西尾 秀和 , 藤 井 砂 三郎 , 藤井 親 , 藤原 照明 , 増田 仁 , 森 
就 喜 , 教 中 建 紀 。 和 波 術 身 

学生 員 190 名 ) 阿南 光夫 , 阿部 正毅 , 青木 功 , 赤間 洋 
裕 , 荒木 義朝 , 飯塚 隆 , 池田 雄太 郎 , 池永 純一 , 池辺 一 彦 , 
井沢 秀夫 , 石川 訓 範 , 石津 公男 , 石塚 節 , 板野 清司 , 伊 
晃 慶 , 伊藤 煙 彦 , 井 中 祐司 , 稲葉 脅 , 井 上 達郎 , 今 井 和男 , 
今井 三郎 , 今西 佳 夫 , 入口 憲人 , 岩田 誠 , 上 野 淳 , 宇山 


3 信行 , 内 田 栄 男 , 内 山健 和男 , 内 山 徹 彦 , 江口 建 三 , 江 野 容 文 


「 章 , 江本 音 之 助 , 大 久保 進也 , 大 久保 煙 , 大 竹 義 雄 , 大 槻 


正夫, 尾形 喜美 夫 , 小河 原 正信 , 岡本 哲夫 , 小川 隆平 , 奥 
康弘 , 小口 正 , 笠間 重信 , 梶田 明男 , 片山 忠夫 , 金 賀 茂 , 
弱 尾 忠 學 , 神尾 宣治, 川合 正昭 , 川島 駿 一 , 川島 光郎 , 川 角 
靖彦 , 木村 健三 , 京 撤 義人 , 久 家 武 司 , 栗田 只 男 , 栗山 周 志 , 


¢ 29) 


elie 
6. 航空 無線 用 語 委員 会 再開 の 打 合 
6 月 23 日 2.00p.m. 日 本 交 


2 馬 協 会 会 識 補 


双 垣 伝 裕 , 村 原 徹 , 洪 巣 衝 , 古賀 唯 生 , 国分 達雄 , 小 邊 
泰雄 , 越山 勇 , 小杉 正夫 , 児玉 伺 朗 , 小寺 保 和 , 駒田 議 人 , 
小松 崎 皿 夫 , 斉藤 長 敏 , 境 沢 通 , 酒 師 昭 栄 , 坂田 晴彦 , 佐 
久間 昭 , 佐々 木 高司 , 佐藤 孝 章 , 佐藤 武之 , 実 吉 隆 雄 , 佐 
山 光義 , 沢田 憲 杉 , 篠崎 孝義 , 柴田 良 宣 , 下村 雅敏 , 城 地 正 
樹 , 新谷 要 , 末永 直行 , 鈴木 茂夫 , 鈴木 成年 , 鈴木 恒男 , 
鈴木 俊 通 , 鈴木 英明 , 関根 伊 平 , 太田 正幸 , 高 妙 博 , 高橋 彼 
護 , 高橋 由 蔵 , 高橋 渉 , 田口 隆彦 , 滝沢 英男 , 竹内 勝彦 , 
竹生 英 久 , 武政 勝 , 竹野 武司 , 田子 貧 恒 二 , 田島 顕 栄 , 立 
山 雄 士 , 田中 信 洲 雄 , 谷 生 広 泰 , 田原 健 , 田村 健一 , 田村 
志郎 , 依 宏 , 力石 富 司 , 次 田 雅 宜 , 辻 照 生 , 辻川 昭 , 
寺山 喜久 夫 , 寺本 昌雄 , 戸 叶 孝一 , 富田 弘 基 , 富谷 昌之 , 戸 
谷 武 , 中 村 元 , 中 村 正 司 , 長沼 有 , 奈須 野 今 生 , 七尾 
恒明 , 西口 寛治 , 西田 玉 , 野々 部 幸男 , 芳賀 一 郎 , 羽毛 田 
健一 , 長谷 川 利 政 , 浜 沢 良和 , 林 : 双 雄 , 林 久義 , 林 三 樹 
生 。, 早野 索 ; 原 上 必 集 沢 募 , 日 高 一 孝 , 平瀬 守 。 平 
松栄 三 , 広瀬 治男 , 福田 雅俊 , 福本 紀 久 男 , 藤島 邦 裕 , 舟 
根 上 滋 , 古川 和郎 , 前 大 道 正博 , 前 田 浩 , 真柄 邦 策 , 松井 
勝男 , 松井 潤 吉 , 松井 洗 夫 , 松木 一 , 松野 思 人 , 松本 武 
好 , 政所 勲 , 水野 武則 , 三角 良治 , 光岡 義 , 湊 一 郎 , 
宮城 寛仁 , 宮本 哲 , 山口 宗 吉 , 山口 晴 義 , 山 品 政光 , 山崎 
勝 孝 , 山添 安 郎 , 山田 昌和 , 山本 恒男 , 湯浅 楠 郎 , 横井 音 治 
郎 , 横田 勝弘 , 横田 成 昭 , 吉井 清 幸 , 吉永 元 一 , 雑 山 純 市 , 
太 合 辰雄 , 渡辺 重 注 , 渡辺 武雄 , 渡辺 章夫 , 渡辺 守 篤 

特殊 員 (5 名 ) 太 洋 無線 KK, 田谷 精機 KKKC 技 術 部 ), 関 
東電 気 通信 局 (文書 広報 課 組 織 係 ), 関東 電気 通信 局 (文書 
報 課 ), 松山 工業 高等 学校 電気 科 . 


紗 周波 数 の 調整 の 細 カ イサ, 


周波 数 範 時 | 30 ke~30 Mc 


主 目 盛 で , 土 0.5%, 副 目盛 で (校正 し て 土 0.02% 

| (た だ し 14 Mc 以 以下 ) ( ) % 
周波 数 目 臣 et 
嫌 整 の 細 カ イサ | 30Mc に お いて 2kc 


周波 数 安定 度 | 30 分 後 10 分 間 の 変動 が 0.02% 以下 


0 


ARM-5805 型 


信 言 号 選 択 度 特性 が 容易 に 測定 で ‘& 
安定 サ , 確度 が 従来 の も 
の に くら べ て 非常 に 改善 され まし た . 減速 比 が 大 
きく ガタ の な い ダ イア っ て 周波 数 が 容易 に 
変え られ る と 共に , 見 易い 周波 数 直読 目 詩 に よっ 
て , 5~6 桁 の 周波 数 が 容易 に 読み 々 と れ ま す . 


ルレ し トト 
3、 


出力 レベ ルル は 7592 の 出力 イン ピー ダン ス で 1V 
が 得 ら れ ,APC (自動 出力 レベ ル 調 整 回 路 〉 の 動作 
に よっ て , 出力 レベ ル は レベ ル 調 整 を し な く て も 
図 た 示す よう に 周波 数 特性 が 少く な っ て ぉ り ま す 


変調 の 特性 が 改善 され まし た . 
変調 歪 率 は 軽減 され 図示 す よ うな 波形 に た なり 
まし た . また 緩衝 増 巾 器 の 作用 た よっ て AM 
に 翌 う FM が 実際 上 問題 た な ら な い 位 減少 し 図 
の よう な スペ クト ラム を 示し ます -. 
こと れ 和 人 等 の 点 は いづ れる も 和 将来 の 高級 標準 信号 発生 器 
の 進む べき 方 向 を 示し て いる も の と 申せ まし ょ う 


格 


周波 数 校正 | 


出 


ィ イン ピー 
出力 レベ ル 範 囲 | —10 db~120 db 


出力 レベ ル 確 度 | +1db(0~120 db), +1. 5 db(—10~0 db) 
変 面 周波 数 | 


変 


変調 率 確度 | 土 (指示 値 x0. 05+2) % 


変 請 午 6 30% 変 瑞 で 40 ー40 db 以下 ・ 80% 変 本 で 25db 
変 名 雑 ーー TF 

本 EE 8 -5709 de iE FA な 
電 | 100 V, 50~60 c/s, 約 160 VA 3 
付属 品 | 本 


ゴ 法 年 | 3245 放す) x685C 中 x480( 真 行 ) 5 mm 


100 kc マル チバ イプ レー タ , 1 Mc 水晶 発 振 器 
検出 器 を 内 蔵 し 校正 で きる A 


人 150 VSWR1.2 AF 


内 部 400 c/s 1000 c/s, 外部 ! 50~10 ,000 c/s 
た だ し 鬼 送 周波 数 の 3% 以下 


中 率 | 0~100% 


きる 短波 標準 信号 発生 器 完 成 ? 


TT 


210 <20 


105 


イア ル 目 避 


1Mc, 400cjs 85% 変 瑞 30 Mc, 1000 c/s 40% 


変調 波形 の 1 例 変調 ス 


変調 
ペク ケト ラム の 1 例 


⑳ 容 均 電電 株 式 将 社 


東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 39 
営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 


後 一 1 


電話 (473)2131( 代 ) ,2141( 代 ) 
電話 元町 (④ 3614( 代 ) 


RR 


これ ら の パ バレッタ は 時 定数 の 極め て 小 き く 、 非 常に 細く 短 か い 白金 線 を マウ ント し て あ 
り ま す の で 、 高 感度 で あり また 正確 な 二乗 特性 を も っ て お り ま す 。 

録 石 検波 器 に 代 っ て 高 確度 の マイ クロ ョ ロ 波 機器 の 相対 電力 、VS WR の 測定 、 電 カモ ニタ 」 
減 論 量 な お ょ び 挿 入 損失 な どの 測定 に 使用 きれ ます 。 

座 調 きれ た マイ ィ イタ セロ 波 の 検波 お ょ びそ ニタ に は 、SPC 製 定 在 波 増 幅 器 (3EO1) と 
共に 用 い 、 ま た CW マイ クロ 波 の 電力 測定 に は SPC 製 ユニ バー サル ププ リッジ (1 PO2 ) 
と 組 合せ て 使用 きれ ます 。 ; 


周波 数 | 交換 可能 | バイ テス 電流 | 動作 抵抗 | 最大 入力 電力 | 
h 5 必 


0 ~12.4 
12.4 ~26.5 
18.0~—40.0 
50.0 ~75. 6 


RE SR ER 
PC 製 広帯域 マッ ント に 挿入 し て 、SPC」 
EE 
は ポロ メー タプ リッ ジ (1P0O3) と 組合 
せ 、 VSWR 1.5 以 下 に て 正確 マイ クタ = 
波 電力 の 測定 に 使用 きれ ます 。 


波 数 最大 入 A 
CE CT ht bra 
1B90—P(J 700 
in To= 209 寺 20 
1T%-—P(J 200 寺 20 
2 200+20 鉱石 1 N23 形 
hy 放し 
1T35 200 キ 20 
1 B91 200 
1T91 20020 
1T91 200 ま 20 


1 布 市 > 選 崎 町 415 番地 
億 勢 町 番地 


最高 性 能 と 
新しい 研究 に 末 く 


水素 入 了 サイ ラ ト ロ ン は マグ ネト ロン 変調 用 と し て , レー ダ に 広く 用 らら ちら れ で お り ま す 引 近年 
は レー ダ の みな ら ず 工業 用 に も 使用 され る よう に な り ま し た 。 当 社 で は , 小 は M T 筑 まり 汰 福 
数 拾 MW 出 力 に 玉 る 迄 の シリ ー ズ を 完成 し , 更に 新 管 種 を 開発 研究 中 で あぁ ありま す 。 

水素 入 サ イラ トロ ン は 各 管 種 共 酸 化物 陰極 を 有する グリ ッ ド 制御 3 極 放電 管 で あり ます 。 一 
般 の サイ ラ ト ロ ン と 異 る 所 は , 最も 質量 の 小さ い 水 素 を 封入 し , 特殊 な 構造 に より , 高 電 圧 に 
耐え 大 電流 を と り 得 る こと で , パル ス 動 作 に 適当 し た 設計 と な っ て お り ま す 。 


大 陽 極 損失 | 最 大 | 外国 製 
: せん 頭 
せん 頭 | せん 頭 頭 |g 各 謀 | 出 カ 
順 電 圧 | 逆 電圧 | 電流 yn 3 (kW) 
CV (V) ( 


1G58P ‘ * ’ 1,000 0.1x10° 1258 7 ピン MT 管 


1G45P/6130| 6.3| 2. 3'000.| 5 , 0.3x10° 3C45/6130 | の 高 記 用 


1G35P 。 8, 000 ¢ 100 2x10° 
1G25P ‘ . 12, 000 150 | 3.8x10° 


2G22P P 16, 000 ” 200 | 3.2Xx10° 


水素 リザ ー パ パパ 付 

3G49P : 25,000 500 | 6.25 x10°| 6,000 リザ ー パ 電 正 
=3~5.5V 

水素 リザ ー パ 付 

4G48P ‘31| 2 25,000 | 1,000| 1,000| 9x10° |12,500 : リザ ー パ 電圧 


=3~5.5 


壮 1 せん 頭 陽極 順 電圧 せん 豆 陽 極 電流 バル ス 線 返 数 の 積 


re 日 無 線 株 式 會 赴 


東京 都 江 区 芝田 村 町 1 の 7 第 3 森 ピ ビル 電 話 東京 (591)( 代 )9311( 代 )9321 
大 阪 市 北 区 貧 中 1 の 212『 話 ! 大 匠 ⑧ 4531 6 
福岡 市 新開 町 3 の 53 立石 ビル 電話 福岡 ④ 0 2 7 7 


現地 の 属 傘 。 生活 な ど を あり の まま に 伝え る 
カメ ラ た に 託し た 世界 旅行 


こと も 向け 連続 ドラ マ | i 
二 信 の 船 造 り 水 後 6 で O00 
大 化 の 改新 の 頃 の , 楽し い 歴 史 物語 る 


0 3 

それ は 私 で す 金 、 後 " 7.30 
三 人 の 出場 者 は 皆 そ れ ら し くさく 思え る 。 き て , だ れれ が 直せ の 2 語 
司会 野村 泰治 アナ ウッ ン サ ー 


テレ ビ 映画 A 
: ロレ ッ タ ・ ヤ ング ・ シ ョ ー 土 : " ぇ 後 ご 9833008 
喜 貞 あ り , 社会 劇 あ り , 史劇 あり と , バラエティ に 富ん だ ドラ マ ・ シ リ 
} ー ズ 。 物 語 は 毎回 完結 a 
: * 2 2 
; デレ ビ 人 生 相 鱗 室 土 後宮 0 
4 (ひと 月 1 回 )) 
} 囲 著 ・ 将 棋 の 勘 ど ころ 土 : 、 邊 10 
高川 本 因 坊 井田 九段 指導 
} テレ ビ 映 画 < 

日 曜 カ メラ 訪問 日 7 で 部 所 上 


世界 各地 の 珍 孝 な 風物 , 貴重 な 記録 な ど を 集め て 紹介 する 


テレ ビ 映 画 
Be かなこ シレ る 2 ウ 論 ン 日 
明る く 陽 気 な コス ディ ・ タ ッ チ の ホー ムラ 
の ネル マソ ン 一 家 の 四 人 が 活躍 する 


連続 ドド ラマ 2 
少年 漂流 記 昌 = 符 才 
ふと し た こと か ら 舟 が 流 き れ , 無人 島 
し た 少年 た ち ……・ 楽に で 衝 スリ 2 

置 険 物語 , 


7 c - 


ぶる 後 一 4 


可変 同調 周波 数 範囲 
1245 Mc 1460 Mc 200 mW 


p833173 150 

2700 2960 130 

4050 4300 500 
3850 4100 
3650 3900 
, 4300 土 ) 50 
4200 4500 
4500 4800 
る } 4800 5100 

\ 5100 5900 FF 線 . . 機 器 . 波 現 定 半 


6250 7060 

i 5800 6500 
* 6100 6500 
| 6100 6500 
6400 7200 
6250 7425 
7000 7800 
7650 8200 
8500 9660 
6575 6875 
6875 7175 
7425 7750 
10700 11700 


@ 福 か 工業 株 天 次 


神戸 市 兵庫 区 和田 山 通 一 丁目 五 番 地 電話 神戸 (6 )5081 番 (大 代表 ) 
東京 都 中 央 区 八重 洲 三 丁目 七 番 地 電話 東京 (271) 7221 へ ~8 番 
営業 所 大 阪 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 
神 Py RR ER 


; て 


SAF RT 
4 王 要 品種 特性 一 覧 表 


0 計 0 | : < っ 13 ar Na | *10.7MC に お い ぃ て 
< ぐー-15 | 環 谷 、 発 質 EL3 > に 


*0.5 MC に お いて 
*VEC=-—12V 


2 S A145 ーー- EE a MC に お いて 
小 信 号 低 周 et 


拉 和 i 

(mA (mW) (n) tuU) | (X10 | (dB (nA) 

2SBi0/70 | ま "| > < | <-L | 低 周 液 増 貼 
IIRBE, ZBE は 500n1A 下 2)VCB=—-6V, TE=lmA, Zg= 500n 


VeEM IcM ーー IC RC I cBo Vec 
0 半 矢 代 0 3 Pr 党 計 補 


5. | 0 | | <0.2 | 2 | ーー14 | 出 カ M9 


2SB128 
2SB128A 


SB 29A| 
SB 0 ーー トト 9 


2 
25B176/96 EE 


(2 


2SB17.7 
3jRBE, ZBE は 200KF 4RBE, ZBE は OOMT SRBE, ZBEGIONLT 6)RBE, ZBEG は 1000 OAT 7)RBE, ZBEK 5000AT 
8IRBE, ZBE は 4000 以 下 9 100cm?1mm 鋼 放 鈴 板付 , 絶 村 板 舞 1050cmf 1.5mmA 1 板付, 総 款 板 無 1012.5cm 放熱 板付 


ーー 


Ta) 
(エミ ミック 側 ) 


松下 電器 産業 株 式 会 社 


・ 東 京 都 時 田 区 寺島 町 2 の 8 話 611 局 101~7 
・ 東 京都 中 央 区 人 築地 3 の 10 女 和 会 船内 話 (541) 2021~9 
(38} 3658-1171 


所 ・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ビ ル (23) 0284 
出張 所 ・ 福 岡 市 上 洲 崎 町 42 東 (3) 4397 
仙台 駐在 員 事 務 所 ・ 仙 台 市 で 台 3515 
札幌 駐在 員 事 務 所 ・ 札 幌 市 北 三 条 西 四 丁 目 (第 一 生命 ビル) (4) 1768 


アノ テ ブ の 電気 豊 業 様式 会 斑 


0 東京 都 品川 区 大 井 元 芝 町 880 電話 で (761)3111( 代 表 ) 


後 一 7 


A 7 / 


T 測 容 


ーー ニー た 本 
CT 一 521B 型 
@ 使 用 プラ ウッ ン 管 


130 穫 —B A 


@ 径 直 軸 偏向 感度 
0.05 V/cm~20 V/cm 


@ 周 波数 特性 
dc~15 Me 偏差 3 db 


⑧ 詩 間 軸 掃引 速度 


0.1 rsec/cm~5 sec/cm 


| dc — 15MCc て リガ ー 半 引 杜 所 し 提 引 


ALIITTOAZI-Z 


CT—521B 型 
正 価 360,000 円 


ーー 
: CT 一 511 4 型 
⑧ 使 用 プラ ウッ ン 管 5 UP 1(F) 
EB ⑧ 垂 直 軸 偏向 感度 
” 措 . 0.1 V/cm~30 Vdc/cm 
] ; @ 周 波数 特性 
dc~1 Mc 偏差 3 db 
) 航 鞭 。@e 時 間 軸 掃引 度 
_ 3 psec/cm~300 msec/cm 
_ 洪 9 掃引 方 式 
; トリ ガー 掃引 , 繰返し 掃引 
は カタ ログ 人 造 星 横浜 市 洪 北 区 綱島 町 
0 : 松下 通信 工業 計測 課 CT-511 A 型 


松下 通信 工業 株 式 会 社 。 正 価 145,000 円 


k : 


8 


2 


使用 温 旗 引 叶 0 一 50*< 
9 電 存 埋 許 容 震 一 10 一 +200 2% (120 3%) 
- 閑 控 電 涼 拓 式 の 件 ) 以 下 と する 
営業 ロ Ls) 1ーV※Cx10“ 二 50( ヶ A)(V : 穴 属 使 用 電圧 ・C: 補 属 9 志 を 
肖 RR 目 損 失 等 価 下 列 括 抗 と 定格 移 電 在昌 の 村 が 次 款 の 人 値 」 下 と する 


音 種 電解 コン デン サ 
各種 タン タル コン デン 

和音 種 油 入 ・ シ バ ノ ー ル 入 コ ン デ ン サ 
各種 MP コンデンサ 


京 器 株 社 
山形 県 長井 市 1 as 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 一 9 (東山 ピル) TE 


た 阪 市 北 区 絹 笠 町 50( 堂 島 ビ ル 


: . 4 
で 凍 計 ・ | LL er) i131 J 


人 た 
超 穫 高圧 整流 官 
テレ ビビ 受像 機 や 測定 器 


F Ly TL HI > EA 
ガー 計 数 管 及 江 二 商 務 召 て , 


高圧 パル ス 整 流 

六 耐 電圧 1,500 V 

外 径 10 ミ リ 全長 25 ミ 
200 mA E+=0,.7V JI,=65.mA 


六 耐 電圧 10,000 V 
小 篤 10 ミ リ 全長 52 ミ 


太陽 電子 株 式 会 社 


社 ・ 工 場 東京 都 品川 区 東 戸 越 5 一 22 
電 話 (782) 代表 4176 


Tm MU lj i 
ON mh | Ml 


MRDD a A: HU 


20 土 0. 5pF 
0.8% 
440 Eh | 


その 他 一 般 水 唱 振 動 子 


。 血 8 共和 肌 作 所 


東京 都 練馬 区 貫井 町 4.5 1 TEL. : (991) ) 4803 


本 孝 喉 一 の 新 例 画 


列 カ の 5 


: ンプ テッ グ 2 全 名 と 3 
直流 現象 っ > 高 感 度 


4 現象 観察 まで 
音 種 広 男 囲 の 測定 が 出来 ます 。、 


INK WRITING 1 る 5 楽 子 税 種 


直 訪 式 ッ ログ デフ 


高速 現象 の 記録 
研究 - ~~ 製造 全 工 程 の 監視 に 


pe 他 治 党 合い 市 村 町 通 28 # 地 FE 初台 "(3 \ 400 
fm a 1 S$ 丁目 番地 TE: 避 大 4 
; 編 、 0 TE 0 


ーー 
©: 所 x 重 : 放 3 丁目 3 番 聞 2 馬 し 東京 (270) 517' 7 78 
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メー rH 


真空 管 の 保護 , 電源 電圧 の 自動 制御 , 
則 度 調節 , 回 転 数 制御 , 自動 点 減 , 過 負 
人 茶 制 御 , 絶縁 劣化 警報 その 他 あ ら ゆ る 方 
面 に 使用 で きま す 。 
トラ ンジ スタ ー 式 で 電力 , 力 率 用 も 製作 
じじ で お ね りり / ま pO 


WR 一 65 型 


DC 弊社 メー ター リレー は 最高 

商 感 度 D C 20kA の 技術 と 高度 の 品質 管理 の も 

製作 可能 導 へ 、 と に 製作 され て お り 現 在 本 邦 
いい | で 最 優秀 品 で 世界 的 高 精 許 な 

本 製品 で あり ます 。 

に で きま す 。 : ( 型 録 呈 ) 


気 計 測 器 ・ 工 業 計 指示 電気 計 娠 
a ei や 製 人 (©) JUS 工場 


電子 念 機器 ・ 制 御 機 器 


渡辺 電 摘 工業 株 式 会 社 


東京 都 渋 谷 医 神宮 通 2 の 36 電話 責 山 (401) 0ー 4 


a dm 


a 


凸 面 特 殊 印刷 
フッ カー 塗装 (小物 専門 ) 


EEE (Tel) 731 - 3362 人 
i は ピノ 人 
有限 会 社 未 用 友 ネ 
CR Ghat 


ar th 


ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金属 材料 . 


> 

MINIRON 52 
軟質 ガラ ス 封 入 用 i 
N i 
Fe-N-Cr 合金 a 
| 平均 膨 用 係 数 8~10- が C 『 
(20°C~500°C) < 内 
E 
| 合名 会 社 | 
Te ci = | i 1 
1 東京 都 中 央 区 日 本 橋 面 国 五 番地 隊 や 
1 電話 東京 (851) 局 。 5124 。.5125 。5128 ; * 
隊 


製造 株式 会 社 。 林 箇 。 邊 チチ 村 笠 下 邊 部 


a 


NE C 高 信頼 管 の 特長 : 
初期 不良 が な い の で 従っ て 平均 寿命 が 長い 
特性 変動 が 少 い 
特性 が 均一 で そろ っ て いる ぁ i 
絶縁 、 肌 圧 が 良く 陰 禁 以外 の 電子 放射 が 少 い 
振動 、 衝撃 に 強く マイ クロ ホ ニ ッ ク 雑 音 が 少 い 」 

主 な る 営業 品目 

RZ 信和 

2 コン グイ オド 
ゲル マニ ウム ダイ オォ オード 
定 * 電 詞 ) グ イリ オニ 


| 
NC 


RR SR 
半 


HeaRR A 
SrHnolRLSoLNoN 
に に renn oar oo 


1! 


まま 員 詩 補 


2 


画 


ド 
\ 
ジィ < 
管 
管 
管 
管 
筑 . 
管 
管 
穫 
fe 


i 
誌 名 用 
申込 炊 第 


3 


セ 
引 
) 
ra 
有 
回 
水 
平 
各 
太 
uy/ 
度 
び 


‘で! 
[3 


L みこ 


3 


2 N194 |2N515 
2N194A| 2N516 まま 2N1057 


2N517 2N214 


1 247 


2N 370 
2N.373 
2N409 


2N214m Pg 
2N228 
2N 34 
2N407 
2N 34 


日 本 販売 代理 店 


バ パルス 技術 ゥ 万 能 器 ーー 


690 シ レリーズ 
| 


調整 ・ 試 験 ・ 検 査 に 
テレ ビ ・ レ ー ダ ー・ 電 子 計算 器 等 の 
研 完 ・ 試 験 ・ 調 整 ・ 検 査 に 


波形 発生 器 


2N35 
2N213 


2N 306 


2N109 


2N405 


2N 591 


2N101 
2N141 
2N143 


東 死 通 貢 株式 会 


還 


中 央 区 築地 3 一 6 築地 ビル 2 階 (541)6735, 432]~9 


単純 な パルス 信号 ・ 複 合 ルス 信号 (波形 図 参 照 ) が ルス 巾 ・ 出 力 


電圧 ・ 繰 返し 周期 を 任意 に 変え て 発振 出来 ます 。 


株 式 会 社 小 野 測 器 製 作 所 


東京 ,、 都 大 下田 入 


2 
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1.9:0.08 7 E3009R3 7 


アル ミニ ウム 表面 処理 専門 


OQO( 特 許 ) ア ルミ ニウム 超 硬 質 処 理 ( 硬 絶 緑 性 , 耐 客人 触 性 , 耐 磨 和 性 ) 等 に 最適 


 / 和 白色 , 金色 , 銀色, 黒色, 原色, パー ルル 
〇 アル ミラ イ ト 法 に 依る 装 人 及 び 防 絡 処理 一式 ( その 他 科 硬 旬 メ ッ キ 及び 梨 地 仕 上 ) 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 . 


〇 銭 金 処 理 ( ア ルミ ニウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


電化 皮膜 工業 


\ 東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番 地 TEL (731) 3169 
>] 
._ 


* by 
5 3 
PE Terer-3| ers rrL Te 
gt 
生生 還 江 押 
に 2 
Ls | ls | 給 
ska 


| 結 よ 0 1200 Ka| 50 Ka | 
人 R 導 0 


Pp thn Rmi 


芋 人 月 性 を 


篤 種 回 転 樽 


FA7 電動 送風 欄 
コン アテ の PS タニ 


新 由 央 工業 株 区 合 計 


ミニ チュ アー モー ター 東京 都 大 田 区 大 森 5 丁目 232 番 地 電話 (761)9125 ~ 9 


ドラ ム 

0 DC 50 mvV 基 の 他 製 品目 es vV, 10 mv 

B 型 … s DC 10 mv 電子 管 式 自動 平衡 記録 計 定 電圧 1mV, 10 mv, 

C 型 … ’ DC 1my 寺子 管 式 自 動 ド 笑 記 RK E 50 mV 

EE 型 …(X-Y.T)Y 軸 を 時 間 軸 と し i 二 素 子 電子 管 式 自動 平衡 記録 計 追従 速度 フル スケ ー ル 1 秒 
録 紙 る を * 定 速 』 度 - りり 立 字 の 記録 直流 磁化 (B .H) [ ME Bs a 
放 と し - T と し て 使 用 する 事 も 出 来 ま す 。 - : 量 カ タロ グ 説 明 書 


きま 理化 電機 研究 


"所 東京 者 | 黒 区 中 目黒 3-1119 
電話 目黒 (712)3549 


征 測 器 ・ 
電話 穫 ・ 交 換 ・ 諸 部 分 品 
挫 線 用 ・ 諸 材 壮 
ケー プル 電線 ・ 工 事 用 諸 材 料 


株 式 会 社 Mg 析 


本 社 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 2 7 番地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・6 番 ・7 番 ・18 番 ・19 番 
出張 所 味 計 夫人 区 6 番 ' 胎 らち 番地 
電 話 九 ERS 08 ns 
(309 R26 


tS 


削 由 局 寺 ・ 隔 品 咲 和 状 CA WW 羅 民 再 N "0 
OG TY へ : 


- の 
" 9 
y 分 >\ 明 6 
2 ジ 7 試 々 験 頃 回 邊 路 簿 用 國 
‘a 避 キ 雷 器 用 抵抗 
“ リア クト ル に 対す る 高 抵抗 分 路 用 ー 
無線 電信 発 受信 機 及 レ ント ゲン 機 ー 
表 抵 抗 A 


層 東海 高熱 工業 株 式 会 社 っ 


本 社 東京 都 千 代田 区 神田 加 町 2 大 著 ビ ル 電 話 (251 う 5131( 代 ) Rr 0 
: 0 
NE es 
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Et- ーー 
St Es 


© プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下さ きい 。 

支 配線 図 や 簡単 な 貼 図 か ら で も 、 す ぐ で プリ ント 化 致 し ます 。 

支 設計 か ら 製 造 ま で 一 貫 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 き され た 設備 か ら 
生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


史 売 工業 株 式 会 社 


東京 都 世田谷 区 祖師 ヶ 谷 2 ~686 TEL (46) 0278・1231 


日 本 電 計 株 式 会 社 


東京 都 千代 田 区 神田 須田 町 1 の 28( 都電 須田 町 電 停 前 ) 電 話 (291) 5111~5 
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下 フ ルス ケー ル 0『.35 秒 , 最 
高 の 応 動 速 度 を 持つ 文 軸 画 サ 
ー ボ 機構 ~ 時 間 送 り 相互 の 瞬 
時 切替 自由 な マ \ 軸 画 長 時 間 の 
記録 が 行え る スト リッ プチ ャ 
ー ト 玉 用 途 に 応じ て 選 拡 で き 
る 4 種 の 増 巾 器 


抵抗 線 歪 計 と 応用 計 和 器 


( 誌 名 記入 の 止 カ タロ グ ご 請求 下さ い ) 


ラ 吉 隔 制御 装置 
TP18 一 1 型 NHK 納 入 
東京 タワ ー 鉄 培 150 m8 隊 史 
取付 けら れ た 回 転 ペ ラボ ラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 


科 
本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 移 
馬 , 中 継 局 よ り の 受信 に 使用 する ペラ ボ ポラ 空中 
線 装 置 で 一 組 又 は 四 組 の ラボ ポラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に より 任意 の 移 生 中 継 局 よ り 
の 映 人 象 受 信 を 全 方 向 カ バー する こと カ み : で きる s』 
灯 格 
(1) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 
(2) 科 持 35db 
(3) VSWR 1. ま た 
(4) 開 ロロ 径 4 吹 ( 開 口径 6 吹 に も 使用 出 
来る ) 


& ぴ へ り 
各党 こ 


& 
DO 浴 中 邊 耐 弄 


クラ イス トロ ン 170 Vi 


規 格 ) 

カタ ログ 進呈 
(0 甘 長 (mm) | 6.0+2% | 8.6+1% | 4~3 | 8~9 を 紙 名 記入 
W120 40 | 20 | 40 
陽極 電圧 (kV) NR 8) 3.25 | 潤 六 : 培 . 

1 2: 沖 画 気 工業 株 式 会 詩 」 

この は か , 24 一 50Gc 帯 の 各種 ミ リ 波 マグ ネト ロン , ミリ 波 東京 都 港 区 芝 高 浜町 1 0 

フイ スト ロン の 製作 を 行っ て お り ま す 。 御 相談 下さ い 。 


電話 三田 (451)2191・9271 
後 一 19 


Rt ys on 
Vhs kako ss ““ 


a *) DE 


7 短 0 1 ,* 
7 


EL 


日 立 ア ナ ロ グ 計算 機 は 、 拉 線 抵抗 と ポリ エ 
チレ ンコ ン デ ン サ を 使用 し て お り ま す の で 長 
期間 使用 し て も 精度 の 劣化 は 皆無 で す 。 
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E 
凸 た 供 3 
| @ 問 局 装 置 の 性 能 を e 送受 信 機 の 性 能 e e 安 中 線 の 性 能 e 
通話 路 数 ee 60ch 周波 数 純 囲 ……… 2450-2700Mc 上 坪 ロロ 角 で で 計 
( 外 に 打 合 回 線 を 有する) 変調 方 式 FM( 間 波数 変調 ) 
音声 有効 伝送 城 ……300 3400%% | 中 継 方 基 ee CO 半 > 4 
区 右前 群 周 波数 挫 域 …12 24Ke tp 1, 人 ; 旨 ee 
" ” 濾 数 純 囲 0.3- ‘ce 
茶 礎 群 周波数 帯域 0 60—108 Ke 周波 数 偏 移 srseeee: 1.5Me 
受信 機 帯 域 幅 ……6 Me i 


伝送 周 渡 数 帯域 ………… 60~ 316 Ke 
, また は 8 -264Kc 


受信 機 雑音 指数 12db}) 下 


a (2500Mc 用 SSB-FM 方 式 ) 
m= 人 と 多重 無線 通信 装置 
王 葵 電 接 株 式 会 社 warmsx。 


# 


0 


50 円 


本 誌 の 転載 は 自由 で す 7 時 王 計 : i RR 3 1 a 3 が 
¥ 出所 を 明記 する と 共に 転載 誌 を 2 部 # 会 へ 送付 し て ト さ い 。 定 価 1 部 1 
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